
取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましょう。 

®TOYOTA 













このたびは Porte をお買い上げいただを、 
ありびとラございます。 


本書はポルテの取り扱いについてドライバーの動作にそって説明し 
ています。 

安全で快適にお使いいただくために、ご使用の前に必ずお読みくだ 
さい。 



-運輯は交通ルール-マナーを守り、自然環境保護にち気をくばりましょラ。 

-トヨタ販売店で取り付け5れた装備（販売店オプション）の取り扱いについては、その商品 
に付属の取り扱い説明書をお読みください。 

-装備については販売店でカタ□グをご請ホください。 

-ご不明な点は担当営業スタッフにおたずねください。 


/ \ 

♦保証および点検整備については「メンテナンスノート」に記載していますので、併せて 
お読み < ださし、。 

♦トヨタ販売店の所在地および連絡先は、サービス網/お客様相談テレホン網として 
「メンテナンスノート」に記載しています。 

♦取扱書はいつでも見5れるよラに、メンテナンスノー トと共に車に大切に保管してくだ 
さい。 

♦車をゆず5れるときは、次のユーザーのためにこの取扱書およびメンテナンスノートを 
車に付けておいてください。 

\_ J 


車の仕様などの変更により、本書の内容が車と一致しない場合びありますのでご了承くださし、。 










本書は巧の 9 章か 5 構成されています。 

とくに第1章の「ま全ドライブのために必ず守っていた 
だきたいこと」は重要です。しっかりとお読みください。 


Vs. _/ 

第7章：安全ドライブのために必ず守っていただきたいこと 

「重大な傷害や事故•車両义災におよぶおそれびあること J および「一般的な 
ま意 J と、その回避ち法がこの章に集約して記載されていまず。重要でずので 
必ずお読みください。 

第2章：基本操作早わかり 

はじがてこの車にお乗0いただく方のたがに、基本操作を簡単に説明してい 
まず。 

第3章 •• 運乾をする前に 

ドアの開閉、シート、シートベルトなどの取り扱いを説明しています。 

第4章：運おをずるとさに 

エンジンのかけち、シフトレバー、メーター、スイッチなどの取り扱いを 
説日月していまず。 

第已章 -.室内装備の取り扱い 

エアコン、オーディオ、室内装備品（室内口、カップホルダーなど）の取り 
扱いを説明しています。 

第6章••始 • 快適装備の解説と注意 

SRS エアバッグ、 A B S など安全-快適装備についての機能説明と取り 
扱い上の注意を説明しています。 

第7章：車との上手な付き合い方 

季節による取0扱い、環境に配慮した経済的な運転方法などについて説明 
しています。 

第8章 •• メンテナンス 

車の手入れのしかたと曰常点検について説明していまず。 

第9章••で一のとき 

故障や(ンクしたとさなど、万一のとさに必要なの置ち法について説明して 
います。 
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表示について 


安全に関する表示 

r 運転者や他の人び傷害を受ける可能性のあること」や r 車両の故障 
や破損につながるおそれびあること」と、その回避方法を下記の表 
示で記載しています。これ5は重要ですので、必ず読んで遵守して 
<ださい。 


么 警告 
么 注意 


記載事項をお守りいただかないと、重大な 
傷害や事故-車両火災におよぶか、最悪の 
場含死こにつながるおそれびあること 

記載事頂をお守りいただかないと、傷害、 
車両の故障や破損につながるおそれがある 
こと 


その他の表示 

「知っておくと便利なこと」、「知っておいていたださたいこと」を 
下記の表示で記載しています。 


知識 


ミ日っておくと梗利なこと 
ミロつておいていただをたいこと 


トヨタ販売店にご連絡-ご相談していたださたい場合や、点検璧 
備を行っていたださたい場合を下記のマークで記載しています。 




トヨタ販売店にご連結-ご相談していただ 
をたいとを 

トヨタ販売店で点検整備を巧っていただき 
たいとさ 


イラストのマークについて 

してはならない行為を示すイラストには下記のマークが記載され 
ています。 


0 


してはな5ない行為 
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操作説明 （3 〜 9 章)の見方 

操作説明 （3 〜9章）の基本的な読み方について説明していまず。 


タイトル ★ ヘッダー ツメタイトル 

階層によ0区別グレード等により装着のページの内容を鲁章のタイトルを 
してあります。有無び異なることをお知案内しています。案内しています。 



ます。 


■本書では新計量法の施行に伴い国際単位系（略称 S I 単位）を基本に記載し、従来 
単^1を { } 内に記載してありまず。 


4 ※このページはサンプルですので記載内容は実際の車とは異なります。 






















































巧索方法について 


本書ではお客様が知りたいことを素早くお読みいただけるよラ、 
:夕のよラな工夫びしてありまず。 



I タイトルか6さびす 

〇 6ページ 

■ 旧知 

■ 「ツメタイトル」 

■ r 各章のはじめの目;夕 J 

I 取り付け 位置 か弓さびす 

〇 8ぺージ 

-「イラスト目次」 


ち抑か 5 さびす 

〇 444ページ 

■ 「五十音さくいん」 




I 警告 巧か 5 さびす 

〇 454ページ 

■ r 警告'なさ < いん」 



症がか 5 さびす 

〇 444ページ 

■ 「五十音さくいん」 

(色付さ 文字の 項目） 
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イラスト目次 

8 

安全ドライブのために 

必ず守っていただきた 

いこと 

13 

基本操作早わかり 

(はじめてこの車にお乗りになる方へ） 


93 

運起をする前に 

113 

運起をするときに207 

室内装備の取り扱い 


265 

安全-快適装備の 

解説と'ま意 

315 

車との上手な 


巧き合い方 

341 

メンテナンス 

357 

万一のとき 

409 

さくいん 

443 














• 安全 .快適ドライフのために 
• 安全装備について 
• 運転装置について 


• 各部の開閉 
• シートの調整 
• シートベルトの着用 
• 運転ずるとさは 


• ドア、ドアガラスなどの開閉 
• シートの調整 
• シートアレンジ 


• メンテナンスについて 
• オーバーヒート-万一の事故 
• その他の注意 


. 壁告灯 

• スイッチ類の取り扱い 
• エアコン-才ーデイオ 


• シートベルトの着用 
• チャイルドシートの固定 
•八ンドル、'ラーの調整 


•エンジンのかけ方 208 •バーキンクフレーキペタルの使い方220 

• シフトレバーの使い方 211-メータ ー 、表示灯、警告口の見ち222 

. オートマチック車の運転のしかた214 . スイッチの使いち（ランプ、ワイバーなど） 2已〇 


•エアコンの取り扱い 2已6 •室内装備品の使い方 

•才ーデイオの取り扱い 28白 （室内な、カップホルダーなど） 302 


• 工具、スペアタイヤ、発炎筒 
• 故障したとさは 
• バンクしたとさは 
• バッテリーがあがったとさは 


• SRS エアバック 

316 

-フレックスフルタイム 4 WD 

• シートべルト関係 

32色 

• VSC & TRC 

• A 巨 S &プレーキアシスト 

• Super E C T 

328 

333 

-デイスチヤージへッドランプ 


雨の曰の運転について 
寒を時の取り扱い 


342 -経済的な運転 

343 -環境保護のために 


車の手入れ 
日常点検 


3已8 -メンテナンスデータ 

387 -初期設定が必要な機能 


五十音さくいん 


444 ■警告なさくいん 


4已4 
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イラスト目次 
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イラスト巨な 

インストルメントパネル 


ドア=ラー調整/格納スイッチ 吟202ページ—— 
へッドランプレべ U ング調整ダイヤル >2已2ページ 
フ□ントワイパーデアイサースイッチ 吟2已9ぺージ 

ランプスイッチ 吵2已〇ページ- 

方向}旨示レバー *2 已4ぺージ- 

フ□ントフォグランプスイッチ 吟2已3ぺージ- 

プラズマクラスタースイッチ 吟284ページ- 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 吟208ぺージ 
ワイパ ー &ウォツシャースイツチ 

*2 已已ぺージ- 

シフトレバー ♦21] ぺージ- 


メーター、表示打、警告な、時計 

♦222 ページ 



非甫点滅ロスイッチ 
♦2 己 2 ページ ー 
バワースライドドア 
スイッチ ♦! 28ページ 
チルトステアリングレバー ♦200ぺージ 

ホーン 己 3 ページ 

TR 巳 OF F スイッチ 日] ぺージ 
パワースライドドアメインスイッチ 吟]2 己 ぺージ 
運転席□アボックス ぺージ 
ボンネットオープナー 已 9ページ 
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※装備のちびい、注文装備ち含んでいます。 






































































































助手席 S R s エアバッグ 吟31 己 ページ 
グ□-ブボックス 吵304 ページ 
I - 助手席シートベルト非着巧 警告 打 >249 ページ 
-才ーディオ >28 己 ページ 
才ートエアコン 己己 ページ 


マニュアルエアコン >27 己ページ 
I - 運お剧顺入れ 

304 ページ 



^ 運励 gSRS エアバッグ 

31己 ページ 

バー キング ブレーキ ペダル 
♦220 ページ 
アクセヴ U - ソケット 

♦307 ページ 

カップホルダー >308 ぺージ 
センター□アポックス ♦304 ぺージ 
収納ポケット >30 已 ページ 

発お筒 -►414 ページ 


※装備のちびい、を文装備ち含んでいます。 


目次 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引， 
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イラスト巨な 

室 巧 


サンバイザー/バニティ-ラー ♦302 ぺージ 

- マップランプ ♦303 ページ 

— バワーウインドゥスイッチ ♦] 已] ページ 
ー フユーエルリッドオープナー今] 已已 ページ 
ー アジャスタブル 

ショルダーベルトアンカー 岭] 9] ぺージ 


ー ルームランプ ♦303 ぺージ 
カップホルダー 今308 ページ 
マルチボックス ♦30 日 ぺージ 



フ□ントシー ト吟]己4 ぺージー 
3 点式シートベルト ♦] 白0 ページ- 

吕点式シートベルト 92 ぺージー 

リヤシート ♦] 巨9 ページ - 

デッキアンダートレイ -►310 ぺージ 
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※装備のちびい、注文装備を含んでいます。 


























































イラスト巨な 

車両か観 



目次 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


※装備のちがい、注文装備ち含んでいます。 
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安全ドライブのために 
必ず守っていただきたいこと 


r 重大な傷害や事故•車両义がにおよぶおそれびあること」および「一般のなま意」 
と、その回避ち法がこの章に集約して記載されていまず。重要でずので必ずお読み 
<ださい。 



^をを-快適ドライブのために . 

1. 点検藝備実施のお願い 

2. お出かけ前のま意 

3. 燃料補給時のま意 

4. 走行ずるとをのま意 

已.走行中、異常に気付いた5 
色.駐停車するとさのま意 

7. 排気ガスに対するま意 

8. おモさまを乗せるとをのま意 

K まを装備について . 

1. シートについてのミち意 

2. テ供専用シートについてのま意 

3. シートベルトについてのま意 

4. SRS エアバッグについてのま意 

5. ABS &ブレーキアシストについてのま意 
色. VSC&TRC についてのま意 

I 運拓装置について . 

>1.才ートマチック車についての注意 
2. 4 WD 車についてのま意 


14 


14 

1已 
20 
22 
29 
32 
34 
37 


40 


40 
44 
48 
已4 
已9 
60 


百1 


61 

64 


がみメンテナンスについて . 百7 

1. 点検-手入れ時のを意 67 

2. タイヤについてのミち意 69 

3. バッテリーについてのミ主意 74 

4. ジャッキアップについてのま意 76 

才ーパーヒート • 万一の事巧 . 79 

1. 才ーパ'-ヒートについてのミち意 79 

2. 万一の事故のとをのま意 80 

I その他のま意 . 82 
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点検藝備をがず実施してください。 
実施していただかないと、重大な車両 
故障につなびるおそれがあり危険でず。 



① 点検整備を必ず実施してください。 


•曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施していただくことび 
法律で義務付けられています。 

曰常点検 （0387 ページ参照）や定期点検など、点検整備の詳細については「メン 
テナンスノート」をお読みください。 


販売店 


定期点検は、安全の確な、公害防止の観点から、定期的に実施する点検です。 
定期点検整備は、専用の整備機器、指定の油脂類、交換された部品' 油脂 
類の適切な処理などび必要なため、トヨタ販売店にご相談<ださい。 


•点検整備は自動車の健康診断でず。 

定期的な点検を巧い、その結果必要となった整備や部品交換を実陆ずることび末永< 
車と付き合っていくラえで最ち大切なことです。 

•点検整備を実施しないと、例えばエンジンオイルの不足-劣化によりエンジン内 
部び焼を付さなどを起こすおそれびあります。また、ブレーキパッドやブレーキ 
ディスクなど、その役割を果たすと共に摩耗していく部品については、使用限度 
(摩耗限度）をこえての使用は故障を引き起こすばかりか、事故に結びつくおそれ 
ちあります。 


販売店 


曰常点巧で異常びあったり、車の調子び悪い場合には、トヨタ販売店にご 
相談ください。 



点検整備実施のお願い 
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お出かけ前に、巧の事項を必ず守って 
ください。 

お巧りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれがありまず。 


①窓 ごしなど車外からのエンジン始動は絶対に行わないでくださし、。 

•思わめ事故につなびるおそれびあり危険でずので、必ず運転席に座って行って 
<ださい。 


@ 低水温表示なが青く点なしてい 
る間は、極端にアクセルペダル 
をあお!5ないで < ださい。 


•暖機不足の状態では、軸媒装置び未燃焼ガスにより異常燃焼を起こし、損傷ずる 
おそれびあります。 

•暖機はほ水温表示灯（青色）び消なすれば十分でず。 

⑤ 走行前にすベてのドアが確実に閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

•ドアびお実に閉まっていないと走行中にドアび突然開き、思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険でず。なお、いずれかのドア（バックドアを含む）び確実に閉 
まっていないとさは、半ドア警告な （0247 ページ参照）び点なします。 


④フ □ントガラス前部の外気取り 
入れ□に雪、落ち葉などが付い 
ているときは取り除いてくだ 
さい。 


♦外気び導入でさず、車内の換気び十分でさなくなり、雨天時など車内の湿度び上びり、 
ガラスび曇ったりして視界び悪くなるおそれびあります。 






I お出かけ前のま意 
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遙黨まを • 快適ドライブのために 


逗) 停車中に八ンドル位置を調整し 
たときは、確実に固定されてい 
ることをしてください。 


♦八ンドルの固定び不十分だと、走行中に八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ D 盾;険です。 




® 運転席足元、運転席下にちのを 
置かないで < ださい。 


參空ちなどびあるとブレーキペダルやアクセルペダルに挟まり、ブレーキ操作びで 
さなくなったり、アクセルペダルびをどらなくなるなど、思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険です。 また、 シートの動きびさまたげられたり、シートび固定 
でさず、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 



お出かけ前のま意 
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まを • 快適ドライブのために 


⑦フ □アマットはお車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの 
上にしっかりと固定して使用してください。 

♦運転席にフ□アマットを敷くとさは、し:■(下のことをお守りください。お守りいた 
だかないと、フ□アマットびずれて達転中に各ペダルと干渉し、思わめスピードび 
出たり車を停止しにくくなるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

-トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しな 
いで < ださい。 

-運転席専用のフ□アマットを使用してください。 

•付属のフック（クリップ）を使って、 

常にしっかりと固定してください。 

力一ぺットの穴は、トヨタ純正フロ 
アマットのずれを防止ずるために使 
用ずる固定ク U ップ取り付け用でず。 

詳しい固定ち法はフ□アマット付属 
の取扱書をお読み < ださい。 

-他のフ□アマット類と重ねて使用し 
ないでください。 

-フ□アマットを前後逆さまにしたり、 

裏返して使用しないでください。 

♦運転する前に、じ(下のことを確認してください。 

-フロアマットびずベての固定フック（クリップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、とくに洗車をは必ず確認を巧ってください。 

-エンジン停止およびシフトレバーび 
©のが態で、各ペダルを奥まで踏み 
込み、フ□アマットと干渉しないこ 
とを確認してください。 





I お出かけ前のま意 
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遙霉まを • 快適ドライブのために 


® 助手席や後席に荷物を積み重ね 
ないで < ださい。 


參急ブレーキをかけたとさや車び旋回しているとをなどに荷物び飛び出して、乗員 
にあたったり、荷物を損傷したり、荷物に気をとられたりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 

♦荷物はラ ゲージルームに 安定した状態（例えば、ラ ゲージルーム 前ちに均等に）で 
置いてください。 


巧) 燃料が入った容器やスプレー左 
などは積まないでください。 


参万一のとき引义し、車両火災につなびるおそれびあり危険でず。 

⑩ ボンネットを開けて作業などをしたときは、走行前にボンネット 
び確実に □ ックされていることを確認してください。 

參□ックせずに走行するとボンネットび開いて、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。 





お出かけ前のま意 
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まを•快適ドライブのために 


⑩ 次の場合は車び故障しているおそ 
れびありまず。そのままにしてお 
くと走行に悪影響をおよぼしたり、 

思わめ事故につなびるおそれびあ 
りを険でず。 ® トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 

♦いつもと違ラ音や臭いや振動びするとさ 
♦八ンドル操作に異常を感じたとを 
参ブレーキ液び不足しているとさ 
參地面にミ由のもれたあとび残っているとさ 
♦メーター-表示な-警告灯、ランプ類に異常びあるとき 



e 


⑩お 酒を飲んでの運野は絶対にし 
ないで < ださい。 



♦飲ミ酉運転は法律で禁止されています。 

♦飲ミ酉運転は非常に危険で、ご<少量のアルコールでを判断力-視力-を意力に影響 
をおよぼし、重大な事故につなびるおそれびあり危険です。 

⑩ エンジンルーム内および車体巧下に、ネコ やネスミな どのか動物 
がいないことを5崔認、して < ださい。 

♦エンジン始動時、フアンやベルトなどにル動物び卷さ込まれたりして、機能不具合 
の原因となるおそれびありまず。 



I お出かけ前のま意 
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•指定燃料は無鉛レギュラーガソ u ンです。給油時に指定されている燃料であるこ 
とをお認してください。 

•指定(がの燃料（粗悪ガソリン、軽ミ由、巧油、アルコール系燃料など）を使用す 
ると、エンジンの始動性び悪くなったり、ノッキングび発生したり、出力び低下 
ずる場合びあります。また、そのまま使ラとエンジンの故障や燃料系部品の損傷 
による燃料をれなどの原因となるおそれびありますので、指定燃料 L ソ外は使用し 
ないで < ださい。 


@ 燃料補給時には、次のことをお 
ずお守り <ださい。お守0いた 
だかないと、燃料に引火してや 
けどなどの重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につながる 
おそれがあ0ます。 

•エンジンは必ず停止してください。 

♦車のドア、窓は閉めてください。 

参タノ くコなど乂気を近付けないでください。 

•フユーエルリッド-フユーエルキャップを開けるときなど給油操作を行う前に、 
車体などの金属部分にふれて体の静電気除去を行って<ださい。体に静電気を帯 
びていると、放電による义巧で燃料に引乂する場合びあり、やけどをするおそれ 
びあります。 




3燃料補給時のま意 
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まを • 快適ドライブのために 


参 フューエル キャップを開ける場合は、 

必ずキャップのツマ5部分を持ち、ゆっ 
くりと開けてください。 

気温び高いとさなどに、燃料タンク内 
の圧力び高くなっていると、給油□か 
ら燃料びのさ返すおそれびあります。 

フューエルキャップを少しゆるめたと 
きに"シュ ー" という音びする場合は、 

それ LU 上開けないでください。 

その音び止まってからゆっくりと開けてください。 

参 給ミ由中、再び車内のシートにをどったり、帯電している人やをのにふれないでく 
ださい。（再帯電することびあります） 

♦給油□には静電気除去を行ったち L ソ外を近付けないで<ださい。 

♦給ミ由するとをは給油口にノズルを確実に拝入してください。ノズルを浮かして継ぎ 
足し給ミ由を行5と、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合びあります。 

参 給ミ由終了後、フューエルキャップを開 
める場合、"カチッ"と一度音びするま 
でちにまわしてください。手を離すと 
若干もどります。 

参 車に合った、トヨタ純正の フューエル 
キャップし U がは使用しないでください。 

>その他、ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているを意事項を守ってください。正常 
に給ミ由でさない場合は、スタンドの係員 
を呼んで指示に従ってください。 

⑤ 給油時に、気化した燃料を吸わないようにしてください。 

参 燃料の成分には、有害物質を含んでいるをのちありますのでごを意ください。 





-燃料補給時のま意 
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走行ずるときは、次の事項を必ず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t : にごながるおそれがありまず。 


0 


参エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力装置やパワーステアリングび働かず、 
ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび非常に重くなったりして、思わめ事故 
につなびるおそれびあり危険です。 


( D 走行中は八ンドル位置やミラー、 
運転席シートの調整はしないで 
ください。 


•調整中に運転を誤ったり、シートび突然動くなどして、思わめ事故につながるおそれ 
びあり危険です。 

⑥ ドアミラーを倒したまま走行しないでください。 

参ドア-ラーによるをちお認びできず、思わめ事故につなびるおそれびあり危険 
です。 





①走 行中はエンジンを停止しない 
で < ださい。 



4走行するとさのま意 
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まを•快適ドライブのために 


④ ブレーキペダルに足を柔せたり、 
パーキングブレーキをかけたま 
ま走^?しないで < ださい。 


♦ブレーキパッドび早く摩耗したり、ブレーキび過熱しブレーキの効さび悪くなり、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 



( D 下り坂ではエンジンブレーキを 
併用してください。 



>ブレーキ ペダルを踏み続けると、過熱により ブレーキの 効さび悪くなるおそれび 
あり危険です。 

⑥ 車を少し移動させるときでも、必ずエンジンを始動してください。 

参エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力装置やパワーステア U ングび働かず、 
ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび非常に重くなったりして、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 

参エンジンをかけず、坂道を利用して車を動かずと、思わめ事故につなびるおそれ 
があり危険です。 


⑦八ン ドルをいっぱいにまねした 
：!犬態を長く続けないでください。 


>オイルの温度び上びりずざたり酒滑不良を起こし、パワーステアリング装置を損傷 
ずるおそれびあ0ます。 




走行するときのま意 
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遙黨まを • 快適ドライブのために 


® 八ンズフリ ー L ソがの自動車電話 
や携帯電話を運転をは運転中に 
使用しないでください。 


•) V ンズフ U — LU がの自動車電話や携帯電話を運転者び運転中に使用することは法律 
で禁止されています。 

♦電話をかけるときや、電話びかかってきたときに、を意び電話機に向いてしまい、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

ノ V ンズフ U — LU がの自動車電話や携帯電話を運転者び使用するとをはま全な場所に 
停車してから使用してください。 


④ 大きな段差びある場所では慎重 
に走行してください。 


参次のよラな場所を走行するとさは、バンパーを損傷するおそれびありますので、 
スピードをおとして慎重に走行してください。 

-駐車場の出入り□などの段差のある場所を通過するとき 
-立体駐車場のスロープなど勾配び急な場所を走行するとき 
-輪止めなどのある場所や、路肩におって駐停車するとき 
-凹凸やわだちのある道を走行ずるとさ 
-くぼみ（巧）などを通過するとさ 

-平坦な道から上り坂-下り坂に進入するとさ、または上り坂-下り坂から平坦な 
道に進入するとき 







走行するとさのま意 
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まを•快適ドライブのために 



⑩ ぬれた路面や積雪路、凍結路な 
どのすべりやすい路面では、と 
くに慎重に走行してください。 


参ずベりやすい路面での急ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、 
車を制御でさなくなり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

•シフトアップ、シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数の急激な 
変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
•寒いとさ、橋の上や曰陰など凍結しやずい場所ではあらかじめ減速し、慎重に走行 
して < ださい。 

•雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため慎重に走巧してください。 


⑩ 冠水した道路は走行しないでく 
ださい。 



販売店 


冠水した道路を走行するとエンストするだけでなく、電装品のショート、 
水を吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあ0ます。 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸ってしまったときは必ずトヨタ販 
売店で下記の項目などを点検してください。 

•ブレーキの効さ具合 

♦エンジン、トランスミッション、トランスファ ー(4 WD 車）、デイファレ 
ンシャルなどのオイル量および質のを化（白獨している場合、水び憑入 
していまずのでオイルの交換び必要です） 

♦プ□ペラシャフト （4 WD 車)、さベアリング、さジョイント部などの潤滑 
不良 



4走行するときのま意 
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遙霉まを • 快適ドライブのために 


⑩ 湿度び非常に高いときにエアコンを作動させている場合は、才ート 
エアコン装着車では、フ□ントデフ□スタースイッチを巧さないで 
ください。マニュアルエアコン装着車では、吹き出し□切りかえダ 
イヤルをにしないでください。 


♦外気とウインドウの温度差でウインドゥか側表面び曇り、視界をさまたげる場合 
びあります。 


⑩ スタック"^したとさは 

※めかるみ-巧せ-深雪路などで駆動輪び空転し 
たり、埋まり込んで動けなくなった状態。 


•スタックからの脱出をこころみるときは、必ず周囲の安全を十分に確認してくだ 
さい。脱出の勢いで、ものを損傷させたり、人身事故を引き起こすおそれびあり 
危険です。 

参タイヤを高連で回転させないでください。タイヤびバースト（破裂）したり、駆動 
部品（デイファレンシャルギヤなど）び異常過熱により、思わめ事故につながるお 
それびあり危険です。 

•スタックからの脱出のために、やむを得ず前進•を退を繰り返すときは、トラン 
ス S ッシヨンやデイファレンシャ J レギヤなどに損傷を与えるおそれびあるため、 
次のことにを意してください。 

-シフトレバーを®または®に確実に入れてから、アクセルペダルを軽く踏んで 
ください。また、シフトレバー操作中は絶対にアクセルペダルを踏まないでく 
ださい。 

-過度の空ぶかしやタイヤの空転をさせないでください。 

-過度にタイヤび空転した場合には、エンジン回転び低くなってからブレーキ操作 
をしてください。 

-数回行ってを脱出できないときは、本操作を中止してください。 

•スタック脱出には、なの方法び有効です。 

-タイヤ前後の±や雪を取り除く 

-タイヤの下に木や石などをあてびう 



販売店 


けん引フックやサスペンション部品などに□ープをかけてけん引すると、 
けん引フックやヴスペンション部品を損傷するおそれびあります。無理に 
けん引せず、トヨタ販売店や J A F などに依頼してください。 
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まを • 快適ドライブのために 


吸 洗車後や水たまり走行後は、 
ブレーキペダルを軽く踏んで 
ブレーキが正常に働くことを確 
認してください。 


参ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなったり、めれていない片方だけ 
び効いて八ンドルをとられ、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦効をび悪い場合は、周囲の安全に十分を意して効さび回復するまで、数回ブレーキ 
ペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことをお認してください。 


饭走 行中、シート]; I がの場所への 
乗車や車内の移動はしないでく 
ださい。 


♦急ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどに、体び巧ばされ、頭などを強く巧ち、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


饭窓か 5手や顔を出さないでくだ 
さい。 


♦走行中、手や顔を出していると、車外のものなどにあたったり、急ブレーキ時に 
頭を窓枠にぶつけたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

⑩走 行中はドアレ/く一を弓 I かないで< ださい。 

參走行中はドアレバーを引かないでください。ドアび開き車外に放り出されたりして、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

とくに、運転席はロックレバーび施錠側になっていてもドアび開くため、ミ主意し 
て < ださい。 






走行するときのま意 
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遙霉まを • 快適ドライブのために 


⑩ ドアガラスを開けるとさや閉め 
るときは、他の人の手-腕- 
頭-首などを挟んだり巻き込ま 
ないよラにを意してください。 


♦ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたりして、生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれびあり危険です。 

⑩ 収納ボックス （0304 ぺージ参照）のフタや、 4 WD 車ではデッキ 
ボード （03 10ページ参照）を開けたまま走す5しないでください。 

♦急ブレーキをかけたとさなどに荷物び飛び出し、思わめ事故につなびるおそれび 
あり危険です。 

通) 収納ポケット （030 已ぺージ参照)、マルチボックス （030 日ぺージ 
参照）に転がりやすいものや凹面より高さのあるものを収納しない 
で < ださい。 

♦急ブレーキ、急旋回したとをなどに収納物び巧び出し、思わめ事故につなびるお 
それびあり危険です。 


留) ウインドゥガラスにアクセヴ 
リーを取り付けたり、インスト 
ルメントパネルやダッシュボー 
ドの上にちのを置いたまま走行 
しないで<ださい。 

參運転者の視界をさまたげたり、発進時や走行中に安全運転のさまたげになり、思 
わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

獲) 車内の床に転がりやすいちのを置かないでください。 

•つうッ トフロアになつてしぶため、転びりやすいものを車内の床に置くと、急ブレーキ、 
急旋回したとをなどに運転席まで転びり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険 
でず。 





走行するとさのま意 
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が•逸 


己. 走巧中、異常に 
気付いた5 一 


走行中、異甫に気付いた5、巧の事項 
を必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれがあ0まず。 


rii 


① 警告なが点な•点滅したら、安全 
な場所に停車し、ただちに処置 
して < ださい。 



♦点灯■点滅したまま走行すると、思わめ事故を引さ起こしたり、エンジンなどを 
損傷するおそれびあります。警告なの内容を確認し、適切な処置をしてください。 
(0234ページ参照） 


@ブ レーキ警告なが点！打したまま 
走行し続けないでください。 



ブレーキ警告打 


販売店 


警告灯びなのようになったときは、ただちに安全な場所に停車してトヨタ 
販売店へご連絡ください。 

♦エンジン回転中にパーキングブレーキを解除しても点なしたままのとさ 
この場合、ブレーキの効さび悪<なり、制動距離び長くなるなど、思わめ 
事故につなびるおそれびありを険です。効きび悪いときはブレーキペダル 
を強く踏んでください。 

•ブレーキ警告なび ABS &ブレーキアシスト警告な、または ABS 警告な 
と同時に点なしたままのとさ 

この場合 、 A BS またはブレーキアシスト （VSC & TRC 装着車）に 
異常び発生しているだけでなく、強めのブレーキの際に車両び不安定にな 
るおそれびあります。 



-走行中、異常に気付いた5 
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遙焉まを • 快適ドライブのために 


⑥ エンストしたときは、落ち着いて操作してください。 

•エンストしたとさは、ブレーキ倍力装置やバワーステア U ングび作動しなくなり、 
ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったりしまず。 

この場合は、制動力などびなくなったわけではありませんので、通常より力を入れ 
て操作し、周囲の安全を確かめ、路肩に寄せて停車して<ださい。 


贫 走巧中にタイヤびパンクやバー 
スト（破裂）してち、あわてず 
対応してください。 


•八ンドルをしっかり持ち、徐々にブレーキをかけてスピードを落としてください。 

急ブレーキや急八ンドルは車両のコントロールびできなくなるおそれびあります。 
参次のよラなときは、パンクやバーストび考えられます。 

-八ンドルびとられるとさ 
-異常な振動びあるとさ 
-車両び異常に傾いたとき 
参パンクしたまま走行しないでください。 

パンクしたまま走行し続けると、走行不安定となり、思わめ事故につなびるおそ 
れびあり危険です。また、タイヤ•ディスクホイールやサスペンション、車体に 
損傷を与えるおそれびあります。ただちにスペアタイヤに交換してください。 


⑥ 車体巧下やタイヤ•ディスクホ 
イールに強い衝撃を受けた5、 
ただちに安全な場所に車を止め 
て、下まわりを点検してくださし、。 


参ブレーキ液や燃料びもれたり、サスペンション部品、タイヤ■ディスクホイール、 
駆動系部品などの変おや損傷の可能性びあるため、そのままの状態で使用すると、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


をれや損傷び見つかった場合は、そのまま使用せずトヨタ販売店にご相談 
.眼売店 < たごい。 





走行中、異常に気付いたら 
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まを • 快適ドライブのために遙爵 


® 走行中、継続のにブレーキ付近 
か!5警告音（キーキー音）び発 
生したときは、ブレーキパッド 
の使用限度です。 ® トヨタ販 
売店で点検を受けてください。 

•警告音び発生したまま走行し続けると、ブレーキのパッドびなくなり、ブレーキ 
部品を損傷させたり、効さび悪くなって、思わめ事故につなびるおそれびあり危 
険です。 


警告音は、ブレーキパッドウェアインジケーターによるをので、走行中に 
斌 警告音（"キーキー"といラ金属音）を発生させ、ブレーキパッドび使用 
販売店限度に近付いたことを運転ちにがらせます。 

警告音び発生したとさは、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


③走巧中にやむを得ずエンジンを停止するときは、次のことをお守 
りください。 

•走行中にやむを得ずエンジンを停止するとをは、十分に減速するよラにしてくだ 
さい。エンジンを停止すると、ブレーキの効きび悪くなり八ンドルび重くなるた 
め、車のコント□ールびしにくくなるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。 

•走行中にやむを得ずエンジンを停止するとをは、キーは絶対にあかないでくださ 
しんキーを抜くと八ンドルび□ックされるため、思わめ事故につなびるおそれび 
あり危険です。 




-走行中、異常に気付いた5 
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駐厚車ずるとさは、巧の事頂を必ず守つ 
てぐださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれびありまず。 


の 車か！5離れるときは、パーキングプレーキをかけ、必ずエンジン 
を停止し、砲錠してください。 

♦車から離れるとさは、必ずエンジンを停止して、施綻することび法律で義務付け 
られています。また車両盗難や車内のものを盗まれるおそれびありますので、車 
内に貴重品などを置かないようにしてください。 

•車から離れるときは、(下のことを守ってください。お守りいただかないと、車び 
無人で動さ出し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

-シフトレバーを©にする 
-パーキングブレーキをかける 
-エンジンを停止ずる 
-ドアを施錠ずる 


@ 可燃物付近に車を止めないでく 
ださい。 


参車両をちや排気管付近に燃えやすいをのびあると、义災につなびるおそれびあり 
危険です。 

•木ネオ、ベニヤ板などび車両後方にあるときは、車両を端を十分離して止めてくだ 
さい。すき間び少ないと排気ガスによって変色やをおしたり、义災につなびるお 
それびあり危険です。 

•枯れ草や紙くずなど燃えやすいをのの上を走行したり、車を止めたりしないでく 
ださい。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると义災につなびる 
おそれびあり危険です。 

⑤ 寒を0き、パーキングブレーキをかけずに駐車するとさは、必ず輪止め 
をしてください。 （03 已〇ぺージ参照） 

•輪止めをしないと、車び動き思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 





駐停車するとをのま意 
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まを•快適ドライブのために 



® 停車中に空ぶかしをしないでく 
ださい。 


♦排気管び過熱し、車両义災につなびるおそれびあり危険でず。 


® 炎天下で駐車するときは、メガ 
ネ、ライター、スプレーち、炭 
酸飲料のちなどを車内に放置し 
たままにしないで<ださい。 


参車内び大変高温になるため、ライターやスプレーちのガスび自然にちれたり、破裂 
したりして、車両义災につなびるおそれびありを険でず。 

>炭酸飲料のちび破裂したりして室内を巧したり、電気部品のショートの原因となる 
おそれびあります。 

参車内び大変高温になるため、プラスチックレンズやプラスチック素なのメガネの 
をお、ひび割れを起こずことびあります。 



® 仮眠するときは、必ずエンジン 
を停止してください。 





>エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アクセ 
ルペダルを踏み込んだりして、車の急発進による事故や、エンジンの異常過熱に 
よる車両火災につなびるおそれびあり危険でず。 

また、排気管び損傷していたり、風通しの悪い場所では、排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 



-駐停車ずるときのを意 
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排気ガスにはお色-無臭で有害な一酸 
化炭素 ( C 0) が含まれていまず。 
誤ってが気ガスを阪い込まないよ5に 
ずるため、巧の事項を必ず守ってくだ 
さい。 

お守りいただかないと、重大な腫康障害 
におよぶか、最悪の場合死亡につなびる 
おそれびありまず。 


① 換気が悪い場所ではエンジンを 
かけたままにしないで<ださい。 


♦車庫内など囲まれた場所では、排気ガスび充満し排気ガスに含まれる一酸化炭素 
(巳 0) により、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
友 D ます。 


( D 雪が積もつた場所や降雪時に駐 
車ずるときは、エンジンをかけ 
たままにしないで<ださい。 


参エンジンをかけた巧態で車のまわりに雪び積をると、排気ガスび車内に侵入し、 
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 






7排気ガスに巧ずるま意 
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まを•快適ドライブのために 


⑥ 排気管はときどき点検してくだ 
さい。 



販売店 


排気管の腐食などによる巧や亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、排気音 
の異常などに気付いた場合は、おずトヨタ販売店で点検整備を受けてくだ 
さい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


® バックドアを開けたまま走行し 
ないで < ださい。 



>開けたまま走行すると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。走行する前に、必ずバックドアび 
閉まっていることを確認してください。 



排気ガスに対するを意 
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遙霉まを • 快適ドライブのために 


@ 車内に排気ガスび侵入してきた 
と感じた!5、次の処置をしてく 
ださい。 



•すべての窓を全開にして新鮮なが気を車内に入れてください。 


販売店 


すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けてください。そのまま放置すると、 
排気ガスにより、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 



7排気ガスに巧ずるま意 
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お子さまを乗せるとさは、次の事項を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれがありまず。 


①お子さまはリヤシートに座らせ 
て < ださい。 


•助手席ではお子さまの動作び気になり運転のさまたげになるだけでな<、お子さま 
び運転装置にふれて、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 



@ お子さまにもシートベルトを必ず 
着用させてください。 



参ひざの上でおテさまを抱いていると、急ブレーキや衝突したとさなどに支えされ 
ず、おモさまび放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 

♦ U ヤシートでを必ずシートベルトを着用してください。（色190ページ参照） 


•シートベルトの肩部べルトび首やあご 
にあたったり、お部ベルトび腰骨にか 
からないよラなルさなお子さまには、 
おテさまの体に合ったテ供専用シートを 
ご使用ください。子供専用シートにつ 
いては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、 




-お子さまを乗せるときのま意 
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^ まを • 快適ドライブのために 


⑥お子 さまびラゲージルームに入らないようにを意してくださし、。 

參ボディの突起にあたるなどして、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


④お子 さまをシートベルトで絶対 
に遊ばせないでください。 


♦おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付いた 
場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルをはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 


( D ドア、ドアガラスなどは、お子さ 
まに操作させないで<ださい。 


>おテさまび操作すると、閉めるとを手■頭-首などを挟んだりして、生命にかかわ 
る重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

参走行中にドアを開け、お子さまび車外に放り出されたりして、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

>ウインドゥロックスイッチ（01已3ぺージ参照）を使用して、おテさまび誤って 
操作しないよラにしてください。また、ドアガラスを開けるとさや閉めるとさは、 
他の人の手' 腕' 頭-首などを挟んだり卷さ込まないよラにを意して操作してく 
ださい。 





お子さまを秉せるとさのま意 
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まを•快適ドライブのために 





⑥車 か！5離れるときは、お子さま 
を車内に残さないでください。 


♦炎天下の車内は大変高温となり、お子さまを残しておくと、熱射病や脱水症状と 
なり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


♦おテさまを残しておくと、マッチ•ライ 
ター-発炎筒の火遊びによる車両乂災に 
つなびるおそれびあり危険です。 

>エンジンスイッチにキーを付けたまま 
車内におテさまを残しておくと、パワー 
ウインドゥのスイッチを操作し、誤つ 
て手•頭' 首などを挟み、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死亡につなび 
るおそれびあります。また、運転装置 
を動かして思わめ事故につなびるおそ 
れびあり危険です。絶巧にキーを付け 
たままおテさまを車内に残さないでく 
ださい。 




-お子さまを乗せるときのま意 
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シートについては、巧の事項を必ず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれびありまず。 


①シー トは正しい運転姿勢びとれる 
ように位置を調整してください。 



参正しい運転姿勢をとらないと、運転操作を誤り思わめ事故につなびるだけでな 
く、シートベルト、 SRS エアバッグ、ヘッドレストなどの効果び発揮されず、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

正しい運転姿勢については0162ページをお読みください。 


@ シートの調整、またはシートア 
レンジをしたあとは、シートを 
軽くゆさぶり植実に固定されて 
いることを5崔認 I してください。 



•固定されていないとシートび動さ、思わめ事故の原因となって、生命にかかわる 
重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


⑤走 行中はシートの調整、またはシートアレンジをしないでくだ 
さい。 

♦ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれびあり危険です。 
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まを装備について 


④ 背ちたれを必要] U 上に倒して走 
行しないでください。 


參必要(上に背もたれを倒していると、衝突または追突されたとさ、腹部ベルトび 
お骨からずれ、体びシートベルトの下にもぐり込み、強い圧迫を受け、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 


( D 背ちたれと背中の間にクッショ 
ン（座な団）などを入れないで 
ください。 


♦正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとさシートベルトやへッドレスト 
の効果び十分に発揮されず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危 
険です。 


⑥へッ ドレストをはずしたまま走 
行しないでください。 


>衝突したとをなどに首に大をな衝撃び加わり、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。 

フ□ントシート のへッ ドレストは、 へッ ドレストの中央び耳のをちになるように高 
さを調整して < ださい。 

U ヤシート左ち席のへッドレストは、へッドレストの中央び耳の後方になるよラに 
高さを調整してください。 U ヤシート中央席のへッドレストは、へッドレストを必 
ず上げた状態で使用してください。 
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シ—卜についてのを意 

























鉴 まを装備について 


③ ヘッドレストは、それぞれのシート専用です。取り付けるときは、 
"カチッ"と音がして固定されたことを確認してください。 

•へッ ドレストを間違って取り付けると、固定することびできず、衝突したときなどに 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 

® 助手席シートにこの車専用のトヨタ純正品（シートカバーなど) 
L ソがのものを取り付けないでください。 

参この車専用のトヨタ純正品!;(外のをのを取り付けると、助手席シートベルトの正 
常な作動のさまたげとなり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

なお、トヨタ純正シートカバーなどを装着するとさには、商品に付属の取扱書を 
よくお読みになり、正しく取り付けてください。 

④ 走 行中は助手席レバーを使用しないでください。 

參急ブレーキをかけたとをや、車び旋回しているとさなどにシートび急に動を、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

⑩背 もたれをもどすときは、シートベルトを挟み込まないようにし 
て < ださい。 

♦シートベルトび傷付くおそれびあり、傷付いたまま使用ずると、衝突したとさ 
などにシートベルトび十分な効まを発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

⑩シー トアレンジをするときは、必ず平坦な場所でシフトレバーを 
©に入れて、パーキングブレーキを確実にかけてください。 

參シートアレンジをするときは、必ず平坦な場所でシフトレバーを©に入れて、パー 
キングブレーキを確実にかけて<ださい。不整地や傾斜地では操作中に不意にシー 
卜び動さ、手足などを挟まれ生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険 
です。 

參走行中はシートアレンジ操作をしないでください。ブレーキをかけたとをや衝突 
したとさなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

參シートアレンジをしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されていること 
を確認してください。固定されていないと走巧中にシートび動を、思わめ事故 
の原因となって、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 



1シ—卜についてのま意 
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まを装備について 


⑩リ ヤシートへ乗り降りしたあとは、必ず助手席を固定させてくだ 
さい。 

♦固定させていないと急ブレーキをかけたときや衝突したとをなどにシートび動を、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

⑩ 倒した背ちたれの上やラゲージルーム、またシートアレンジなど 
により広げたスぺースに人を乗せて走行しないでください。 

♦急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 

@ 運転席をフラットにした状態で人や荷物をのせて走行しないでく 
ださい。 

参ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれびあり危険でず。 

饭走 行中は、テーブルとして使用しないでください。 

♦ブレーキをかけたとさや衝突したとをなどに、生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれびあり危険でず。 

饭 ラゲージスぺースを拡大するときは、次のことをお守りください。 

参倒した背をたれの上やラゲージルームに人を柔せて走行しないでください。急ブ 
レーキをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。 

参 U ヤシートを前倒ししたときは、お子さまびラゲージルームに入らないようにま 
意してください。ボディのま起にあたるなどして、生命にかかわる重大な傷害を 
受けるおそれびあり危険です。 

参背をたれをもどすときは、シートベルトを挟み込まないようにしてください。シー 
トベルトび傷付くおそれびあり、傷付いたまま使用すると、衝突したとをなど 
にシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

⑩シー トの下にちのを置かないでください。 

>をのび挟まってシートび固定されず、思わめ事故の原因となるおそれびあり危険 
でず。また、□ック機構の故障の原因となります。 



シ—卜についてのを意 
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モ供専用シートについては、巧の事項 
を必ず巧ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれびありまず。 


① 車のシートベルトが正しく着用できないルさなおモさまには、体 
に合った子供専用シートに座らせてください。 

♦幸しおは、頭や首を含め完全なま全な護サポート（ベビーシート）び必要です。乳お 
の首は安定していなくて、また頭は他の部分に比べてさわめて重いからです。 

幸し児は、必ず適切なベビーシートに座らせてください。 

•幼児の体形は、シートベルトの設計対象となっている大人とは異なっています。 
幼おの骨盤はルさく、通常のシートベルトでは骨盤の巧い位置にとどまらず、腹 
部にかかってしまいます。衝突した場合、シートベルトによって腹部に強い圧迫 
を受け、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
幼児は必ず適切なモ供専用シートに座らせてください。 

(D I SOF I X 対応チャイルドシー 
卜固定専用バー&トップテザー 
アンカー専用のべース部をご使用 
になるときは、必ず商品に付属の 
取り扱い説明書をよくお読みのう 
え、確実に取り付け、使用ち法を 
守ってご使用ください。 

•使用ち法を誤ったり、お実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、 
モ供専用シートび正しく機能せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 

•テ供専用シートによっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な場合 
びあります。 


I SOF I X 対応チャイルドシート固定専用バ ー &トップテヴーアンカー 
販売店 専用のベース部については、トヨタ販売店にご相談ください。 





2子供専巧シ—卜についてのま意 
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まを装備について 


⑤ 子供専用シートは確実に固定できるように取り付けてください。 

子供専用シートは、取り付け位置や取り付けち向にミ主意をしてお実に取り付けてく 

ださい。取り付けび不適切な場合、急ブレーキや衝突したとさなどに、モ供専用 

シートび正しく機能せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 

れびあります。 

■モ供 専用シートは U ヤシートに取り付けてください。 

♦ 1」ヤシートにはテ供専用シートの取り 
付け装置び装備されています。 (0193 
ページ参照） 

♦運転席側 I 」ヤシートで、産転席の位置 
によりま全に取り付けられる十分なス 
ペースび確保できない場合は、テ供専用 
シートを無理に取り付けず、助手席側に 
取り付けてください。 


A 

警告 助手席 SRS エアバッグ 


このシートじ、ベビーシートを取り付けたり 
をちきのチヤイルドシートを巧り付けないでください。 

また、絶対にお子さまを前おの前に立たせとり 
藤の上に宿いたりしないでください。 


エアバッヴの街擊じより、死亡または重大な傷害に 


至るおそれがあります。 



■助手席には、 モ供専用シートをうしろ向きに絶対に取り付けないでください。 

参うしろ向きに取り付けた場合、助手席 SRS エアバッグびふくらんだとき、子供 
専用シートの背面に強い衝撃び加わり危険です。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。併せてご覧< 
ださい。 

♦やむを得ず助手席に前向さに子供専用 
シートを取り付ける場合には、助手席 
SR S エアバッグびふくらんだときの 
衝撃を少しでを緩和させるため、助手 
席シートの前後位置調整をいちばんラ 
しろにして取り付けてください。 

お守りいただかないと、助手席 SRS 
エアバッグびふくらんだとを、おモさ 
まに強い衝撃び加わり危険です。 




吕子供専用シ—卜についてのま意 
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鉴 まを装備について 


■ I SOF I X 対応チャイルドシート固定専用バ ー &トップテザーアンカーで固定 
ずるモ供専用シートを取り付けるとをは、固定専用バーおよびアンカー周辺に異 
物がないこと、シートベルトなどのかみ込みがないことを確認してください。 

♦異物や シート ベル ト などをかみ込むとモ供専用 シー トび固定されず、衝突したと 
きなどに巧ばされて、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあります。 

■モ供 専用シートを取り付けるとをは、必ずテザーベルトがピンと張るまで張力を 
かけてください。 

參テヴーべルトび正しく張っていないと、衝突したとさなどに生命にかかわる重大な 
傷害を受けるおそれびありを険です。 


F F 車 




2子供専巧シ—卜についてのま意 
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まを装備について 


■テ ヴーベルトはおずへッドレストの下へ通してください。 

参ヘッドレストの上にかけると、子供専用シートびしっかり固定されず、衝突した 
ときなどに生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


F F 車 



の 子供専用シートを車両に搭載するときは、な下のことをお守りく 
ださい。 

お守りいただかないと、急ブレーキをかけたとをや衝突したとさなどに飛ばされる 
などして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 
♦車両にモ供専用シートを搭載するとさは、適切なち法でお実にシートに取り付け 
てください。モ供専用シートを使用しない場合でを、シートにしっかり固定され 
ていない状態で、客室内に置くことは避けてください。 

♦テ供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管するか、ラ 
ゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 



吕子供専用シ—卜についてのま意 
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7 ^^ 

V 3 •シが心に ノ 

、、っ ぃ t のを 


① 車に乗るときは、全員がシートべ 
ルトを正しく着用してください。 


シートベルトについては、次の事頂を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場含死 t： につながる 
おそれがありまず。 



シートベルトを着用しなかったり、正しく着用していないと、急ブレーキをかけた 
とさや衝突したとさなどに、体がシートに保持されず、体をぶつけたり 、 S R S エア 
バッグがふくらんだとさに強い衝撃を受け危険です。また、車がにおげ出されたり 
して、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがありまず。 

♦背もたれを調整し、上体を起こし 
深く腰かけて座ること 

肩部ベルト 
♦肩に十分かけること 

(首にかかったり肩かちはずれないこと） 

トンートベルトの着用は法律で義務付け 
られています。運転者は乗員全員が次 
の使用ち法に従って、シートベルトを 
正しく着巧しているかを確認してから 
走行してください。 



腰部ベルト 

参必ず腰骨のできるだけ 
おし、位置に密着させること 
♦ねじれていないこと 

〈正しい着用のしかた〉 



シ—トベルトについてのま意 
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まを装備について 


■シー トベルトは上体を起こし、シートに深く腰かけた状態で着用してください。 

正しい姿勢については、01巨 2 ページを参照してください。 

■肩部 ベルトは、首にかかったり脇の下を通したりして着用しないでください。 


参シートベルトの肩部ベルトは、必ず肩 
に十分かかるよラに着用してください。 
参べルトを通す位置び間違っていると、 
衝突時に、腹部などに強い圧迫を受け 
危険です。 


■運転席では、 アジヤスタブルショルダーベルトアンカーを確実に調整してくださし、。 
(0191 ぺージ参照） 

参シートベルトび首にあたらないよラに、また肩の中央に十分かかるよラでさるだ 
け高い位置に調整してください。 

参調整したあとは、確実に固定されていることを確認してください。 

■シー トベルトの腰部べルトは、必ず腰骨のできるだけおいに置に密着させて着用 
して < ださい。 


♦シートベルトの腰部べルトび暖骨から 
ずれていると、衝突したとを、腹部な 
どに強い圧迫を受け危険です。 
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シ—トベルトについてのま意 





鉴 まを装備について 


■シー トベルトはぉず1人で1本のべルトを着用してください。 


>2人 L ソ上で1本のシートベルトを着用す 
ると、シートベルトび衝撃を分散でさ 
ないばかりか、2人びぶつかり合ラなど 
して危険です。 



( D 助手席シートラしろのベルト穴にごみや異物などを入れないでく 
ださい。 

參ごみや異物などび入ると衝突したとさなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 

⑤ 妊娠中の女性ち必ずシートベルトを正しく着用してください。 

ただし、医師にミ主意事項をご ffi 認ください。 

♦妊娠中のシートベルトの着用については、基本的に通常着用するときと同様です 
び、腰部べルトび腰骨のでさるだけほい位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用するよラにしてください。 

また、肩部ベルトはお実に肩を通しお腹のふくらみを避けて胸部にかかるよラに 
着用して < ださい。 

参ベルトを正しく着用していないと、急ブレーキをかけたときや衝突したとさなど 
にべルトびお腹のふくらみにをい込むなどして、母体だけでなく胎児までび重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



の下に着用のこと 


® 疾患のある方ち必ずシートベルトを正しく着用してください。 

ただし、医師にを意事項をご認くださし、。 



シ—トベルトについてのま意 
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まを装備について 


©シートベルトは、ねじれやゆる 
みがなく確実に□ックされた状 
態で着用して < ださい。 


正しい運転姿勢でもシートベルトびねじれていたり、ゆるんでいたり、お実に□ッ 
クをしていない場合には、衝突したとをなどに、シートベルトび十分な効果を発揮 
せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
•ねじれていると、衝突したとさなどに衝撃力を十分に分散させることびでさず危険 
です。 



販売店 


ベルトびねじれている場合は、正しく装着でさるよラほどいてください。 
ねじれびうまくほどけない場合は、トヨタ販売店にご相談ください。 


IU ヤシート左ち席の3点式シートベルトを使用ずるとをは、シートベルト八ンガー 
にシートベルトびかかつていないことを確認してください。 


♦シートベルト八ンガーにシートベルトび 
かかっていると、衝突したとさなどに 
シートベルトび十分な効果を発揮せず、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるお 
それびあり危険です。 



■洗濯 ばさみやクリップなどでシートベルトにたるみを付けて使用しないでください。 


•肩部ベルトびゆるずざると、衝突の際、 
ベルトで体び巧まされるまでの移動量び 
大をくなり、ベルトび胸部などを圧迫し 
て危険です。また、頭を八ンドルにぶつ 
けたり、 SRS エアバッグびふくらんだ 
とさに強い衝撃を受け危険でず。 




シ—トベルトについてのま意 
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鉴 まを装備について 


■プ レートをバックルに挿し込むときは、プレートとバックルが"カチッ"と音び 
して確実にかみ合つていることを確認してください。 


參異物び入ると、プレートびバックルに 
完全にはまらない場合びあり、衝突し 
たとをなどにシートベルトびはずれて 
危険です。 


項) シートベルトを損傷させたり、 
損傷したシートベルトは使用し 
ないで < ださい。 


損傷したシートベルトをそのまま使用ずると、衝突したとをなどにシートベルトび 
十分な効まを発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ0ます。 

♦シートベルトやプレートを、シートやドアに挟まないよラにしてください。挟まる 
と傷び付くおそれびあり、そのまま使用するとを険でず。 

■ほ つれ、ずり切れができたり、正常に作動しなくなったシートベルトは、すぐに 
交換してください。また、事故により強い衝撃を受けたり、傷付いたシートベルト 
は使用しないでください。衝突したときなどに本来の機能が十分発揮できなくな 
りまず。 


参このまま使用すると、衝突のとさなど 
に衝撃によりべルトび切れる可能性び 
あります。また、正常に働かず、シー 
トベルトび十分な効果を発揮せず危険 
です。 

参シートベルトび正常に機能しない場合 
は、すぐにトヨタ純正の新品と交換し 
て < ださい。 





シ—トベルトについてのま意 
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■プ u テンシヨナー付シートベルトの改造や分解 
ないで < ださい。 


取り付け-取りはずしなどはし 



プ U テンシヨナー付シートベル 


卜を不適切に扱ラと、正常に作 

動しな<なるおそれびあ0ます 

販売店 

ので、修理はおずトヨタ販売店 


で斤ってください。 



■プリ テンシヨナー付シートベルトが作動した場合は再使用しないでください。 


販売店 


プ U テンシヨナー付シートベルトび作動すると SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告灯び点なします。その場合は、再使用することびでをないた 
め、必ずトヨタ販売店で交換してください。 


■シー トベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機;’容剤を使用しないでください。 
また、ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。強度び低下しまず。 

•シートベルトの性能び巧下し、衝突し 
たとをなどにシートベルトび十分な効 
果を発揮せず危険です。 

•清掃するときは中性洗剤かめるま湯を 
使用し、乾くまでシートベルトを使用 
しないで < ださい。 


な) シートベルトび背ちたれやシートクッシヨンに挟まれていないこと 
を確認して < ださい。 

•シートベルトび背ちたれやシートクッシヨンに挟まれていると、衝突したとさな 
どにシートベルトび十分な効まを発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。 

® 助手席シートうしろのベルト巧付近に足などを乗せないでくださし、。 

参プリテンシヨナー付シートベルトび作動したとを、やけどをするおそれびあり危 
険でず。 



まを装備について 


■シー トベルトの改造や分解-取り付け-取りはずしなどをしないでください。 


販売店 


衝突したとをなどにシートベルトび正常に作動しなくなります。 
シートベルトの取り付け、取りはずし、交換についてはトヨタ販売店に 
ご相談ください。 



3シ—トベルトについてのま意 
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SRS エアバッグについては、巧の事 
項をおず巧ってください。 

お守りいただかないと、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につながる 
おそれびありまず。 


① S R S エアバッグはシートベルトを補助する装置で、シートベルト 
にかわるをのではありません。 

正しい姿勢でシートに座り、シートベルトを正しく着用しないと、衝突したとをなど 
に S R S エアバッグの効果を十分に発揮させることびでさないばかりでなく 、 SRS 
エアバッグびふくらんだとをの強い衝撃で、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

シートベルトの正しい着用については、0186ページをお読みください。 

■シー トを正しい位置に調整し、背もたれに背中を付けた正しい姿勢でシートに座って 
<ださい。 

• SRS エアバッグの展開部に覆いかぶさったり、近付さすざた姿勢で柔車してい 
ると 、 S R S エアバッグびふくらんだとをに強い衝撃を受け危険でず。 


《運転ちのちは》 

運転操作びでさる範囲で、でさるだけ 
八ンドルに近付をすざないよラにして 
座ってください。 


《助手席乗員のちは》 

助手席 S R S エアバッグからでさるだけ 
離れて後ちに座ってください。シート前 
端に座ったり、インストルメントパネル 
にをたれかかったりしないでください。 
シートの調整、正しい姿勢については 
〇1己2ページをお読みください。 



备 

4. SRS エアバッグに 
、ついてのを言 一 



4 SRS エアバッグについてのま意 
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まを装備について 


■ひざの 上にらのをかかえるなど乗員と S R S エアバッグの間にらのを置いた状態 
で走行しないでください。 


► S R S エアバッグびふくらんだとさに、 
ものび飛ばされ顔にあたったり 、 SRS 
エアバッグの正常な作動びさまたげら 
れ盾;険でず。 



■お テさまを助手席 S R S エアバッグの前に立たせたり、ひざの上に抱いたりした 
状態では走行しないでください。 


► S R S エアバッグびふくらんだときに 
強い衝撃を受け危険です。 





4 SRS エアバッグについてのを意 
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鉴 まを装備について 


( D 車両の整備作業の場合には、必ず巧のことをお守りください。 

お守りいただかないと、 SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく 
らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



SR S エアバッグおよびインス 


トル><ントパネルの取りはず 


し■取り付け-分解-修理など 


をするとさは必ずトヨタ販売店 

にご相談ください。 

販売店 

不適切な作業を行ラと 、 SRS 


エアバッグび正常に作動しなく 


なったり、誤ってふくらみ危険 


です。 


•サスペンションを改造しないでくださ 
し、車高びかねったり、サスペンション 
の硬さびかわると S R S エアバッグび誤 
作動し危険です。 



車両前部または車両客室部の修 


理をするとさは、必ずトヨタ販 


売店にご相談ください。 

不適切な修理を行ラと 、 SRS 

販売店 

エアバッグセンサーに伝わる衝撃 


がかわり、 SRS エアバッグが正 


常に作動しなくなり危険です。 
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まを装備について 


⑤ 力一用品などを装着するときは、必ず巧のことをお守りください。 

お守りいただかないと、 SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく 
らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


► S R S エアバッグの展開部をカバーや 
ステッカーなどで覆わないでください。 
SR S エアバッグび正常に作動しなく 
なるなどして危険です。 

>インストルメントパネルやダッシュ 
ボードの上に芳香剤などのものを置い 
たり、傘などを立てかけないでくださ 
し、助手席 S R S エアバッグび正常に 
作動しなくなったり、 SRS エアバッ 
グびふくらんだとさに巧ばされるなど 
して危険です。 




販売店 


♦無線機の電波などは 、 SRS 
エアバッグを作動させるコン 
ピューターに 悪影響をちえる 
おそれびあり、 SRS エアバッ 
グび誤作動するなどしてを険 
でず。無線機などを取り付け 
るとをは、トヨタ販売店にご 
相談ください。 

♦車両前部にグリルガードやウ 
インチなどを装着する場合は、 
トヨタ販売店にご相談くださ 
し、車両前部の改造をすると 
SR S エアバッグセンサーに 
伝わる衝撃びかわり 、 SRS 
エアバッグび誤作動するなど 
して危険です。 
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鉴 まを装備について 


④ S R S エアバッグ展開部を、強く 
たたかないで<ださい。 


♦ステア U ングバッド（運転席 SRS エアバッグ）、インストルメントパネル上部 
(助手席 SRS エアバッグ）などの SRS エアバッグ展開部を強くたたくなど、過 
度の力を加えないでください。 SRS エアバッグび正常に作動しなくなるなどし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 


( Dsr S エアバッグがふくらんだ 
直後は、 SRS エアバッグ構成 
部品にふれないでください。 


参構成部品び大変熱<なっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり 
危険です。 
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① ABS & ブレーキアシストを過信しないで<ださい。 

• ABS やブレーキアシストび作動した状態でちス U ップの巧制や八ンドルの効をち 
には限界びあります。無理な運転は思わめ事故につなびり、生命にかかわる重大な 
傷害を受けるおそれびありを険です。 

ABS &ブレーキアシストを過信せず速度を抑え、車間距離を十分に取ってま全 
運転にむびけてください。 

- A 目 S はタイヤのグ U ップ限界をこえたり、八イド□プレーニング現象*び起 
こった場合は効果を発揮でさません。 

※雨天の高连走行などで、タイヤと路面の間に水膜び発生し、接地力を失ってしま5現象。 

• ABS は制動距離を短くずるための装置ではありません。 

次の場合などは、 A B S の付いていない車両に比べて制動距離び長くなることび 
あります。速度を控えめにして車間距離を十分にとってください。 

-砂利道、新雪路を走行しているとき 
-タイヤチェーンを装着しているとさ 
-道路の継ぎ目などの段差を乗りこえるとを 
. 凸凹道や石だたみなどの悪路を走行しているとを 
•ブレーキアシストはブレーキ本来の能力をこえた性能を引き出す装置ではありま 
せん。車両-車間距離などに十分ミ主意して安全産転にむびけてください。 
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① Vsc を過信しないでください。 

• VSC び作動した状態でち、車両の方向安定性の確保には限界びありまず。無理な 
運転は思わめ事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり 
危険です。常に安全運転をむびけ、 VSC 作動警告ブヴー（断続音）び鳴ったり、 
ス U ップ表示灯 （0233 ページ参照）び点滅したとさは、とくに慎重に運転して 
<ださい。 

@T R C を過信しないでください。 

• TRC び作動した状態でも、車両のち向安定性のお保には限界びあり、無理な運 
転は思わめ事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危 
険でず。常に安全運転をむびけ、ス U ップ表おな （0233 ページ参照）び点滅し 
たとをは、とくに憤重に運転してください。 
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才ートマチック車については、次の事項 
を必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につながるおそれがありまず。 


①才ー トマチック車の特性 

■クリープ 現象 

エンジンびかかっているとさ、シフトレ 
バーび©、 のし U 外にあると、動力びつな 
びった状態になり、アクセルペダルを踏 
まなくてもゆっくりと動き出ず現象をク 
U —プ現象といいまず。 

■キック ダウン 

走行中にアクセルペダルをいっぱいに踏み込むと、自動的に低まギヤに切りかわり、 
エンジンの回転数び上昇して急加速させることびでをます。 

これをキックダウンといいます。 


( D 運転するときはブレーキペダル 
とアクセルペダルの位置を必ず 
確認して、踏み間違いのないよ 
ラにしてください。 


•アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進し、思わめ事故に 
つなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


•後退するとさは体をひねった姿勢とな 
るため、ペダルの操作びしにくくなり 
ます。ペダル操作び確実にでさるよラ 
ミ主意して < ださい。 

•車を少し移動させるとさでも正しい運 
転姿勢をとり、ブレーキペダルとアクセ 
ルペダルび確実に踏めるよラにしてく 
ださい。 
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運面装置について 


⑥ ブレーキペダルはアクセルペダル 
と同じち足で操作してください。 


♦左足でのブレーキ操作は、緊急時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれ 
があり危険です。 

® エンジンをかけるときは、ブレーキペダルをしっかり踏み、エン 
ジンをかけて<ださい。 

♦安全のためシフトレバーは©に入れ、ブレーキペダルをしっかり踏みエンジンをか 
けて < ださい。 

⑥ 発進するときは、ブレーキペダルをしっかり踏んだままシフトレ 
バーを操作してください。 

♦とくにエンジン始動直後やエアコン作動時などはク U —プ現象び強くなるため、 
よりしっかりとブレーキペダルを踏んでください。 

参レバー操作は絶対にアクセルペダルを踏み込んだまま行わないでください。車び 
急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 


® 走行中はシフトレバーをのに入 
れないで < ださい。 


参のにすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険です。 

参のにしたまま長時間走行ずると、才ートマチックトランスミッション内のオイルの 
酒滑び悪くなり、故障ずるおそれびありまず。 
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運面装置について^ 

③走 行中はシフトレ/ (一を©に入れないでください。 

♦オートマチックトランス S ッシヨンの内部び機械的にロックされ、思わめ事故に 
つなびるおそれびあり危険です。 

® 前進で走行中はシフトレバーを©に入れないでください。 

♦車輪び□ックして思わめ事故につなびるおそれびありを険です。また、オート 
マチックトランス S ッシヨンに無理な力び加わり、故障するおそれびありまず。 


④停 車中は空ぶかしをしないで< 
ださい。 


♦シフトレバーび©、 ⑩じ (がにあると、車び急発進し思わめ事故につながるおそれび 
あり危険です。 

⑩ 駐車するときはシフトレバーを©に入れてください。 

>©1；1外にある場合、ク U - プ現象で車びひとりでに動さ出したり、誤ってアクセル 
ペダルを踏み込んだとさ急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

⑩ 坂道などでは、シフトレバーを® (または包、〇)に入れたまま惰 
性で後退することは絶対にしないでください。 

参同様にシフトレバーを©に入れたまま惰性で前進することは絶対にしないでくださ 
し、エンストして、ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったりして、 
故障や思わめ事故の原因となるおそれびあり危険です。 

⑩ その他にち、 L ソ下の点にを意してください。 

♦少し後退したあとなどは、シフトレバーび®にあることを忘れてしまうことびあ 
りまず。後退したあとはすぐ⑩にもどすよう習慣付けましょう。 

參切り返しなどでシフトレバーを®から©、©から®と何度もレバー操作をすると 
さは、そのつどブレーキペダルをしっかり踏み、完全に車を止めてから行って 
ください。またシフトレバーの位置も忘れずに確認してください。 
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4 WD 車については、巧の事項をおず 
守ってくだをい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
生命にかかわる重大な傷害につながる 
おそれびありを険でず。 


の 無理な運転は禁物です。 


>この車の 4 WD (フレックスフルタイム 4 WD ) は、オン□-ド専用です。 

オフ□ー ド走行やラ U —走行などび目的ではな<、一般道での走行安定性のお保 
を目的とした 4 WD ですので無理な運転はしないでください。 



( D すべりやすい路面での走行は慎 
重に行ってください。 


>4 WD 車といってを万能車ではありません。アクセル、八ンドル、ブレーキの操作 
は一般の車と同じく慎重に行い、常に安全産転をむびけてください。 




4 WD 車についてのま意 
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運面装置について 


⑥ 脱輪などにより、いずれかの車輪 
がちに浮いているとをは、むやみ 
に空転させないで<ださい。 


•前-後輪の回転差び激しい状態び続<と、駆動部品に無理な力び加わり焼さ付さ 
などの損傷を受けたり、焼き付きにより、車両び急に飛び出し思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 

•タイヤび空転中に急激なブレーキ操作をしないでください。 



④渡ミ 可などの水中走行はしないで 
ください。 


♦渡ミ可などの水中走行をするとエンストするだけでなく、電装品のショート、水を 
吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれびあります。 



販売店 


万一、水中に浸かってしまったとさは、必ずトヨタ販売店で下記の項目を 
点検してください。 

♦フ レーキの 効き具合 

•エンジン、トランス'ッシヨン、トランスファー、デイファレンシャル 
などのオイル量および質の変化（白獨している場合、水び混入していま 
ずのでオイルの交換び必要です） 

•プ□ペラシャフト、各ベア1」ング、さジョイント部などの涵滑不良 



吕 4 WD 車についてのま意 
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運面装置について 


⑥ タイヤはすべて、必ず指定サイズで同一種類のタイヤを装着して 
<ださい。 

參タイヤはすべて指定サイズで、同ーサイズ-同ーメーカー.同一鈴柄および同一 
トレッドバターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著し 
いタイヤをミ居だて装着しないでください。 

♦タイヤをミ居な使用すると、前を左ちの 
タイヤで常時異常な回転差び発生し、 

駆動系部品（デイファレンシャルギヤ） 

に無理な力びかかり、オイルの温度び 
上昇するなどしてオイルをれや焼さ付 
きなどにより、最悪の場合、車両义災 
につなびるおそれびあり危険でず。 


<混在使巧の例〉 

参次の場合をタイヤの混在使用と同様、駆動系部品に悪影響を与えるのでタイヤの 
空気圧の点検はおず実施して < ださい。 

- 4輪の空気圧の差び著しいとさ 
-空気圧び指定値からはずれているとさ 

>タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命をのばすためにタイヤの□-テーシヨンを 
行ってください。 （03 日已ぺージ参照） 

参ディスクホイールを交換ずるときも、指定!;(外のディスクホイールを装着しないで 
ください。 （040 巳ページ参照） 
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点検-手入れ時は、巧の事項をおず守っ 
てぐださい。 

お守りいただかないと、思わめ事 K や 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
ながるおそれぴありまず。 

点検整備の詳細については「メンテナン 
スノート J をお読みください。 


① エンジン ルームを 点検するとを 
は、必ずエンジンを停止してく 
ださい。また、乂気を近付けな 
いで < ださい。 


♦エンジン回転中にベルトやファンなどの回転部分にふれたり近付いたりすると、 
手やを服、工具などび巻さ込まれたりして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。また、エンジンび停止していてを、を却水温び高いときは、を却ファ 
ンび急にまわり出すことびありますのでま意してください。なお、火気をバッテ 
U —や燃料配管に近付けないでください。爆発し、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

@ エンジン停止直後はエンジン、排気管、ラジエーターなど高温部 
にはふれないで<ださい。 

♦やけどをずるおそれびあります。なお、オイルやその他の液体も高温になっている 
とをびありますのでごを意<ださい。 


⑥ エンジンルーム内に水をかけな 
いで < ださい。 


参エンジンルーム内に水をかけると、電装品びショートしたりして、故障や車両义災 
につなびるおそれびあり危険でず。 
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が^ メンテナンスにごし、て 


④ 車の清掃をするときは、車内に 
水をかけないでください。 


♦オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品などに水びかかると、車の故障の 
原因となったり、車両火災につなびるおそれびあり危険です。 

( D 洗車する場合は、ブレーキに直接水がかか！5ないようにを意して 
ください。 

♦ブレーキ装置内に水び入ると凍結して、ブレーキの効きび悪くなったり、さびて 
ブレーキの固着につなびるおそれびあり、走行でさなくなる場合びあります。 

⑥ ヒュ ーズを交換するときは、規定容量 L ソ外のヒューズを使用しなし、 
で < ださい。 

♦配線び過熱-焼損し、义災につなびるおそれびあり危険でず。 

⑦ エンジンび熱いとをやエンジンびかかつているときは、ウォッシャー 
液を補給しないでください。 

♦ウォッシャーミ夜にはアルコール成分び含まれているため、エンジンなどにかかる 
と出义するおそれびあり危険でず。 

@ブ レーキフルードの量を点検してください。 

参ブレーキフルー ドび不足していると ブレーキの 効さび悪くなり、思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

④ エンジンルームを点検したあとは、エンジンルーム内に工具や巧を 
置さ忘れていないことを確認してください。 

>点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置さ忘れていると、故障 
の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両义災につなびる 
おそれびあり危険です。 
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タイヤについては、巧の事項を必ず守つ 
てぐださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれびありまず。 


① 日常点検として必ずタイヤの点検を行ってください。 

♦タイヤの点検は、法律で義務付けられていまず。 

♦タイヤはし U 下の点について点検してください。 

. タイヤの空気圧 
-タイヤの亀裂-損傷の有無 
-タイヤの溝のなさ 

-タイヤの異常な摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗している.摩耗程度び他の 
タイヤと著しく異なるなど） 

タイヤの点検ち法は、「メンテナンスノート」をお読みください。 


@ タイヤ空気圧はおずタイヤびを 
えているげ態で指定空気圧に調 
壁してください。 


♦指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に貼られている「タイヤ空気圧」の 
表、または04□已ページの表で正しい空気圧をお認のラえ調整してください。 

指定空気圧よりほいと車両の走行安定性を損な5ばかりでなく、タイヤび偏摩耗 
したりします。高ま走行時にスタンディングウェーブ現象*によりタイヤびバー 
スト (破裂）したりして、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

曰常点検で、スペアタイヤち含め、おずタイヤ空気圧び指定空気圧になっている 
ことを点検してください。 

《高速で走行しているとさに、タイヤび波5つ現象。 
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が^ メンテナンスにごいて 


⑥ タイヤはすべて、必ず指定サイズで同一種類のタイヤを装着して 
<ださい。 

參タイヤはすべて指定サイズで、同ーサイズ-同ーメーカー.同一鈴柄および同一 
トレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著し 
いタイヤをミ居だて装着しないでください。 

參タイヤを混在使用すると、左ちタイヤ （4 WD 車の場合は前後左ちタイヤ）で常時 
異常な回転差び発生し、駆動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力びかか 
り、オイルの温度び上昇するなどしてオイルもれや焼き付をなどにより、最悪の 
場合、車両火災につなびるおそれびあり危険です。 

FF 車 I 4 WD 車 



♦次の場合をタイヤの混在使用と同様、駆動系部品に悪影響を与えるのでタイヤの 
空気圧の点検は必ず実施して < ださい。 

- 4輪の空気圧の差び著しいとさ 
-空気圧び指定値からはずれているとさ 

参タイヤの摩耗を4輪とち均等にし、寿命をのばすためにタイヤの□ーテーシヨンを 
行ってください。 （03 日已ぺージ参照） 

参ディスクホイールを交換ずるとさち、指定 L ソがのディスクホイールを装着しない 
でください。 （040 巳ぺージ参照） 

♦指定しツ外のタイヤおよび4輪とち同一でないタイヤを装着すると、車の性能（燃 
費•車両のま定性■制動距離など）び十分に発揮できないばかりでなく、前を左 
ちのタイヤに回転差び発生するなどして正確な車両速度び検出できなくなる場合 
びあり、下記のシステムび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• ABS 

•ブレーキアシスト （VSC & TR 巳装着車） 

• VSC 

• TRC 

また、フレックスフルタイム 4 WD は、性能び十分に発揮できないばかりでなく、 
駆動系部品に悪鼠響を与えられるおそれびあります。 
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メジテナンスにごいて ク 


® 摩耗限度をこえたタイヤは使用 
しないで<ださい。 

•タイヤの溝のミ果さび少ないタイヤやス 
1」ップサイン（摩耗限度表示）び出てい 
るタイヤをそのまま使用すると、制動 
距離び長くなったり、雨の曰に八イド 
□プレーニング現象*1により、八ンド 
ルび操作でをなくなったり、タイヤび 
バースト（破裂）したりして、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 
ス U ップサインび現れたら、すみやか 
に正常なタイヤと交換してください。 

XI 水のたまった道路を高速で走行すると、 
タイヤと路面の間に水び入 D 込み、タイ 
ヤび路面から浮いてしまい、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなる現象。 

※吕イラストは説日月のための例であり、実際 
とは異な D ます。 


ス U ップサインの位置を示ずマーク - 
ス U ツプサィン- 



〈例：スリップサインが出ていない状態 〉 'S 



® タイヤの側面などに傷や亀裂のあるような異常なタイヤを装着し 
ないで < ださい。 


販売店 


異常びあるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルびとられたり、異常 
な振動を感じることびあります。 

また、バースト（破裂）など修理でさないよラな損傷をタイヤに与えたり、 
タイヤび横ずベりするなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
走行中、異常な振動を感じた場合は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受 
け、正常なタイヤに交換してください。 


♦異常びあるタイヤを装着していると、車の性能（燃費■車両のち向安定性•制動距 
離など）び十分に発揮でさないばかりでなく、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。また、部品に悪霞響を与えるなど故障の原因となることびあります。 
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が^ メンテナンスにごいて 


⑥を用 タイヤ装着時はな下の点をお守りください。 

•指定サイズのタイヤを使用してください。 

•指定空気圧に調整してください。 

•お使いになるを用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しないで 
ください。 

® タイヤチェーン装着時は、速度を控えて慎重に運転してくださし、。 

♦タイヤチェーン装着時は、約 30 km / h またはチェーンメーカー推奨の制限ま度!;!下 
で走行してください。 

♦タイヤチェーンを装着して走行するとさは、突起や巧を柔りこえたり、急八ンドル 
や車輪びロックずるよラなブレーキ操作などをしないでください。車両び思わめ動 
さをして事故につなびるおそれびあり危険です。 

また 、 A BS 作動時でも制動距離び長くなる場合びありまずので、慎重に達転し 
て < ださい。 


④ タイヤを交換したときは、ディ 
スクホイール取り付けナットび 
確実に締まっていることを確認 
して < ださい。 


確実に締まっていないとディスクホイール取り付けボルトやブレーキ部品 
を破損したり、ディスクホイールびはずれるなど、思わめ事故につなびる 
おそれびあり盾;険でず。 

眼売店タイヤ交換後は卜3夕販売店で、でさるだけ早< トルクレンチで*準値に 
ナツトを締めてください。 

締め付けトルク：約1□已 N -m 110已 Okgf'cm } 


•ディスクホイールを取り付けるナットやボルトにオイルやグ U —スを塗らないで 
ください。ナットを締めるときに必要(上に締め付けられ、ボルトび破損したり、 
ディスクホイールび損傷ずるおそれびあります。また、ナットびゆるんで走行中 
にタイヤびはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
•タイヤの取り付けには、ご使用のディスクホイール専用のホイール取り付けナット 
を使用してください。 
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メンテナンスにごいて ク 


④ ディスクホイール取り付けボルト、ナットのねじ部や、ディスク 
ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常びある場合は、 
トヨタ販売店などで点検を受けてください。 

参つぶれや亀裂などの異常びあると、ナットを締め付けてを十分に締まらず、ディスク 
ホイールびはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

⑩ ディスクホイールを取り付けるときは、シート部や裏側の取り付 
け面がミちれていないか確認してください。 

参ディスクホイールのシート部 （0422 ページ参照）や、ホイール妻側の取り付け面 
びほこりなどでミちれていると、走行中にホイール取り付けナットびゆるみ、タイヤ 
びはずれ、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

⑩ 走行直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどにはふれない 
で < ださい。 

♦走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっています。タイヤ交換 
などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあり危険です。 

⑩ 段差などを通過するときは、できるだけゆっくり走行してください。 

>段差や凹凸のある路面を通過するとさの衝撃により、タイヤ-ディスクホイール 
び損傷する場合びあります。 

⑩ 歩道の縁石などにタイヤびあた5ないようにを意してください。 

♦タイヤ. ディスクホイールび損傷する場合びあります。 

⑩応 急用タイヤについては、な下の点にを意してください。 

>応急用タイヤは標準タイヤびパンクしたとをに一時的に使用するタイヤです。 

でさるだけ早く標準タイヤに交換してください。 

♦応急用タイヤの空気圧はおず点検して<ださい。空気圧び不足しているが態で走行 
ずると、タイヤの径の違いびさらに大さくなるため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0危険です。 

タイヤび;令えているとさの空気圧（ゲージ圧）： 420 kPa !4.2 kg / crTV 4 
♦車に搭載されている応急用タイヤは、お客様の車専用です。他のタイヤやディス 
クホイールと組み合わせたり、他の車に使用したり、他の車の応急用タイヤをお 
客様の車に使用しないでください。走行に悪影響び出て思わめ事故につなびるお 
それびありを険です。 
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バッテリーについては、巧の事項をお、 
ず守ってぐださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害を 
黃けるおそれぴありを険でず。 


① 日常点検として必ずバッテリーの液量を点検してください。 

•バッテ U - の液面びちあ惶とも、バッテ U - 側面に表示された LOWER LEVEL 
(下限）(下のまま使用、充電すると、バッテリーの寿命び短くなったり、発熱や 
爆発するおそれびあり危険です。点検ち法は「メンテナンスノート」を参照し、 
液量び少ないとさは補給してください。 

@バッ テリーあびりで、ブースターケーブルをつなぐときは、接続 
順や接続箇所を間違えないよラにを意してください。 

(0428 ページ参照） 

•バッテ U —から発生ずる可燃性ガスに引义-爆発し、やけどなど重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 


⑥ エンジンがかかつているとをや 
充電中はバッテリーに近付かな 
いで < ださい。 


•充電中は、バッテリーから有毒で腐を性の高い希硫酸を含んだ J くッテ U —液び吹 
き出す場合びあり、目や皮膚に付着すると、失明など重大な傷害を受けるおそれび 
あり危険です。 

万一、付着した場合は、ずぐにを服を脱ぎ、液び付着した体の部分を多量の水で 
洗ミきし、医師の診察を受けてください。 

④ 火気をバッテリーに近付けないでください。 

♦バッテ U —から発生ずる可燃性ガスに引义■爆発し、やけどなど、重大な傷害を 
受けるおそれびあり危険です。 
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メンテナンスにごいて ク 


( D バッテリーを交換したときは、 
正しい位置にクランプを取り付 
け、ナツトを確実に締め付けて 
ください。 



♦お実に取り付けたり、締め付けたりしないと、走行中にクランプびはずれてシヨート 
ずるなどして、車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 



-バッテリ—についてのを意 
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ジャッキアップについては、巧の事項 
を必ず巧ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につながるおそれびありまず。 


の ジャッキアップするときは、平 
5な場所に車を止め、対角の位 
置にあるタイヤに必ず輪止めを 
してください。また、パーキン 
グブレーキをしっか0かけて< 
ださい。 



販売店 


車び動きジヤツキびはずれ、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれび 
あり危険です。なお、輪止めはトヨタ販売店で購入でをますのでトヨタ販 
売店にご相談ください。 


参輪止めびない場合は、タイヤを固定できる大きさの石などで代用できます。 



@ジ ヤッキアップした車の下には 
絶対にちぐらないでください。 


参万一、ジャッキびはずれると、体び車の下敷さになり、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•車載工具のジャッキは、タイヤ交換やタイヤチェーン脱着な外は使用しないでくだ 
さい。 
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メンテナンスにごいて ク 


⑥ ジャッキアップするときは、次の点にを意しないと、車体が損傷 
したり、ジャッキがはずれ、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれがありを険です。 

>人を柔せたままジャッキアップをしないでください。 

♦ジャッキアップするときは、ジャッキの上や下にをのを挟まないでください。 

参ジャッキアップするときは、ジャッキびお実に車体のジャッキセット位置 （0420 
ページ参照）にかかつていることを必ずお認してください。 

>車体はタイヤ交換に必要な高さだけ持ち上げて<ださい。 

♦ジャッキアップしているとさは、エンジンをかけないでください。 

参ジャッキアップした車体を降ろずとさは、周囲をお認し、十分を意しなびら作業 
してください。 

® 車に搭載されているジャッキは、お客様の車専用です。 

♦他の車に使用したり、他の車のジャッキをお客様の車に使用しないでください。 
ジャッキの取り扱いを誤ると、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

⑥ 工具やジャッキを使用したあとは、まめ5れた場所に確実に格納 
して < ださい。 

♦室内などに放置すると、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 



4ジャッキアップについてのま意 
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ク メンテナンスにごいて 


⑥ 車に搭載されているジヤツキ lu 外のジヤツキを使用してジヤツキ 
アップする場合は、次のことをお守りください。 


販売店 



車に搭載されているジャッキ外のジャッキを使用 
してジャッキアップする場合は、特別な工具び必要 
になったり、取り扱いに特別なま意び必要になるた 
め、誤って使用すると車両を損傷したり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険でず。 

車に搭載されているジャッキ LU 外のジャッキを使用 
する必要びある場合は、トヨタ販売店にご相談くだ 
さい。また、ガレージジャッキを使用するとをは、必ずしっかりとした傾 
きのない平坦な床面で使用してください。下図のガレージジャッキセット 
位置にあててください。ガレージジャッキを使用するとをは、必ずガレー 
ジジャツキに付属の取扱説明書を十分に確認の上、使用してください。 


ガレージジャッキ 


F F 車 1 


車両前測 

ジャッキアップ 
不可 



ガレージジャッキセツト位置 


4WD 車 ] 



•ガレージジャッキで車両前側を持ち上げるとをは、ラジエーターサポートにあて 
ないよラにしてください。 

•ガレージジャッキは、受皿のあ状びガレージジャッキセット位置に適したサイズ 
の受皿タイプを使用してください。 
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参エンジンルーム内び高温になっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険です。また、蒸気び出ていない場合でも、高温になっている部分も 
ありますので、ボンネットを開けるとさは十分を意してください。 


@ ラジェーターや補助タンクが熱 
いとさは、ラジェーターキャップ 
を開けないで < ださい。 


•蒸気や熱湯び吹き出してやけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
•キャップを開けるとさは、ラジエーターや補助タンクび十分に;令えてから、巧きれ 
などでキャップを包みゆっくりと開けてください。 




才—バ I ヒ—卜についてのま意 
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巧の事項をおず守つてください。 
お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害につながるおそれがありを 
険でず。 


( D エンジンをかけずにけん引される場合は、八ンドルやブレーキ操作 
に十分ま意してください。 

♦エンジンびかかっていないと、パワーステア U ングやフレーキの倍力装置び働か 
ないため、操作力び非常に重くなります。 

けん引される車の運転は、十分を意して行ってください。 

•けん引される場合は、シフトレバーをのにして、パーキングブレーキを解除して 
<ださい。 


@ けん引中に、急発進などけん引 
フックや□-プに大きな衝撃が 
加わるような運転をしないでく 
ださい。 

•けん引フックや□ープび破損し、それび周囲の人などにあたり、重大な傷害を与 
えるおそれびあり危険です。 

⑥ けん引中にキーを抜いたり、エンジンスイッチを " LOCK " に 
しないで < ださい。 

•キーび抜けていると、八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでさなくなり、思わ 
め事故につなびるおそれびあり危険です。また、エンジンスイッチび "LOCK ’’ 
だとキーび抜けるおそれびあります。 


0 
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才ーバーヒート-万一の事な A 


④発炎 筒を燃料などの可燃物の近 
くで使用しないでください。ま 
た、発炎筒を使用中は顔や体に 
向けたり、近付けたりしないで 
ください。 


•可燃物の近くで使用すると引义するおそれびありを険です。また、使用中に顔や体 
に向けると炎でやけどをずるなど、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 



( D 事故後、エンジンを始動する前 
に燃料がちれていないか確認し 
て < ださい。 



販売店 


車の下の路面などを確認し、液体のちれ（エアコンの水し U 外）び見つかれ 
ば、燃料系統び損傷している可能性びあります。そのままエンジンを始動 
すると燃料に引火し、重大な事故につなびるおそれびあり危険ですので、 
エンジンを始動しないでください。 

この場合は、トヨタ販売店に状況を連絡ずるとをに併せてお伝えください。 



I 万-の事故のときのま意 
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巧の事 I 頁を必ず守ってください。 
お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t ： につなびるおそれがあ0まず。 


( D 違法改造は絶対にしないでください。 

• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U 外のちのを装着すると、違法改造になる 
ことびあります。 

•車高を落としたり、ワイドタイヤを装着ずるなど、車の性能や機能に適さない部品 
を装着すると、故障の原因になったり、事故を起こし、重大な傷害を受けるか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには S R S エアバッグび内蔵 
されているため、不適切に扱ラと正常に作動しなくなったり、誤ってふくらみ、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


なの場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

♦タイヤ、ディスクホイール、ホイール取り付けナットの交換 
異なった種類や指定し U がのをのを使用すると、走行に悪影響をおよぼし 
たり、違法改造になることびあります。 

♦電装品、無線機な どの 取り付け、取りはずし 
電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につな 
びるおそれびあり危険です。 


•フロントガラス、および運転席■助手席のドアガラスに着色フイルム（含む透明 
フィルム）などを貼り付けないでください。視界を妨げるばかりでなく、違法改 
造につなびるおそれびあります。 

@ カップホルダーには、カップや飲料ち、紙パック L ソがのものを入れ 
ないで < ださい。 

•急ブレーキをかけたとさや衝突時に収納していたをのび飛び出し、けびをするお 
それびありまず。やけどを防ぐために温かい飲み物にはフタをしてください。 

•急ブレーキをかけたとさや衝突時に、カップホルダーに体びあたるなどして、思 
わめけびをずるおそれびありを険です。フ□ント中央のカップホルダーを使用し 
ないとさはフタを閉めておいてください。 
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その化のを意 


⑥ ウインドウガラスなどには吸盤 
を付けないでください。 


•ウインドゥガラスにアクセサ U —の吸盤を取り付けたり、インストルメントパネ 
ルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置くと、吸盤や容器びレンズの働 
きをして、車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

④ 電球を交換するときは、電球び冷えてか5交換してください。 

参電球を交換ずるときは、さランプを消なさせ、電球びをえてから交換してください。 
やけどをするおそれびありを険です。 

©デ ィスチヤージへッドランプを交換するとを（電球交換を含む）は、 
おず®トヨタ販売店にご相談ください。 

(ディスチヤージへッドランプ装着車） 

参電球ソケットにふれた状態で点打操作をすると、瞬間的に 20,000 V の高電圧び 
発生し、感電して生命にかかわるような重大な傷害を受けるおそれびあり危険 
です。 

©フ □ントワイパーデアイサー作動中は、フ□ントウインドゥガラス 
下部、および運転席側フ□ントピラー部の表面び熱くなりますので、 
手をふれないでください。（フ□ントワイパーデアイサー装着車） 

•やけどをずるおそれびあり危険です。 
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その化のを意 


⑦走 行中はバックドアを閉じてください。また、ラゲージルームに 
は絶対に人を乗せないでください。 

•走行中はバックドアを閉じてください。開けたまま走行すると、バックドアび車 
がのものにあたったり荷物び巧げ出されたりして、思わめ事故につなびるおそれ 
びあり危険でず。また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につな 
びるおそれびありまず。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることをお認 
してくださし、。 

•走行前にバックドアび完全に閉まっていることをお認してください。バックドア 
び完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開さ、思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 

•ラ ゲージルームには 絶対に 人を 乗せないでください。急 ブレーキを かけたとさや 
衝突したときなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びありまず。 

•おテさまを柔せているときは、下のことを必ずお守りください。お守りいただ 
かないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

-ラゲージルームでお子さまを遊ばせないでください。誤って閉じ込められた場 
合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

-おテさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。不意にバックドア 
び作動したり、閉めるときに手■頭-首などを挟んだりずるおそれびあります。 

•バックドアの操作にあたっては、しソ下のことを必ずお守りください。お守りいた 
だかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり危険です。 

-バックドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下ずるおそれびあります。 
•バックドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

-人びいるとをは、安全を確認し動かすことを巧らせる「声かけ」をしてください。 
•強風時の開閉には十分ま意してください。バックドアび風にあおられ、勢いよ 
<開いたり閉じたりずるおそれびあります。 

•半開が態で使用ずると、バックドア 
び落ちて重大な傷害を受けるおそれ 
びありまず。とくに傾斜地では、平 
坦な場所よりもバックドアの開閉び 
しにくく、急にバックドアび開いた 
り閉じたりするおそれびあります。 

おずバックドアび全開で静止してい 
ることを確認して使用してください。 
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その化のを意 


•バックドアを閉めるときは、指などを 
挟まないよラ十分注意してください。 

-バックドアは必ず外から軽く押して 
閉めて < ださい。 



バックドアグ1」ップで直接バックド 
アを閉めると、手や腕を挟むおそれ 
びあ0ます。 


•バックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶら下びったりし 
ないでください。手を挟んだり、バックドアダンバーステーび破損したりして、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

-バックドアにトヨタ純正品しソがのアクセサ1」一用品を取り付けないでください。 
バックドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあります。 

® スライドドアの操作にあたつては、 L ソ下のことを必ずお守りくださし、。 

♦走行中はしソ下のことをお守りください。お守りいただかないと、思いをよらずド 
アび開き、外に巧げ出されるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

-シートベルトを必ず着用してください。 

-すべてのドアを施錠してください。 

-すべてのドアをお実に閉めてください。 

-走行中はドア内側のドア八ンドルを操作しないでください。 

•おテさまを乗せているときは(下のことを必ずお守りください。お守りいただかな 
いと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•おテさまを車内に残さないでください。誤って閉じ込められた場合、熱射病な 
どを引さ起こすおそれびあります。 

-おテさまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。不意にスライド 
ドアび作動したり、閉めるとさに手■頭-首などを挟んだりするおそれびあり 
まず。 
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その化のを意 


•スライドドアの操作にあたつては、け下のことを必ずお守りください。お守りい 
ただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなび 
るおそれびあ0ます。 

-スライドドアを開閉ずるときは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

-ドアガラスを開けた状態でスライドドアを開閉するときは、窓から手•足•頭 
などを出さないで < ださい。 

•人びいるときは、安全を確認し動かずことを知らせる「声かけ」をしてください。 

•半開状態ではスライドドアび静止しないため、必ず全開にしてください。傾斜 
地での停車時にドアび開いていると、突然動き出すおそれびあります。 

-坂道ではスライドドアの開閉スピー 
ドび早くなります。ドアび体にあたつ 
たり挟んだりしないよラ、ま意して 
<ださい。 

-下り坂での停車時に柔り降りずると 
さは、スライドドアを全開にしてお 
いてください。また、途中でドア八 
ンドルを操作しないでください。ド 
アび突然動さ出すおそれびあります。 

-スライドドアを閉めるとさは、指な 
どを挟まないよラ十分ミ主意してくだ 
さい。 


スライドドアを開けるとさは、必ず全開位置まで開を確実に固定してください。 
(全開にするとスライドドアびストッパーで固定されます） 

スライドドアび確実に固定されていないと不意に動を出ずおそれびありまず。 
スライドドアび中間ストッパー位置で停止した場合 （0123 ページ参照)、スラ 
イドドアは固定されません。坂道などではドアび不意に動を出すおそれびあり 
ますので、十分を意してください。 



86 









その化のを意 


④ スライドドアび半ドアげ態のとき、イージーク□-ザー (0124 
ページ参照）が働き、スライドドアが自動的に閉まるため、指な 
どを挟まないようにを意してください。 

•半ドアげ態のとさ、イージーク□ーヴーび働き、スライドドアび自動的に閉まる 
ため、指などを巧まないよラにミ主意してください。骨巧など重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。 

♦半ドア状態からイージーク□ーヴーび作動するまでに数秒かかります。指などを 
ドアの間に挟まないでください。骨巧など重大な傷害を受けるおそれびあり危険 
です。 

参イージーク□-ヴーは、パワースライドドアのメインスイッチび0 F F のとさに 
ち作動します。 

• ロック レバーび施錠側のとさ、イー ジーク □ーヴー作動中にインサイド八ンドル 
を引いてわ作動は停止しません。指などを挟まれないよラにミ主意してください。 
重大な傷害を受けるおそれびありを険でず。 
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その化のを意 


⑩ パワースライドドアの操作時は、 L ソ下のことを必ずお守りください。 

•パワースライドドアの操作時は、し U 下のことを必ずお守りください。お守りいた 

だかないと、重大な傷害につなびるおそれびあり危険です。 

• ドア八ンドルを使ってバワースライドドアを開閉するとさは、操作後すぐにド 
ア八ンドルから手を離してください。ドア八ンドルを握ったままスライドドア 
び作動すると、手■指' 腕などに無理な力びかかるおそれびあるので十分を意 
してください。 

•周辺の安全をおかめ、障害物びないか、身のまわりの品び挟み込まれる危険び 
ないか確認してください。 

•人びいるときは作動させる前に安全を確認し、動かすことをがらせる時かけ」 
をしてください。 

•自動開閉中にパワースライドドアメインスイッチを0 F F にすると、作動び停 
止します。坂道などの傾斜地では、停止させたとき急に開いたり閉じたりする 
おそれびあるため、十分ミ主意してください。 

•傾斜した場所では、開いたあとにドアび閉まる場合びあります。ドアは必ず全 
開で静止していることを確認してください。 

• なのような場合、システムび異常と判断し自動作動び停止することびあります。 
手動作動に切り替わり、急にスライドドアび閉まるなどして思わめ事故につな 
びるおそれびあるため、十分にを意してください。 

-自動作動中、障害物に干渉したとさ 

-自動作動中、作動可能条件 （0130 ページ参照）を満たさなくなったとき 

•タイヤ交換などをする際は、パワースライドドアメインスイッチを0 F F にし 
てください。 OFF にしないと、いたずらや誤ってスイッチにふれたとさにス 
ライドドアび動き、指や手などを挟んでけびをずるおそれびあります。 

•スライドドア前端のセンサー(0130ページ参照）は障害物を巧巧し、挟み込 
みを防止する装置でず。挟まれるちのの形状や挟まれちによって検巧でさない 
場合びあります。スライドドアを閉じるときは十分を意してください。 

•挟み込み防止機能作動中はしソ下のことに注意してください。を意していただかな 

いと、重大な傷害につなびるおそれびあり危険でず。 

•挟み込み防止機能を故意に作動させよラとして、体の一部を挟んだりしないで 
<ださい。 

•挟み込み防止機能は、スライドドアび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。指などを挟まないようにを意してください。 

•挟み込み防止機能は、挟まれるちののお状や挟まれちによっては作動しない場 
合びありまず。指などを挟まないよラにミ主意してください。 

•エンジン停止時の自動開閉中にエンジンスイッチを " ON ”にすると、バッテ 

1」一電圧のほ下によりシステム異常と判断し、ドアび自動的に反転することびあ 

ります。思わめ事故につなびるおそれびあり危険でずので、自動開閉中はエンジ 

ンスイッチを ‘‘ ON ”にしないでください。 
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その化のを意 


⑩む臓 ペースメーカーや、医療用電気機器などをお使いの方は、 
スマートドア□ックの取り扱いにを意してください。 

(スマートドア□ック装着車） 

•植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器をお使いのちは、ス 
マートドア□ックの発信機から約 22 cm しソ内に植え込み型む臓ペースメーカー、 
および植え込み型除細動器びお付かないよラにしてください。 

電波により、植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器の作動 
に霞響を与えるおそれびあります。 





•植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器 L ソ外の医療用電気機 
器をお使いのちは、スマートドアロックをお使いになる前に、医療用電気機器の 
製造事業ちなどに個別でご確認ください。 

電波により、医療用電気機器の作動に影響を与えるおそれびありまず。 


スマートドア□ック機能を作動しないようにすることもでさます。 
販売店 詳しくは、トヨタ販売店にご相談ください。 


⑩ ワイヤレスドア□ックリモコンキーおよび電子キー（スマートドア 
□ック装着車）の電池交換時に、電池や部品を、とくにお子さまび 
飲み込まないようにごを意ください。 

♦飲み込むと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

⑩ 樹脂バンパーやアルミ部分には、磁石で固定するアクセサリーを 
取り付けることができません。 

参磁石は樹脂やアル S に付かないため、磁石式の初む者運転標識や高齢運転ち標識 
などは取り付けることびでさません。 
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その化のを意 



⑩ エンジンがかかっているとき、またはエンジン停止直後、扫 P 気管に 
ふれないよラにを意してください。 

•エンジンびかかっているときれエンジン停止直後の排気管は高温になっていまず。 
荷物の積み降ろし時などに手や足びふれると、やけどをするおそれびあります。 


饭 寒を時はウインドウガラスが暖まるまでウオッシャー液を使用し 
ないで < ださい。 


•ウォッシャーあびウインドゥガラスにまり付さ、視界不良を起こして思わめ事故 
につなびるおそれびあり危険でず。 


饭 車内のスイッチなどに飲み物などをこぼさないようにを意してく 
ださい。 


販売店 

インストルメントパネル、ドアなどにあるスイッチなどに飲み物びかかる 
と、故障の原因となったり、車両义災につなびるおそれびあり危険です。 
万一、スイッチに飲み物びかかった場合は、すみやかにトヨタ販売店にご 
相談ください。 

⑩ プラズマクラスターイオン発生器は高電圧を利用しています。 

販売店 

盾;険ですので、修理等は必ずトヨタ販売店にご相談ください。 


⑩ シルバー色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、 
ドアやウインドゥを開けたまま放置しないでください。 

参ドアやウインドゥを開けたまま放置すると、直射日光び曲面ガラスの内側に反射 
し、レンズの働さをして火災につなびるおそれびあり危険です。 

⑩ メガネ、ライターやスプレー左を車内に放置したままにしないで 
ください。 

•室温び高くなったときの熱や、他の収納物との接軸などにより、メガネび変おや 
ひび割れを起こすおそれびあります。 

♦室温び高くなったときにライターやスプレー宙び爆発するなどして、火災につな 
びるおそれびあり危険です。 

•ライターやスプレー宙を収納装備に放置したり、車内に落としたままにしておく 
と、荷物を巧し込んだりシートを動かしたとさにライターび着义したりスプレー 
宙のガスびちれるなどして、火災につなびるおそれびあり危険です。 
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その他のを意 


领 内装（特にインストルメントパネル）の手入れをするときは、諮出 
しワックスや難出しクリーナーを使用しないでください。 

•インストルメントパネルびフ□ントウインドゥガラスへ映り込み、運転者の視界を 
さまたげ思わめ事故につなびり、重大な傷害をしくは死 t におよぶおそれびありま 
ず。 
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その化のを意 


MEMO 
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各部の開閉 . 

シートの調整 . 

シートベルトの着用" 

運面するとまは . 

警告な . 

スイッチ類の取日扱し、 
エアコン•才ーデイオ 



基本操作早わかり 

(はじめてこの車にお乗りになる方へ) 


この章では、はじめて車を購入されたちやトヨタ車にはじめてお 
柔りになるちのために、この車の昼本のな運転装置および装備品 
を簡おに説明していまず。 

詳しい取り扱い説明やま意事項はさ章をしっかりお読みください。 


4 8 0 2 6 8 0 
9 9 0 0 0 0 1 


警告 


碁本操作 
早わかり 


連転をすろ 
前に 


運おをずる 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


囊瑚 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 
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各部の開閉 



ドアの 施錠と解錠（キ ー• リモコンスイッチ) 


キーで 



キーをまわします。 


U モコンスイッチで 
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各部の開閉 



電子キーを携帯していれば、キーを操作すること 
なくドアを施綻.解錠することびでさます。 


ドアの施錠と解錠（スマートドア□ツク） 

スマートドア□ックで 




□ックスイッチを巧します。 


八ンドル裏側のセンサーにふれます。 


目次 


A 


重口 


碁本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引， 
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各部の開閉 



パワースライドドアメインスイッチを ON にして、 
スライドドアを解錠しておきます。 


スライドドアの自動開閉 


八ンドルで 



U モコンスイッチで 



U モコンスイツチを約]秒じ(上巧し 
ます。 


96 






















各部の開閉 


各部の開閉に関ずる詳しい紹介は 


バックドアの開閉 吟132ページ 
ドアガラスの開閉 今1己1ぺージ- 

運転席ドアの開閉- 
-►114ページ 
ボンネットの開閉- 
今1己9ページ 



スライドドアの開閉 今120ページ 

フユーエルリツド 

(燃料補給 □) の開閉 今1己已ぺージ- 


ドアガラスの開閉 


フユーエル リツド 

(燃料補給口）の開け方 




目次 


A 


靈口 


碁本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 
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シートの調整 



運転席の調整機能（その 1) 


前後位置 


背ちたれの角度 シート全体の上げ下げ 
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シートの調整 



シートアレンジについては0172ページを参照してください。 

運お席の調整機能（その 2) 運お席の調整機能（その 3) 

ヘッドレスト アームレスト 
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メンテナンス 
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シートベルトの着用 



3点式シートベルトの着用のしかた 


7ベルトを引さ出します。 



2 . プレートをバックルに挿し込 
みます。 



〇 "カチッ"というまで挿し 
込がます。 

0運転席シートベルトはアン 
カーの高さを調整します。 
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シートベルトの着用 


シートベルトに関する詳しい紹介は 



はずし方 



〇バックルのボタンを巧します。 
0ベルトを巻さ取日せます。 
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運車 5 するとをは 



LOCK 
(□ック） 


キーを巧き挿しできる位置 

キーを抜くと八ンドルび n ック 
されます 



エンジン停止時、次の 電裝 品が使 
用でさる位置 

オーディオ、ドア S ラーなど 


エンジン回転中の位置 

すべての電装品び使用 
でさます 


START 
(スタート) 


エンジンを始動ずる位置 


エンジンのかけち 


7 も足でブレーキぺ 吕 シフトレバーの位 3 キーを " START 
ダルをしっかり踏 置を確認します。 までまわします。 

み込みます。 




パーキングブレーキがか 
かっていることを確認し 
ます。 
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運転ずるとさは 



キーの抜きち 

シフトレバーを©にして行います。 


八ンドル□ックの解除 


〇 




〇 " ACC " からキーを巧し込んで 〇八ンドルを動かしなび日 

0 LOCK " にまわし引き巧き 包キーをまわします。 

9 〇 
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運転ずるとをは 



シフトレバーの動かしち（発進時の場合) 


7ち足でブレーキペダルをしつ 
かり踏み込みます。 



パーキングブレーキびかかつ 
ていることを確認します。 


2 . シフトレバーを引いて©か日操 
作します。 
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運転ずるときは 


運お装置に関する詳しい紹介は 



パーキングブレーキの使いち 

解除のしかた かけ方 




〇ち足でブレーキペダルをしっかり 〇ち足でブレーキペダルをしっかり 
踏みなびら 踏みなびら 

©左足でパーキングブレーキペダル0左足でパーキングブレーキペダル 
を"カチッ"と音びするまで踏み をいっぱいまで踏み込みます。 

込み、ゆっくり離します。 


目次 
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重口 


碁本操作 
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運転をする 
前に 
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警告な 



警告巧び点!なまたは点滅したままのとさは 


警告口 

警舒里。 

/> 广、、 ABS& ブレーキ 
teJ !； アシスト警告な 

AB S またはブレーキアシストシステムの 
異常です。 

(@) ABS 警告な 

A BS の異常です。 

VSC V S C 警告な 

VSC システムなどの異常です。 

エンジン警告'な 

エンジン電モ制御システムなどの異常です。 

SRS エアバッグ/ 
JRf * プ U テンシ ヨナー 
い \ 警告な 

S R S エアバッグシステムまたはプ I 」テン 
シヨナー付シートベルトシステムの異常です。 

♦ デイスチヤージへッ 
夕 I ) ドランプォートレべ 
づ リング警告口 

ディスチヤージへッドランプのオートレべ 
リング（上下照射方向自動調整）システム 
の異常です。 

(の) ブレ-キ警告な 

♦パーキングブレーキびかかっています。 
♦パーキングブレーキを解除してち消打し 
ないとさは、ブレーキ液量の不足です。 
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警告な 



警告なび点なまたは点滅したままのとをは 


警告。 

警舒 里。 

-+ 充讀告口 

充電系統の異常です。 

t 高水温警告な 

ごぶと （ホ色） 

エンジン冷却水温度の異常です。 

うこブ 1 油圧 警告。 

エンジン内のオイルの圧力の異常です。 

!_燃料残量警告な 

E * 曲 F 

燃料切れび近付いています。 

(約 6.8 LLU 下で点滅） 

吾 半ドァ 警告 口 

いずれかのドア（バックドアを含む）び、 
確実に閉まっていません。 

么 離 席シートベルト 

でも 非着用 警告な 

運転者びシートベルトを着用していません。 

PASSENGER 么 助手席シ-トペレト 

^ 非着用 警告な 

助手席の乗員がシートベルトを着用してい 
ません。 


※この他に电、表示むの点丹または点滅により異常を知らせる場合もあります。 
詳しくは 0228 ページを参照してください。 


107 


目次 


A 


警告 


碁本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 

























































































スイッチ類の取り巧い 



夜間や雨天時などの走ミ5 

フ□ントワイパーの使い方 ランプのつけ方 


点な(へッドランプ/車幅な/尾 I 灯/ま号な) 



点阿（車幅灯/尾灯/ま号な) 
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スイッチ類の取り扱い 


スイッチに関する詳しい紹介は 


- ワイパー&ウオッシヤースイッチ 

今2己己ページ 



へッドランプレべリング 
調壁ダイヤル 吟2己2ページ 

ランプスイッチ 今2已〇ページ 
方向指示レバー 今2已4ページ 


他車への合図 

方向指示な 


非常点滅!ロスイッチ 

吟吕62ページ 


* 装備のちびい、を义装備ち含んでいます。 


非常点滅巧 
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エアコン-才ーデイオ 



才ートエアコンの使いち- 

7 吹き出し口 AUTO スイッチ 2 ファン調整ダイヤルを AUTO 

を巧します。 の位置にします。 



3 温度調整ダイヤルで希望温度 
に設定します 




4エアコンび作動していないと 
さは、エアコンスイッチを巧 
します。 
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エアコン-才ーデイオ 



才ーデイオの使い方 


電源の入れ方と音量の調壁 


電源入-切 


立ち 

曰里 



ご〇を聞<には 



CD び入つている 
とさは 、 DISC 
スイッチを巧し 
9 〇 


ラジオを聞<には 


AM • FM 放送の切りかえ 



放送局の設定 



AUTO . P スイッチを"ピッ"と音び 
するまで巧し続けると、自動でプリセット 
スイッチに放送局びセットでさます。 
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運乾をする前に 


ドア、ドアガラス 


シートアレンジ . 

…172 

などの開閉 . 

.…114 

インデックス 

172 

運転席ドアの開閉 

114 

運転席フラットシート 

176 

スライドドアの開閉 

120 

シートバックテーブル 

178 

バックドアの開閉 

132 

ラゲージスペースの}広大 

180 

ワイヤレスドア□ック 


フリースぺース 

182 

リモコンの使い方 

137 

背高荷物収納スぺース 

184 

スマートドア□ツクの 


シートベルトの着用…… 

…18 巨 

使いち 

141 

シートベルトの 


ドアガラスの開閉 

151 

正しい着用 

186 

フユーエルリツド 


シートベルトの 


(燃料補給 □) の開閉 

155 

着用のしかた 

190 

ボンネットの開閉 

159 

チャイルドシートの固定… 

…193 

シートの調整 . 

.…162 

1 SOF 1 X 対応チャイルド 

正しい運転姿勢 

162 

シート固定専用パ ー & 


フ□ントシートの調整 

164 

トップテザーアンカー 

リヤシートの調整 

169 

での固定 

193 



シートベルトでの固定 

198 



八ンドル、ミラーの調整… 

…200 



八ンドルの調整 

200 



インナーミラーの調壁 

201 



ドアミラーの調壁 

202 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 

し 運転巧ドアの開閉 ) 

>キーでの施錠-解錠のしかた H 



前にまわすと施錠、ラしろにまわすと解綻されます。 

♦すべてのドア（バックドアを含む）の施錠、解綻び同時にでさます。 


^— A 知識- 

キー について 

♦キーはドアの施錠-解錠の他、エンジンの始動-停止、スライドドアの自動開閉などに使用 
します。 

♦ワイヤレスドア□ックリモコンまたは電モキーの U モコンの操作については 〇] 37、 

148ぺージを参照してください。 

♦スマートドア□ック機能での操作については0144ぺージを参照してください。 

♦万一、キーを紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、 ただちに® トヨタ 販売店に 
ご相談ください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


知識 


キーの組み合わせについて 
I スマートドア□ック装着車 I 

キーび 2枚、電子 キーび 1個ありまず。 

パワースライド&ワイヤレス プ□テクターなし 

ドア□ックリモコン巧き 


電子 キー 






^キーの数および組み合わせは、車の仕様により異なる場合びあります。 


I スマートドア□ック装着車を除く 


キーび 2枚あります。 

パワースライド&ワイヤレス 
ドア□ックリモコン付さ 


プ□テクターなし 







^キーの数および組み合わせは、車の仕様により異なる場合びあります。 


キーナンバープレートについて 


お客様じ(がにキーナンバーびわからないよラに、キーではなくプレートにキーナンバーを 
欄しました。 ^ 


♦キーナンバープレートは車両 UW ' kD 場所に大切に保管してください。 

♦万一、キーを紛失した場合、 ® トヨタ 販売店でキーナンバーか5トヨタ純正品のキーを 
つ < ることびで走ます。 

♦キーをつくるときは、 ® トヨタ 販売店にご相談ください。トヨタ純正品政がのキーを使 
巧すると、キーびスムーズにまわ5な<なるおそれびあります。 
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> ドア□ックスイッチでの施錠-解錠のしかた^™ 



スイッチの前側を巧すと施錠、ラしろ側を巧すと解錠されます。 

♦すべてのドア（バックドアを含む）の施錠、解錠び同時にでさます。 

' 知識 

作動条件について 

♦エンジンスイッチの位置に関係なく使用でをます。 

♦スイッチを巧し続けると、作動しないことびあります。しわたんスイッチか 5 指を離し、 
押しなおしてください。 

セキュリティ機能について 

車両盗難などを防ぐため、ドア□ックスイッチでの解錠作動を停止する機能です。 

(窓枠とドアガラスのすき間か 5 ドア□ックスイッチを押して解錠されるのを防止します） 
UTF の方法で施錠したとを、自動的に機能します。 

♦運転席ドアにキーを挿し込んでの施錠 （〇]14 ページ参照） 

♦ワイヤレスドア□ックリモコン （0137 ページ参照）、または電モキーのリモコン 
(0148 ページ参照）を使っての施錠 

♦ワイヤレスドア□ックリモコン （0139 ページ参照）、または電テキーのリモコン 
(01日0ページ参照）による解錠操作後のドアを開けなかったときの再施錠 
♦ □ックレノ（一による車外か 5 の施錠 （〇 次ページ参照） 

スマートドア□ック装着車は、上記の方法に加え、下記の方法でち機能します。 

♦スマートドア□ック機能を使っての施錠 （〇144 ページ参照） 

♦スマートドア□ック機能による解錠操作懐のドアを開けなかったとさの再施錠 
(0146 ページ参照） 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


J □ックレノ での施錠.解錠のしかた 

■車内での施錠.解錠 



□ックレバーを前方に巧し込むと施錠、後方に引さ出すと解錠されます。 

■車外からの施錠 



□ックレバーを施綻側にして、ドア八ンドルを引いたままドアを閉めます。 

' 知識 

便利機能について 

運転席ドアは、□ックレバーび施錠側になっていてち、車内のドアレバーを引くとドアび開 
さます。 
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靈口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 
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メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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お： T 目 ULd へ(:のドアが閉ま〕ていることをお認してくだ 

♦走行前にすベてのドアび完全に閉まっていることを確認してください。ドアが完全に 
閉まっていないと走行中にドアび突然開き、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 
♦走行中はドアレノ（一を弓 I かないでください。 

ドアび開さ車がに放り出されたりして、重大な傷書におよぶか、最悪の場合死 t ： につなび 
るおそれびあ0ます。 

とくに、運転席は□ツクレバーが施錠側になっていてもドアび開くため、を意してください。 
♦お子さまにドアの操作をさせないでください。 

-閉めるとき手•頭-首などを挟んだりして、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれ 
びあ0盾;険です。 

•走行中にドアを開け、おテさまが車がに放り出されたりして、重大な傷喜におよぶか、 
最悪の場含死 t につなびるおそれびあ0ます。 

•傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場所、強風など周囲の状況を確認し、予期せ城動さ 
にも对処できるよう、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉してください。 


' ijjl 知識 

施錠•解錠について 

次の方法で施錠-解錠ずることちでさます。 

0137ページ「ワイヤレスドア n ック U モコンの使い方」、〇]4]ページ「スマートドア 
□ックの使い方」を参照してください。 

乗車中の施錠.解錠の効果について 

乗車中の施錠-解錠については、それぞれ次のよラな効果びあ0ますので選択してください。 

〈乗車中、施錠している場合〉 

♦同乗ちび誤ってドアを開けることを防ぎます。 

♦車がからの不意の侵入者を防ぎます。 

♦シートベルトの着用と併せて、事故時に車外に投げ出される可能性びかなくなります。 

〈乗車中、解錠している場合〉 

♦万一の場合に車外か5の救援活動び受けやすくなります。 

車か5離れるときは、必ずエンジンを停止して施錠することび法律で義務付けられています。 
また、車両盗難や車内のわのを盗まれるおそれびあ0ますので、車内に貴重品などを置かな 
いよラにしてください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


' 知識 

便利機能について 
キー巧を忘れ防止チャイム 

エンジンスイッチび " L 日 CK " または "ACC " のとを運転席ドアを開けると、キー 
の抜を忘れを警告するチャイムび"ピーピー、ピーピー"と鳴ります。 

キーの閉じ込み防止のため、キーを持っていることを確認してか5施錠してください。 

キー閉じ込み防止機能 

エンジンスイッチにキーび挿し込まれているときは、運転席ドアを開けた状態か5、ドア 
□ックスイッチや□ックレバーにより施錠しようとしても施錠できません。 

イル S ネーテッドエントリーシステム 

ドアの開閉、解錠-施錠と連動してマップランプ（□日日 R の位置のとを）、ルームランプ 
( DO 0 R の位置のとを）び点灯-消灯します。 

♦いずれかのドア（バックドアを含む）を開けると点灯し、すべてのドアを閉めると約1已秒 
後に消灯します。 

♦次の方法で解錠すると点灯します。 

-ワイヤレスドア□ックリモコンによる解錠 
. スマートドア□ックによる解錠（スマートドア□ック装着車） 

-運転席ドアのキーによる解錠 

•エンジンスイッチび"日 N " 1；(がのとき、すべてのドアび閉まっている状態で、運転 
席ドアを解錠したとを 
♦次のよラな場合は、ただちに消灯します。 

■すべてのドアを閉め、エンジンスイッチを " ON " にしたとき 
■エンジンスイッチを"日 N " にして、すべてのドアを閉めたとき 
■すべてのドアを閉め、運転席ドアを施錠したとき 

バッテリーあがり防止機能 

エンジンスイッチにキーび挿し込まれていないとさ、いずれかのドアび開いた状態で、ルー 
ムランプ （ D 日日 R のとを）、マップランプ （□日 OR のとき）び約 2日 分 じし L 点灯し続ける 
と、バッテ U —あびり防止機能び働定、ランプび自動的に消口します。 
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c スライドドアの開巧） 


> □ ックレノ（一での施錠.解錠のしかた 

■車内での施錠.解錠 



□ックレノ（一を前方に巧すと施錠、後方に引くと解錠されます。 

■車がか日の施錠 



□ックレノ（一を施綻側にして、ドアを閉めます。 

' 知識 

施錠-解錠について 

巧の方法で施錠-解錠ずることちでさます。 

0114ぺージ「キーでの施錠■解錠のしかた」、0116ページ「ドア□ックスイッチでの施錠- 
解錠のしかた」、0137ぺージ「ワイヤレスドア□ック I 」モコンの使い方」、0141ページ 
「スマートドアロックの使い方」を参照してください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


J 開閉のしかた 

■車内からの開閉 



インサイド八ンドルを、スライドドアを動かしたい方向に操作します。 

♦ □ックレバーび施錠側 （〇 前ページ参照）のときは、スライドドアは開け 
日れません。 

■車がか日の開閉 



開けるときは、アウトサイド八ンドルを引いてスライドドアを車両後方に 
操作します。 

閉めるときは、アウトヴイド八ンドルを引いてストッパーを解除させてか日、 
スライドドアを車両前方に操作します。 

♦ □ックレバーび施錠側（〇前ページ参照）のときは、スライドドアは開け 
日れません。 
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走巧中はむ下のことをお守りください。 


♦走行中は UTF のことをお守りください。お守0いただかないと、思いをよらずドアび開さ、 
外におげ出されるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

-シートベルトを必ず着用してください。 

-すべてのドアを施錠してください。 

-すべてのドアを確実に閉めてください。 

-走行中はドア内側のドア八ンドルを操作しないでください。 

♦お子さまを乗せているとさはし^下のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場含死 t につなびるおそれびありまず。 

•おテさまを車内に残さないでください。誤って閉じ込め5れた場合、熱射病などを引き 
起こすおそれびあります。 

-おテさまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。不意にスライドドアび作 
動したり、閉めるときに手•頭-首などを挟んだりするおそれびあります。 

♦スライドドアの操作にあたっては、下のことをおずお守りください。お守りいただかな 
いと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあり 
ます。 

-スライドドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

-ドアガラスを開けた状態でスライドドアを開閉ずるとをは、窓か5手•足-頭などを出 
さないで < ださい。 

•人びいるとさは、安全を確認し動かすことを知5せる「声かけ」をしてください。 

•半開状態ではスライドドアび静止しないため、必ず全開にしてください。傾斜地での停 
車時にドアび開いていると、突然動き出すおそれびありまず。 

-坂道ではスライドドアの開閉スピードが早くな0ま 
す。ドアび体にあたったり挟んだ0しないよラ、ミち 
意してください。 

•下り坂での停車時に乗り降りするときは、スライド 
ドアを全開にしておいてください。また、途中でド 
ア八ンドルを操作しないでください。ドアび突然動 
を出ずおそれびあ0ます。 

-スライドドアを開他るとさは指などを挟まないよラ 
十分ま意してください。 

-スライドドアを開けるときは、必ず全開位置まで開 
き確実に固定してください（全開にするとスライド 
ドアびストッパーで固定されます）。スライドドア 
び固定されていないと不意に動き出すおそれびあり 
ます。 

-スライドドアが中間ストッパー位置で停止した場合 
(〇次ぺージ参照)、スライドドアは固定されません。 

坂道などではドアび不意に動さ出すおそれびあ0ま 
すので十分ま意してください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


スライドドアを開閉ずる前に付近の状態を必ず確認し f 

♦スライドドアを開閉する前に、スライドドアび安全に開閉でさるよラに車がおよび車内の 
スライドドア付近の状態を必ず確認してください。 

♦スライドドアにあるボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップやガラス製の 
コップなどを収納しないでください。とくに走行するとさやドアを開閉するとさは、ジュー 
スなどびこぼれた0、ガラス製品び割れた0するおそれびあります。 

♦スライドドアのステップ下の□ーラー滑走面 
に、石などの異物び入り込まないようま意し 
てください。異物び入0込んだままスライド 
ドアを開閉すると、スライドドアの故障の原 
因になります。 


' -知識- 

を全機能について 
中間ストッパー 

♦スライドドアのドアガラスび大をく開いていた0、フューエル1」ッド（燃料補給口）び開 
いていると、スライドドアは途中までしか開きません。 

(中間ストッパー位置で停止します） 

♦中間ストッパー位置で停止したスライドドアを全開にするとさは、ドアガラスおよびフュー 
エル U ッ ドを閉じ、ドアガラスび開いている場合はいったんスライドドアを全閉してか5 
再度ドアを開けてください。 

開閉について 

傾斜した場所では、平坦な場所よりもスライドドアの開閉びしにくかったり、急に開閉して 
しまう場合びあります。 

イルミネーテッドエントリーシステムについて 

スライドドアの開閉、解錠•施錠と連動してマップランプ （D 日日 R の位置のとさ)、ルーム 
ランプ （□日日 R の位置のとを） び 点灯•消灯します。（01]目ページ参照） 
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J スライドドアイージークローザー 

スライドドアを半ドアの位置まで閉じると、イージーク□ーヴーが働き、自 
動的に全開になります。イージーク□ーヴーはエンジンスイッチの状態に 
関係な < 作動します。 



半ドアが態のとき、イージーク□ーザーび働き、スライド 
ドアが自動的に閉まるため、指などを挟まないようにま意 
して < ださい。 


♦半ドア状態のとさ、イージーク□ーヴーび働 
き、スライドドアび自動的に閉まるため、指 
などを挟まないよラにま意してください。骨 
巧など重大な傷書を受けるおそれびあり危険 
です。 

♦半ドア状態からイージーク □- ヴーび作動す 
るまでに数秒かか0ます。指などをドアの間 
に挟まないでください。骨折など重大な傷書 
を受けるおそれびあ0危険です。 

♦イージーク n — ヴーは、パワースライドドアのメインスイッチび OF F のとさにち作動し 
ます。 

♦□ックレバーび施錠側のとを、イージーク□ーヴー作動中にインサイド八ンドルを引いて 
ち作動は停止しません。指などを挟まれないよラにミち意してください。重大な傷害を受け 
るおそれびあ〇ち険です。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


イージーク□ーザーの作動中は無理な力をかけないで< 

♦イージーク□ーヴーの作動中は無理な力をかけないでください。無理な力をかけると、 
イージーク□—ヴーの故障の原因となります。 

♦ ドアの開け閉めを短時間に繰り返すと、イージーク□ーザーび作動しないことびあります。 
この場合、一度ドアを開け、かし時間をおいてか5閉めなおすと作動します。 


' -知日^^- 

スライドドア イージーク□ーザー について 

スライドドアを半ドアの位置まで閉めると、イージーク□ーヴーび働き、自動的に全開にな 
ります。エンジンスイッチに関係なく作動します。 

♦イージーク□ーヴーの作動中でちスライドドア八ンドル （〇] 2] ページ参照）を操作す 
ることにより、ドアを開けることびできます。（□ックレバーび施錠側のときを除く） 
♦スライドドア八ンドルを引いたままドアを閉めると、イージーク□ーヴーは作動しないこと 
びあります。 

♦イージーク□ーヴーを使わずに手動でドアを全開することちできます。 
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J 自動開閉のしかた 


■パワースライドドアメインスイッチ 




スイッチのが態 

ON 

^ オレンジ色の マーク 

OFF 

^ - , 


メインスイッチを巧すごとに、 ON と0 F F に切りかわります。 

参メインスイッチび ON のときは、スイッチの上面にオレンジ色の7—クび 
見えます。 

♦メインスイッチび0 F F のときは、スライドドアを自動で開閉させること 
はでさません。 


' 油識 

パワースライドドアメインスイッチについて 

•バワースライドドアメインスイッチを0 F F にすることにより、お子さまび誤ってバワー 
スライドドアを操作しないよ5にずることびできます。 

♦バワースライドドアメインスイッチび0 F F のときでち、イージーク□—ヴーは作動しま 
ず。 （0124 ページ参照） 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


■スライドドア八ンドルでの自動開閉 

〈アウトサイド八ンドル〉 くインサイド八ンドル〉 




スライドドアび全閉状態のとき、八ンドルを操作してブヴーび鳴る位置まで 
開けると、自動で全開します。 

スライドドアび全開状態のとき、八ンドルを操作するとブヴーび鳴り、自動 
で全閉します。（閉作動中は、断続的にブヴーび鳴ります） 

♦全開（全閉）作動中に再度八ンドルを操作すると、全閉（全開）作動に 
切りかわります。ただし、全開（全閉）状態か日自動開閉作動び開始し 
て約]秒間は、再度八ンドルを操作してち全開（全閉）作動に切りかわり 
ません。 
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■パワースライドドアスイッチでの自動開閉 
フ□ントスイツチ 

〈才ートエアコン装着車〉 〈マニュアルエアコン装着車〉 




U ヤスイツチ 



スライドドアび全閉（全開）状態のとき、パワースライドドアスイッチを 
約1秒しソ上巧し続けると、自動で全開（全閉）します。 

♦開閉作動開始時にブヴーび鳴ります。 

♦閉作動中は、断続的にブヴーび鳴ります。 

♦全開（全閉）作動中に再度スイッチを巧すと、全閉（全開）作動に切りか 
わります。ただし、全開（全閉）状態か日自動開閉作動び開始して約]秒 
間は、再度スイッチを操作してち全開（全閉）作動に切りかわりません。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


八リ—乂フイドドアの操作時は、政下のことを必ずお守り 

ください。 

♦パワースライドドアの操作時は、攻下のことを必ずお守りください。お守りいただかない 
と、重大な傷害につなびるおそれびあり危険です。 

• ドア八ンドルを使ってパワースライドドアを開閉するとさは、操作禮すぐにドア八ンド 
ルから手を離してください。ドア八ンドルを握ったままスライドドアび作動すると、 
手•指-腕などに無理な力びかかるおそれびあるので十分を意してくださし、。 

•周辺の安全を確かめ、障害物びないか、身のまわりの品び挟み込まれる危険がないか確 
認してくださし、。 

•人がいるときは作動させる前に安全を確認し、動かすことを知5せる「声かけ」をして 
ください。 

• 自動開閉中にノ くワースライドドアメインスイッチを0 F F にすると、作動び停止します。 
坂道などの傾斜地では、停止させたとき急に開いたり閉じたりするおそれびあるため、 
十分ま意してください。 

•傾斜した場所では、開いたあとにドアび閉まる場合げあ0ます。ドアは必ず全開で静止 
していることを確認してください。 

♦次のよラな場含、システムが異常と判断し自動作動が停止することびあります。手動作 
動に切0誓わり、急にスライドドアび閉まるなどして思わ说事故につながるおそれびあ 
るため十分にミち意してくださし、。 

-自動作動中、障害物に干渉したとき 

-自動作動中、作動可能条件（〇次ページ参照）を満たさなくなったとを 
•タイヤ交換などをする際は、パワースライドドアメインスイッチを日 F F にしてくださ 
し、日 FF にしないと、いたず5や誤ってスイッチにふれたとさにスライドドアび動を、 
指や手などを挟んでけがをするおそれびあります。 

•スライドドア前端のセンサー（〇次ページ参照）は障害物を検知し、挟み込みを防止す 
る装置です。挟まれるちのの形状や挟まれ方によって検巧できない場合びあります。ス 
ライドドアを閉じるとさは十分を意してくださし、。 

♦挟み込み防止機能作動中は！; TF のことにま意してください。ミち意していただかないと、重 
大な傷書につなびるおそれびあり危険です。 

•挟み込み防止機能を故意に作動させよラとして、体の一部を挟んだりしないでください。 
•挟み込み防止機能は、スライドドアが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しない場合 
びあります。指などを挟まないようにを意してくださし、。 

•挟み込み防止機能は、挟まれるちののお状や挟まれ方によっては作動しない場含びあり 
ます。指などを挟まないようにを意してくださし、。 

♦エンジン停止時の自動開閉中にエンジンスイッチを " ON " にすると、バッテ U —電圧 
の低下によりシステム異常と判断し、ドアび自動的に反転ずることびあります。思わ说事 
故につなびるおそれびあ0危険ですので、自動開閉中はエンジンスイッチを " ON " に 
しないで < ださい。 
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乂フイトト尸前端部のセンサーを刃物などの銳利なもの 
で傷付けないように注意してください。 


スライドドア前端部のセンサーを刃物な 
どの鋭利なわので傷付けないよラにま意 
して<ださい。センサーび切断されると 
自動で閉めることびでさなくな0ます。 
また、自動で閉めているとをにセンサー 
び切断されると、ドアはただちに停止し 
ます。 



' 知識 

パワースライドドアの作動について 

(エンジンスイッチの位置に関係なく使用でさます） 

♦パワースライドドアメインスイッチび日 N で、次の作動可能条件をすべて満たしていると 
さに自動で開閉でさます。 

〈作動可能条件> 

•スライドドアび施錠されていないとを（車がからの施錠時を除く。012日ページ参照） 
•フューエルリッドび閉まっているとを 

•車速び約 3 km / h 未満のとき（エンジンスイッチび"日 N " のとを） 

•エンジンスイッチび " ON " のとさは、上記に加え、次のいずれかの条件を満たして 
いることび必要です。 

-シフトレバーび©のとき 
•パーキングブレーキびかかっているとさ 
-ブレーキペダルを踏んでいるとを 

♦メインスイッチび0 F F のとさは、スライドドアを自動開閉することはでをませんび、 
手動で開閉できます。 

♦スライドドアの自動開閉中に、人や異物などによ0異状を感知すると、ブヴーび鳴0、そ 
の位置から自動的にドアは反巧ち向に動きます。ただし、自動で開けているときに全開位 
置から約3日 cm 手前の範囲で異状を感知すると、その位置で作動を停止します。 
♦連続して2回目！; LL 同方向への異状を感知すると、ブヴーび鳴り、手動操作に切0かわり 
ます。ちラー度ドアを自動で作動させるときは、メインスイッチを0 F F にしたのち、 
ドアをいったん手動で全開または全開にしてか5行ってください。 

自動開閉について 

次の方法で自動開閉することちでをます。 

0137 ぺージ「ワイヤレスドア□ック U モコンの使い方」、 0]41 ページ「スマートドア 
□ックの使い方」を参照してください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


' 知識 

初期設定について 

スライドドアを開けた状態で、バッテ U —交換やヒューズ交換などでバッテ IJ 一との接続 
び断たれたときは、スライドドアの初期設定をしてください。 

スライドドアの初期設定びされていないと、スライドドアを自動開閉することびでをません。 
♦ただし、スライドドアび全開の状態で、バッテ U —交換やヒューズ交換などでバッテ U — 
との接続び断たれたときは、スライドドアの初期設定をする必要はありません。 
♦その他にわ、初期設定び必要な機能びありまず。 040 目ページ「初期設定び必要な機能」 
を参照してくださし、。 

■巧期設定のしかた 

スライドドアを手動で全開にする。 

安全機能について 
挟み込み防止機構 

スライドドアの前端部には、センサーび付いています。 

ドアを自動で閉めているときに、挟み込みなどにより 
センサーび圧縮されると、挟み込み防止機構び作動し、 

その位置か5ドアは自動的に反対方向に動さます。 


補給□開警告ブザー 

♦フューエル U ッド（燃料補給口）び開いているとをに、自動でスライドドアを開けようと 
すると、ブヴーび鳴り、開いていることを知5せると同時に、手動操作に切りかわります。 

♦スライドドアの自動開閉中にフューエル U ッド（燃料補給 □) を開けると、ブザーび鳴り、 
作動び停止し、手動操作に切りかわります。 

中間ストッパー 

♦スライドドアのドアガラスび大をく開いているとさに、スライドドアを自動で開作動させ 
ると、スライドドアは中間ストッパー位置で停止し、その位置で保持されます。 

♦中間ストッパー位置で停止したスライドドアを全開にするときは、ドアガラスを閉じ、 
スライドドアを全開してか5操作してくださし、。 

♦中間ストッパー位置でスライドドアび停止しているときに、パワースライドドアスイッチ、 
スライドドア八ンドル、キーのむ）スイッチのいずれかを操作すると、スライドドアは閉 
作動します。 

♦中間ストッパー位置でのスライドドア停止後は、約3日分間ドアを保持します。その後、 
約8秒間で徐々にその保持を解除し、下り坂などでドアび急激に動さ出すのを防ぎます。 
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c バックドアの開閉 ） 


>開けるとさは 



バックドアスイッチを巧しなび日、バック 
ドアを持ち上げます。 

♦バックドアを開けるとさは、最上部まで 
持ち上げてください。 

♦バックドアび自然に降下しないことを確 
認してください。 


>閉めるとさは 



7 バックドアをがか5押せる高さまで降ろ 
します。 

バックドアグ U ップを使用すると、便利 
です。 



三 バックドア下端をがか日巧して□ック 
します。 

バックドアグ U ップを持ったまま、直接 
ドアを閉めないでください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


7 k イ了中は八ックドアを閉じてください。また、ラゲージ 
ド^!， 頁 眉 ■ ルームには絶巧に人を乗せないでください。_ 

♦走巧中はバックドアを閉じてください。開けたまま走行すると、バックドアび車がのをの 
にあたったり荷物び投げ出されたりして、思わ城事故につなげるおそれびあり危険です。 
また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につながるおそれびありまず。走 
行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくださし、。 

♦走巧前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックドアび完全に 
閉まっていないと、走巧中にバックドアび突然開さ、思わ姑事故につなびるおそれびあ0 
盾;険です。 

♦ラゲージルームには絶対に人を乗せないでください。急ブレーキをかけたときや衝突した 
とさなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦お子さまを乗せているときは、下のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびあります。 

■ラゲージルームでおテさまを遊ばせないでください。誤って閉じ込め5れた場含、熱射 
病などを引定起こすおそれびあります。 

-おテさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。不意にバックドアび作動し 
た0、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりするおそれびあ0ます。 
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ノいッソト户の操作にあたっては、じ TF のことを必ずお守 
りください。 

♦バックドアの操作にあたっては、 l^TF のことを必ずお守りください。お守りいただかない 
と、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり危険です。 

-バックドアを開ける前に、バックドアに目ちり付いた雪や氷などの重量物を取り除いてく 
ださい。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびあります。 

-バックドアを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

•人びいるとさは、安全を確認し動かすことを釘]5せる r 声かけ」をしてください。 

-強風時の開閉には十分ま意してください。バックドアび風にあお5れ、勢いよく開いた 
り閉じたりするおそれびあります。 

•半開状態で使用すると、バックドアが落ちて重大 
な傷害を受けるおそれびありまず。 

とくに傾斜地では、平坦な場所よ0ちバックドア 
の開閉びしにくく、急にバックドアが開いたり開 
じたりするおそれびあります。必ずバックドアび 
全開で静止していることを確認して使用してくだ 
さい。 

-バックドアを閉めるとさは、指などを挟まないよ 
ラ十分を意してください。 

-バックドアは必ずがか日軽く巧して閉めてくださ 
し、。バックドアグリップで直接バックドアを閉め 
ると、手や腕を挟むおそれびあ0ます。 


. バックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めた0、ぶ5下げったりしないで< 
ださい。手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わ械事故につ 
なびるおそれびあ0危険です。 

•バックドアにトヨタ純正品!^处がのアクセヴ U —用品を取り付けないでください。バック 
ドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあ0ます。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


IMiii 


バックドアを開閉ずる前に付近のげ態を必ず確認してくだ 
さい。 


>バックドアを開閉する前に、運転者はバックドアび安全に開閉でをるように車がおよび車 
内のバックドア付近の状態を必ず確認してください。 

>バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取0付け5れています。ダン 
パーステーの損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守り<ださい。 

-ビニール片-ステッカー-粘着材などの異物を 
ステーの□ッド部（棒部）に付着させない 
■□ッド部を軍手などでふれない □ッド部¬ 

-バック ドアにトヨタ純正品 L 处がのアクセサリー 
用品を付けない 

•ステーに手をかけた0、横ち向に力をかけたり 
しない 


>バックドアを閉めるとさは、ストライカーバーに 
異物をかみ込まないよラにしてください。バーび 
破損し、バックドアび閉ま5なくなるおそれびあ 
ります。 
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' 知識 

施錠•解錠について 

次の方まで施錠-解錠することびでさます。 

0114ページ「キーでの施錠-解錠のしかた」、 Oil 日ページ「ドア□ックスイッチでの施 
錠•解錠のしかた」、 〇 次ページ「ワイヤレスドア□ック U モコンの使いち」、0]41ぺ一 
ジ「スマートドア n ックの使い方」を参照してください。 

初期設定について 

バッテ U —交換やヒューズ交換などでバッテ U —との接続び断たれたときは、バックドアの 
初期設定をしてください。 

バックドアの初期語:定びされていないと、バックドアスイッチでバックドアの開閉をすること 
びでさません。 

♦その他にち、初期設定び必要な機能びあります。040目ページ「初期設定び必要な機能」 
を参照してください。 

■巧]期設定のしかた 

次のいずれかの方法で解錠操作して < ださい。 

•運転席ドアにキーを挿し込んで解錠する。 （〇] 14ページ参照） 

♦ドア□ックスイッチで解錠する。（〇] ] 目ぺージ参照） 

♦ワイヤレスドア□ックリモコン （〇 次ページ参照）、または電テキーのリモコン （〇 
] 48ページ参照）を使って解錠する。 

スマートドア□ック装着車は、上記の方法に加え、下記の方法でわ初期設定びでをます。 
♦スマートドア□ック機能で解錠する。（0144ページ参照） 

便利機能について 

イルミネーテッドエントリーシステム（0119ぺージ参照） 

バックドアの開閉、解錠•施錠と連動してマップランプ （D 日日 R の位置のとさ）、 ルーム 
ランプ （DO 日 R の位置のとさ） び 点灯•消灯し ます。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


こワイヤレスドアロックリモコンの使い方） 


>ドアの施錠-解錠のしかた 



サイドち向指示な兼非苗点滅なは、フ□ントフエンダー 
に装着されている車両おありまず。（図はドアーラー装着 
タイプの車両で月しています） 


参 a スイッチを巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び施綻されます。 
参田スイッチを巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び解綻されます。 
参施綻したとさは、非常点滅灯び]回点滅します。 

参解綻したとさは、非常点滅灯び2回点滅します。 

♦スイッチは、ゆっくりと確実に巧してください。 

♦施錠操作をしたとさは、必ず施錠作動したことを確認してください。 
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J スライドドアの自動開閉のしかた 


泣スイ': 



スライドドアび全閉（全開）状態のとさ、む D スイッチを約]秒じ(上巧し続 
けると、自動で全開（全閉）します。 

♦開閉作動開始時にブヴーび鳴ります。 

♦閉作動中は、断続的にブヴーび鳴ります。 

♦全開（全閉）作動中に再度む]スイッチを巧すと、全閉（全開）作動に切 
りかわります。ただし、全開（全閉）状態か日自動開閉作動び開始して約 
] 秒間は、再度む)スイッチを押してち全開（全閉）作動に切りかわりま 
せん。 

♦スイッチは、ゆっくりと確実に巧してください。 

パワースライドドアについての詳しい説明は、0126 ぺージの「自動開閉の 
しかた J を参照してください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 




ワイヤレスドア□ックリモコンは電子部品でず。強い衝撃 
などをちえると故障の原因となりまずので、む下の点にご 
ま意ください。 


♦ダッシュボードの上など高温になる所に置かないでください。 
♦分解しないでください。 

♦落としたり、強い衝撃を与えないでください。 

♦水に城5さないで < ださし、。 


知識 


作動条件に ついて 

♦ U モコンスイッチは周囲の状況により作動可能距離びかわることびあります。確実に作動 
させるためには、車か5約] m まで近付いて操作してください。 

♦ワイヤレスドア□ックリモコンは微弱な電波を使巧しています。次のよラな場合は、 U モ 
コンと車両間の通信をさまたば、正常に作動しない場合びあります。その場含はキーで操 
作してください。 

■近くにテレビ塔や発電所、放送局、空港など強い電波を発生する設備びあるとき 
-無線機や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を一緒に携帯しているとき 
- U モコンび金属製のちのに接したり、覆われているとさ 
-複数の U モコンが近くにあるとを 
- U モコンをパソコンなどの電化製品の近くに置いたとさ 
-近くでワイヤレスドア□ックのリモコンを使巧しているとさ 
♦リモコンスイッチはエンジンスイッチにキーび挿し込まれているときは作動しません。 
♦©スイッチはいずれかのドアび開いているとさは作動しません。 

♦包スイッチ、をスイッチを押し続けてもドアの施錠-解錠は繰り返されません。 
スイッチを押しなおして<ださい。 

♦厅」スイッチを巧して解錠操作をしたあと、約3日秒内にドアを開けなかったときは自動 
的に施錠されます。（非常点滅口び1回点減します） 

♦む)スイッチは、パワースライドドア方インスイッチ（〇] 2日ぺージ参照）び日 FF に 
なっているとさは作動しません。 

♦防スイッチを押してラまく開閉作動されなかったとを、スイッチを約1秒上押し続け 
てち開閉操作は繰0返されません。スイッチを巧しなおしてください。 

♦む)スイッチは、スライドドアび施錠されているとさは作動しません。 

♦バックドアガラス部に次のものを貼り付けると、車両後方か 5 U モコンスイッチの操作を 
した場含、受信器への電波びさえぎられて受信感度び低下し、作動可能距離び短くなるお 
それびあります。 

-金属を含有するウインドゥフィルム 

•その他の金属物（トヨタ純正品！;(外のアンテナなど） 
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' 知識 

便利機能について 

イルミネーテッドエントリーシステム（0119ぺージ参照） 

ワイヤレス ドア □ックリモコンによる解錠-施錠と連動してマップランプ （D 日日 R の位置 
のとを)、ルームランプ （DO 日 R の位置のとさ）び点灯•消灯します。 


、 電池交換について ) 

U モコンスイッチを押してち作動しない場含や菅しく作動可能距離び短くなった場合、電池 
の消耗び考え5れます。電池を交換してください。 

電池交換は、市販の精密ドライバーを使巧すれば、お客様自身で交換できます （03 目目 
ページの「ワイヤレスドア□ック U モコンキーの電池交換」を参照）び、交換の際に破損な 
どのおそれびあるた め、® トヨタ販売店での交換をおすすめします。 

航空機巧へのキーの持ち込みについて 

航空機にワイヤレスドア□ック U モコンキーを持ち込む場合は、脈空機内でワイヤレスドア 
□ック U モコンキーのスイッチを押さないで<ださい。また、かばんなどに保管する場合で 
ち、簡単にスイッチび押されないよラに保管してください。スイッチび押されると電波び発 
信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 

紛失について 

ワイヤレスドア□ックリモコンキーを紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、ただち 
に® トヨタ販売店にご相談ください。 


使用枚数について 


r スマートドア□ック装着車 I 

ワイヤレスドア□ックリモコンキーは、同じ車両で最大已枚まで使用することびできます。 
(ただし、電子キーとの合計数は7つまでとなります） 


r スマートドア□ック装着車を除く I 

ワイヤレスドア□ック U モコンキーは、同じ車両で最大4枚まで使用することびでさます。 
詳しくは® トヨタ販売店にご相談ください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


スマートドアロックの使い方* 


J 電子キーででをること 


@ I む 


田0 


-重子キ- 


参スマートドア□ック機能によるドアの施錠-解錠 • 
参ワイヤレスドア□ックリモコン機能による 

F アの施錠•解錠 . 


w/mm 


•0 144ページ 
•0 148ページ 


む臓ペースメーカーや医療用電気機器などをお使いの方 
は、スマートドア□ックの取り扱いにま意してくださし、。 


♦植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器をお使いの方は、スマートドア 
n ックの発信機か5約 22cm]； (内に、植え込み型む臓ペース方一力一、および植え込み型 
除細動器び近付かないよラにしてください。 

電波によ0、植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器の作動に影響を 
ちえるおそれびあ0ます。 

<車室外発信機の位置> 

車室が発信機（運転席側） っ 




♦植え込み型む臓ペースメーカー、および植え込み型除細動器！;!がの医療用電気機器をお使 
いの方は、スマートドア□ックをお使いになる前に、医療巧電気機器の製造事業ちなどに 
個別でご確認ください。 

電波により、医療用電気機器の動作に影響を与えるおそれびあります。 

♦スマートドア n ック機能を作動しないよラにすることちできます。 

詳しくは® トヨタ 販売店にご相談ください。 
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卓か b 離ネ t るときは、電子キ-を携帯していることを確認 
してください。 

♦車か5離れるときは、パーキングブレーキをかけ、エンジンスイッチか5キーを抜を、 
必ず電子キーび車室内にないこと、および電モキーを携帯していることを確認してか5ド 
アを施錠してください。 

♦電テキーは信号発信機を内蔵している電子部品です。故障の原因とな0ますので、の 
ことをお守りください。 

-ダッシュボードの上など高温になる所に置かないでください。 

-分解しないでください。 

•無理に巧げたり、落としたり、強い衝擊を与えないでください。 

-かに城5さないでください。 

-磁気を帯びたキーホルダーなどを付けないでください。 

•テレビ、オーディオなどの磁気を帯びた機器、または低周波治療器などの医療電気機器 
の近くに置かないでください。 

-超音波洗浄機などで洗浄しないで < ださい。 

•電子キーにガソ U ンなどの燃料やツヤ出し剤、油脂類び付着すると、電子キーび変あし 
たり、ひび割れた0することびあります。 


' Ai 知識 

電子キーの通信について 

電子キーは、微弱な電波を使用しています。次のよラな場含は、電子キーと車両間の通信を 
さまたげ、スマートドア□ック機能-ワイヤレスドア□ック U モコン機能による操作びでき 
なくなることびあります。その場をはキ-•で操作 （ oil 4ぺージ参照）してください。 

♦電子キーの電池び消耗しているとき 

♦近くにテレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空港びある 
など、強い電波やノイズを発生する場所にいるとさ 
♦無線機や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
♦電子キーび金属製のちのに接した0、覆われたりしているとさ 
•複数の電子キーび近くにあるとを 

•他の車の電子キー、電波式ワイヤレスキー、パソコンなどの電波を発信する製品と同時に携 
帯または使用してるとさ 

♦リヤガラスに金属を含むフィルムなどび貼ってあるとさ 

電子キーの保管について 

電子キーは電化製品の近くに保管しないでください。電化製品の電磁波によ0、電モキーび 
誤作動したり、常時通信状態となり電池び菅しく消耗する場含びあります。 

影響のある主な電化製品（常時約1 m 政上離すのび望ましいをのの例） 

テレビ、パソコン、電磁調理器、電気スタンド、充電中のコードレス電言舌機および携帯電話 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


' 1^1知識 

電池交換について 

電子キーは、車両との通信のため常時受信動作をしており、電子キーに内蔵された電池を 
消費しています。電池の寿命は使用状況にちよりますび、約]〜3年程度でず。（まったく 
使用しない場含でち消耗します）次のよラな場合は、電池の消耗び考え5れます。電池を 
交換してください。 

♦スマートドアロック機能び作動しにく<なったとを 

♦スイッチを押しても作動しない場含や、著しく作動可能距離び短くなったとを 

♦スイッチを押しても L ED び暗<なったり、点灯しなくなったとさ 

電池の交換は、お客様自身で交換でさます （03 日8ぺージの「電子キーの電池交換」参照） 

び、交換の際に、破損などのおそれびあるため、 ® トヨタ 販売店での交換をおすすめし 

ます。 

航空機内へのキーの持ち込みについて 

航空機に電テキーを持ち込む場含は、航空機内で電子キーのスイッチを巧さないでください。 
また、かばんなどに保管する場合でち、簡単にスイッチび押されないよラに保管してください。 
スイッチび巧されると電波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあ0ます。 

紛失について 

電テキーを紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、 ただちに® トヨタ 販売店にご相談 
<ださい。 

使用個数について 

電子キーは、同じ車両で最大已個まで使用することびできます。 詳しくは® トヨタ 販売店 
にご相談ください。 

(ただし、ワイヤレスドア n ックリモコンキーとの含計数は7つまでとな0ます） 
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J スマートドア□ック機能でのドアの施錠•解錠のしかた ■ 

電子キーを携帯した状態で、ドア八ンドル（運転席側 • 助手席側）上のスイッチ 
を操作します。 



■施錠ずるときは 

電モキーを携帯し、ドア八ンドルの□ックスイッチを巧します。 
♦すべてのドア（バックドアを含む）の施綻びでさます。 

♦施錠時に非常点滅打び]回点滅します。 

♦必ず施錠作動したことを確認してください。 



■解錠ずるときは 

電子キーを携帯し、ドア八ンドル内側のセンサー靴こふれるように、ドア八ン 
ドルを握ります。 

♦すべてのドア（バックドアを含む）の解錠びでさます。 

♦解錠時に非常点滅打び2回点滅します。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


IMMii 


ドアを閉める前に、電子キーを車内に残したままにして 
いないか確認してください。 


ドアを閉める前に、電子キーを車内に残したままにしていないか確認してください。 

電子キーを車内に残したままにしていると、ドアを閉める際に手び□ックスイッチにふれ、 
キーを閉じ込んだまま、ドアび□ックされてしまラおそれびあります。 


- A 知識 


作動節囲について 

車室か発信機の作動範囲内 （ ドア八ンドルか5周囲約 
70cmU (内） 

♦ ドアガラスやドア八ンドルに近付きすざた場合などは 
作動しないことびあります。 


作動範囲 

ドア A ンドルから周囲約 70 cmL ソ内 



作動条件について 

♦電テキーを携帯し、車室が発信機の作動範囲内に入ると、自動的にI D コードの照含※ 
を巧い、照含び一致したときのみドアの施錠-解錠びできます。 

♦作動範囲内に入っていてち、電テキーび地面の近くや高い場所にあるときは、正常に作動 
しない場含びあります。 

♦作動を確実に行ラために、作動範囲に入ってか5操作してください。 

♦電波の状況び悪いときや電子キーの電池び切れたときは、スマートドア□ック機能やワイ 
ヤレスドア□ツクリモコンでのドアの施錠-解錠はできません。 

その場合は、キーで操作してください。（〇]14ページ参照） 

♦電子キーの持ち方により作動しにくいことびあります。 

♦車両のあ状により電モキーび作動しに < い場所びあります。 

《I D コードの照合とは、車両からの I □コードと電子キーからの [ D コードを照らし合わせることをい 
います。 
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' 知識 

施錠•解錠について 

♦電子キーび車室が発信機の作動範囲内 （〇 前ページ参照）にあれば、電子キーを携帯して 
いる人];(がでちドア八ンドル（運転席側-助手席側）で施錠-解錠を行ラことびでさます。 

♦施錠するときは、ドア八ンドルの□ックスイッチを確実に巧して施錠されたことを確認し 
て < ださい。 

♦□ックスイッチを早押しした場合、施錠されないことびあります。 

♦エンジンスイッチにキーび挿し込まれているとを、またはいずれかのドアび開いている 
ときは、□ックスイッチを押してち施錠されません。 

♦いずれかのドア（バックドアを含む）び開いているときは、□ックスイッチを巧しても 
施錠されません。 

♦施錠後、約3秒間はスマートドア□ック機能を使って解錠することはでをません。 

♦キーの操作により施錠すると、スマートドア□ック機能での解錠操作をすることはできま 
せん。その場合は、ワイヤレスドア□ック U モコン機能、またはキーの操作により解錠し 
て < ださい。 

♦解錠するとをは、ドア八ンドルの内側のセンサー部を確実に握り、解錠されたことを確認 
してからドア八ンドルを引いて<ださい。 

-ドア八ンドルの裏側センサー部攻がにふれても 
解錠されません。 

•皮手袋、スキー手袋などを装着してドア八ンド 
ルにふれた場含は、解錠び遅れた0、解錠され 
ないことびあります。 

•他の車の電テキーや、電波を発信するよラな製 
品などを同時に携帯した場を、作動時間び通常 
よりも長くなることがあ0ます。 

♦確実に解錠させるためには、電モキーび車室が発信機の作動範囲に入ってか5約已秒政内 
にドア八ンドルを握ってください。約日秒を経過すると、作動しない場含びありまず。 

♦車室が発信機の作動範囲巧への急な接近や、急なドア八ンドル操作では、解錠でさない場を 
びあります。その際は、ドア八ンドルを一度もとの位置にちどし、解錠されたことを確認し 
てから再度ドア八ンドルを引いてください。 

♦解錠後、ドアの開閉操作びなければ、約3日秒後に自動的に施錠されます（郎常点滅灯び 
] 回点滅します)。 

♦電テキーび車室が発信機の作動範囲内にあるとさ、洗車や大雨などでドア八ンドルに多量 
の水びかかるとスマートドア□ック機能び働き、ドアび解錠することびあ0ますびドアの 
開閉操作びなければ、約30秒後に自動的に施錠されます。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


' 知識 

節電機能について 

スマートドア□ックでは、エンジン停止時でドア施錠時に車室が発信を定期的に行っていま 
す。そのため、車両を長時間放置すると車両のバッテリーびあびるおそれびあります。また、 
車室が発信機の作動範囲内 （014 已ページ参照）に電子キーを常時置いていると、電子キー 
と車両は定期的に通信を行ラため、長時間その状態で放置すると、電子キーの電池の消耗お 
よび車両のバッテ U- びあびるおそれびあ0ます。そこで、電子キーの電池の消爲および 
バッテリーあびりを防止するために、下記の制御を自動的に巧います。 

♦1 日曰し U 上電子キーか5応答びない場合、ちしくは約1日分し U 上車室が発信機の作動範囲内 
に電子キーびある場合はスマートドア□ック機能を停止します。 

スマートドア□ック機能を復帰させるときは、下記のいずれかの操作を行ってください。 
♦電テキーを携帯し、ドア八ンドルの□ックスイッチを巧し施錠操作をする。 

♦車両に近付き、キーの茵スイッチ、またはをスイッチのいずれかを押して、施錠または 
解錠操作をする。 

♦エンジンを始動する。 

便利機能について 

イル S ネーテッドエントリーシステム（0119ページ参照） 

スマートドア□ック機能による解錠.施錠と連動してマップランプ （□日日 R の位置のと 
き）、 ルー ムランプ （□日日 R の位置のとき） び 点灯•消 口します。 

スマートドア □ ック機能のキャンセルについて 

スマートドア□ック機能をキャンセルすることびできます。 

詳しくは® トヨタ 販売店にご相談ください。 
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J ワイヤレスドア□ックリモコン機能の使い方^™ 

■ ドアの施錠-解錠 



♦を スイッチを巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び施錠されます。 
♦田スイッチを巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び解綻されます。 
♦施綻したときは、非常点滅灯び]回点滅します。 

♦解綻したときは、非常点滅灯び2回点滅します。 

♦スイッチは、ゆっくりと確実に巧してください。 

♦スイッチを巧すと、電モキーの L E D び点灯します。 

♦施綻操作をしたとさは、必ず施綻作動したことを確認してください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


■スライドドアの自動開閉 



スライドドアび全閉（全開）状態のとき、む]スイッチを約]秒しソ上巧し続 
けると、自動で全開（全閉）します。 

♦開閉作動開始時にブヴーび鳴ります。 

♦閉作動中は、断続的にブヴーび鳴ります。 

♦全開（全閉）作動中に再度画スイッチを巧すと、全閉（全開）作動に切 
りかわります。ただし、全開（全閉）状態か日自動開閉作動び開始して約 
] 秒間は、再度む〇スイッチを押してち全開（全閉）作動に切りかわりま 
せん。 

♦スイッチは、ゆっくりと確実に巧してください。 

参スイッチを巧すと、電モキーの L E D び点灯します。 

パワースライドドアについての詳しい説明は、012 己ぺージの「自動開閉の 
しかた J を参照してください。 
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' 知識 

作動条件について 

♦ワイヤレスドア n ック U モコン機能は、周囲の状況により作動可能距離びかわることがあ 
0ます。確実に作動させるためには、車か5約] m まで近付いて操作してください。 

♦ワイヤレスドア□ック U モコン機能は、エンジンスイッチにキーび挿し込まれていると 
さは作動しません。 

♦色スイッチはいずれかのドアび開いているとさは作動しません。 

♦ ©スィッチ、回スイッチを押し続けてちドアの施錠-解錠は繰り返されません。 

スイッチを押しなおしてください。 

♦回スイッチを押して解錠操作をしたあと、約3日秒政巧にドアを開けなかったときは自動 
的に施錠されます。（非常点滅灯び1回点滅します） 

♦ 0) スイッチは、パワースライドドア方インスイッチ （012 日ぺージ参照）び日 FF に 
なっているとさは作動しません。 

♦泣スイッチを押してラまく開閉作動されなかったとき、スイッチを約1秒上巧し続け 
てち開閉操作は繰り返されません。スイッチを押しなおしてください。 

♦む)スイッチは、スライドドアび施錠されているとさは作動しません。 

♦電子キーび電池切れのときは、ワイヤレスドア□ックリモコン機能による操作はでき 
ません。その場合は、キーで操作してください。 （0114 ページ参照） 

♦バックドアガラス部に次のちのを貼り付けると、車両樓方か5リモコンスイッチの操作を 
した場合、受信器への電波びさえぎ5れて受信感度びお下し、作動巧能距離び短くなるお 
それびあります。 

-金属を含有するウインドウフィルム 
-その他の金属物 （ トヨタ純正品];(がのアンテナなど） 

便利機能について 

イルミネーテッドエントリーシステム（0119ぺージ参照） 

ワイヤレスドア□ック U モコン機能による解錠-施錠と連動してマップランプ （ DOOR © 

位置のとさ）、ルームランプ （ D 日 OR の位置のとを）び点灯•消灯しまず。 
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c ドアガラスの開閉 ） 


ドア、ドアガラスなどの開閉 


>パワーウインドウの使い方 



運転席スイツチですベてのドアガラスの開閉び行えます。 

L 巧手席スイッチ」 



自席のドアガラスの開閉び行えます。 


■ ドアガラスの開閉 

スイッチを軽く下に巧している間は開き、軽く上に引いている間は閉まり 
よ9 〇 

スイッチか日手を離すと、その位置で停止します。 


■ ドアガラスの自動開閉 

♦全開するときは、スイッチを下に強く巧して手を離します。 

途中で止めたいときは、スイッチを軽く弓 I き上げます。 

♦全閉するとさは、スイッチを上に強く引さ上げて手を離します。 
途中で止めたいときは、スイッチを軽く巧します。 
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' 知識 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でをます。 

ただし、助手席スイッチはウインドウ□ックスイッチび日 N (〇次ページ参照）になってい 
るとさは作動しません。 

♦エンジンスイッチを " ON " にすると、各スイッチの作動表示灯び点灯します。 

•各スイッチの作動表示灯び点滅しているときは、パワーウインドウの初期設定をしてくだ 
さい。 （〇 次ページ参照） 

安全機能について 
挟み込み防止機構 

ドアガラスを閉めるときに、窓枠とドアガラスの間に異物の挟み込みを感知すると、ドア 
ガラスの上昇を停止し、自動でかし開を止まります。 

♦環境や走行条件により、異物を挟んだときと同じ衝擊や荷重びドアガラスに加わると、挟 
み込み防止機構び作動することびあります。 

便利機能について 
キー OFF 後作動機能 

ドアガラスは、エンジンスイッチを " ACC " または" LOCK " にしたあとでち約 
4已秒間は開閉することびでさます。ただし、約4己秒間に運転席ドアを開けてか5いったん 
閉めると、ドアガラスの開閉はでさな<な0ます。 

♦キー日 F F 後作動び機能している間は、各スイッチの作動表示灯び点灯します。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


' 夕^知日ぶ 

巧]期設定について 

バッテリー交換やヒューズ交換などで、バッテ U - との接続び断たれたときは、パワーウイン 

ドゥの初期言叟定をしてください。 

♦パワーウインドゥの初期設定びされていないと、次の機能は作動しません。 

-運転席スイッチでの助手席ドアガラスの開閉 
-ドアガラスの自動開閉 
-挟み込み防止機構 
■キー OFF 樓作動機構 

♦パワーウインドゥの初期設定びされていないドアガラスは、スイッチの作動表示灯び点滅し 
ます。 

♦その他にち、初期設定び必要な機能びあります。04日日ぺージ「初期設定び必要な機能」 
を参照して < ださい。 

■初期設定のしかた 

パワーウインドゥの初期設定は、各ドアガラスごとに、各席スイッチで行います。 

運転席スイッチで助手席ドアガラスのパワーウインドウの初期設定をすることはできません。 

〈設定手順〉 

7 エンジンスイッチを " ON " にしまず。 

2 . スイッチを下に巧し続けて、半分く 5 いまでドアガラスを開けまず。 

3 スイッチを上に引き続けてドアガラスを全閱し、そのまま約 1 秒間スイッチを上に引き続け 
まず。 

パワーウインドウの初期設定び完了すると、スイッチの作動表示灯び点;威か5点灯にかわります。 


J ウインドウ□ックスイッチの使い方^^^^^ 

ウインドウ□ックスイッチを巧すごとに、 ON と OF F に切りかわります。 
スイッチを ON にすると、助手席ドアガラスのパワーウインドウは作動しま 
せん。 

♦スイッチを0 N にすると、助手席ドアガラススイッチの作動表示灯び消灯 
しまず。 


ウインドゥ□ックスイッチ 

運転席スイッチ 

助手席スイッチ 

□ N 卿 

運転席ドアガラスの開閉びで 
さます。 

開閉でさません。 

。" 

すべてのドアガラスの開閉が 
でをます。 

開閉でさます。 
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走行中は窓か 5 手や顔を出さないでください。また、ドア 
ガラスを開閉ずるときは手•腕•頭-首などを挟まないよ 
ラにして < ださい。 


♦走行中は窓か5手や顔を出さないでください。車がのものなどにあたったり、急ブレーキを 
かけたとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 
♦ ドアガラスを開閉ずるときは、他の人の手-腕- 
頭-首などを挟まないよラにま意して<ださい。 

とくにお子さまへは手など出さないよラに声かけ 
をしてください。お守りいただかないと、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場含死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 



♦お子さまにドアガラスの操作をさせないでください。開けるとをや閉奴るとき手-腕- 
頭•首などを挟んだ0巻き込まれたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ 
なびるおそれびあります。 

♦ ドアガラスを確実に閉めるため、閉じ切り直前の部分では挟み込みを感知していない領域 
びあります。指などを挟まないよラにま意してください。重大な傷害を受けるおそれびあ 
0危険です。 

♦挟み込み防止機構は、スイッチを強く引を続けた状態では作動しません。指などを挟まな 
いよラに注意してください。重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦挟み込み防止機構を故意に作動させるため、手などを挟んだりしないでください。重大な 
傷害を受けるおそれびありを険でず。 

♦万一、挟み込み防止機構び作動してしまい、ドアガラスを自動で閉めることびでさないと 
きは、スイッチを引き続けると閉めることびできます。 



運乾席ドアガラススイッチと助手席ドアガラススイッチを 
同時に逆方向に動かさないで<ださい。 


•運転席ドアガラススイッチと助手席ドアガラススイッチを同時に逆方向に動かさないでくだ 
さい。パワーウインドウの故障の原因にな0まず。 

♦ドアガラスの全開、全開後に同じち向にスイッチを操作し続けないでください。パワー 
ウインドウの故障の原因になります。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


フユーエル リツド（燃料捕給口） の 開閉 

>フューエルリツドの開閉のしかた 



運転席ち下にあるフユーエル U ッドオープナー（曲）を引くと開きます。 
閉めるときは、フユーエル U ッドを手で"カチッ"と音びするところまで閉め 
よ9 〇 



フューエルリツドオープナーを足で踏まないでください。 


オープナーび破損して、 フュー エルリッドび開かなくおそれびあります。 
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> フユーエル キャップの開閉のしかた 




■開けるとさは 

キャップのツマミ部分を持ち、左にまわして開けます。 

■閉めるとさは 

キャップのツマミ部分を持ち、"カチッ"と音びするまでちにまわして閉め 
ふ 〇 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


w/mm 


燃料補給時には、巧のことを必ずお守りくださし、。 


♦燃料補給時には、なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、燃料に引火して 
やけどなどの重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

-エンジンは必ず停止してください。 

■車のドア、窓は閉妨てくださし、。 

-タバコなど乂気を近付けないでください。 

•フューエル U ッド、フューエルキャップを開けるなど給油操作を行ラ前に、車体などの 
金属部分にふれて体の静電気除去を巧ってください。体に静電気を帯びていると、放電 
による火花で燃料に弓I火する場合びあり、やけどをするおそれびあります。 

•フューエルキャップを開ける場合は、必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開 
けてください。気温び高いとをなどに、燃料タンク内の圧力び高くなっていると、給油 
口か5燃料び收さ返すおそれびあります。 

フューエルキャップを少しゆるめたと定に"シュー"といラ音びする場含は、それ ULL 
開けないでください。その音び止まってか5ゆっくり開けてください。 

.給油中、再び車内のシートにもどったり、帯電している人やをのにふれないでください。 
(再帯電することびあります） 

-給油□には静電気除去を行った方し^がをお付けないでください。 

-給油するときは給油□にノズルを確実に挿入してください。ノズルを浮かして継ぎ足し 
給油を巧ラと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場をびあ0ます。 

■給油終了樓、フューエルキャップを閉める場合、"カチッ"と一度音びするまでちにま 
わしてください。手を離すと若干をどります。 

-車に含ったトヨタ純正のフューエルキャップ政がは使用しないでください。 

•その他、ガソ U ンスタンド内に掲示されているを意事項を守ってください。正常に給油 
できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

♦給油時に、気化した燃料を暇わないよラにしてください。 

燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちありますのでごま意ください。 


誦 


指定 LU がの燃料を使用しないでください。 


♦指定燃料は無飽レギユラーガソ U ンです。給油時に指定されている燃料であることを確認 
してください。 

♦指定！;(外の燃料（粗悪ガソ U ン、軽油、灯油、アルコール系燃料など）を使用すると、 
エンジンの始動性び悪くなったり、ノッキングび発生した0、出力び低下する場含びあり 
ます。また、そのまま使ラとエンジンの故障や燃料系部品の損傷による燃料われなどの原 
因となるおそれびありますので、指定燃料かは使用しないでください。 
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縱由中に燃料を車にこぼさないようにしてくださし、。 


♦給油中に燃料を車にこぼさないよラにしてください。塗装面を侵すおそれびあります。 
♦スライドドアび、全開または フユーエル リツド近くまで開いているときは、 フユーエル リツド 
を開けないで<ださい。 フューエル I 」ッドびスライドドアにあたり、傷や汚れび付く原因 
となるおそれびあります。 


' 知識 

フューエルリッドの位置について 

フューエルリッドは車両助手席側後方にあ0ます。 

燃料タンク容量について 

燃料タンク容量は約4日 L です。 

ま全機能について 

♦フューエルリッドび開いているときに、自動でスライドドアを開けよラとしてち作動しま 
せん。 

♦フューエルリッドび開いているときに、手動でスライドドアを開けると、スライドドアは 
全開せずに違中で止まります。 

フューエルキャップパンガーについて 

燃料補給時に、はずしたフューエルキャップをフュー 
エル U ッドの裏側にある八ンガーに固定することびで 
をます。 


フユ 
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c ボンネットの開閉 ） 


ドア、ドアガラスなどの開閉 


>開け方 




ボンネッ トオープナーを 引さます。 

運転席インストルメントパネルち下に 
あるボンネット オープナーを 引くと、 
ボンネットび少し浮き上びります。 


2 


ボンネットフックをはずしまず。 

ボンネットのすさ間に手を入れ、レバー 
を巧し上げ、ボンネットフックをはず 
してボンネットを持ち上げます。 


3 

4 


ボンネットステーを取りはずします。 

ボンネットステーを挿し込みます。 

ボンネットステーをステー巧に挿し込 
んでボンネットを支えます。 
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> 閉め方 

7ボンネットステーをはずします。 

ボンネットステーをはずし、ちとどおりに固定します。 

三 ボンネットを静かに降ろします。 

〇ボンネットを閉めまず。 

ボンネットの前端を両手で押さえ付け□ックします。 


4 □ックされていることを確認しまず。 

ボンネットの前端を上下にゆすり、確実に□ックされていることを確認 
します。 


■ 走行前にはボンネットが□ックされていることを確認して 
ください。ボンネットを閉めるときは、手などを挟まない 
よラにま意して<ださい。思わめ事故につながるおそれが 
あり危険でず。 

♦ボンネットびしっか0□ックされていることを 
確認してください。 n ックせずに走巧すると、 

走行中にボンネットび突然開いて、死 t 事故や 
重大な傷害につなびるおそれびあります。 

♦ボンネットを閉めるときは、手などを挟まな 
いよラにを意してください。重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 




ボンネットを閉めるときは、体重をかけるなどして強く 
巧さないで < ださい。 


ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネツトびへこむおそれびあります。 


160 



















ドア、ドアガラスなどの開閉 
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シートの調整 
し 正しい運お姿敦 ) 

正しい運転姿勢がとれるように、次の事項にま意してシートを調壁します。 



助手席に荷物を積み重ねないでくださし、。 


♦走行中は運転席シートの調整をしないでください。調整中にシートび突然動を運転を誤り、 
思わ说事故の原因となって、生命にかかわる重大な傷書を受けるおそれびあり危険です。 

♦シートを調整したあとは、シートを軽く前後にゆさぶり確実に固定されていることを確認 
してください。固定されていないとシートび動さ、思わ城事故の原因となって、生命にか 
かわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦シートの下にものを置かないでください。ものび挟まってシートび固定されず、思わ城事 
故の原因となるおそれびありち険です。また、 n ック機構の故障の原西になりまず。 

♦背をたれと背中の間にクッション（座巧団）などを入れないでください。正しい運転姿勢 
びとれないばかりか、衝突したときシートベルトやへッドレストの効果び十分に発揮され 
ず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦倒した背もたれの上やラダージルームに人を乗せて走行しないでください。また、シート 
アレンジなどにより広げたスペースに人を乗せて走行しないで<ださい。急ブレーキをか 
けたときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦助手席シートにこの車専用のトヨタ純正巧品（シートカバーなど）1；(がのわのを取り付け 
ないでください。この車専用のトヨタ純正用品がのわのを取り付けると、助手席シート 
ベルトの正常な作動のさまたげとなり、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につなび 
るおそれびあ0ます。なお、トヨタ純正シートカバーなどを装着するとさには、商品に付 
属の取扱書をよくお読みになり、正しく取り付けてください。 
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シートの調藝 


IWK 杳 311 シ-卜を調整ずるときは同乗者や荷物などまわりのげ況 
啼空 ' Sil に注意してください。 

♦シートを調整するとをは、同乗ちや荷物にあてないよラにミち意してください。同乗者びけ 
びをしたり、荷物をこわしたりするおそれびあります。 

♦シートを調整しているとをは、シートの下や動いている部分の近くに手などを近付けない 
でください。指や手などを挟み、けびをするおそれびあります。 

♦車内を清掃するときやシートの下に落としたものを拾ラときなどは、シートの下に手など 
を入れると、シートレール■シートフレーム（シートの±台部分）などにあたり、けびを 
するおそれびありますので十分にミ主意して行ってください。 

♦シートレールの上に マツ トなどを敷かないで<ださい。 

シートを移動させるとさに、シートレール内のゴム部分を損傷させるおそれびあります。 
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G フロントシートの調壁） 


J 前後位置調整のしかた 

フ□ントシート j L 助手席シート J 




レバーを引いたまま、シートを前後に動かして調整します。 
♦助手席シートは、2か所あるレバーのどちらでち操作できます。 


' 知識 

便利機能について 
助手席ストッパー 

ストッパーを取0はずすと、助手席の前體位置調 
整範囲を拡大することびでさます。 

♦ストッパーを取り付けるとさは、ストッパーの 
ツメをレール内の巧に挿し込みます。 A 部 
("前"と書かれた部分）び車両の前方に向くよ 
ラに取0付けてください。 

♦取0はずしたストッパーは、次のよラに保管し 
て < ださい。 

- FF 車は、ジャッキと一緒にク U ップに固定 
してください。 （041 8ページ参照） 

•4 WD 車は、デッキアンダートレイ内に収納 
してください。 （03] 日ページ参照） 
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シートの調整 


>リクライニンク位置調整のしかた 



レノ（一を弓 I いたまま、背もたれを前後に動かして調整します。 

>上下位置調整のしかた 

L 運転席シート 



レバーを上または下へ動かして、シート全体の高さを調整します。 
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J へッドレストの上下位置調整のしかた 



♦上げるときは、そのまま引き上げます。 

参下げるとさは、ボタンを巧したまま巧し下げます。 

参取りはずすときは、ボタンを巧したまま引き抜きます。 


>へッドレスト①前後位置調整のしかた 


運転席シート 



調整したい方へ巧し（または引き）ます。 
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シートの調藝 


J アームレストの使い方 



アームレストを一度、いちばん下から 
約己0°む上持ち上げ（〇)、そのあと 
いっぱいまで下げます（©)。 

アームレストびすでにいちばん下か日 
約己0°じ(上、上にあるときは、そのま 
ま下げます。 


三 いちばん下から約60°までのあいだで、 
アームレストをお好みの位置まで上に上 
げると、その位置で固定されます。 

参アームレストび固定されると、その 
位置か日直接、下に動かすことはで 
さません。 

♦下に動かすとさは、手順7の方法で 
いっぱいまで下げます。 


w/mm 


助手席に荷物を積み重ねないでくださし、。 


♦助手席に荷物を積み重ねないでください。急ブレーキをかけたときや車が旋回している 
ときなどに荷物び飛び出して、乗員にあたったり、荷物を損傷したり、荷物に気をとら 
れたりして、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦走巧中、シートし^がの場所への乗車や車内の移動はしないでください。急ブレーキをかけた 
とさや衝突したときなどに、体び慣性力で飛ばされ、頭などを強く巧ち、生命にかかわる 
重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦ IJ ヤシートへ乗り降りしたあとは、必ず助手席を固定させてください。固定させていない 
と急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、シートび動き、生命にかかわる重大な 
傷害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦走行中、助手席の前後位置を調整しないでください。急ブレーキをかけたと定や、車び旋回 
したとをなどにシートび動さ、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれげあり危険です。 

♦ヘッドレストをはずしたまま走行しないでください。衝突したとさなどに、首に大さな 
衝撃び加わ0、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。また、ヘッド 
レスト中央び耳の後方になるよラに高さを調整して < ださし、。 
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童お席シート、助手席シートのヘッドレストは各シート 

Ki ^ ml 専用でず。 

運転席シート、助手席シートのへッドレストは各シート専巧です。 

取り付けるときは、"カチッ"と音びして固定されたことを確認してください。ヘッドレスト 
を間違って取り付けると、固定することびできず、衝突したときなどに生命にかかわる重大 
な傷書を受けるおそれがありち険です。 


背 t たむを " b どずときは、背もたれに手をそえなが5、 
リクライニングレバ—を操作してください。 

♦背をたれをもどすときは、背もたれに手をそえなび5、 U クライニングレバーを操作して 
ください。背ちたれを押さえずに U クライニングレバーを操作すると、背ちたれび急にわ 
どり、けがをするおそれびあります。 

♦背をたれにもたれかかったまま U クライニング調整をしないでください。背をたれに力び 
加わっていると、レバー操作び重かった0、突然背わたれび倒れるおそれびあります。 

♦背もたれの調整をするときは、 U クライニングレバーをいっぱいまで引を上げたまま背も 
たれを調整してください。レバーをいっぱいまで引き上げずに調整すると、 U クライニン 
グ機構の故障の原因となります。 

♦シートを移動させるときは、シートの下に手や足などを入れないでください。シートに挟 
まれてけがをするおそれびあります。 

♦助手席シートを前方へ移動させるとさは、インストルメントパネルとシートの間に、足など 
を挟まないよラにま意してください。 

♦助手席ストッパーを取りはずした状態で助手席の前後位置を調整するとをはま意してくだ 
さい。シートを調整するとさ、樓席足元のスペースび確保されず、けびをするおそれびあ 
0ます。 

♦1」ヤシートへ乗り降りするときは、助手席シートレールの溝に指などを挟まないように 
ミち意してください。 

♦運転席シート、助手席シートのへッドレストは各シート専用です。 

取り付けるときは、"カチッ"と音びして固定されたことを確認してください。ヘッドレ 
ストを間違って取り付けると、固定することびできず、衝突したときなどにけがをするお 
それびあります。 
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c リヤシートの調壁） 


シートの調整 


リクライニンク調整のしかた 


r 分割巧倒式シート 

■倒すとさは 



7固定ノブを引き、背もたれを手前に倒 

します。 

□ックを解除すると、固定ノブのホラ 
ベルび見えます。 




C ? 背をたれをうしろに倒し、固定式アン 
カーに 固定します。 

"カチッ"と音びし、確実に固定されて 
いることを確認します。 

♦背ちたれび固定されていないとさは、 
固定ノブの赤ラベルび見えます。ホ 
ラベルび見えていないことを確認し 
てください。 
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■起こずときは 

7固定ノブ（〇前ぺージ参照）を引き、背もたれを手前に倒しまず。 

と ボタンを巧しなが日可動式アンカー(〇前ぺージ参照）を引き出しまず。 

〇背もたれをうしろに倒し、可動式アンカーに固定しまず。 

"カチッ"と音びし、確実に固定されていることを確認します。 

♦背ちたれび固定されていないとさは、固定ノブのホラべルび見えま 
す。赤ラベルび見えていないことを確認してください。 

' -知識- 、 

リクライニング 調整に ついて 

♦左ちに分割されているシートをそれぞれ調整することびできます。 

♦調整ち度は起こしたときと、 I 」クライニングさせたとさの吕段階でず。 


>へッドレストの上下位置調整のしかた 

左ち席 中巧席 




♦上げるときは、そのまま引き上げます。 

♦下げるとさは、ボタンを巧したまま巧し下げます。 
♦取りはずすときは、ボタンを巧したまま引き巧きます。 
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シートの調藝 


後席に荷物を積み重ねないでください。 


♦媛席に荷物を積み重ねないでください。急ブレーキをかけたときや車び旋回しているとき 
などに荷物び飛び出して、乗員にあたったり、荷物を損傷したり、荷物に気をと!5れたり 
して、思わ城事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦シートを調整したあとは、シートを軽く前後にゆさぶり確実に固定されていることを確認 
してください。固定されていないとシートび動き、思わ说事故の原因となって、生命にか 
かわる重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦背もたれをもどすときは、シートベルトを挟み込まないよラにしてください。シートベルト 
び傷付くおそれびあ0、傷付いたまま使巧すると、衝突したとさなどにシートベルトび十分 
な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死 t につなびるおそれびあります。 

♦走行中、シートがの場所への乗車や車内の移動はしないでください。急ブレーキをかけ 
たときや衝突したときなどに、体び飛ばされ頭などを強く巧ち、生命にかかわる重大な傷 
害を受けるおそれびあり危険です。 

♦ヘッドレストをはずしたまま走行しないでくださし^0衝突したときなどに、首に大きな衝 
撃び加わ0、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。左ち席のヘッド 
レストは、ヘッドレストの中央びちの後方になるよラに高さを調整してください。中央席 
のへッドレストは、へッドレストを必ず上げた状態で使用してください。 

♦1」ヤシート左ち席および中央席のへッドレストは、それぞれのシート専用です。 

取0付けるときは、"カチッ"と音びして固定されたことを確認してください。ヘッドレ 
ストを間違って取0付けると、固定することびでさず、衝突したとをなどにけがをずるお 
それびあり危険です。 


リヤシートがリクライニングさせるときは、ラゲージ 
ル—ムにある荷物にあてないよラにしてください。 

♦ U ヤシートを U クライニングさせるときは、ラダージルームにある荷物にあてないように 
してください。荷物を損傷するおそれびあります。 

♦可動式アンカーを操作するときは、手や指などを挟まないよラにま意してください。 
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シートアレンジ 

C ~インデックス ) 


この車のシートは、状況に応じて;欠のよラなアレンジを行ラことびできます。 
それぞれの説明ページをよく読んでか日、操作を行ってください。 


運転席フラットシート . 0176ぺージ 



運転席シートと I 」ヤシートを 
組み合わせること1しより、平 
日（フラット）な空間をつく 
ることびでさます。 


シートバックテーブル • 



0178ぺージ 


助手席シートの背ちたれを前 
に倒すことにより、 テーブル 
として使用できます。 


ラゲージスぺースの拡大- 


.0180 ぺージ 



U ヤシートの背ちたれを前倒 
しして、荷室を拡大すること 
びでさます。さらに、助手席 
シートの背ちたれを前倒しす 
ることにより、長い荷物を積 
むことびでさます。 
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シートアレンジ 


フリースぺース- 


0182ぺージ 



1 


助手席シートの背ちたれを前 
に倒し、へッドレストを取り- 
はずして前方に移動させるこ I 
とにより、広いスペースをつ 
くることびでさます。 


背高荷物収納スペース 



0184ぺージ 


I 」ヤシートのクッシヨンを引 
さ起こすことにより、背高荷 
物び収納でさるスペースをつ 
くることびでさます。 
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★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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車両を安全で平坦な場所に駐車し、パーキングブレーキを確実にかけます。 



シートアレンジをずるときは、必ず平坦な場所でシフトレ 
パ‘一を©に入れて、パーキングブレーキを確実にかけてく 
ださい。 


♦シートアレンジをするときは、必ず平坦な場所でシフトレバーを©に入れて、パーキングブ 
レーキを確実にかけてください。不整地や傾斜地では操作中に不意にシートが動き、手足な 
どを挟まれ、生命にかかわる重大な傷喜を受けるおそれびありち険です。 

♦走行中はシートアレンジ操作をしないでください。 

ブレーキをかけたとさや衝突したとをなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれ 
びあり盾;険です。 

♦シートアレンジをしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されていることを確認して 
ください。固定されていないと走行中にシートが動さ、思わ城事故の原因となって、生命に 
かかわる重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 


シ—卜を操作ずるときは同乗者や荷物にあてないよラに 
注意してください。 

♦シートを操作するとをは同乗者や荷物にあてないよラにま意してください。同乗をびけびを 
した0、荷物をこわしたりするおそれびあ0ます。 

♦シートを操作しているときは、シートの下や n ック機構部分、動いている部分の近くに手や 
足などを近付けないでください。指や手、足などを挟みけびをするおそれびあ0ます。 
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シートアレンジ 
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こ運拓おフラツトシート） 



>フラッ ト 状態のつくり方 



7運転席シートのへッドレストをはずし 

ます。 

ボタンを巧したまま引き抜きます。 



と 運転席シートの前後位置を前に移動さ 
せまず。 

スライドレバーを引いて、シートを動 
かします。 


〇運転席シートの背ちたれをラしろに倒 
しまず。 

I 」クライニング レバーを 引いて、 シート 
を倒します。 

4 運転席シートを軽くゆさぶり、確実に 

固定されていることを確認しまず。 
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シートアレンジ 


J フラット状態のもどし方 

I 逆の手順で行いまず。 

背ちたれをちどすときは、背ちたれを手で押さえなび日レバーを操作 
します。レバー操作だけでは、背ちたれびちど日ないことびあります。 
その場合、背ちたれを手で持ち上げてください。 

三 シートをちどしたと寺は、運転席シートを軽くゆさぶり、確実に固定 
されていることを確認します。 



フラット状態で人や荷物をのせて走行しないでください。 


プレーキをかけたとさや衝突したとさなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれび 
ありち険です。 


麵 


フラット犬態でシートの上を走りまね5ないでください。 


>フラット状態でシートの上を走りまわ5ないでください。また、シートの上を移動するとき 
は、シートの中央を踏んでゆっくりと移動してください。シートを踏みはずしたり、シート 
の間に足を挟むなどして、けびをするおそれびあ0ます。 

トンートに人び乗っている状態ではフラット操作をしないでください。シートびあたるなど 
してけびをするおそれびあります。 

>運転席シートの背もたれをもどすとさは、背ちたれを押さえなびら U クライニングレバー 
を操作して<ださい。背わたれを巧さえずにレバーを操作すると、背をたれび急にをどり、 
けびをするおそれびあります。 
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G シートバックテーブル） 



>シー トバックテーブルのつくり方 




7助手席シートのシートベルトのバックル 

を収納します。 


三 助手席シートのリクライニングレバー 
を引いて、 背ちたれを前に倒し□ック 
させます。 

♦背ちたれのベルト引さ出し部に手を 
そえなび日、 I 」クライニングレバー 
を引さます。 

♦助手席シートの前後位置び前の方に 
あると、インストルメントパネルに 
あたることびあります。その場合、 
前後位置をラしろの方に調整してく 
ださい。（01己4ページ参照） 


〇助手席シートの背ちたれを軽くゆさぶ 
り、確実に固定されていることを確認 
しまず。 
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シートアレンジ 


J シートバックテーブルのもどし方 



I 助手席シートのリクライニングレバーを 
引いて、背ちたれを引いてちどします。 

シートベルトび □ ックし、背ちたれび 
起こせないとさは、途中まで起こした 
あといったん倒し、その後起こします。 
または、一度ベルトを強く引いてか日 
ベルトをゆるめ、再度ゆっくりと引き 
出します。 

三 助手席シートの背をたれを軽くゆさぶり、確実に固定されていること 
を確認します。 



走行中はテーブルとして使用しないでください。 


ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれび 
ありち険です。 




テーブルの上には絶対に乗5ないでくださし、。 


♦テーブルの上には絶対に乗らないでください。シートび損傷したり、思わ城けがをする 
おそれびあります。 

♦助手席シートの前後位置を調整するときは、インストル方ントパネルにあた5ないように 
ま意して < ださい。 

♦シートを移動させるときは必ず手をそえて移動させてください。シートび急に動いたり 
レバーび破損するおそれびあ0ます。 

♦背をたれを前倒しするときは、シートベルトのバックルを収納してください。シートに 
バック J レのあとび残ることびあります。 

♦背をたれを前倒しするときは、プレートの 
向をにま意してください。シートにプレート 
のあとび残ることびあります。 


プレート 
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c ラゲージスぺースの J 広大） 



助手席シートの前倒し、もどし方については、0178ぺージを参照してく 
ださい。 


>リヤシート背ちたれの前倒しのしかた 



リヤシートベルトをベルト八ン ガーに 
かけます。 

背ちたれを倒すとさに巻さ込まないよ 
ラに、左ち席のシートベルトをベルト 
八ンガーにかけます。 

(分割巧倒式 U ヤシートは、背ちたれを 
倒す側のみべルト八ンガーにかけます） 



三 背ちたれを倒します。 

♦背ちたれの固定ノブを引さ、背ちた 
れを前に倒します。 

♦分割巧倒式 I 」ヤシートは、それぞれ 
独立して倒すことびでさます。 
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シートアレンジ 


》リヤシート背もたれのもどし方 

#背もたれを起こし、うしろに押さえ固定します。 

背ちたれを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認します。 
♦背ちたれび固定されていないとさは、固定ノブのホラべルび見えます。 
赤ラベルび見えていないことを確認してください。 

三 シートベルトをベルト八ンガーか日はずしまず。 

シートベルトび背ちたれにひっかかっていないか、またねじれていな 
いか確認します。 

创した背 b たれの上やラゲージルームに人を乗せて走行 
頁!^ しないでください。 

♦倒した背もたれの上やラゲージルームに人を柔せて走巧しないでください。急ブレーキを 
かけたときや衝突したときなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあり危険です。 

♦ U ヤシートを前倒ししたときは、おテさまびラゲージルームに入らないよラにま意してく 
ださい。ボディの突起にあたるなどして、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。 


♦背もたれをもどすときは、シートベルトを挟み込まないようにしてください。シートベルトが 
傷付くおそれびあり、傷付いたまま使用すると、衝突したとさなどにシートベルトが十分な 
効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるおそれびあ0まず。 




IMiii 

デッキボードに無理な力をかけないで<ださい。 

(4 WD 車のみ） 

♦デッキボードの下び荷物収納スペースになっている部分（デッキボードの下に支えびない 
部分）には、約2日上の重さのものを載せないでください。デッキボードび破損する 
おそれびあ0ます。 

♦スペアタイヤをはずした状態でデッキアンダートレイを使用しないでください。 

' 知識 



リヤシートを前倒ししにくいとをは 

フ n ントシートにあたって背もたれを前倒ししにくいと走は、次の操作を巧ってください。 
♦フ□ントシートを前でに移動する（01日4ページ参照） 

♦ U ヤシートのへッドレストをはずす（017日ページ参照） 
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c フリースぺース ） 



>フリースぺース①つくり方 


I 助手席シートのシートベルトのバックル 
を収納します。（0178ぺージ参照） 

三 助手席シートのヘッドレストを取りは 
ずします。 （016 己ぺージ参照） 

〇助手席シートのリクライニングレバー 
を引いて、 背ちたれを前に倒し□ック 
させます。 （0178 ぺージ参照） 



4 助手席シートに手をそえなび5背ちた 
れの裏側にある前後位置調壁レ/ (一を 
引さ、シートをいちばん前まで移動さ 
せまず。 


確実に固定されていることを確認し 
ます。 
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シートアレンジ 


J フリースぺース①もどし方 —■ 

I 助手席シートに手をそえながら背ちた 
れの裏側にある前後位置調壁レ J (一を 
引さ、シートを後方にちどします。 

リクライニング レバーを 引いて、背ち 
たれを引いてちどします。 

シートベルトび □ ックし、背ちたれび 
起こせないとさは、途中まで起こした 
あといったん倒し、その後起こします。 
または、一度ベルトを強く引いてか日 
ベルトをゆるめ、再度ゆっくりと引き 
出します。 

〇ヘッドレストを取り付け、助手席シートを軽くゆさぶり、確実に固定 
されていることを確認します。 



w/mwM 


走行中はテーブルとして使巧しないでください。 


ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれび 
ありち険です。 


pM 誦 


テーブルの上には跑巧に乗5ないでくださし、。 


♦テーブルの上には絶対に乗らないでください。シートび損傷したり、思わ城けびをする 
おそれびあります。 

♦シートを移動させるときは必ず手をそえて移動させてください。シートび急に動いたり 
レバーび破損するおそれびあ0ます。 

♦背もたれを前倒しするとをはシートベルトのバックルを収納してください。シートにバッ 
クルのあとび残ることびあります。 

♦背わたれを前倒しするときはプレートの向 
さにミ主意してください。シートにプレート 
のあとび残ることびあります。 

プレート 
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G 背高荷物収納スペース;) 



>リヤシートクッシヨンの引き起こし方 



I 背ちたれを倒しているときは背ちたれ 
を起こします。（0170ぺージ参照） 

三 シートクッションを持ち上げまず。 

バンドを手前に引して□ックを解除し、 
持ち上げます。 



〇シートクッションを固定しまず。 

シートクッション裏面にあるポケット 
か日シート固定ベルトを取り出し、助手 
席側 U ヤシート のへ ッドレストを引き 
上げて、フックをヘッドレストステー 
にかけます。 
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シートアレンジ 


ヤシートクッシヨンのもどし方 

I 逆の手順で行いまず。 

①シート固定べルトをクッシヨン裏面のポケットに格納します。 

感背もたれを調整します。（01目9ページ参照） 

と シートクッションをもどしたときは、シートを軽くゆすり、確実に固定さ 
れていることを確認しまず。 


背高荷物収納スぺースに人を乗せて走行しないでください。 


♦ブレーキをかけたとさや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれ 
びあ0危険です。 

♦シートクッションをもとにもどしたときは、シートクッションが確実に固定されているこ 
とを確認してください。固定されていないと走行中にシートび動を、思わ城事故の原因と 
なって、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


シートクッシヨンを起こしたときはシートクッシヨン 
の±台部分に乗らないでください。 

♦シートクッションを起こしたときはシートクッションの±台部分に乗5ないでくださし、。 
損傷するおそれびあります。 

参シートクッションを着座状態にをどすとをは、シートクッションの±台部分とシートクッ 
ションの間に手や足などを入れないでください。シートに挟まれてけがをするおそれびあ 
ります。 
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シートベルトの着用 

^シートベルトの正しい着用） 


シートベルトは正しく着用しないと効果が半減したり、危険な場含がありまず。 
次の使用方法に従って走行前に運転者は必ず着用し、同乗者にも必ず着用さ 
せて < ださい。 

肩部ベルト 



必ずシートベルトを着用してください。また、着用ずる 
ときは必ず次のことをお守りください。 

♦車に乗る場合は、全員びシートベルトを着用してください。ベルトを着用しないと、急ブ 
レーキをかけたとさや衝突したとをなどに体がシートに保持されず、体をぶつけた0、ふ 
くらむ SRS エアバッグに飛ばされたり、車がに投げ出されたりして、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦シートベルトを着用するときは、おず次のことをお守りください。お守りいただかないと、 
衝突したときなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死亡につなびるおそれびあります。 

•シートベルトは上体を起こして、シートに深く腰かけた状態で着用してくださし'1。正し 
い娑勢については〇1目2ページを参照してください。 

•肩部ベルトは、首にかかったり脇の下を通したりして着用しないでください。必ず肩に 
十分かかるよラに着巧してください。 

-腰部ベルトは必ず腰骨のでさるだけ低い位置に密着させて着用してください。シートべ 
ルトの腰部べルトげ腰骨からずれていると、衝突したとさ腹部などに強い圧迫を受ける 
おそれびあ0ます。 

-シートベルトはねじれびないよラに着巧してください。ねじれていると衝突したと走な 
どに衝擊力を十分に分散させることびできません。 

-シートベルトは1人用でず。2人];(上で1本のベルトを使用しないでください。 
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シートベルトの着用 


必ホ’ソートへルトを着用してください。また、着用ずる 
ド^!， 頁 眉 ■ ときは必ず次のことをお守りください。 

- U ヤ3点式シートベルトを使巧するときは、ベルト八ンガーにシートベルトびかかって 
いないことを確認してくださし、。 

ベルトノ V ンガーにシートベルトびかかっていると、衝突したときなどにシートベルトが 
十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

-シートベルトを着巧する場合は、洗たくばさみやク U ップなどでたるみをつけないで 
くださし、。 

-シートの背もたれを必要し: LL に倒して走行しないでくださし、衝突したときなどに体が 
シートベルトの下にをぐり、腹部などに強い圧迫を受けるおそれびあります。 

-八ンドルやインストルメントパネルに必要 ULL に近付いて運転しないでください。 
♦シートベルトやプレートをシートやドアに挟まないよラにしてください。シートベルトが 
傷付いた場含、十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死 t につなが 
るおそれびあります。 

♦お子さまにちシートベルトを必ず着用させて < ださし、。 

ひざの上でおテさまを抱いていると、急ブレーキや衝突したときなどに支えきれず、お子 
さまが放0出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが 
おります。 

♦妊娠中の女性ち必ずシートベルトを正しく着用してください。 

(ただし、医師にを意事項をご確認ください） 

-妊娠中のシートベルトの着用については、基本的に通常着用するとさと同様でずび、 
腰部ベルトび腰骨のできるだけ低い位置にかかるよラにお腹のふく5みの下に着用する 
よラにしてください。 

また、肩部ベルトは確実に肩を通しお腹のふくらみを避けて胸部にかかるように着用し 
て < ださい。 

-ベルトを正しく着巧していないと、急ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどにベル 
卜げお腹のふく 5みに食い込むなどして、母体だけでなく胎児までび重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 



♦疾患のある方ち必ずシートベルトを正しく着用して<ださい。 
(ただし、医師にを意事項をご確認<ださい） 
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必ホソートへルトを着用してください。また、着用ずる 
ときは必ず次のことをお守りください。 


♦シートベルトび首やあごにあたったり、腰骨にかか5ないような小さなおテさまには、 
チャイルドシート•ジュニアシートを使巧してください。使巧しない場合、衝突したとき 
などに強い圧迫を受け、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。また、ひとり座りのできないルさなおテさまはべビーシートを使用してください。 
なお、テ供専用シートについて は® トヨタ 販売店にご相談ください。 

♦シートベルトのバックルには異物が入5ないよラにしてください。異物が入るとプレー 
卜びバックルに完全にはまらない場合びあり、衝突したときなどにシートベルトび十分な 
効果を発揮せず、重大な傷書におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 
♦ほつれ、すりされびでさたり、正常に作動しなくなったシートベルトはすぐにトヨタ純正 
の新品と交換してください。また、事故により強い衝擊を受けたり、傷の付いたシートべ 
ルトは使用しないですぐに新品と交換してくださし''。そのまま使用すると衝突したと走な 
どに正常に働かず、シートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場含死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦シートベルトの改造や分解-取り付け-取りはずしなどをしないでください。衝突したと 
をなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡 
につなびるおそれびありまず。 

シートベルトの取り付け-取りはずし、交換に ついては® トヨタ 販売店にご相談くださし、。 
♦シートベルトの清掃にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤を使用しないでください。また、 
ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。シートベルトの性能び落ち、衝突した 
ときなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるお 
それびあ0危険です。清掃するとさは中性洗剤か姑るま湯を使用し、乾くまでシートべル 
卜を使用しないでください。 


♦助手席シートラしろのベルト巧にごみや 
異物などを入れないでください。ごみや 
異物などび入ると、衝突したとさなどに 
シートベルトび十分な効果を発揮せず、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそ 
れびあ〇ち険です。 

♦助手席シートラしろのベルト巧付近に足 
などを乗せないでください。プ U テンシヨ 
ナー付シートベルトび作動したとさ、や 
けどをするおそれびあり危険です。 
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シートベルトの着用 


助手席シートベルトを着用するときは、次の点にま意して 

♦助手席の背をたれをリクライニングさせた状態で、ベルトび卷取りにくいときは、背をた 
れを起こしてください。 

♦炎天下での駐車後は、シートベルトのプレートび熱くなり、やけどをするおそれびあり危 
険です。熱くないことを確認してか5使巧してください。 

♦シートベルトを背もたれラしろのベルト巧か5引っぱり出した0、ベルトにものをひっか 
けた0しないでください。シートベルトび□ックしたまま引走出せなくなります。 
シートベルトび□ックしてしまったときは、次のように操作してください。 

-背もたれび起きた状態でベルトび引き出せないときは、いったん背もたれを前に倒します。 
■テーブル状態でベルトび□ックして、背もたれび起こせないとさは、背わたれを途中まで 
起こしたあといったん倒し、その後、起こします。または、一度ベルトを強く引いてか5 
ベルトをゆるめ、再度ゆっくりと引さ出します。 
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c シートベルトの着用のしかた） 


E LR (緊急時固定機構)付 
3点式シートベルト①脱着のしかた 



シートベルトを引き出します。 

プレートを持って引き出し、ねじれて 
いないことを確認してください。 

シートベルトび□ックしたまま引さ出 
せないとさは、一度ベルトを強く引い 
てか日、ベルトをゆるめ、再度ゆっく 
りと引さ出します。 

♦助手席シートベルトび引さ出せない 
ときは、一度背もたれを前に倒すと 
ベルトび引さ出せます。 

♦ U ヤシート左ち席では、シートべル 
卜びベルト八ンガーにかかっていな 
いことを確認します。 



三 プレートをバックルに挿し込みまず。 

プレートを"カチッ"と音びするまで 
バックルに挿し込みます。 

エンジンスイッチび " ON " の状態の 
とさは、メーター内のシートベルトが着 
用警告 I な（0248、24日ページ参照) 
び消灯したことを確認してください。 

(フ□ントシートベルト着用時のみ） 



〇腰部べルトを密着させます。 

腰部べルトは必ず腰骨のでさるだけ低 
し)位置にかかるよラにし、肩部ベルト 
を引さ、腰部に密着させます。 
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シートベルトの着用 



4 



肩部ベルトをかけます。 

肩部ベルトは、必ず肩に十分かかるよ 
ラにします。 

このとさ、ベルトび首にあたったり、 
肩か日はずれないよラにしてください。 


ベルトの高さを調 


〇 運転席シートでは、 

藝しまず。 

アジヤスタブルショルダーベルトアン 
カーでベルトの高さを調整します。 
調整するとさは、ベルトびでさるだけ 
肩の中央にかかるよラにしてください。 
♦下げるとさは、□ックボタンを巧し 
たままアンカー部を動かし、最適な 
位置に調整します。 

♦上げるときは、アンカー部を持ち、 
そのまま動かします。 

"カチッ"と音びし、確実に固定されて 
いることを確認します。 

〇 はずずときは、バックルのボタンを巧 
してはずしまず。 

助手席シートベルトは、バックルのボタ 
ンを巧したあと、ねじれびないよラに確 
実にべルトをきさ取日せてください。 



アジャスタブルショルダーベルトアンカーを調壁すると 
きは、巧のことをお守りください。お守りいただかない 
と衝突したときなどにシートベルトが十分な効果を発揮 
せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなが 
るおそれがあります。 


また肩の中央に十分かかるよ5できるだけ高い 


参シートベルトび首にあにらないよ5に、 

位置に調整してください。 

参調整したあとは、確実に固定されていることを確認してください。 
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>2 点式シートベルト①脱着のしかた 


リヤシート中央席 



ベルトの長さを調壁します。 

プレートを図のよラに持ち、ベルトを 
引さ、必要な長さより少し長めにします。 



三 ベルトを結合します。 


ベルトにねじれびないよラにし、プ 
レートを"カチッ"と音びするまで 
バックルに挿し込みます。 

•「 CENTER 」 の刻印びあるプレー 
卜とバックルどうしを結合してくだ 
さい。 



〇ベルトを密着させます。 

ベルトを引いて必ず腰骨のでさるだけ 
ほい位置に密着させます。 


4 はずずときは、バックルのボタンを巧 
してはずしまず。 


はずしたベルトはパックルにはめてお 
いてください。 
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チャイルドシートの固定 


^I SOF IX 巧応チャイルドシート固定専用^ 
VA - &トップテザーアンカーでの固定 J 

リヤシート左右鼠 

I S 〇※ F I X 対応チャイルドシート固定専巧バ ー &トップテヴーアンカー 
には、 I SOF I X 対応チャイルドシート固定専巧バ ー &トップテヴーアン 
力一対応のモ供専巧シート（チャイルドシート.ベビーシート）のみ取り付け 
ることびできます。おモさまに最適なモ供専用シートについては、 ® トヨタ 
販売店にご相談ください。 

《 I S 日は、 International Organization for StandarcHzation の略で「国際標準化機構」 
の意昧。 

) 取り付け位置について 

■ I SOF I X 対応チャイルドシート固定専用パーの取り付け位置 



タグ 


シートクッシヨンと背ちたれの間にあります。 

♦固定専用バーび装備されていることを示すタグ（表面 「I SOF I X 」、 
裏面 「 LATCH 」） びシートに付いています。 

■ トップテザーアンカーの取り付け位置 




U ヤシート背ちたれのラしろ側にあります。 
♦4 WD 車は、フタの表面にトップテヴーアンカ- 
示す7—クびあります。 


-び装備されていることを 
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J 取り付けるときは 

7 リヤシート のへ ッドレストをいちばん上まで引さ上げます。 
(0170ぺージ参照） 


I S 0 F I X 対応チャイルドシート固定専用パ’ 一 &トップテザーアン 
力一の位置を確認しまず。（©前ぺージ参照） 

〇子供専用シートをリヤシートに取り付けます。 

適合する子供専用シートの取り付け金具を I S0F I X 対応チャイルド 
シート固定専用バーに取り付けます。 

次に、テヴーベルトをトップテヴーアンカーに連結して取り付けます。 

※取 D 付けち法および取0はずしちは、それぞれの商品に付属の取0扱い説巧書をお読 
み < ださい。 

♦分割巧倒式シート装着車は、背ちたれを倒している場合は背ちた 
れを起こしてか日取り付けてください。（017□ページ参照） 

♦テヴーベルトびねじれないよラにへッドレストの間に通し、テヴー 
フックを U ヤシート背ちたれのラしろ側にあるトップテヴーアンカー 
にかけます。 

♦テヴーベルトびピンと張るまで A 部を強く引っ張って、チャイル 
ドシート. ベビー シー トを固定します。 


■子供専用シートの取り付け例 
くべビーシート> 
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チャイルドシートの固定 


[4 WD 車 



<チャイルドシート> 





[4 WD 車 




4確実に固定されていることを確認しまず。 

取り付けたモ供専用シートを軽くゆさぶり、確実に取り付け日れている 
ことを確認します。 

※イラストは説日月のための例であ0、実際のモ巧専用シートのあ巧とは異なりまず。_ 
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ナ供皆用ソ-卜の取り付けは、必ず商品に付属の取り扱し、 
説明書をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。 

♦正しく取り付け5れていないと、急ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどに飛ばされ 
るなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

なお、テ供専用シートによっては、取0付けがでさない、または取り付けび困難な場合び 
あります。 

♦テ供専用シートび固定されていることをおず確認してください。テ供専用シートを取り付 
けるとさは、 I S 日 F IX 対応チャイルドシート固定専用バ ー &トップテヴーアンカー 
周辺に異物びないこと、シートベルトなどのかみ込みびないことを確認してください。異 
物やシートベルトなどをかみ込むと、テ供専用シートび固定されず、衝突したときなど 
に飛ばされて、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦モ供専用シートを取り付けるとさは、必ずテヴーべルトびピンと張るまで張力をかけて< 
ださい。テヴーベルトび正しく張っていないと、衝突したときなどに生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 


F F 車 
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チャイルドシートの固定 


园警 M 


テザーベルトは必ずへッドレストの下へ通してください。 


♦テヴーべルトはぶ、ずへッドレストの下へ通してください。へッドレストの上にかけると、 
テ供専用シートびしっかり固定されず、衝突したとさなどに生命にかかわる重大な傷害を 
受けるおそれびあ0危険です。 


テ ザー •ベルト 




テ ザー ベルト 



>テ供専用シートの取り扱いについては、し处下のことをお守りください。お守りいただかな 
いと、急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに飛ばされるなどして、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

-車両にテ供専巧シートを搭載するときは、適切な方法で確実にシートに取り付けてくだ 
さい。子イ共専巧シートを使用しない場合でも、シートにしっかり固定されていない状態 
で、客室巧に置くことは避けてください。 

-子供専用シートの取りはずしび必要な場含は、車両か5降ろして保管するかラゲージ 
ルーム巧に収納し、しっかりと固定しておいてください。 


知識 


I SOF I X 対応チャイルドシート固定専用パ‘ 一 &トップテザーアンカーについて 

この I S 日 F I X 対応チャイルドシート固定専用バー&トップテザーアンカーには、 
ポルテ指定の道路運送車両の保安基準に適合する I SOF I X 対応チャイルドシート固定 
専用バー&トップテザーアンカー対応のトヨタ純正テ供専巧シートを取り付けることをお 
すすめします。 詳しくは® トヨタ 販売店にご相談ください。 
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こシートベルトでの固定） 


>取り付けるときは 


U ヤシート左ち席 



#分割可倒シート装着車は、シートの背ち 
たれを起こします。（0170ぺージ参照) 

之 シートベルトを取り付けます。 


チヤイルドシートにシートベルトを取 
り付け、プレートをバックルに"カチッ" 
と音びするまで挿し込みます。 

その際べルトびねじれていないことを 
確認します。 

♦チヤイルドシートに付属の取扱書に従 
し、シートベルトをチャイルドシート 
にしっかりと固定させてください。 


チャイルドシートにシートベルトの 
固定装置び備わつていない場合は 



チヤイルドシートにシートベルトの固定装 
置び備わっていない場合は、□ッキングク 
1」ップ（別売）を使用して固定します。 

♦ □ッキングク I 」ップの購入にあたって 
は、 饭) トヨタ 販売店にご相談ください。 
(□ッキングク U ップ品番： 7311 9- 
22010 ) 


取り付けたあとはチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 


※イラストは説明のための例であ0、実際の子供専用シートのあ巧とは異な D ます。 
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チャイルドシートの固定 


ナ供杳用ソ-卜の取り付けは、必ず商品に付属の取り扱し、 
説明書をよくお読みのラえ、正しく取り付けてくださし、。 

♦正しく取り付け5れていないと、急ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどに飛ばされ 
るなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

なお、テ供専用シートによっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な場含が 
あります。 

♦お子さまをシートベルトで遊ばせないでくださ 
し、。万ーベルトび首に卷さ付いた場合、窒息など 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなび 
るおそれびあります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックル 
もはずせない場含は、八サミなどでシートベルト 
を切断して < ださい。 

♦子供専用シートの取り扱いについては、しソ下のことをお守0 ください。お守0いただかな 
いと、急ブレーキをかけたときや衝突したとをなどに飛ばされるなどして、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

-車両にテ供専巧シートを搭載するとさは、適切な方法で確実にシートに取り付けてくだ 
さい。テイ共専巧シートを使用しない場合でも、シートにしっかり固定されていない状態 
で、客室内に置くことは避けてください。 

-テ供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両か5降ろして保管するかラゲージ 
ルーム內に収納し、しっかりと固定しておいてくださし、。 


道路運送車両の保安基準に適合する I SOF I X 対応チャイルドシート固 
定専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正モ供専用シートは、 

I SOF I X 対応チャイルドシート固定専巧バー&トップテヴーアンカー 
で固定し、この車のシートベルトでは固定しないでください。 

( I SOF IX 対応チャイルドシート固定専用バー&トップテヴーアン 
力一については、〇]目3ページの 「I SO F I X 対応チャイルドシート 
固定専用バー&トップテヴーアンカーでの固定」を参照してください） 
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八ンドル、5ラーの調整 

し 八ンドルの調壁 ) 



チルトステアリングレノ（一を巧し下げ、八ンドルを上下に動かし適切な位置 
にして、チルトステアリングレバーを引き上げると固定されます。 


走巧中は八ンドル位置の調整をしないでくださし、。 


♦走巧中は八ンドル位置の調整をしないでください。調整中に運転を誤0、思わ械事故につ 
なびるおそれびあり危険でず。 

♦八ンドル位置を調整したあとは、確実に固定されていることを確認してください。固定び 
不十分だと八ンドル位置び突然かわり、思わ说事故につなびるおそれびあ〇ち険です。 




八ンドル位置を調整したあとは、確実に固定されている 
啼萬 Fni とを確認してください。 

確実に固定されていないと、ホーンび鳴らない場合びあ0ます。 
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G インナーミラーの調壁） 


八ンドル、ミラーの調藝 


J 上下位置調整のしかた 



インナー三ラー本体を持って、上下方向に調整します。 


：>防眩切りかえのしかた 



通常はミラー下側のレノ（一を前方に巧した状態で使用します。 

後続車のへッドランプびまぶしいときは、レバーを手前に弓 I きます。 


警^ P 走制はインナ-ミラ-の調整をしないでくださし、。 

運転を誤り思わめ事巧につなびるおそれびあり危おです。 
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c ドアミラーの調壁） 


>鏡面角度調整のしかた 


電動格納式ドア S ラー装着車 7 

2 
3 




メインスイッチの調壁ずる側を巧しまず。 

R ''' ち側ドアミラー 
L ••'左側ドア S ラー 

角度を調壁しまず。 

位置調整スイッチでドア S ラーの角度 
を調整します。 

メインスイッチを中立にしまず。 

調整したあとは、メインスイッチを中立 
の位置にちどします。 


' ァロ識 

作動を件について 

エンジンスイッチび ■ ACC " または " ON " のとき使用できます。 
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八ンドル、ミラーの調藝 


J 格納のしかた 


® 動格納式ドア5 ラー 装着車 



格納スイッチを巧すごとに 、 ON (格納）と OFF (復帰）に切りかわり 
ます。エンジンスイッチが "LOCK " のときは、手で格納•復帰する 
ことちでさます。 


r 電動格納式ドア S ラー 装着車を除く1 

ドア三ラーを手で車両後方に倒して格納します。 

走行前には"カチッ"と音がするところまで確実にちどします。 


' 知識 

電動格納式ドア S ラーの 作動条件に ついて 

♦エンジンスイッチび " ACC " または"日 N " のとさ使用でさます。 

♦ドア S ラー格納作動中に、エンジンスイッチを" LOCK " にすると格納作動び停止し 
ます。 

♦手動で操作したあとにエンジンスイッチを "ACC " または"日 N " にすると、ドア 
ミラーは格納スイッチの状態にもどります。 

♦格納スイッチび日 FF (復帰）の状態で、手でドアミラーを前方に倒したときは、エンジ 
ンスイッチを " ACC " または"日 N " にしてちドアミラーは復帰しません。 

一度格納スイッチを ON (格納）にしてか5、再度格納スイッチを日 F F にして復帰させ 
て < ださい。 
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走巧中はドアミラーの調壁をしないでください。 


♦走行中はドアミラーの調整をしないでください。運転を誤り思わ城事故につながるおそれ 
びあり盾;険です。 

♦ドア S ラーを倒したまま走行しないでください。ドア S ラーによる後方確認びでさず、 
思わ城事故につなびるおそれびあ0危険です。 



トパニフーが動いているときは手などをふれたりしない 
piMMi で< ださい。 _ 

手などを挟んでけがをしたり、ドアミラーの故障などの原因になるおそれびあります。 
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バンドル、ミラーの調藝 
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MEMO 
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運乾をずるときに 


エンジンのかけ方 . 208 

エンジン（イグニッシヨン） 
スイッチの使い方 208 

エンジン始動の手順 吕09 

シフトレバーのほい方……211 

Super ECT 211 

オートマチック車の 

運拓のしかた . 214 

発進のしかた 214 

走行のしかた 21己 

停車•駐車のしかた 吕18 

パーキングブレーキペダルの 

巧い方 . 220 

パーキングブレーキペダルの 
取り扱い 吕吕〇 


メーター、表示巧、警告灯 


©見方 . 

. 2; 

メーター 

222 

表示口 

228 

警告巧 

234 


スイッチのほい方 . 250 

ランプの使い方 250 

八□ゲンへッドランプの 
光!由上下調壁のしかた吕己2 
フ□ントフォグ 
ランプの使い方 吕己3 

方向指示レバ-の使し巧254 
ヮィパ ー & 

ウォッシャーの使い方吕5己 
フ□ントワイパー 
デアイサーの使い方吕己9 
リヤウインドゥデフォッガ ー 
(曇り取り）の使い方260 
TRC 0 F F スイッチ 
の使い方 吕61 

非常点滅なの使い方 吕62 

ホーンの使い方 吕己3 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


ち：- 

W 写 
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エンジンのかけ方 

G エンジン（イグニツシヨン）スイッチの巧い方三 


エンジン停止時、 

巧の電装品が使用できる位置 

オーディオ、ドア S ラーなど 


キーを巧さ挿しでさる位置 

キーを抜くと、八ンドルび 
□ツクされます。 



エンジン回転中の位置 

すべての電装品び使用でさ 
ます。 


エンジンを始動ずる位置 


)"LOCK " か5 " ACC " にまねずとき^™ 

八ンドル□ックびかかっていてキーびまわしにくいときは、八ンドルを軽く 
左ちにまわしなびらキーをまわします。 


；>"ACC " か5 " LOCK " にまわずとき^™ 

シフトレパーを©にしてか日、キーを巧しなび日まわします。 


丄ンシン停止時は、エンジンスイッチを " ON " また 
可 科 ■! は "ACC " のまま長時間放置しないでください。 

バッテ U —あび0の原因とな0ます。 
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c エンジン始動の手順 3 


エンジンのかけ方 




P 


ペダルの位置を確認しまず。 

正しい運転姿勢 （〇] 己2ページ参照) 
びとれるよラにシートの位置を調整し、 
ペダルの各位置を確認します。 



ご?ブレーキペダルを踏みながら、パーキン 
グブレーキがかかっていることを確認し 
まず。 


3 


シフトレパーの位置を確認します。 

シフトレバーび©にあることを確認し 
ます。 

♦⑩でち始動できますび、安全のため 
©で行ってください。 



4 


エンジンを始動します。 

エンジンスイッチを ‘‘ ON ’’にし、 
アクセルペダルを踏まずにエンジンス 
イッチを " START " にまねします。 
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車がか 5 のエンジン始動は絶対に巧わないでください。 


♦車がか5のエンジン始動は絶対に巧わないでください。思わ城事故につなびるおそれびあ 
0危険ですので、必ず運転席に座って行ってください。 

♦走行中はエンジンを停止しないで<ださい。エンジンがかかっていないと、ブレーキ倍力 
装置やパワーステア U ングび働かず、ブレーキの効きが悪くなったり、八ンドルび非常に 
重くなったりして、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦車をかし移動させるときでも、必ずエンジンを始動してください。エンジンをかけず、 
坂道を利用して車を動かすと、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 
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シフトレバーの使い方 

〔 Super EC1 ) 


J シフト レバー の働き 


駐車のときは必ず©にしてください。（©でのみエンジン 
スイッチか日キーび巧けます） 


後退 

ギヤび後退に固定されます。 

ブヴーび鳴り®にあることを運転者に知日せます。 


動力が伝わ5ない:!犬態 

のでち エンジンは始動でさますび、安全のため©で行ってくだ 
さい。 


通常走行（前進） 

スピードに応じてギヤび自動的にかわります。 

♦オーバードライブび0 N のときは、]速か日4速まで 
♦オーバードライブび OF F のときは、 ] 速か日3速まで 


下り坂走行（前進） 

エンジンブレーキび必要な場合に使います。 


急な下り坂走行（前進） 

強力なエンジンブレーキび必要な場合に使います。 


P 

(バーキング） 

百 

( U パ’—ス） 

百 

(二: L — トラ ル) 

百 

(ドライブ） 


2 

(セカンド) 



(□-) 


員认 
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シフトレパーを手前に引かずに 

f I の矢印は、シフトレバーを手 
■ 前に引かずに操作します。 


■才ーパードライブ （0/D) スイッチの操作 

スイッチを巧すごとに、0 F F と ON に切りかわります。 

• OF F のとさ、メーター内の才ーバードライブ0 F F 表示灯 (0231 ぺージ 
参照）び点灯します。 


w/mm 


n の操作はシフトレ/ V- を引かずに操作してください。 


いつもシフトレバーを手前に引して操作していると、意に反して©、©まには〇に入れてし 
まい、思わめ事故の原因とな0重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 


の矢印は、ブレーキペダルを 
踏んだまま、シフトレバーを 
手前に引いて操作します。 





》シフト レバーの 取り扱い 


圓シフトレパーの操作 

©と®の間の操作は、ブレーキぺダ 
ルを踏み、車を完全に止めてか日 
行ってください。 

シフトレバーを手前に引いて 

All の矢印は、シフトレバーを手 
前に引いて操作します。 



0 /D 

V \X 

OFF 



才ーパ‘ードライブ 

(0/ D ) スイッチ 


R N 〇 1 L 
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シフト レバーの 使い方 


' 知識 

オーバードライブ（日/ D) について 

オーバードライブ日 F F 表示灯が消なしているとを（オーバードライブ0 N) 

通常走行に適します。 

シフトレバーび®で走行中、4速（オーバードライブ）ギヤにまで入り、燃費性能と静肅性を 
局めまぅ0 

オーバードライブ0 F F 表示巧が点:口しているとき（オーバードライブ0 F F) 

4速（オーバードライブ）ギヤに入5な<なり、次のよラな効果びあ0ます。 

♦軽いエンジンブレーキび得5れます。 

♦上り坂では変速回数のかないなめ5かな走行びでさます。 

オーバードライブの作動条件について 

♦エンジン スイッチび"日 N " のとを使用でさます。 

♦エンジン始動時には、オーバードライブ日 N の状態になっています。 

を全機能について 
シフト□ックシステム 

オートマチック車でのシフトレノ（一の誤操作を防ぐシステムです。 

♦ブレーキペダルを踏んだ状態でなければ©か5レノ（一操作でさません。 

-エンジンスイッチび " L 日 CK " のとさは、ブレーキペダルを踏んでち操作でさません。 
-シフトレバーを手前に引いたままブレーキペダルを踏むと操作でさないことびあります。 
先にブレーキペダルを踏み操作してください。 

♦©政かではエンジンスイッチか5キーは抜けません。 

-エンジンスイッチからキーを抜くとさは、シフトレバーを©に入れてください。 

(©1^^ がではキーを " ACC " から - LOCK " にまわせません） 

♦©に入れるとブザーび鳴ります。 

-ブヴーび鳴り、シフトレバーび©にあることを運転者に知5せます。 

-車がの人にはブヴーは聞こえませんのでごま意ください。 

(車かの人に対する警苦音ではありません） 
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才ートマチック車の運面のしかた 

C 巧進のしかた ) 

J 通常発進のしかた 



7 ブレーキペダルをち足でしっかり踏ん 
だまま、シフトレバーを®に入れます。 


三 左足でパーキングブレーキを解除しま 
す。（0220ぺージ参照） 


〇ブレーキペダルをお々にゆるめてか日、 
ち足でアクセルペダルをゆっくり踏み 
発進しまず。 
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オートマチック車の運転のしかた 


>上り坂の発進のしかた ■ 

I パーキングブレーキがしっかりかかっていることを確認してか5、 
シフトレバーを®に入れます。 

ご?ち足でアクセルペダルをゆっくり踏みます。 


〇車が動き出ず感触を確認してか日、左足でパーキングブレーキを解除 
し、発進しまず。 


発進ずるときは、ブレーキペダルをしっかり踏んだまま 
シフトレ J を操作してください。 

♦発進すると走は、ブレーキペダルをしっかり踏んだままシフトレバーを操作してください。 
とくにエンジン始動直棲やエアコン作動時などは、クリープ現象び強くなるため、よ日 
しっかりとブレーキペダルを踏んでください。 

♦運転するときは、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を必ず確認して、踏み間違いの 
ないよラにしてください。アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発 
進し、思わ说事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死 t につながるおそれ 
びあ0ます。 

♦アクセルペダルを踏み込んだままでのシフトレパー操作は絶対に行わないでください。車 
び急発進し、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 
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c 走巧のしかた ） 


J 通常の走行 

シフトレバーを®に入れたまま走行します。 

♦アクセルとブレーキの操作だけで、加速-減速します。 


>急加速ずるには 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込みます。キックダウンし、急加速します。 


J 坂道で走行ずるときは 

■上り坂 

アクセルペダルを踏み込んでいくとキックダウンし、急にエンジン回転び 
上びることびあります。あ日かじめシフトレバーを©にしておくと、エンジ 
ン回転数の変化を抑えることびでさます。 

■下り坂 

フッ トブレーキを使いすざると、ブレーキの効さび悪くなるおそれびあります。 
シフトレバーび@のままでスピードび出すざるときは、±反道に応じて©または 
〇に入れエンジンブレーキを併用します。 

♦オーバードライブを OF F にすることによってち、軽いエンジンブレーキ 
び得日れます。 
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オートマチック車の運転のしかた 


园警 M 


走行中はシフトレパ’一を⑩にしないでくださし、。 


♦走行中はシフトレバーをのにしないでくださし、エンジンブレーキびまったく効かないた 
め、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦前進で走行中は、シフトレバーを®に入れないでください。車輪が□ックして思わ城事故に 
つながるおそれびあ0危険です。また、オートマチックトランスミッションに無理な力び加 
わ0、故障するおそれびあ0ます。 

♦ブレーキペダルはアクセルペダルと同じち足で操作してください。左足でのブレーキ操作 
は、緊急時の反応び遅れるなどの思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦坂道などでは、シフトレバーを®、©または®に入れたまま惰性で後退したり、©に入れ 
たまま惰性で前進することは絶対にしないでください。エンストして、ブレーキの効きが 
悪くなったり、八ンドルび重くなったりして、故障や思わ姑事故の原因となるおそれびあ 
り危険です。 


IMiil 


シフトレバーを⑩にしたままで走行しないでくださし、。 


トランスミツシヨンの故障の原因となるおそれびあります。 
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c 停ま•駐車のしかた） 


J 停車のしかた 

7車を止めまず。シフトレバーは®のままち足でブレーキペダルをしっ 
かり踏みまず。 

エアコンは温度変化により断続的に作動します。作動中は自動的に 
アイドルアップし、ク U —プ現象び強くなりますので、車び動さ出さ 
ないよラにとくにを意してください。 

三 必要に応じてパーキングブレーキをかけます。 

上り坂での停車は、ク U —プ現象で前へ進ちうとする力よりち、車び 
後退しよラとする力のほラび大さくなり、車び後退するおそれびあり 

ち足でブレーキペダルをしっかりと踏み、左足でしっかりとパーキ 
ングブレーキをかけて < ださい。 

〇長時間停車する場合は、シフトレバーを©または⑩に入れまず。 


>駐車のしかた 

#車を完全に止めまず。 

三 パーキングブレーキをかけまず。 

ち足でブレーキペダルをしっかりと踏んだまま、左足でパーキング 
ブレーキをしっかりかけます。 


〇シフトレパーを©に入れまず。 


車び動さ出さないためにち、必ず©に入れてください。 

4 エンジンを停止しまず。 

車を離れるとさは必ずエンジンを停止して、ドアを施錠してください。 
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オートマチック車の運転のしかた 


♦走行中はシフト 
内部び機械的に 
♦停車中の空ぶか 
発進し、思わ姑 


走行中はシフトレバーを©に入れないでください。 

レバーを©に入れないでください。オートマチックトランスクッションの 
コックされ、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

しはしないでください。シフトレバーび©、 のじ (がに入っていると車び急 
事故につなびるおそれがあり危険です。 




車から離れるときは必ずエンジンを停止してドアを施錠 
して < ださい。 

♦エンジンをかけたままにしておくと、万一、シフトレバーびかに入っていたときに、 

ク U —プ現象で車びひとりでに動き出したり、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとさに 
急発進するおそれびあります。 

♦アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだり、上り坂で®に入れたままアクセル 
ペダルをふかしなび5止ま5ないでくださし、オートマチックトランスミッションび過熱 
し、故障の原因にな0ます。 
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パーキングブレーキペダルの使い方 

^パーキングブレーキペダルの取り扱い） 



ち足でブレーキペダルをしっかり踏みなび日、左足でノ（ーキングブレーキ 
ペダルをいっぱいまで踏み込みます。 

♦エンジンスイッチび " ON " のときは、ブレーキ警告打び点灯します。 


J パーキングブレーキを解除ずるときは 



ち足でブレーキペダルをしっかり踏みなび日、左足でノ（ーキングブレーキ 
ペダルを"カチッ"と音びするまで踏み込み、ゆっくり離します。 

♦ブレーキ警告打び消灯したことを確認してください。 
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パーキングブレーキペダルの使い方 


パーキングブレーキをかけたまま走巧しないでくださし、。 

プレーキ部品び早く摩耗したり、ブレーキび過熱し効さび悪<なるおそれびあります。 


' 知識 

かけなおずとさは 

パーキングブレーキをかけたあとかけなおす場をは、一度解除してか5踏みなおしてください。 

警告ブザーについて 

パーキングブレーキを解除しないまま車を発進させ、車速び約日 km / h 政上になると、警告 
ブヴーび鳴ります。 

冬期のパーキングブレーキの使用について 

03日日ページの r 駐車するときは」をお読みください。 
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メーター、表示な、警告なの見方 

C メ—夕- ) 



※図ではすべてのグレードにおける警告巧、表示灯を掲載しています。実際の車に設定される 
警告订、表示灯はグレード等によ0異なります。 

' —知識-、 

メーター について 

♦エンジンスイッチを"日 N " にしたとさなどに、方ーター内の指針びゼ□目盛0付近で 
短時間微動する場合びありますび異常ではありません。 

♦エンジンスイッチを"日 N " から "START " にしたときなどに、エンジン回転計 
の指針びゼ n 目盛りの位置にもどることびありますび異常ではありません。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


>燃料計 

エンジンスイッチび " ON " のとき、燃料残量を示します。 
燃料タンク容量は約4已 L です。 


知識 


燃料計について 

♦坂道やカーブなどでは、タンク巧の燃料び移動するため、いちばん左の燃料鶏量び早めに 
点滅することがあ0ます。 

♦エンジンスイッチび " ON " のまま燃料を補給すると、正しい燃料残量び表示でさません。 
♦燃料計にある* 曲 印はフューエル U ッド（燃料補給口）び助手席側車両後方にあることを 
のしています。 


》スピードメーター 

車両の走行速度をおします。 


J エンジン回転計 

毎分のエンジン回転数を示します。 




指針がレッドゾーン（エンジンの許容回お数をこえてい 
る範囲）に入 5 ないように運転してください。 


指針びレッドゾーンに入る運転を続けると、エンジンなどに悪影響をおよぼし、損傷する 
おそれびあります。 
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情報表示切りかえボタン 

(トリッ式 X— 夕ーリセット/メーター照度調整ボタン) 


切りかえボタンを巧すごとに、情報表示び;欠のように切りかわります。 

オドメーター - 

♦ 

卜1」ップ メーター A 

♦ 

卜1」ップ メーター B 

♦ 

メーター照度調整※ - 

※ランプスイツチび0 N のとさ 


■オドメーター 


11111111 0 D 0 

, I 1 n n n n 

E *か F IIJUUU 

P 

■トリップメーター 

11111111 ™ 消广 1 

E < 曲 F 1 U.U 

P 


走行した総距離を km の単位で示します。 


2種類の区間距離（卜 U ップ A 、卜 U ップ B ) 
を km の単位で示します。 


トリップメーターを0 (ゼロ）にちどすとさは 

卜 I 」ップメーター A 、 卜 I 」ップメーター B の 
ラち0にしたい方を表示させてか日、リセット 
ボタンを表示び0になるまで巧し続けます。 
♦バッテ U —との接続び断たれたとさは、卜 
U ップメーターは0になります。 


■メーター照度調壁 


11111111 

-- P 

E F 



設定しているメーター照度レベルび表示され 
ます。 

参ランプスイッチび ON のとさ表示されます。 
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メーター、表示な、 警告 打の見ち 


■メーター照度調壁のしかた 



メーター照度調整表示のとさ、メーター照度調整ボタンを巧し続けると、 
メーター照度び順;欠切りかわります。希望の明るさになった日、ボタンか日 
手を離します。 

' 知識 、 

メーター照度調壁について 

参4段階に調整でさまず。 

参メーター照度をレベル1にずると、ランプスイッチを ON にしてちメーター照度は減光さ 
れません。 


照度調整表示 

照度レベル 

明 

*1 eeP 

レベル] 

t 

in 户 1 

レベル2 

i 

m .. Pi 

レベル3 

暗 

*1 Pi 

レベル4 


メーター照度調碧表示について 

次のよラな場含は、自動的にメーター照度調整表示か5オドメーター表示に切りかわります。 
♦メーター照度調整表示に切りかえてか5、約1日秒!^处上ボタン操作しなかったとさ 
♦エンジンスイッチを "ACC " または " L 日 CK " にして再度"日 N " にしたとき 
♦ランプスイッチを日 F F にしたとを 

表お切りかえの作動条件について 

メーター照度調整表示のとき使用できます。 
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> 時計 


■時間調壁 



7 時間調壁ボタンを約1秒間巧します。 

"分"表示び点滅し、時間調整画面に 
切りかわります。 

ご^"分"を設定しまず。 

♦時間調整ボタンを巧すごとに、]分 
ずつ進みます。 

♦時間調整ボタンを巧し続けると、早 
送りされます。 



〇約己秒間放置すると、"時"表示が点滅 
し、"時"の時間調壁画面に切りかわり 
まずので、"時"を設定します。 

♦時間調整ボタンを巧すごとに、 ] 時間 
ずつ進みます。 

♦時間調整ボタンを巧し続けると、早 
送りされます。 

4 設定が終了した5、約己秒に Lb 放置し 
まず。 


現在時刻表示にちどります。 


■時報に合わせるとさ 

時報と同時にボタンを短く巧すと、時報に合わせることびできます。 

♦〇〜29分は切り下げ日れます。 

♦30 〜已目分は切り上げ日れます。 

(例）]; 00〜]: 2日の場合は]; 00に、 ] : 30〜]:己9の場合は2 ； 00になり 
ます。 
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メーター、表示阿、警告口の見方 


' 知識 

時計の表示について 

秒表示はありませんび、ボタンを押したとさは、日秒から作動を開始します。 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとき表示されまず。 
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表お。 


C 


) 



※図ではすべてのグレードにおける表示打を掲載していまず。実際の車に設定される表示なは 
グレード等により異なりまず。 
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メーター、表示阿、警告なの見方 


〈表示巧一覧表〉 


表示な 

表示ロミ 

表示打 

表示なる 


ち向指示表示灯 

0 /D 

OFF 

オーバードライブ日 FF 
表示灯 

ID 

へッドランプ上向き 
表示灯 

P 

シフトポジション表示 


車幅な表示な 

TRC 

OFF 

TRC 日 FF 表示 ： n 

絶 

フ□ントフォグランプ 
表示灯 

a 

ス U ップ表示灯 


ほ水温表示な（青色） 



A 


雲 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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ク¢> 


> 方向指示表示な 

方向指示打、非常点滅打を作動させると点滅します。 
(0254. 262ページ参照） 


' -ミ日5山- 

点滅が異常に速くなったときは 

ち向指示打の電球切れび考え5れます。 

方向指示なび点滅するか確認してください。 



) へッドランプ上向き表示打 

へッドランプを上向きにすると点灯します。 
(0251ぺージ参照） 



》車幅口表示口 

車幅灯、尾灯、番号打び点灯すると点灯します。 
(02 已〇ぺージ参照） 


絶 


》フ□ントフオグランプ表示打 


r フ□ントフォグランプ装着車 

フ□ントフオグランプび点灯すると点灯します。 
(02 已3ぺージ参照） 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 



エンジン冷却水の水温びおいと点灯します。 


巧のときは ⑩ トヨタ販売店で点検を受けて 
くださぃ。 

暖機を十分続けていてち、表示灯び点口したままのとさは、温度センサーの 
異常び考え 5 れ ます。® トヨタ販売店で 点検を受けてください。 


J 才ーバードライブ 0 F F 表示打 

オーバードライブを 0 F F にすると点灯します。 

(02 12 ぺージ参照） 

0 /D 

OFF 


P 

選択しているシフトポジションび表示されます。 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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：rri > T R C OF F 表示打 

I K し 

OFF VSC S TRC 装着車 I 

- TRC 0 F F スイッチ （02 己]ぺージ参照）を巧して T R C 

を作動停止状態にすると点灯します。 

また、 VSC システム、 TRC システムに異常びあると点灯し 
9 〇 



表示灯が次のようになったときは、システム 
の異常が考え5れまずので、 ® トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 


♦エンジンスイッチを"日 N " にしても点なしないとき 
♦エンジンスイッチを"日 N " にして、 TRC び通常走行モード（作動巧 
能状態）で、点巧したまま消灯しないと走、または走行中点灯したままの 
とさ 


' 知識 

表示巧について 

エンジンスイッチを " ON " にすると点灯し、数秒體に消灯します。 
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メーター、表示な、警告打の見ち 



J スリップ表示灯 ■ 


fvsc S TRC 装着車 

V S C システムまたは T R C システムび作動したときに点滅し 
ます。 （033 己ページ参照） 

また、車両び横すベりしそうになったときに点滅します。 

■ VSC 作動警告ブザー 

車両び横すベりしそラになったときに、断続音び鳴ります。 
♦運転状況によっては、ス I 」ップ表示灯の点滅のみで警告する 
場合びあります。 



:欠のときは ⑩ トヨタ販売店で点検を受けて 
<ださい。 


エンジンスイッチを " ON " にしてち点打しないとさは、システムの異苗 
び考え5れ まずので、® トヨタ服売店で点検を受けてください。 


知識 


表示なについて 

エンジンスイッチを " ON " にずると点打し、数秒をにミ肖打しまず。 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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c 警告な ） 


ブレーキ警告灯 今 S 42 ページ 

-ABS &プレーキアシスト警告打 

吟23已ぺージ 

- A B S 警告灯 吟237ぺージ 

油圧警告灯 吟246ページ 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー 

警告打 吟240ぺージー] 

高水温警を灯（赤色） -► SAS ぺージ n 
VS C 警告：！:了 今238ぺージー！ 
エンジン警告打 今239ぺージ n 


I - デイスチャージへッドランプ 

才ートレべリング警告な 今241ぺージ 



燃料残量警ち口 今247ぺージ 

運転席シートベルト非着用警告な 今248ぺージ」 

巧電警告灯 吟 S 44 ぺージー！ 

半ドア警告口 吟247ぺージ」 


オートエアコン 装着車 I [マニュアルエアコン 装着車 I 




※図ではすべてのグレードにおける警告巧を掲載しています。実際の車に設定される警告灯は 
グレード等により異なります。 
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メーター、表示阿、警告なの見方 


〈警告な一覧表〉 


警告な 


警告ロミ 


警告口 


警告な名 


(©) 


ABS &ブレーキアシスト 
警告な 


充電警告な 


(©) 


A 目 S 警告灯 




高水温警告な（赤色) 


VSC 


VSC 警告灯 


油圧警告灯 


む 


エンジン警告灯 


E <曲 F 


燃料残量警告な 


SRS エアバッグ/ 

プリテンシヨナー警告な 




半ドア警告な 


|D 


デイスチヤージヘッド 
ランプオートレべリング 
警告な 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 


(①) 


ブレーキ 警告な 


R み 


助手席シートベルト 
非着用警告な 


A 


警告 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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® 次の警告なが点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考 
IS 売店えられまずので、ずみやかにトヨタ販売店で点検を受けて<ださし、。 


JABS &ブレーキアシスト警告口^™ 


VSC S TRC 装着車1 

\ B S またはブレーキアシストシステム （0328 ページ参照） 
に異常びあると点灯します。 

♦警告灯び点打しているとさは、下記のシステムは作動しませ 
んび、通常のブレーキとしての性能は確保されています。 

■ ABS 

-ブレーキアシスト 

■ VSC 
• T R C 

♦警告灯び点灯しているとさは 、 A BS び作動しないため、急 
ブレーキ 時やすべりやすい路面での ブレーキ 時には、タイヤ 
び□ックすることびあります。 


(©) 


ブレ-キ警告灯と同時に点なしたままのとき 
y " はただちに停車してください。 

♦警苦巧びブレーキ警告灯と同時に点灯したままのとさは、ただちに安全な 
場所に停車し、 ® トヨタ 販売店にご連絡ください。 

この場合、 A 巨 S またはブレーキアシストシステムに異常び発生している 
だけでな <、強めのブレーキの際に車両び不安定になるおそれびあります。 
♦警告灯び次のよラになったとさは、システムの異常び考え5れますの 
で、 ® トヨタ 販売店で点検を受けてくださし、。 

•エンジンスイッチを"日 N " にしても点灯しないとき 
-エンジンスイッチび"日 N " で点灯したまま消口しないとを、または 
走行中点灯したままのとさ 

なお、走巧中に点灯してを、その樓消灯し、再度点灯しなければ異常では 
ありません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、 ® トヨタ 販売店 
で点検を受けてください。 


' -知日&^- 

警告巧について 

エンジンスイッチを " ON " にすると点灯し、数秒穫に消灯します。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


⑩ 

販売店 


次の警告口が点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考 
え 5 れますので、すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 



JABS 警告な 一 I 

VSC S TRC 装着車を除口 

ABS (0328 ページ参照）に異常びあると点灯します。 
♦警告打び点灯しているとさは 、 A B S は作動しませんび、 
通常のブレーキとしての性能は確保されています。 

♦警告灯び点打しているとさは 、 A BS び作動しないため、急 
ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時には、タイヤ 
び□ックすることびあります。 


1 ^ 1§1 


ブ レー キ警告'丹と同時に点'なしたままのとき 
はただちに停車してください。 


♦警告口びブレーキ警告灯と同時に点灯したままのとをは、ただちに安全な 
場所に停車し、 ® トヨタ販売店にご連絡ください。 

この場含、 A 目 S に異常び発生しているだけでなく、強めのブレーキの際 
に車両び不安定になるおそれびあります。 

♦警告灯び次のよラになったときは、システムの異常び考えられますの 
で、 ® トヨタ販売店で点検を受けてくださし、。 

•エンジンスイッチを " ON " にしても点灯しないとを 
-エンジンスイッチび"日 N " で点灯したまま消巧しないとを、または 
走行中点灯したままのとを 

なお、走行中に点灯してわ、その後消灯し、再度点灯しなければ異常では 
ありません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、 ® トヨタ販売店 
で点検を受けて < ださし、。 


- A 知識 


警告なについて 

エンジンスイッチを " ON " にすると点灯し、数秒楼に消灯します。 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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® 次の警告なが点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考 
IS 売店えられまずので、ずみやかにトヨタ販売店で点検を受けて<ださし、。 


VSC 


JVSC 警告打 


VSC & TRC 装着車 I 


VSC システム、 TRC システム、または EFI システムに 


異常びあると点灯します。 

♦警告灯び点灯しているとさは、下記のシステムは作動しませ 
んび、通常の走行には支障ありません。 


• VSC 


■ T R C 



警告'なが次のようになったときは、システム 
の異常が考え日れまずので、トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 


参エンジンスイッチを " ON " にしてち点灯しないとき 
参エンジンスイッチび " ON " で点口したままおなしないとき、または走 
行中点打したままのとさ 


' -失日 S 山- 

警告なについて 

エンジンスイッチを " ON " にずると点灯し、数秒後に消打します。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


) エンジン警告打 —I 

エンジン回転中、エンジン電子制御システム、オートマチック 
トランス S ッシヨン電子制御システムに異常びあると点なします。 



巧のときはただちに 质) トヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 

エンジン回転中に点巧したときは、 ただちに® トヨタ販売店で 点検を受け 

て < ださい。 


' -知識 



警告な について 

エンジンスイッチを"日 N " にすると点灯し、エンジンをかけると消灯し 

ます。 

\ 

ノ 




® 次の警告なが点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考 
16 売店 え5れますので、すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてくださし、。 


A 


00 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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® 次の警告なが点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考 
IS 売店えられまずので、ずみやかにトヨタ販売店で点検を受けて<ださし、。 


が 


；> SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告な M 

SRS エアバッグシステム （03] 6ページ参照）またはプ U 
テンシヨナー付シートベルトシステム （032 己ぺージ参照）に 
異常びあると点灯-点滅します。 



警告なが次のようになったときは、システ 
ムの異常が考えられまずので、 ただちに® 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 


衝突したとさなどに S R S エアバッグ、またはプ U テンシヨナー付シートべ 
ルトび正甫に作動せず、けびをするおそれびあ0ます。 

参エンジンスイッチを " ON " にしてち点灯しないとき、または点な•点 
滅したままのとさ 
参走行中に点な-点滅したとき 


- ァロ識 

警告なについて 

エンジンスイッチを " ON " にずると点灯し、数秒後に消打しまず。 


240 














メーター、表示阿、警告灯の見方 


⑩ 

販売店 


次の警告口が点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考 
え 5 れますので、すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 



、デイスチャージへッドランプ 
J 才ートレべリング警告打 

デイスチャージへッドランプ装着車 

デイスチャージヘッドランプ （0339 ページ参照）のオート 
レべリング（上下照射方向自動調整）システムに異常びあると 
点灯します。 



走行中に警告なが点なしたときは、ただちに 
ま全な場所に停車し、いったんエンジンを停 
止してください。 

再度エンジンスイッチを " ON " にしたとを、警告打び数秒点灯したあと 
にミ肖なずればそのまま使用できまず。 

ミ肖なしないときまたはちび点打ずるとさは、 ただちに® トヨタ版売店で 
点検を受けてください。 


知識 


警告なについて 

エンジンスイッチを " ON " にすると点打し、数秒後に消打します。 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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® 次の警告なが点なまたは点滅したままのときは、ただちに安をな場所 
IS 売店に停車し、トヨタ販売店へ連結して< ださい。 


(①) 


:>ブレーキ警告打 

エンジンスイッチび " ON " で次のときに点打します。 
♦パーキングブレーキをかけたままのとさ 

-パーキングブレーキび解除されていてち、エンジンスイッ 
チを " ON " にすると数秒間点灯します。 

♦ブレーキ液び不足しているとさ 


■ブレーキ警告ブザー 

パーキングブレーキを解除しないまま車を発進させ、車速び 
約已 km / h じ(上になると、警告ブヴーび鳴ります。 



警告なが;夕のようになったときは、ただちに 
安をな場所に 停車して® トヨタ販売店へご 
連おください。 


参エンジン回転中にバーキングブレーキを解除してち点打したままのとさ 
この場合、ブレーキの効さび悪くなり、制動距離び長くなるなど、思わめ 
事故につなびるおそれびありちおでず。効をび悪いと去はブレーキペダルを 
強く踏んでください。 

参警告打び ABS &ブレーキアシスト警告なまたは、 ABS 警告なと同時 
に点なしたままのとさ 

この場合、 A 日 S またはブレーキアシスト （VSC S TRC 装着車）に 
異南び発をしているだけでなく、強めのブレーキの際に車両び不安定になる 
おそれびあ0ます。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 




警告口が次のようになったときは、システム 
の異常が考え5れまずので、 ® トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 


♦エンジンスイッチが " ON " でパーキングブレーキをかけてを点灯しな 
いとさ 

♦パーキングブレーキび解除された状態でエンジンスイッチを " ON " に 
してち点灯しないとを 

なお、走行中に点灯してわ、その後消灯し、再度点灯しなければ異常では 
ありません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、 ® トヨタ販売店 
で点検を受けてくださし、。 

♦パーキングブレーキを解除しないまま車を発進させ、警告ブヴーび鳴った 
ときは、すみやかに停車し、パーキングブレーキを觸除してくださし、。 
パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び早<摩耗し 
た0、ブレーキび過熱し効さび悪くなるおそれびあ0ます。 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一8 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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® 次の警告'巧が点なまたは点滅したままのときは、ただちに安をな場所 
IS 売店に停車し、トヨタ販売店へ連結して< ださい。 


) 充電警告な 

エンジン回転中、充電系統に異常びあると点打します。 



巧のとさは、ただちに ⑩ トヨタ販売店へ 
ご連絡ください。 


エンジン回転中に点なしたときは、 V 1」ブドべルトの切れなどび考えられます。 
ただちに安全な場所に 停車し® トヨタ 服売店へご連絡ください。 


' ^油識 

警告むについて 

エンジンスイッチを " ON " にすると点なし、エンジンをかけるとお灯し 
ます。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


⑩ 

販売店 


次の警告口が点なまたは点滅したままのときは、ただちにを全な場所 
に停車し、トヨタ販売店へ連結してください。 



》高水温警告口（赤色) 


エンジン回転中、エンジン冷却水温び異常に高くなったとさ 
点滅します。 




警告'なが点滅したときは、オーバーヒートの 
おそれがちりまず。 


ただちに安全な場抓こ停車し、0432ぺージのけーバーヒートしたときは」 
に従って処置を 行い、® トヨタ服売店へご連絡ください。 


知識 


警告なについて 

エンジンスイッチを"日 N " にすると点口し、数秒後に消灯します。 
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® 次の警告なが点归または点滅したままのときは、ただちに安全な場 
IS 売店所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 



) 油圧警告な 

エンジン回転中、エンジン内部を潤滑しているオイルの圧力に 
異常びあると点灯します。 

r 油圧警告灯」はオイル量を示すちのではありません。オイル 
量の点検はオイルレベルゲージにより行ってください。 

(点検方法はメンテナンスノートをお読みください） 



エンジン回転中に点なしたときは、ただちに 
ま全な場所に停車し、エンジンを停止して 
エンジンオイル量を点検してください。 


点打したまま走行し続けるとエンジンを損傷するおそれびあります。 
エンジンオイルび減っていないのに点なしているとさやエンジンオイルを補 
給してち点灯するとき は、® トヨタ 販売店へご連絡ください。 


' —"¢5]スロ 5ぷ- 

警告なについて 

エンジンスイッチを " ON " にすると点なし、エンジンをかけるとお好し 
ます。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


次の警告'月が点幻または点ミ威したときは、ずみやかに対処してください。 


j 》燃料残量警告口 —I 

E <お F エンジンスイッチび " ON " のとさ、残量び約 6.8 LL ソ下にな 

-ると点滅します。点滅したとさは、すみやかに燃料を補給してく 

ださい。 

♦あ道やカーブなどでは、タンク内の燃料び移動するため、 
警告灯び早めに点滅することびあります。 


普 


J 半ドア警告な 


いずれかのドア（バックドアを含む）び確実に閉まっていない 
ときに点灯します。 


w/mm 


警告月が点丹したまま走行しないでください。 


ドアび確実に閉まっていないため、走行中にドアび開さ、思わ姑事故につな 
びるおそれびあり危険です。 
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次の警告巧が点なまたは点滅したときは、ずみやかに対処してください。 


) 運転席シートベルト非着用警告打 

エンジンスイッチび " ON " のとき、運転席シートベルトを 
着用していないと点滅します。ただちにシートベルトを着用し 
てくださし、。 

■シートベルト非着用警告ブザー 

警告灯び点滅している状態で、車速び約2已 km / h しソ上になると、 
断続音び約] 20秒間鳴ります。 

(ブヴーび鳴りはじめてから、約3□秒後に断続音の速さびかわり 
ます） 

♦シートベルトを着用すると消音します。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


次の警告'月が点幻または点ミ威したときは、ずみやかに対処してください。 



) 助手席シートベルト非着用警告打 

エンジンスイッチび " ON " で、かつ助手席シート座面の乗 
員検知センサーび乗員を検知したとさに、助手席シートベルト 
を着用していないと点滅します。 

ただちにシートベルトを着用してください。 

■シートベルト非着用警告ブザー 

警告灯び点滅している状態で、車速び約2已 km / h しソ上になると、 
断続音び約] 20秒間鳴ります。 

(ブヴーび鳴りはじめてか日、約3□秒後に断続音の速さびかわり 
ます） 

♦シートベルトを着用すると消音します。 


知識 


警告なについて 

♦センサーは、助手席シート座面 （5 しろ半分）に、ある一定] iLh の重量び 
かかったとさお巧します。従って、荷物などを置いた場合にち検知ずるこ 
とびあります。 

♦助手席シート座面上にクッション（座布団）などを敷くと、重量び分散さ 
れ、センサーび乗員を検知しない場合があ0ます。 
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スイッチの ffi い方 

し ランプの使い方~ ) 


J ランプの点打-消灯 



ツマミの位置 

点:打ずるランプ 

ON ① （点灯） 

車幅な.尾な.番号な.各スイツチ照明 

ON ⑨（点好） 

①のランプ+へツドランプ 


ツマミを ON ①、 ON ③にまわすと点灯します。 

♦車幅灯び点灯すると、メーター内の車幅灯表示灯 （023 □ページ参照）び 
点巧します。 

- -ァロ 識- 、 

作動を件について 

エンジンスイッチに関係なく使用でさます。 

便利機能について 
ランプ消し忘れ警告ブザー 

ランプび点なしているとさ、エンジンスイッチからキーを抜いて運転席ドアを開くと、ラ 
ンプ類の消し忘れを警告ずるブヴーび"ピー"と鳴りまず。 
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スイッチの使い方 


>前方を違くまで照5したいときは 



上向を 


下向さ 


ID 


>ヘッドランプび点灯しているとき、レバーを前方に巧すと、ヘッドランプ 
び上向きになります。 

>へッ ドランプび消打していてもレバーを手前に引している間、 へッ ドラン 
プび上向さになります。 

>へッドランプび上向きのときは、メーター内のへッドランプ上向き表示灯 
(023 □ページ参照）び点灯します。 




完全に充電されたバッテリーでも、エンジンを停止した 
状態で長時間ランプ類を点なさせないでください。 


バッテ I 」一あびりの原因となります。 
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c ハ□ゲンヘッドランプの光軸上下調壁のしかた） 


A □ゲンへッドランプ装着車 



ダイヤルをまわすと、へッドランプの光軸（光の照日す方向）を下向さに調 

敕でホチす 

通常は0 (ゼロ）の位置（光軸びいちばん上向さの位置）で使巧します。 

' -知日^ - 、 

作動条件について 

へッドランプび点灯しているとさに使用でさます。 

光軸上下調整について 

♦人や荷物をのせることにより車両前面び上を向いて、へッドランプの照5す範囲がいつちよ 
り上向きになっているとをに、ダイヤルをまわしてへッドランプの光軸を下向きにします。 

人や荷物を降ろしたあとには、必ずダイヤルを0 (ゼ □) の位置にちどしておいてください。 
♦乗員数やラゲージルームの積載状況に応じて、下記の表を目安にダイヤル位置を調整して 
<ださい。 

ダイヤルに置の目安 


乗車やラゲージルームの積載状況 

ダイヤル位置 

運転席のみ乗車時 

0 

運転席と助手席乗車時 

1 

已名乗車時 

3 

已名柔車時でかつラゲージルーム満載時 

4 

運転席のみ乗車時でかつラゲージルーム満載時 

己 


♦車検などで光軸調整をするとをは、ヘッドランプレべ U ング調整ダイヤルを日（ゼ □) の 
位置（いちばん上向さの位置）にしてから行ってください。 
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〔フ□ントフォグランプの使い方） 


スイッチの使い方 


r フ□ントフオグランプ装着車 I 

京 


ッマ- 

ツマミを が） にまわすと点灯し、0 F F にまわすと消灯します。 

♦フ□ントフォグランプび点灯すると、メーター内のフ□ントフォグランプ 
表示灯 （023 □ページ参照）び点灯します。 

' -知識- ' 

フ□ントフォグランプについて 

雨や霧などでネ見界び悪いときに、へッドランプの補助として使用します。 

作動を件について 

車幅なび点なしているとき使用できます。 
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〔方向指示レバーの使い方） 





車線変更（だ) 


車線変更（ち) 


♦レノ（一を上または下へ操作すると、左またはち側の方向指示灯び点滅します。 
メーター内にある方向指示表示灯 （023 □ページ参照）ち点滅します。 
レバーは八ンドルをもどすと自動的にもどります。もど日ないときは、 
手でちどしてください。 

♦車線変更のときには、レバーを軽く上または下へ押さえている間、それぞれ 
の方向指示灯および方向指示表示灯 （023 □ページ参照）び点滅し、手を 
離すと消灯します。 


' -ァ□識- 

作動を件について 

エンジンスイッチび " ON " のとき使用で舌ます。 

点滅が異常に速くなつたとをは 

ち向指おなの電球切れび考え5れます。すべての方向指示打び点滅するか確認してください。 
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スイッチの使い方 

( ワイパ ー &ウォッシャーの使い方） 

) ワイパーの動かし方 ■ 

■フ□ント 


一時作動 y \ 間巧時間「長」 



高速作動 
(H I )〜 


レバーを操作すると、上図のよラに作動します。 

♦間欠作動 （I NT ) のとさツマ S をまわすと、間欠時間を約3〜] 2秒の 
間で調整でさます。 

♦-時作動 （M I ST ) は、レバーを OF F か日巧し上げている間、ワイパー 
び低速作動します。 手を離すと OFF にちどります。 

■ U ヤ 



ツマミをまわすと、上図のように作動します。 
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ワイパーゴムがガラスに張り付いていないことを確認し 
て < ださい。 


♦ウインドゥガラスび凍結しているとさや長時間ワイパーを使用しなかったときは、ワイパー 
ゴムびガラスに張り付いていないことを確認してください。ガラスに張り付いたまま作動 
させると、ワイパーゴムを損傷するおそれびあ0ます。 

♦積雪などにより、ワイパーび途中で止まったときは、車を安全な場所に止めてワイパース 
イッチを日 FF 、 エンジンスイッチを " ACC " または" LOCK " にし、ワイパー 
び作動でさるよ ラに積雪などの障害物を取り除いて ください。 


' 知識 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でをます。 

保護機能について 

ワイパーモーターには、保護機能としてブレーカーを内蔵しています。モーターの負担び 
大きい状況び続いたとをなどには、ブレーカーび作動し、一時的にモーターび止まることび 
あ0ます。 ] 日分ほどすると、ブレーカーび復帰して通常どお0使用でさるよラになります。 
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スイッチの使いち 


J ウオッシヤー液の噴射のしかた 

国フ□ント 



レバーを手前に引している間、ウォッシャー液び噴射されます。 
♦ウォッシャー液噴射後、ワイパーび数回作動します。 

■ U ヤ 



♦作動中にウォッシャー液を噴射させるときは、ツマミを0 N の位置か日上 
の圧]側にまわします。 

参ツマミを0 F F の位置か日下の苗側にまわすと、ウォッシャー液び噴射 
されます。 
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黑ぶおはリインドウガラスが暖まるまでウォッシャーあ 
を使巧しないでください。 

寒を時はウインドウガラスび暖まるまでウォッシャー液を使用しないでください。 

ウオッシャー液びウインドウガラスに凍り付さ、視界不良を起こずおそれびありち険です。 


必かウォッシサ-液を P 崩してか5ワイパ-を作動させて 
ください。 

♦必ずウォッシャー液を噴射してからワイパーを作動させてください。ガラスび乾いている 
とさにワイパーを作動させると、ガラスを傷付けるおそれびありまず。 

♦ウォッシャー液び出ないとさ、ウォッシャースイッチを操作し続けると、ポンプび故障 
するおそれびあります。ウォッシャー液量やノズルのつまりを点検してください。 

また、ノズルびつまって噴射状態び悪い場合は、 ® トヨタ販売店にご相談ください。 


' 知識 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとさ使用でをます。 

ガラスに付いた油膜について 

油膜びあると、雨の夜は対向車のランプなどび乱反射します。ガラスク U —ナーを使って、 
ガラスの表面をされいにしてください。 

ウォッシャー液の補給について 

ウオッシャー液の補給については、0393ページを参照してくださし、。 


258 



















スイッチの使い方 


フ□ントワイパーデアイサーの使い方 


胃を地仕様車 



スイッチを巧すと約1已分間作動し、作動中にもう一度巧すと停止します。 
♦作動中は作動表示灯び点灯します。 



作動中はフ□ントウインドゥガラス下部および運転席側 
フ□ントピラー部の表面が熱くなりますので、手でふれ 
ないで < ださい。 


やけどをするおそれびありを巧です。 


誦 


連続して長時間使用しないでください。 


バッテリーあびりの原因となります。 


知識 


フ□ントワイパーデアイサ ーにつ いて 

フ□ントウインドウガラス下部、および運転席側フ□ントピラー部の表面を暖めてガラス 
とワイパーブレードの凍結を防止します。 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でさまず。 
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〔リヤウインドウデフオッガー虐り取り）の使い方） 


才ートエアコン 装着車 マニュアルエアコン 装着車 I 




r 才ートエアコン 装着車、 マニュアルエアコン 装着車（寒;令地仕様車） 1 

スイッチを巧すと約1巳分間作動し、作動中にもう一度巧すと停止します。 
♦作動中は作動表示灯び点灯します。 


マニュアルエアコン 装着車（寒;令地仕様車を除く） 


スイッチを巧すと作動し、作動中にちラー度巧すと停止します。 

♦作動中は作動表示灯び点灯します。 

♦ U ヤウインドウガラスの曇りび取れた日、必ず停止させてください。 



連続して長時間使用しないでください。 


バッテ IJ 一あび0の原因とな0ます。 


' ^油識 

リヤウインドゥデフォッガーについて 

IJ ヤウインドゥガラスを熱線で暖めて曇りを取ります。 

作動を件について 

エンジンスイッチび° ON " のとさ使用でさます。 
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スイッチの使い方 


(TRC OFF スイッチの使い方つ 

I VSC & TRC 装着車 I 



スイッチを押すと T R C の作動が停止し、停止中にちラー度巧すと作動可能 
状態にもどります。 

♦停止中は、 y —ター巧にある TRC OFF 表示灯 （0232 ページ参照）が 
点灯します。 


' 知識 

TRC について 

TRC は、ずべ0やすい路面での発進や加速時に生じる駆動輪の空転を抑制し、車両の安定 
性と駆動力を確保しよラとする装置です。（作動については、0337ぺージ参照） 

しかし、说かるみや新雪などか5脱出するとさに TRC び作動していると、アクセルペダル 
を踏み込んでもエンジンの出力び上がらず、脱出び困難な場含びあります。 

このようなときに 、 TRC OF F スイッチにより、 TRC の作動を停止することびできます。 

作動条件について 

エンジンスイッチを " ON " にすると、 TRC 作動可能状態になります。 

TRC の自動復帰について 

TRC 日 FF スイッチで TRC の作動を停止したあと、エンジンスイッチを " ACC " 
または" LOCK " にすると、自動的に TRC 作動可能状態にもどります。 
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c 巧ち点滅：口の使い方） 


オートエアコン装着車 


マニュアルエアコン装着車 



スイッチを巧すとすべての方向指示灯び点滅し、ちラー度巧すと消灯します。 
♦メーター内にある方向指示表示打ち点滅します。 （0230 ページ参照） 



エンジンが停止しているときに長時間使巧しないでくだ 
さい。 


バッテ1」一あび0の原因とな0ます。 


' ァロ識 

非常点滅なについて 

故障などでやむを得ず路上駐車する場合、他車に巧5せるため巧用します。 

作動を件について 

エンジンスイッチに関係なく使用できまず。 


262 



























スイッチの使い方 



八ンドルのマーク周辺部を巧すとホーン（警音器）が鳴ります。 

八ントル位置を調整したあとは、確実に固定されている 
ことを確認してください。 

ホーンび鳴5ない場含びあります。八ンドルの固定方法については、02日0ページの 
「八ンドルの調整」を参照して<ださし、。 

' -知識- 

作動条件について 

エンジンスイッチに関係なく使用でさます。 


C ホーンのない方 J 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


一!解説とを意_ 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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MEMO 
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室内装備の 
巧り扱い 


エアコンの取り扱い . 2巨巨 

才ートエアコンの使いち 266 

マニュアルエアコンの使い方27巨 
のき出し□の調壁 282 

プラズマクラスターの使い方吕84 

才ーデイオの取り巧い . 28百 

電源、音量-音質調整 吕 87 

ラジオの使い方 290 

CD プレーヤーの使いち 吕 94 

アンテナ 吕 99 

使用上の留意点 300 

室内装備品のほい方 . 302 

サンバイザー 302 

コートフック 302 

室内な 303 

収納ボックス 304 

収納ポケット 30已 

マルチボックス 306 

アクセサリーソケット 307 

カップホルダー 308 

ボトルホルダー 309 

デッキアンダートレイ 310 

コンビニフック 311 

アンブレラホルダー 311 

フ□アマット 312 



か^ずる 


運乾をずる 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 
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エアコンの取り巧い 


こ才ートエアコンの使い方*) 



J 才ート （ AUTO ) での使い方 

吹き出し□、風量び自動的に調整され設定温度となります。 


吹さ出し口を 
自動調壁にする 


作動表示打 



吹さ出し OAUTO スイッチを巧 
します。 

♦作動中はスイツチの作動表示灯 
び点灯します。 


風量を自動調壁にする 


• 


•糸 



a7c 1 

な OFF ス 



フアン調整ダイヤルを A U TO の 
位置にします。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 




















































エアコンの取り巧い 


温度を調整ずる 


\ 25 / 



温度調整ダイヤ j レで調整します。 
温度を上げるとさはち側、下げる 
とさは左側にまわします。 


エアコンを ON にする 


. JL . 

作動表示口 


谷 

AUToU A/C 



り 


エアコンスイッチを巧します。 
♦作動中はスイッチの作動表示灯 
び点打します。 

参外気温び0で近くまで下びると、 
エアコンは作動しません。 


フアンを止める 



ファン調整ダイヤルを0 F F の位 
置にします。 


A 


警告 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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エンジン停止中に作動させないでください。 


バッテ U —あび0の原因となります。 


' 知識 

車内の温度が高いときは 

駐車のあと車内温度び高いときは、窓を開けて熱気を逃がしてか5エアコンを作動させてく 
ださい。 

吹を出し □A U T 0スイッチについて 

吹き出し 口 AUT 日 スイッチび 日 N のとき、吹さ出し□切0かえスイッチを操作すると、 
吹さ出し DAUT 日 スイッチは 日 F F になります。 

エアコンの臭いについて 

♦エアコン使巧中に、車室内がのさまざまな臭いびエアコン装置巧に取0込まれて混ざり含 
ラことにより、吹を出し口か5の風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしておくことをおす 
すめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時にはエアコン始動 
直後、しば5く送風び停止する場合びあります。 
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エアコンの取り巧い 


J お好みの状態にずるには _ 

各ダイヤルまたはスイツチを操作することで、それぞれの設定で使用するこ 


とびでさます。 


風量を切りかえる 



• ^ 

• 




fly 


AUTO III 

A/C ぶ 

み OFF^ 

mg# 


ファン調整ダイヤルで風量を設定 
します。 

風量を已段階に切りかえることびで 
さます。 

風量を強くするときはち側、弱く 
するとさは左側にまわします。 

• 0 FF の位置にするとフアンび 
停止します。 


吹き出し口を切りかえる 



p 作動表示口 



、 criD ciLi cd 

\ ジみ 

J 與 



吹さ出し□切りかえスイッチで吹 
さ出し口を選択します。 

の麵表示灯 

び点灯します。 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


囊蝴 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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くのき出し□選択の目安 > 


上半身に送風ず 
るとさは 


上半身と足元に 
送風ずるとさは 


足元に送風ずる 
とさは 


足元への送風と 
ガラスの量りを 
取るときは 
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※は寒冷地仕様車のみ送風されます。 

























エアコンの取り扱い 


温度を調整する 



温度調整ダイヤ j レで調整します。 
温度を上げるとさはち側、下げる 
とさは左側にまわします。 


エアコンを ON にする 


作動表示な 


•/ 

の 


眉 g 

A/C 

) 


か OFF 


フアンび作動中のとき、エアコン 
スイッチを巧すごとに、エアコン 
(冷房、除湿機能）び ON と0 F F 
に切りかわります。 

♦作動中はスイッチの作動表示灯 
び点灯します。 

参外気温び0で近くまで下びると、 
エアコンは作動しません。 


夕'!'気導入*內気循環の 
切りかえをする 



♦ ^スイッチを巧すと、外気導入 
になります。 

♦ ^スイッチを巧すと、内気循環 
になります。 

♦選択したスイッチの作動表示灯 
び点灯します。 


表示 

モード 

ち 

外気導入 

外気を導入している状 
態です。通常はこの位 
置でお使いください。 

是 

内気循環 

外気をしゃ断している 
状態です。トンネルや 
渋滞など外気びちれて 
いるとさや早くを暖房 
したいとさ、外気温度 
び高いとさの;令房効ま 
を早めたいとをにお使 
い < ださい。 


A 


警告 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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ガラスの量りを取る 



7 ファンを作動させます。 

と フ□ントデフ□スタースイッチを巧します。 

作動中はスイッチの作動表示灯び点灯します。 

〇エアコンが作動していないとさはエアコンスイッチを巧します。 

作動中はスイッチの作動表示灯び点灯します。 

4 ^スイッチを巧して外気導入にします。 

スイツチの作動表示灯び点灯します。 


<吹き出し □> 
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エアコンの取り巧い 


姐]真かホ吊に高いときにエアコンを作動させている場合 
は、フ□ントデフ□スタースイッチを f 甲さないでください。 

が気とウインドウの温度差でウインドウが側表面び曇り、視界をさまたげる場含があります。 


エンジン停止中に作動させないでください。 


バッテ U — あびりの原因となります。 


' —知日^^- 

内が気切りかえについて 

♦ トンネル内や渋滞などでちれた外気を車內に入れたくないとをや、早く冷暖房をしたいと 
を、が気温度び高いとさの;令房効果を早めたいとさに、^ (内気循環）スイッチを ON 
にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環にするとガラスび曇0やす<なります。 

内夕+気2層制御について 

寒;令地仕様車は、吹を出し□切0かえスイッチび vi または*科のとを、温度調整ダイヤルを 
いちばんち（高温側最大）にまわし、な> (が気導入）スイッチを日 N にすると、室内上層 
びが気導入、室内下層び内気循環になり、内気循環時と同じくらいの暖房性能を維持しなび 
5、ガラスの曇りを防止します。 

便利機能について 

フアン調整ダイヤル、および吹き出し口び AUT 日のとき、次のような機能びあります。 
♦吹き出し口びみ’、 V-/’ または辟のとき、冬場などの寒いときには温風の準備びできる 
まで、しば5くの間フアンを停止します。 

♦吹き出し口び*み‘または*パ‘のとき、夏場などの暑いときには冷風の準備びできるまで、 
数秒間フアンび"弱"で作動します。 

吹き出し□について 

車室温、か気温度、または日射などの条件により吹き出し口切りかえスイッチび V /’、 * 拜’ 
およびフ□ントデフ□スタースイッチび日 N のとき、中央吹き出し□か5も送風される場合 
びあ0ます。 



目次 


A 


00 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


囊瑚 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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' 知識 

より早くガラスの量りを取るには 

ガラスの曇りを取る （0272 ページ参照）操作と併せて、次の操作を行います。 

♦風量を増す（フアン調整ダイヤルを操作する） 

♦設定温度を上げる（温度調整ダイヤルを操作する） 

フ□ントデフ□スタースイッチについて 

内気循環モードでフアンび作動中のとさ、フ□ントデフ n スタースイッチを巧すと、エアコン 
び自動的に日 N になります。 

車内温度び高いときは 

駐車のあと車内温度び高いときは、窓を開けて熱気を逃してか5エアコンを作動させてくだ 
さい。 

エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使 巧 中に、車室内がのさまざまな臭いび エアコン 装置巧に取0込まれて混ざり含 
ラことにより、吹を出し口か5の風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしておくことをおす 
すめします。 
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エアコンの取り巧い 


MEMO 


A 

望 

是 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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c マニュアルエアコンの使い方*) 



>お好みの状態にずるには 

さダイヤル、スイッチ、またはレバーを操作することで、それぞれの設定で 


使用することびでさます。 


風量を切りかえる 



ファン調整ダイヤルで風量を設定 
します。 

風量を4段階に切りかえることびで 
さます。 

風量を強くするときはち側、弱く 
するときは左側にまわします。 

♦ OF F の位置にするとフアンび 
停止します。 


吹さ出し□を切りかえる 



吹き出し□切りかえダイヤルで吹 
さ出し口を選択します。 

(〇なページ参照） 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 
























































エアコンの取り巧い 


く吹き出し□選択の目安> 


上半身に送風ず 
るとさは 


上半身と足元に 
送風ずるときは 


足元に送風ずる 
とさは 


足元への送風と 
ガラスの量りを 
取るとさは 




\ 

響 


! 

響 


! 

響 


0 

響 


※は寒冷地仕様車のみ送風されます。 


A 


警告 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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温度を調整する 



温度調整レバーで調整します。 
温度を上げるとさはち側、下げる 
とさは左側に動かします。 


エアコンを ON にする 


作動表示口 

_A/C 『 

晒 REAR [] I 


フアンび作動中のとき、エアコン 
スイッチを巧すごとに、エアコン 
(冷房、除湿機能）び ON と0 F F 
に切りかわります。 

♦作動中はスイツチの作動表示灯 
び点灯します。 

参外気温び0で近くまで下びると、 
エアコンは作動しません。 


夕七気導入*內気循環の 
切りかえをする 



内外気切りかえレノ（一で外気導入 
と内気循環を切りかえます。 


表示 

モード 

没/ 


夕惊導入 

外気を導入している状 
態でず。通常はこの位 
置でお使いください。 

1曲 


内気循環 

外気をしゃ断している 
状態です。トンネルや 
巧おなどが気び';ちれて 
いるとさや早くを暖房 
したいとさ、外気温度 
び高いとさのを房効果 
を早めたいとさにお使 
いください。 
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エアコンの取り巧い 


/フアンを作動させまず。 

のさ出し□切りかえダイヤルを 郁? の位置にしまず。 

〇エアコンが作動していないときはエアコンスイッチを巧しまず。 

作動中はスイッチの作動表示灯び点灯します。 

4内が気切りかえレバーを^ (外気導入）側にしまず。 

<吹き出し □> 


ガラスの量りを取る 


A 

整 

互 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


pi 


車との上手な 

付き合いち」タノテナンス-广万-のとき 」 IjEF 



基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 
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湿度が非常に高いときにエアコンを作動させている場合 
は、のき出し□切りかえダイヤルを 哺？ （量り取り）の位 
置にしないで < ださい。 

が気とウインドウの温度差でウインドウ外側表面び曇り視界をさまたげる場含びあります。 



エンジン停止中に作動させないでください。 


バッテ U —あび0の原因とな0ます。 


' -知識- 

内が気切りかえについて 

♦ トンネル内や渋滞などで巧れた外気を車内に入れたくないときや、早く冷暖房をしたいと 
き、が気温度び高いときの冷房効果を早めたいときに、内が気切りかえレバーを^ 
(巧気循環）側にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環にするとガラスび曇りやすくなります。 

内が気2層制御について 

寒冷地仕様車は、吹き出し□切りかえダイヤルび V ；または*声‘のとさ、温度調整レパー 

をいちばんち（高温側に最大）にして、巧が気切0かえレバーを^ (外気導入）側にする 

と、室内上層びが気導入、室内下層び内気循環にな0、内気循環時と同じくらいの暖房性能 

を維持しなび日、ガラスの曇りを防止しまず。 

吹き出し□について 

♦吹き出し□切0かえダイヤルを*;:/’の位置にし、温度調整レバーを中間位置で使用すれば、 
隠め5れた風び足元か5、比較的温度の低し、風び中央および運転席側、助手席側吹き出し口か 
ら送風されます。 

♦吹を出し□切りかえダイヤルび •パ‘、*嘗 または嘯^の位置のとさ、温度調整レバーを 
いちばん左（低温側に最大）およびその近くまで操作すると、中央吹き出し口か5わ送風 
されます。 
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エアコンの取り巧い 


' 知識 

より早くガラスの量りを取るには 

ガラスの曇りを取る （027 日ページ参照）操作と併せて、次の操作を行います。 

♦風量を増す（ファン調整ダイヤルを操作する） 

♦設定温度を上げる（温度調整レバーを操作する） 

車内の温度が高いときは 

駐車のあと車内温度び高いときは、窓を開けて熱気を逃びしてからエアコンを作動させて 
<ださい。 

エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、車室内かのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれて混ざり合 
ラことによ0、吹き出し□からの風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしておくことをおす 
すめします。 


目次 
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00 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


囊蝴 


車との上手な 
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メンテナンス 
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c 巧を 出し□の 調壁 ） 



) 吹き出し口の調整のしかた 



吹さ出し口のフィンを動かして、 
お好みの風向きに調整します。 


) 吹さ出し口の開閉のしかた 



♦開けるとさはフィンのくぼみ部 
分を巧します。 

♦閉めるとさはフィンを押し下げ 
よ9 〇 


' 知識 

吹き出し□について 

冷房時、まれに吹き出し口か5震び吹き出したように見えることびありますび、これは湿った 
空気び急に冷やされたとさに発生するをのであり異常ではありません。 
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エアコンの取り巧い 


MEMO 


A 

望 

是 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 
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こプラズマクラスター®の使い方*) 



スイッチを巧すと、下表のよラに作動します。 


モード 

スイッチ 

表示な 

作動 

ク U —ンモード 


陶 

唆 

: 

青色 

同量のプラスイオンとマイナスイオン 
を放出して、車内に浮遊するカビ菌の 
活動を抑制します。 

OFF 


S' 

晒 

う 

消灯 

作動停止。 

イオンコント 
□- ルモード 


趙 

風 

商 

つ 

緑色 

マイナスイオンの比率を高く放出して 
空気中のイオン/ 1 くランスを整えまず。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 
































エアコンの取り巧い 


J フ乂イソフスターイオン発生器は高電圧を利用してい 

危険ですので、修理等は 必ず® トヨタ 販売店にご相談ください。 


プラズマクラスターの取り扱いについては、次の点にご 
注意ください。 

♦プラズマクラスターイオンの吹さ出し口（運転席側吹さ出し □) には、スプレー（洗浄剤、 
整髪料など）の噴露、また棒などの異物を挿入しないでください。故障の原因となります。 
♦運転席側吹き出し口付近にミちれび付着することびあります。この場合は、プラズマクラス 
ターを日 F F にして清掃してください。 


' 知識 

作動条件に ついて 

ファンび作動中 （02 日白ページ参照）のとき下記の条件で効果を発揮しまず。 

♦吹さ出し口切りかえ スイッチび、；/‘ または*;:/’のとさ 

(夕、•夕政外のときわ風は出ますび、高い効果は得日れません） 

♦運転席側吹を出し口び開いているとさ 

プラズマクラスターについて 

♦エアコンの吹き出し □ (運転席側吹き出し □) か5の送風にプラズマクラスターイオンを 
含ませ、車内の空気質を整えます。 

♦プラズマクラスター、プラズマクラスター- r オンおよび Plasmacluster はシャープ株式 
会社の商標です。 

作動音に ついて 

プラズマクラスターイオン発生器作動時には、微かな作動音び発生する場含びあ0ますび、 
これはプラズマクラスターイオン生成時に電子び電極に衝突する隙に発生するわので、故障 
ではありません。 
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才ーデイオの取り扱い 



CD - 体 AM / FM ラジオ ★ 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 





































オーディオの取り巧い 


G 電源、音量-音質調壁） 



(オーディオコント□ールダイヤル） 


》基本操作 

①電源を入れる-切る 



パワースイツチを巧すごとに、 
入-切になります。 



音量調整ダイヤルをちへまわすと 
音量び大さくなり、左へまわすと 
ルさくなります。 


- A 知識 


作動を件について 

エンジンスイッチび "ACC " または " ON " のとさ使用で走まず。 
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J 応用操作 


③音質調壁をする 


TUNE 



PUSH 

AUDIO CONTROL 


■モードの切りかえ方 

才ーディオコント□ールダイヤルを巧すごとに、 BAS • TRE • FAD • 
BAL の順にモードび切りかわります。 

♦選択したモードび表示部に表示されます。 

■レベル調壁のしかた 

オーディオコント□ールダイヤルで選択したモードのレベル調整をするこ 
とびでさます。 

オーディオコント□ールダイヤルをまわして調整します。 

♦調整レべ j レびモード表示のち側に表示されます。 


調整モード 

モード表示 

調壁レベル範囲 

左へまわず 

ちへまわず 

ほ音 

BAS 

—ご〜 曰 

弱 

強 

高音 

TRE 

—ご〜 曰 

前を音量バランス 

FAD 

R 7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

をち音量バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 
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オーディオの取り巧い 
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ラジオの使い方 


P ⑨ 放送局を還ぶ 

一⑥ 変更した周波数を記憶させる（プリセツトスイッチ） 


AUTOP 


^表示部 



r ④ 周波数をかえる 

( SEEK スイツチ） 


(dIS^ ( FM ) (^v'l 


SEEK ( 
TRAC か 


^①ラジオを聞く （ AM スイッチ） 
ラジオを聞く （ FM スイッチ） 

^ ⑧ 交通情報を聞く（交歷障報スイッチ） 

自動で放送局を記憶ずる （AUTO • P スイッチ） 

周波数をかえる （ TUNE ダイヤル） 


) 基本操作 


①ラジオを聞く 



AM 放送を受信したいときは 、 AM 
スイッチ、 FM 放送を受信したいと 
きは、 FM スイッチを巧します。 


②放送局を選ぶ 



]〜 己までのプ I 」セットスイッチの 
ひとつを巧します。記憶されてい 
る放送局び還択されます。 

放送局の記憶のしかたについては、 
0291、292ページを参照してく 
ださい。 
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オーディオの取り巧い 


J 応用操作 


③自動で放送局を記憶する 



自動で受信可能な周波数を一時的にプ U セットスイッチに記憶させることび 
でさをす。 

旅先などで放送局の周波数びわか日ないとさに便利です。 

AUTO • P スイッチを"ピッ"と音びするまで巧し続けると、受信感度 
の良し)周波数を低い順に6局まで自動的に記憶します。 

♦表示部に 「AUTO • P 」 の表示び出ます。 

♦受信周波数び6局未満のとさは、残りのプ U セットスイッチには何ち記憶 
されません。 

♦周波数の記憶操作び終了すると、"ピピッ"と音びして記憶した中でいち 
ばん低い周波数を受信します。 

• AUTO - P スイッチを巧すたびに、新たに周波数を記憶しなおします。 
♦自動で周波数を記憶させてち、 AUTO • P スイッチを巧す前 （「AUTO • P 」 
の表示び出ていないとさ）に記憶させた周波数は消去されません。 

■ AUTO • P スイッチを f 甲す前の状態にしたいときは 

AUTO ■ P スイッチを巧して、すぐ手を離します。 

♦表示部の 「AUTO • P 」 の表示び消え、 L ソ前に記憶させた周波数になり 
9 〇 

■ AUTO•P スイッチで記憶させた周波数を変更するには 

# SEEK スイッチ、または TUNE ダイヤルで記憶させたい周波数を 
選択します。 

ご?変更したい周波数が記憶されているプリセットスイッチを"ピッ"と 
音がするまで巧し続けまず。 
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④周波数をかえる 


(0track(^ 


周波数は S E E K スイッチを巧す 
と、自動で受信可能な周波数を選択 
でをます。 

♦高い方へ選択するとさは八側、 

低い方へ選択するとをは V 側を巧 

します。 

•受信感度び良<、現在表示部 
に表示されている周波数にい 
ちばん近い周波数を自動で選 
択します。 

. 途中で止めたいときは、ちラー 
度 SEEK スイッチを巧します。 

. 地域や車の向さなどの条件に 
より、すべての周波数の受信 
感度び悪い場合、自動で選択 
でさないことびあります。 



周波数は TUN E ダイヤルをまわ 
すと微調整することびでさます。 
♦高い方へ選択するとさはち側、 
ほいちへ選択するとさは左側にま 
わします。 


⑥変更した周波数を 
記憶させる 



記憶させたいプ U セットスイッチ 
のひとつを"ピッ"と音びするま 
で巧し続けると、聞し''てし''る周波 
数を記憶させることびでさます。 

♦ AM • FM 各6局まで周波数を記 
憶させることびできます。 
ひとつのプ I 」セットスイッチに、 
AM . F M 各1局ずつ周波数を記 
憶させることびできます。 

♦バッテ I 」一交換やヒューズ交換 
などでオーディオとバッテ I 」一 
との接続び断たれたとさには、 
記憶されていた周波数はすべて 
消去されます。 
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才ーデイオの取り扱い 


⑥交通情報を聞く 



交通情钮 


交通情報放送を行っている地域で交通情報放送局を受信することびできます。 

♦交通情報スイッチを巧すと、交通情報放送局び受信されます。 

♦解除するときは、ちラー度交通情報スイッチを巧します。 

■周波数を変更したいときは 

# AM を還択します。 

^記憶させたい周波数を選択します。 

〇交通情報スイッチを"ピッ"と音がするまで巧し続けます。 

♦新車時には] 620 kHz にセットしてあります。 

♦交還眉報スイッチを巧してラジオを受信しているときは 、 SEE K スイッチ、 
TUNE ダイヤル、プ I 」セットスイッチ 、 AUTO • P スイッチを巧して 
ち周波数は切りかわりません。 

♦バッテ U -交換やヒューズ交換などで才ーディオとバッテ U - との接続び 
断たれたとさには、 ] 己 20 kHz になります。 

' 知識 > 

AUTO • P スイッチについて 

♦地域や車の向さなどの条件により、すべての周波数の受信感度び悪い場合、自動で記憶で 
さないことびあります。 

• AUTO - P スイッチによる周波数の記憶操作を同じ場所で繰0返しても、受信感度の 
状態によっては、操作ごとに記憶される周波数び異なることびあります。 

♦同じ放送局か5の受信でわ、 SEEK スイッチまたは TUNE ダイヤルで選択し、記憶さ 
せた周波数と AUTO • P スイッチで記憶させた周波数は一致しないことがあ0ます。 
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cCD プレーヤーの巧い方 3 



> CD の挿入のしかた 

CD 挿入口に CD を挿入します。 

♦ C D を挿入するとさは、ラベル面を上にして挿入します。 

♦ CD 挿入口に CD を挿入すると、 CD び再生されます。 


> CD の取り出し方 


CD 取り出しスイッチを巧します。 
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オーディオの取り巧い 



》基本操作 


① CD を聞く 



♦ CD び入ってし巧場合は 、 D I SC スイッチを巧すと CD び再生されます。 
♦ CD 挿入口に CD を挿入すると、 CD び再生されます。 
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J 応用操作 


⑨ 曲を選択する 




I^track(^ 



T R A C K スイツチの八側または 
V 側を巧して巧を選択します。 
♦表示部に®番び表示されます。 


③ 早送りをする 


►► 


早送りスイツチを巧している間、 
CD び早送りされます。 

早送りスイッチか日手を離すと、 
その位置か b 再生を始めます。 


④早もどしをする 




早ちどしスイッチを巧している間、 
CD び早ちどしされます。 

早もどしスイッチか日手を離すと、 
その位置か b 再生を始めます。 


⑥ ランダム再生をする 


■Mnd ； 


R AN D スイッチを巧すと 、 CD 
の中か日巧を順不同に再生します。 
参表术部 I し ' ~の表术が出ます。 
解除するときは、ちう一度 RAND 
スイツチを巧します。 
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才ーデイオの取り扱い 


⑥ リピート再生をする 


I 肌， 


RPT スイッチを巧すと、解除す 
るまで同じ巧を繰り返して再生し 
よ9 〇 

参表示部に --8 EL の表示び出ます。 
解除するときは、ちう一度 R P T 
スイツチを巧します。 


⑦表示を切りかえる 


(3 


C D テキスト対応の C D を演奏し 
ているとさは、 TEXT スイッチ 
を巧すごとに、なのように表示部 
の表示び切りかわります。 

巧番および経過時間 " 

♦ 

CD タイトル 

♦ 

曲名 - 
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ミ^^ 8 cmCD を使用ずるときは、アダプターを使用しない 

C D を取り出せなくなるおそれびあります。 


' —知百苗- 

表示について 

♦ CD タイトルまたは曲名表示のとき、タイトルびない場含は 「 N 0 TITLE 」 と表示 
されます。 

•表示部に一度に表示できるのは] 2交:字までです。また、記録されている内容によっては、 
正しく表示されなかったり、表示自体されないことびあります。 

C D タイトルまたは曲名び13で字！;(上の場含は、 T E X T スイッチを約1秒しソ上押し続 
けると] 3文字目！;(降び表示されます。ただし、表示できるのは最大で24艾字です。 

•] 3艾字目政降表示時に、ちラー度 TEXT スイッチを約1秒押し続ける、または 
約目秒し: LL 操作しないと、]文字目〜12文字目までの表示にちどります。 

- CD タイトルまたは®名び2已艾字拟上ある場含でわ、表示できるのは24文字までです。 

CD プレーヤーに異常が生じたとさは 

♦表示部に次の表示でプレーヤーの状態を知5せます。 

-ディスクび巧れているとさや、ディスクび裏表逆などで読み取りびでをないとさ 

「ERROR 1」 

-プレーヤーに異常びあるとさ 

「ERROR 3」 

「ERROR 4」 

♦プレーヤーの温度異常を検出すると、表示部に次の表示び出て自動的にプレーヤーの機能 
び停止します。この場含、しば5くしてプレーヤーの温度び常温に復帰すると表示び消え 
て使用可能になります。 

「 WAIT 」 


298 














アンテナ 


オーディオの取り巧い 


運転席側リヤク オーター ガラスに埋め込まれています。 


アンテナの取り扱いにはごま意くださし、。 


♦アンテナ入りガラス（室内側）の清掃は湿った巧で線にそって拭いてください。ガラスク 
リーナーなどはアンテナを傷めますので使用しないでください。 

♦1」ヤクオーターガラスのアンテナ線部に次のちのを貼り付けないでください。受信感度び 
低下したり、ノイズ（雑音）び入るおそれびあります。 

-金属を含有するウインドゥフィルム 

■その他の金属物（トヨタ純正品政がのアンテナなど） 
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c 使用上の留意点3 


安全運転をさまたげないよラに適度な音量でお聞さください。 

オーディオを聞いているとさに、車内または車の近くでデジタル式携帯電話 
を使用した場合、オーディオのスピーカーか日ノイズ（雑音）び聞こえるこ 
とびありますび故障ではありません。 


丄ンソン仁止中に才ーディオを長時間使巧しないでくだ 

♦バッテ U —あびりを防ぐために、エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでくだ 
さい。 

♦走行中の才ーディオ操作は、安全運転に支障びないよラに十分ま意して巧ってください。 


，ラジオについて_ _ _ 

ラジオの受信は、アンテナの位置び刻々とかわるため電波の強さびかわった 
り、障書物や電車、信号機などの影響により最良な受信状態を維持すること 
び困難な場合ちあります。 

) CD について 


■プレーヤーについて 




「 TEXT I 


上のマークの付いた音楽用 C D のみ使用でさます 。 CD — R や CD — ROM 
などは使用でさません。 

コピーコント□ール C D などの正式な C D 規格に準拠していない特殊デイス 
クには対応していません。 

■寒いとさや雨降りのとさは 

車内のガラスび曇るよラに、プレーヤー内部にち露（水滴）び生じることび 
あります。この場合、音び飛んだり、再生び停止したりしますので、しばら 
くの間、換気または除湿してか日使用してください。 

■悪路を走行したときは 

激しく振動した場合、音飛びをすることびあります。 
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オーディオの取り巧い 




CD の取り扱いにはごま意くださし、。 



♦ CD 取り出しスイッチを押して、 CD び飛び出た状態のまま長時間放置しないでください。 
CD びそり、使用でをな<なるおそれびあります。 

♦ CD は直射日光を避けて保管してください。 CD びそり、使用でをなくなるおそれびあり 
ます。 

♦ CD を扱ラとをは、中むの巧と端を挟んで持ち、ラベル面を上にしてください。 

♦直径 12011 、または 8 cm の円形 L 处がの CD は 

再生でさません。特殊形状の CD は機器の 
故障の原因となりますので、使巧しないで 
<ださい。 

♦ DualDisc には対応していません。機器の故 
障の原因とな0ますので、使巧しないでくだ 
さい。 

♦記録部分に透明または半透明部分びある C D 
は、正常に出し入れや再生びでさなくなる 
おそれびありますので、使巧しないでくだ 
さい。 

♦レンズク U —ナーを使巧すると、プレーヤー 
のピックアップ部の故障の原因となるおそ 
れびありますので使巧しないで<ださい。 

♦セ□八ンテープ、シール 、 CD — R 用ラベル 
などび貼ってある CD や、はびしたあとの 
ある CD は使用しないでください。プレー 
ヤーび正常に作動しなくなったり、 CD び 
取り出せなくなるなど、故障の原因となる 
おそれびあ0ます。 

♦ CD の';ちれは、プラスチック用メガネ拭さ 
などの柔5かく乾いた巧で軽く拭き取って 
ください。手で強く押したり、かたい巧で 
こすると表面に傷び付くことびあります。 

また、レコードスプレー-帯電防止剤-アルコール-ベンジン-シンナーなどの溶剤や化 
学ぞラをんなどを使巧すると、 CD び損傷し使巧でをなくなるおそれびあります。 
♦変形したディスクは機器の故障の原因となりますので使用しないでください。 



-透明部分 ^透明部分 


〇 〇 — D 口 =ベ、■し 


全面透明 


シール 



% 


CD Q 〇 〇 〇 ( 
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ま内装備品の使い方 

C ~サンバイザー ) 



日差しびまぶしいときに使用します。 
側面にまわして使用することちで 
さます。 

' —知 -、 

便利機能について 

バニティミラー（化粧用ミラー） 

サンバイザーの裏側に化粧用 S ラーび付 
いています。フタをスライドさせて使用 
します。 



チケットホルター 

サンバイヴーの裏側にあります。チケッ 
卜などを収納することびでをます。 



コー トフック 



後席運転席側のアシストグ U ップ 
にはコートフックびあります。 
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室巧装備品の使い方 


C 室内な J 


■マップランプ ■ルームランプ 


参スイッチび ON の位置のとさは、点灯します。 

♦スイッチび OFF の位置のときは、消灯します。 

♦スイッチび DOOR の位置のとさ、いずれかのドア（バックドアを含む) 
を開けると点灯し、すべてのドアを閉めると数秒後に消打します。 
(詳しくは、〇]]目ページの「イル S ネーテッドエント U - システム」を 
参照してください） 


エンジン停止中に長時間点なさせないでください。 


バッテ1」一あびりの原因となります。 


' 油識 

作動を件について 

エンジンスイッチに関係なく使用でさます。 

バッテ U - あびり防止機能について 

エンジンスイッチにキーび挿し込まれていないとさ、いずれかのドアび開いた状態で、マッ 
プランプ （ DOOR の位置のとき）、ルームランプ （ DOOR の位置のとき）び約20分 ULh 
点打し続けると、バッテ U — あびり防止機能び働舌、ランプび自動的に消なします。 
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c 収納ボックス ） 


■グ□ーブボックス 



フタを引いて開けます。 

♦使用しないとさは閉めておいて 
ください。 


■運輯席□アボックス 



ツマ写を引いて開けます。 

♦使用しないとさは閉めておいて 
ください。 


■運転席ル物入れ 



フタを引いて開けます。 

♦使用しないとさは閉めておいて 
ください。 

■センター□アボックス 



レバーを引いて開けます。 

♦閉めるとさに"カチッ"と音び 
するまで確実に閉めます。 

♦使用しないとさは閉めておいて 
ください。 


麵ボックスのフタを開けたままを6しないでくださし、。 

急ブレーキをかけたとさなどに荷物が飛び出し、思わ械事故につなびるおそれびあり危険です。 
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c 収納ポケット ） 


室内装備品の使い方 


■運転席ドア ■助手席正面 






収,1化 l 、- r ット内に転がりやずいものや凹面より高さのある 
言!^ ものを置かないでください。 _ 

急ブレーキ、急旋回したと定などに置いたちのび飛び出し、思わめ事巧につなびるおそれび 
ありを険です。 
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c マルチボックス ） 



トレイを取りはずしたり、トレイの位置を移動させることびでさます。 

参トレイを固定させるときは、ボックス内の溝にかけ、トレイの両側面にあ 
るツメを確実にかけてください。 


使用する際にはむ下の点にま意してくださし、。 


マルチボックス内に転びりやすいちのを置かないでください。 

急ブレーキ、急旋回したときなどに置いたものび飛び出し、思わめ事巧につなびるおそれび 
あ〇ち険でず。 


w/mm 


翻 


トレイの上に重たいものや大きなものを載せないでくだ 
さい。 


走行中にトレイびはずれたりずるおそれびありまず。（最大荷重約 1.2 k 呂） 
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G アク七ヴ ij — ソケット） 


室内装備品の使いち 


フタ 

車内で電気製品を使用することのでさるソケットです。 

使巧するときは、フタを開けます。 

♦使用しないとさは、フタを閉めておいてください。 

/クセサリーソケットを使わないときは、フタを閉めて 
おいてください。 

♦アクセサ U —ソケットを使わないとさは、フタを閉めておいてください。 

異物びソケットに入った0、飲料水等びかかったりすると、故障したり、シヨートする 
おそれびあ0ます。 

♦エンジンび停止した状態で長時間使用すると、バッテ U —びあびることびあります。 

また、エンジンびかかっていてをアイド I 」ング状態で長時間使用すると、バッテ U —びあ 
びることびあります。 


' 知識 

作動条件について 

エンジンスイッチび "ACC " または " ON " のときに使用でをます。 

アクセサリーソケットについて 

♦使用する電気製品は、必ず DC 12 V で最大電流1日 A (最大消費電力 120 W ) UTF の 
電気製品を使巧してください。 

♦規定容量をこえる電気製品を使用すると、車両ヒューズび切れることびあります。 



A 


警告 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 


囊瑚 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 


307 




















































c カップホルダー ) 

■フ□ント中央 




ツマ写を引いてフタを開けます。 

♦ホルダーを調整して使巧してください。 

♦格納するときはホルダーを格納してか日フタを閉じます。 
♦使用しないとさは閉めておいてください。 

■後席（運輯席側） 



カップホルダーには、カップや軟料吿、紙パック LU がの 
ものを入れないでください。 

•カップホルダーには、カップや飲料ち、紙バックけ外のものを入れないでください。急ブ 
レーキをかけたとさや衝突時に収納していたちのび飛び出し、けびをするおそれびありまず。 
やけどを防ぐために温かい飲み物にはフタをしてください。 

♦急ブレーキをかけたとさや衝突時に、カップホルダーに体びあたるなどして、思わめけび 
をするおそれびあり危険です。フ□ント中央のカップホルダーを使用しないとさはフタを 
閉めておいて < ださい。 



カップホルダーに手をついたり、足で踏んだりしないで^ 

カツプホルダーび破損ずるおそれびありまず。 
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C /it‘ トル Tlwi / 夕 一 J 


室内装備品の使いち 


■運転席ドア 



とくにドア開閉時にジュースなどびこぼれた D 、ガラス製品び割れたりするおそれびあ0 
ます。 


' 知識 

ボトルホルダーについて 

♦必ずぺットボトルのフタを閉めてか5収納してくださし、。 

♦ぺットボトルの大ささ、形によっては収納でをないことがあ0ます。 
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こ デッキアンダートレイ） 



ラゲージルームのデッキボードの下に、荷物を収納することびでさるデッキ 
アンダートレイびあります。デッキアンダートレイは、取りはずすことちで 
さます。 

:>取りはずし方 

7デッキボードを持ち上げて取り 

はずします。 


と 中央デッキアンダートレイ、運 
転席側デッキアンダートレイの 
順に持ち上げて取りはずしまず。 



wmm 


デッキボードを開けたまま走しないでくださし、。 


急ブレーキをかけたとをなどに、 
つなびるおそれびあり危険でず。 


デッキアンダートレイ内のをのび飛び出し、思わめ事故に 


デッキボードに無理な力をかけないでください。 


♦デッキボードの下び荷物収納スペースになっている部分（ボードの下に支えびない部分） 
には、約2日 k 呂上の重さのをのを載せないでください。デッキボードび破損するおそれ 
びお0ます。 

♦スペアタイヤをはずした状態でデッキアンダートレイを使巧しないでください。 
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室内装備品の使い方 


コンビニフック 



運転席シート後部にあります。 
買い物袋などを吊り下げておくこ 
とびでさます。 

•つ ックを手前に引き出して使用 
しまず。 

♦使用しないとさは格納してくだ 
さい。 


A ま意 


♦重たいものや大きなものをフックに掛 
けないでぐださい。 

(最大荷重約 4k 邑） 

フックび折れたり、走行中にはずれた 
りするおそれびあ0ます。 

♦フックを使用しないときは、格納して 
おいてぐださい。 

指を挟むなどして思わ城けびをするお 
それびあります。 


アンブレラホルダー ) 



後席助手席側にあります。 

傘を2本収納することびできます。 


A 注意 


♦傘などの長尺物を出し入れずるとを 
は、スライドドア開□部に手をかけ 
ないでぐださい。 

スライドドア開閉時、スライドドアで 
手や指を挟むなどして思わ城けびをす 
るおそれびあ0ます。 

♦傘などの長尺物を入れるときは、スラ 
イドドア開口部か6はみ出さないよう 
にしてぐださい。 

スライドドア開閉時、長尺物び挟まれ、 
スライドドアの故障の原因となります。 
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フロアマット 


お車（年式）専用のちのを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定して使 
用してください。 



フ□アマット付属の固定フック 
(クリップ）を使用して固定してく 
ださい。詳しい固定方法はフ□ア 
マツト付属の取扱書をお読みくだ 
さい。 


■ 運転席にフ□アマットを數くとさは、む下のことを必ず 
お守りください。お守りいただかないと、フ□アマット 
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わめスピードが 
出たり車を停止しにくくなるなど、思わめ事故につなが 
るおそれびありを険でず。 

♦運転席にフ n アマットを敷くときは、し^下のことをお守りください。 

-トヨタ純正品であってわ、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しないでくだ 
さい。 

-運転席専用のフ n アマットを使用してください。 

•付属のフック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定してください。 

-他のフ n アマット類と重ねて使用しないでください。 

-フ□アマットを前樓逆さまにしたり、裏返して使用しないでください。 

♦運転する前に、政下のことを確認してください。 

•フ□アマットびすべての固定フック（クリップ）で正しい位置にしっかりと固定されて 
いることを定期的に確認し、とくに洗車楼はおず確認を巧ってください。 

-エンジン停止およびシフトレバーび©の状態で、 

各ペダルを契まで踏み込み、フ□アマットと干渉 
しないことを確認してください。 
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室巧装備品の使い方 
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MEMO 
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安全-快適装備の 
解説とミ主意 


SRS エアバッグ . 31百 

SRS エアバッグとは 316 

SRS エアバッグ作動の 
しくみ 317 

SRS エアバッグが 
作動ずるとさ 318 

シートベルト関係 . 32百 

シートベルトの働さ 326 

ABS &ブレーキアシスト . 328 

ABS &ブレーキアシスト 
とは 328 

ABS &ブレーキアシストが 
作動しているとさ 330 

EBD の働き 331 

Super ECT . 333 

Super ECT とは 333 

フレックスフルタイム 4 WD . 334 

フレックスフルタイム 
4WD とは 334 

VSC S TRC . 33百 



VSC とは 336 

TRC とは 337 

デイスチャージへッドランプ . 


デイスチャージ 
へッドランプとは 


339 


339 
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^5 ^ "y 11*' - - ^ 《SRS は、 Supplemental Restraint System 

O ri o •丄人 / \ ツン の略で「乗員保護補助装置」の意味。 

^ SRS エアバッグとは） 


SRS エアバッグは、あくまでち棄員保護の補助装置でシートベルトの補助 
をするちので、 SRS エアバッグの効まを発揮させるためには、正しい姿勢 
と正しいシートベルトの着用び絶対条件です。 

また、正しく取り扱えば効果のある SRS エアバッグち、誤った取り扱いを 
すると効果を発揮しないばかりか、かえつて棄員に傷喜または死亡の危険を 
与えるおそれびあります。 



SRS エアバッグは、運転者または助手席秉員に重大な危害びおよぶよラな 
強い衝撃を車両前方か日受けたとさにふく日み、シートベルトび体を拘束す 
る働さと併せて、棄員の頭や陶などに作用する衝撃を緩和させる働さをする 
ちのです。 
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SRS エアバック 


Gsrs エアバッグ作動のしくみ） 


SRS エアバッグは、車両前方左ち約30° L ソ内の方向か日柔員に重大なを 
害びおよぶよラな強い衝撃を受けたとさに作動します。 

衝撃は車両前方.車両中央床部に取り付け日れたセンサーで感知し 、 SRS 
エアバッグをふく日ませるよラコンピュータ ー I こ信号を送り S R S エアバッグ 
び作動します。 



車両前方にグ U ルガードなどを装着するとセンサーび正常に衝撃を感知でさ 
なくなり 、 S R S エアバッグの正常な作動を損なラおそれびあります。 
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C SRS エアバッグび作動するとを；) 


シートベルトを正しく着用している棄員び、重大な傷書を受けるおそれびあ 
るよラな強い衝撃びあった場合に作動し、重大な傷書を受けるおそれの少な 
し、 衝撃では作動しにくくなっています。 


) 作動ずる場合 



車両前方左ち約30’ L ソ内の方向か日乗員に 
重大な傷書びおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときに作動します。 


>作動しにくい場合 


なのようなボディび受ける衝撃び弱い場合には、作動しない場合びあります。 



♦衝突時に変形、移動しないコンクリート 
のよラな固い壁に正面衝突したとさであつ 
てち、衝突を度び約 25 km / h しソ下の場合 



♦衝突時に変形、移動しない電柱や立木な 
どの狭い範囲に正面衝突したとさであつ 
てち、衝突速度び約 30 km / hL ソ下の場合 
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SRS エアバッグ 


なのよラな場合にち衝突による衝撃びゆるめ日れるため、作動しない場合び 
あります。 

♦トラックの荷台下などへちぐりこみ衝突 
した場合 



♦斜め前方か5衝撃を受けた場合 


衝突したちのび変形したり移動した場合は、衝突による衝撃びゆるめ日れる 
ため、作動する車速は高くなります。 

♦例えば、停車中の同程度の重さの車へ正 
面か日衝突した場合には、約已 Okm/h 
程度の速度であってち、作動しない場合 
びあります。 




♦衝突の方向（角度）や片側衝突（オフセッ 
卜衝突）などによっては、さ日に高い速 
度であってち、作動しない場合びあります。 
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> 本来の効果を発揮しない場合 


なのよラな場合は作動する場合ちありますび、本来の効果を発揮しません。 

♦側面や後方か日衝撃を受けた場合 




♦車両び横転、転覆した場合 


J 車両下部に衝撃を受けた場合 


なのような車両下部に強い衝撃を受けた場合には、作動する場合びあります。 

♦縁石などにぶつかった場合 




♦深い巧や溝に落ちたり、柔りこえた場合 



参ジャンプして地面にぶつかった 
り、道路か日落下した場合 


320 






























SRS エアバッグ 


y Hy 丄パバッグの効果を十分に発揮させるために、 
■む 下の項目を必ずお守りください。_ 

♦ SRS エアバッグはシートベルトを補助ずる装置で、シートベルトにげわるものではあり 
ません。 

乗車するときには必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと、衝突したとき 
などに S R S エアバッグの効果を十分に発揮させることびできないばかりでなく 、 SRS 
エアバッグびふく 5んだとさの強い衝擊で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につな 
びるおそれびあります。 

•シートベルトを正しく着用してください。シートベルトを着用していないと、急ブレーキ 
などで前方に放り出されると同時に、 SRS エアバッグびふくらみ、強い衝擊を受け危 
険です。シートベルトの正しい着用については、018目ページをお読みください。 

-シートを正しい位置に調整し、背をたれに背中を付けた正しい姿勢でシートに座ってく 
ださい。 SRS エアバッグに近付きすざた姿勢で乗車していると、 SRS エアバッグが 
ふ< 5んだとさに強い衝撃を受け危険です。 

<運輯者の方は> 

運転操作びできる範囲で、できるだけ八ンドルに近付きすざないようにして座ってください。 

く助手席乗員の方は> 

助手席 SRS エアバッグからできるだけ離れて樓方に座ってください。 

シートの前端に座ったり、インストルメントパネルにちたれかかったりしないでくださし、。 
シートの調整、正しい運転娑勢については、01色2ページをお読みください。 


• ひざの上にわのをかかえるなど、乗員と SRS エアバッグの間にわのを置いた状態で 
走行しないで<ださい。 SRS エアバッグびふく 5んだとさに、をのび飛ばされたり、 
SRS エアバッグの正常な作動びさまたげ5れ危険です。 
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SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、 
む下の項目を必ずお守りください。 

♦おテさまを乗せるときには、おず次のことをお守りください。お守りいただかないと、 
SRS エアバッグがふくらんだとさの強い衝撃で、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死こ 
につなびるおそれびあ0ます。 

-おテさまはリヤシートに座5せて必ずシートベルトを着用させてください。 

-シートベルトを正しく着巧でさない小さなおテさまには、ベビーシート-チャイルド 
シート-ジュニアシートなどのテ供専巧シートを U ヤシートに装着してご使巧くださし、。 

-助手席にはテイ共専用シートをラしろ向きに絶対に取り付けないでください。 

助手席 S R S エアバッグびふく 5んだとさ、テ供専用シートの背面に強い衝擊び加わり 
危:険です。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。併せてご覽ください。 
(04 日ページ参照） 

-やむを得ず助手席に前向さに子供専用シートを取り付ける場含には、シートの前後調整 
位置をいちばんうしろにして取り付けてくださし、。 



おテさまを助手席 S R S エアバッグの前に立たせた0、ひざの上に抱いたりした状態で 
は走行しないでください。 
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SRS エアバッグ 


y Hy 丄パバッグの効果を十分に発揮させるために、 
■じ TF の項目を必ずお守りください。_ 

♦車両の整備作業の場合には、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと、 
SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく5むなどして、重大な傷書 
におよぶか、最悪の場含死亡につなびるおそれびあ0ます。これらの作業び必要なとさ 
は、 必ず® トヨタ 販売店にご相談ください。 

- SRS エアバッグおよびインストルメントパネルの取りはずし-取り付け-分解-修理 
などをしないで<ださい。 



サスペンションを改造しないでください。車高びかわったり、サスペンションの硬さが 
かわると SRS エアバッグの誤作動につなびります。 

車両前部または車両客室部の不適切な修理をしないでください。不適切な修理を行ラと、 
SRS エアバッグセンサーに伝わる衝撃びかわり 、 S R S エアバッグび正常に作動しなく 
な0まず。 
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yHy 丄パバッグの効果を十分に発揮させるために、 
む下の項目を必ずお守りください。 

♦カー用品などを装着するときは、おず次のことをお守りください。お守りいただかないと、 
SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく5むなどして、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

• S R S エアバッグの展開部をカバーやステッカーなどでおおわないでください。 



インストルメントパネル上部に芳香剤などのをのを置いたり、傘などを立てかけないで 
ください。助手席 SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、ふく5んだときに飛 
ばされて危険です。 



-無線磯の電波などは、 SRS エアバッグを作動させるコンピューターに悪影響を与える 
おそれびありまずので、無線機などを取り付けるときは、 ® トヨタ 販売店にご相談くだ 
さい。 

-車両前部にグ U ルガードやウインチなどを装着するとき は、® トヨタ 販売店にご相談 
ください。車両前部の改造をすると S R S エアバッグセンサーに伝わる衝撃びかわり、 
SR S エアバッグの誤作動につなび0ます。 

♦ステア U ングパッド、インストルメントパネル上部など SRS エアバッグ展開部は、強く 
たたくなど過度の力を加えないでください。 S R S エアバッグび正常に作動しなくなるな 
どして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦ S R S エアバッグびふく 5んだ直樓は S R S エアバッグ構成部品にふれないでください。 
構成部品が大変熱くなっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
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SRS エアバッグ 


HKpSI yHy 丄八いッグが正常に作動した場合でも次のような 
場合がありまず。 

♦ S R S エアバッグは非常に速いスピードでふ 
くらむため、 SRS エアバッグとの接触によ 
り打撲やすり傷などを受けることびあります。 

♦ SRS エアバッグび作動すると作動音ととを 
に白い煙のよラなガスび発生しますび、火災 
ではありません。このガスを吸ラと、喘息な 
どの呼吸器系を患った経緯のあるちは、呼販 
び苦しくなることびあります。 

この場合は、乗員び車がに出ても安全であることを確認して、車がに出てください。なお、 
車州こ出られない場合 r は、窓やドアを開けて新鮮な空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物（カスなど）び目や皮膚に付着したとさは、でさ 
るだけ早く水で洗い流してください。皮膚の弱いちは、まれに皮膚を刺激する場含びあり 
ます。 

♦衝突時などに、助手席 SRS エアバッグびふく5むことによって、車両のフ□ントウイン 
ドウガラスび破損することがあ0ます。 

♦一度作動した S R S エアバッグは、2回目！;^降の衝突では再作動しません。 

必ず® トヨタ販売店で交換してください。同様に連続して衝突した場合、 ] 回目の衝突 
で S R S エアバッグび作動ずれば、2回目の衝突では S R S エアバッグは作動しません。 

♦車や SRS エアバッグを廃棄するときは 必ず® トヨタ販売店にご相談ください。 

S R S エアバッグび思いびけなく作動し、けびをするおそれびあ0ます。 

♦ S R S エアバッグび収納されているパッド部 
に傷び付いていた0、ひび割れびあるとさは 
そのまま使用せ ず® トヨタ販売店で交換し 
てください。衝突したとをなどに SRS エア 
バッグび正常に作動せずけびをするおそれび 
あります。 
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シートベルト関係 

C シートベルトの働を） 

、プリテンシヨナー&フォースリミッター付 
クシートベルトの働さ 


r フ□ントシートベルト I 

♦プ U テンシヨナー機構は、前席の棄員に重大な危喜びおよぶよラな強い 
衝撃を車両前方か日受けたときに、シートベルトを瞬時にきき取り、適切 
な棄員拘束効果の確保に役立ちます。 

♦フォース US ッター機構は、シートベルトの荷重を規定値に維持すること 
で胸部への衝撃を緩巧します。 



【衝突初期にシートベルトを瞬時にき走取る] 



【衝突時規を荷重を維持しなび日シートベルトを引さ出ず】 


> E L R 機構付シートベルトの働き 


「3点式シートベルト1 

シートベルトは体の動さに合わせて伸縮しますび、強い衝撃で体び前に倒れ 
そラなときは、ベルトび自動的に□ックされ体を固定します。 
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シートベルト 関係 


リァンソ ヨナー 付シートベルトを着用ずるときは、 
必ず次のことをお守りください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトを着用するとをは、必ず次のことをお守りくださし、。 
お守りいただかないと、プ U テンシヨナーび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

-シートベルトを正しく着巧する。 （018 目ページ参照） 

-シートを正しい運転姿勢のとれる位置に調整する。（01色2ページ参照） 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取0付け-取りはずし、分解などをしないでください。 
また、プ U テンシヨナー付シートベルトを修理するときは、 必ず® トヨタ 販売店で行っ 
てください。プ U テンシヨナー付シートベルトを不適切に扱ラと、正常に作動しなくなっ 
たり、誤って巻を取り、重大な傷書におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあり 
ます。 

♦プ I 」テンシヨナー付シートベルトび作動すると、 SRS エアバッグ/プ U テンシヨナー警 
告灯び点灯します。その場合は、シートベルトを再使用することびでをないため、お 
ず® トヨタ 販売店で交換してください。 


卓や>»リ了ソシ ヨナー 付シートベルトを廃棄ずるときは、 
必ず® トヨタ販売店にご相談ください。 

♦車やプ U テンシヨナー付シートベルトを廃棄ずるときは、 必ず® トヨタ 販売店にご相談 
ください。プリテンシヨナー付シートベルトび思いびけなく作動し、けがをするおそれが 
おります。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトび作動すると、作動音ととをに白い煙のよラなガスび発 
生しますび火災ではありません。また、人体への影響わありません。 


' -知識- 

プリテンシヨナー付シートベルトの作動条件について 

プ U テンシヨナー付シートベルトは、車両前方か5強い衝擊を受けたときに作動します。 
次のよラな衝撃び弱いときには作動しない場合びあります。 

♦コンクリートの壁に約2已 km / hl ； (下の速度で正面衝突したとき 

なお、次のよラな場合は作動する場含わありますび、本来の効果を発揮しません。 

♦側面や楼方か5衝撃を受けたとを 
♦車両び横転、転覆したとさ 

作動後について 

プリテンシヨナー付シートベルトは一度しか作動しません。玉突き衝突などで連続して衝擊 
を受けた場含でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動しません。 
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A D 〇 ※ O I I し 《 A 巨 S は 、 Antilock Brake System 

A 口 O む ノ 1/ ■十✓ン ( アンチ □ ック . ブレ - キ . システム）の略。 

Cabs &ブレーキアシストとは） 


JABS ①働き _ 

ABS は、急 ブレーキを かけたとさや、すべりやすい路面で ブレーキを かけ 
たときに起こるタイヤの□ック（回転び止まること）を防ぐことにより、 
ス1」ップを抑制します。 



J ブ レーキア シストの働さ 

ブレーキ アシストは、 

♦緊急制動時の運転に不慣れな運転者び累急制動するとさ 
♦緊急制動時にパニック状態に陥ったとさ 

などにブレーキペダルび強く踏めず、ブレーキ性能を十分に発揮でさない場 
合に、運転者のペダル踏力を増加させ、制動力を確保する装置です。 
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ABS S ブレーキアシスト 


> ABS 、 ブレーキアシストについて^^^^^ ■ 

AB S やブレーキアシストび作動した状態でちス U ップの抑制や八ンドルの 
効さ方には限界びありますので、過信することなく安全運転にむびけてくだ 
さい。 

また 、 A BS やブレーキアシスト （VSC & TRC 装着車）は車輪に取り 
付けられたセンサーによりタイヤの□ックを検出します。タイヤのサイズび 
4輪とち同じでないと正確に判断でさなくなるおそれびあります。 

069ページの「タイヤについてのミち意」をよくお読みいただき、正しく取り 
扱ってください。 
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Cabs & ブレーキアシストび作動していると を） 


J 運転について 


♦急ブレーキ時は、 ABS やブレーキアシス 
卜び効果を発揮するよラにブレーキペダル 
をできるだけ速く、強く踏み続けることび 
必要です。 

♦急ブレーキ時にポンピングブレーキ ’ x をし 
ないでください。ポンピングブレーキをす 
ると制動距離び長 < なります。 



《ブレーキペダルを数回に分けてル刻みに踏むブレーキのかけ方。 



思いきり踏む 踏み続ける 


ゆるめたり、ボンピングはしない 


) 作動について 

A BS び作動すると、巧のよラな現象び発生することびありますび、異常で 
はありません。 

• ABS の作動音ととちにブレーキペダルびル刻みに動いたり、車体や八ン 
ドルに振動を感じたり、車両停止後もモーター音び聞こえることびあります。 

• ABS の作動び終了すると、ブレーキペダルびかし奥に入ったりすること 
びあります。 

ブレーキアシストび作動すると、次のよラな現象び発生することびあります 
び異常ではありません。 


「VSC & TRC 装着車 

ブレーキアシストは、ブレーキペダルを急速度で踏んだとさ、ブレーキび強 
くかかるよラになり、作動音ととちにブレーキペダルびル刻みに動くことび 
あります。 


「VSC & TRC 装着車を除く I 

ブレーキ アシストは ブレーキ ペダルを急速度で踏んだとさ、 ブレーキび 強く 
かかるよラになり 、 A BS び作動することびあります。 
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EBD &1 の働を 


ABS &フレーキアシスト 

《1 E 日 D は 、 Electronic Brake force Distribution 

(エレクト□ニック-プレーキフオース-デイスト 
U ビューシヨン）の略で「電子制動力配分制御」の 
意昧。 


ABS の制御技術を応用して、車両の走行状態に応じた適切な制動力を前後輪 
に配分します。これにより、積載時や減速度による荷重変化に応じ、前後輪の 
制動力配分を適切に行い、高いブレーキ性能を確保します。さ日に、旋回中の 
制動時にも左ち輪の串勵力をコント□-ルして走行安定性を確保します。 


w/mm 


ABS &ブレーキアシストを過信しないでください。 


♦ ABS &ブレーキアシストを過信しないでください。 

A 巨 S やブレーキアシストび作動したが態でちスリップの抑制やノ V ンドルの効さちには限 
界びあります。無理な運転は思わ城事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあ0危険です。 

ABS &ブレーキアシストを過信せず速度を抑え、車間距離を十分に取って安全運転に 
むびけてください。 

- A 目 S はタイヤのグ U ップ限界をこえたり、八イド□プレーニング現象がび起こった場 
合は効果を発揮でをません。 

※呂雨天の高速走行などで、タイヤと路面の間に水膜び発生し、接地力を失ってしまラ現象。 

♦ A B S は制動距離を短くずるための装置ではありません。 

次の場合などは、 A B S の付いていない車両に比べて制動距離び長くなることがあります。 
速度を控えめにして車間距離を十分にとってくださし、。 

■砂利道、新雪路を走行しているとさ 
-タイヤチェーンを装着しているとさ 
-道路の継ぎ目などの段差を柔〇こえるとを 
- 凸凹道や石だたみなどの悪路を走行しているとを 
♦プレーキアシストはブレーキ本来の能力をこえた性能を引さ出ず装置ではありません。 
車両*車間距離などに十分ま意してを全運転にむがけてください。 
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' 知識 

作動条件について 

♦ A 巨 S 、 ブレーキアシスト （VSC & TRC 装着車）は、車速び約] Okm / h をこえると 
作動できるようになります。また、車速び約己 km / h まで下びると作動を止めます。 

♦雨の曰に、マンホールのフタ、橋の継ぎ目、工事中の鉄板などの上でブレーキを踏むとす 
ベりやすいため、 A 巨 S び作動しやすくなります。 

作動音について 

♦エンジン始動時や始動後の発進直體に、エンジンルームか5モーター音や"カチッ"と 
いラ音び聞こえることびあります。これは、 A 巨 S の作動をチェックしているとさの音で 
異常ではありません。 

♦ブレーキアシストは、ブレーキペダルを踏んだときかさな巧音び聞こえることびあります。 
これは、ブレーキアシストの機構び作動しているとをの音で異常ではありません。 

(VSC & TRC 装着車を除く） 


332 








Super ECT 

G Super E ご了とは ) 


Super ECT は、フレックス□ックアップシステムや登降あ変速制御シス 
テムなどにより、燃費性能と快適な走行を両立した電子制御オートマチック 
トランス S ッシヨンです。 

>フレックス□ックアップシステムの働き 

トランスミッシヨンの伝達効率を上げ、燃費性能を高めるシステムです。 
フレックス□ックアップシステムを有効にご使用いただくためには、シフトレ 
ノ（一び®にあれば自動的に作動します。 


>登降坂変速制御システムの働き 

アップダウンのあるワインディング路などをオーバードライブ ON で走行し 
ているとさに、登坂していると判断された場合、4速へのシフトアップを制 
限し、3速によるスムーズな走行を実現します。 

また、 降坂時では4速で走行しているとさに、降あしていると判断された場 
合、ブレーキを踏むと自動的に3速にシフトダウンし、エンジンブレーキび 
かかります。 



■ BHPSV 走行中、エンジン警告な（0239ぺージ参照）が点なじ 
たときは、 ⑩ トヨタ販売店で点検を受けてください。 

オートマチックトランス5ッシヨン電モ制御システムの異南び考えられます。 
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フレックスフルタイム 4 WD 

^フレックスフルタイム 4 WD とは） 


4 WD 車 


通常はほぼ FF 走行をし、コーナ U ング時や雪道、登坂時、発進時、加速時 
など前輪と後輪の回転差び発生すると、自動的に後輪に駆動力び伝達され、 
四輪駆動として走行します。 

フレックスフルタイム 4 WD は、さまざまな路面に対応した駆動力を自動的 
に全輪に与え、安定した操縦性に寄与する装置です。 

フレックスフルタイム 4 WD の取り扱い上のを意び064ページの r 4 WD 車 
についてのを意」に記載されていますので、よくお読みになり、正しい取り扱 
いを理解して安全運転にむびけるようにしましよう。 


J 通常時 （ FF 走行) 



) コーナリング時や雪道 



通常の直線走行など、前-後輪に回 
転差び微ルな場合は、 2 WD ( FF ) 
に近い状態で走行します。 


(4 WD 走行） 

コーナ U ング時や雪道など前•後 
輪間に回転差び発生すると、後輪に 
駆動力び伝達され、 4 WD 状態にな 
ります。 

通常走行にちどると、 2 WD になり 

ぶ9 〇 
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フレックスフルタイム 4 VVD 


>タイヤについて 


フレックスフルタイム 4 WD は、タイヤの状態び車の性能に大きく影響しま 
すので、タイヤの状態には細むのミ主意をしてください。 

詳しくは、06目ページの「タイヤについてのミ主意」をよくお読みください。 


w/mwM 


宙に浮いたタイヤを、むやみに空おさせないでください。 


♦脱輪などによ0、いずれかの車輪び宙に浮いているとさは、むやみに空転させないでくだ 
さい。前•後輪の回転差び激しい状態が続くと、駆動部品に無理な力び加わり焼さ付さな 
どの損傷を受けたり、焼を付きにより、車両び急に飛び出し思わ城事故につながるおそれ 
びあ0危険です。 

♦タイヤはすべて指定サイズで、同ーサイズ-同ーメーカー-同一韓柄および同ートレッド 
パターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著しいタイヤを混ぜて 
装着しないでください。タイヤを混在使用すると、前後左右のタイヤで常時異常な回転差 
び発生し、駆動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力がかかり、オイルの温度び 
上昇するなどしてオイルちれや焼き付さなどにより、最悪の場合、車両火災につなびるお 
それびあり危険です。 

♦次の場合ちタイヤの湿在使用と同様、駆動系部品に悪影響をちえるので、タイヤの空気圧 
の点検は必ず実施してくださし、。 

- 4輪の空気圧の差び菅しいとさ 
-空気圧び指定値か5はずれているとさ 

♦タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命をのばすた奴にタイヤの n —テーシヨンを巧って 
<ださい。 （03 目曰ぺージ参照） 

♦ディスクホイールを交換するとさち、指定し处外のディスクホイールを装着しないでくだ 
さい。 （04 日曰ページ参照） 
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VSC & TRC* 


vscr とは 


& V S C は 、 Vehicle Stability Control (ビークル. 
J スタビ U テイ•コント□ール）の略。 


VS C は、急激な八ンドル操作やすべりやすい路面での旋回時の横すべりな 
どを抑制するため、自動的にブレーキやエンジンの出力を制御して、車両の 
方向安定性を確保しようとするシステムです。 

♦タイヤの状態びシステムに大さく影響しますので、タイヤの状態には細む 
のを意をして<ださい。詳し< は、06目ページの「タイヤについての 
ミ主意」をよくお読みください。 


VSC を過信しないでください。 


VSC び作動した状態でち車両の方向安定性の確保には限界びあります。無理な運転は思わ 
め事故につなび D 、 生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危挨です。苗にま全運 
転にわびけ、 VSC 作動警告ブヴー（断続音）び鳴ったり、ス U ップ表示口 （0233 ページ 
参照）び点滅したときは、とくに慎重に運転してください。 



' -知 5 山 - 

作動を件について 

• VSC は車速び約1己 km / h をこえると作動でさるよ5になります。 

♦ VSC 警告な（©吕38ぺージ参照）び点打しているときは、 VSC は作動しません。 

作動チェックについて 

エンジン始動時やお動後の発進直後にエンジンルームか5 "カチカチ、トン"とい5音び聞こ 
えることびあ D ます。これはシステムの作動をチェックしている音で、異常ではありません。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 















VSC & TRC 


( TD 〇※ ^ 《 T R C は、 Traction Control (トラクシヨン•コン 

V _ ■ n 。 こ I ホ _ J 卜□-ル）の略。 

> TRC ①働き _ —■ 

すべりやすい路面での発進時や加速時に、過剰な駆動力により生じる駆動輪 
のホイールスピンを抑え、車両の方向安定性と駆動力を確保しよラとする装 
置ごす。 

♦車輪びス U ップしはじめると車輪速センサーか日の情報でコンピューター 
びス U ップを感知し、エンジンに巧して出力を一瞬下げるようにし、また、 
必要に応じてブレーキをかけます。これにより、過剰な駆動力を抑え、ス 
U ップを防止します。 

- TRC び作動すると、ス U ップ表示灯 （0233 ページ参照）び点滅し 
ます。このとき、車両の振動を感じることびありますび、これはブレー 
キ制御によるちので、異常ではありません。 

-めかるみや新雪か b の脱出時などエンジン出力び必要な場合は 、 TRC 
0 F F スイッチを操作することで、 TRC システムを停止することびで 
さます。 （026] ページ参照） 


) TRC のしくみ 



タイヤのス I 」ップは4輪に取り付け b れたセンサーからの信号を比較し、駆動 
輪のいずれかの信号び他の車輪より多い場合、ス U ップしているとコンピュー 
ターび判断します。それによって、ス U ップしているタイヤの駆動力を抑えよ 
ラとブレーキをかけたり、エンジンの出力を一時的に抑えたりして、スリップ 
を抑制させます。 
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> TRC とタイヤの関係について 

T R C は、車輪に付いているセンサーか日の信号を基準に作動させるため、 
4輪の中で]輪でちタイヤの種類び異なると、信号の出方びかわり、コン 
ピューターびス I 」ップと判断したりします。 

♦タイヤの状態びシステムに大さく影響しますので、タイヤの状態には細む 
のを意をして < ださい。詳し< は、©己9ページの「タイヤについてのミ主意」 
を参照してください。 


TRC を過信しないでください。 


TRC び作動した状態でち車両の方向ま定性の確保には限界びあ0ます。無理な運転は思わめ 
事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ0をおです。常に安全運転に 
むびけ、ス1」ップ表示な （0233 ぺージ参照）び点滅したときは、とくに慎重に運転してく 
ださい。 



' ^油識 

作動条件について 

通常はエンジンスイッチを " ON " にすると、 TRC び作動可能扶態にな D ます。 

♦ VSC 警告な （0238 ぺージ参照）び点打しているとさは、 TRC は作動しません。 

作動チェックについて 

エンジン始動時や始動後の発進直後にエンジンルームか5 "カチカチ、トン"とい5音び聞 
こえることびあ0ます。これはシステムの作動をチェックしている音で、異常ではありません。 
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デイスチヤージへッドランプ 

G デイスチヤ—ジヘッドランプとは） 


r ディスチャージへッドランプ装着車1 

ディスチャージへッドランプは、バルブ管内のガスと金属 ヨウ 化物を使って 
発光させ、白い光と伸び、広がりのある配光を持つランプです。 

ァィ乂ナャージヘッドランプを交換ずるとき（電球交換 
を含む）は、必ず ⑩ トヨタ販売店にごホ目談ください。 

電球ソケットにふれた状態で点 口 操作をすると、瞬間的に 2日，日日 0 V の高電圧が発生し、 
感電して生命にかかわるよラな重大な傷害を受ける おそれび あり危険です。 


' 知識 

ヘッドランプオートレべリング（上下照射方向自動調整）システムについて 

♦加減速時や荷物の積み降ろし時などの車両蜜勢の変化に対応して、へッドランプの光軸を 
自動的に調整する装置です。 

♦エンジンを始動してはじめてへッドランプを点灯したとさ、へッドランプの光軸び動くこ 
とびありますび、これはシステムの正常な作動をチェックしているとさの現象で異常では 
ありません。 

デイスチャージへッドランプオートレべリング警告 I 打について 

ヘッドランプオートレべリング（上下照射方向自動調整）システムに異常びあると、デイス 
チャージヘッドランプオートレべ U ング警告口び点なします。詳しくは、0241ページを 
参照してください。 

システムの異常について 

システムの異常により、点灯状態びなのよラになります。 

♦点灯中に作動電圧範囲か5はずれた場含は消口し、電圧び正常に復帰次第、再点灯します。 
♦点灯操作をするときに作動電圧範囲か5はずれている場合は、ランプスイッチを操作して 
わ点灯しません。 
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車との上手な 
イ寸きさい方 


雨の曰の運拓について . 342 

雨の曰の運転 342 

寒を時の取り扱い . 343 

をの前の準備、点検 343 

運輯ずる前に 34己 

走行するときは 347 

駐車ずるとさは 350 

経済的な運面 . 352 

環境に配慮した経済的な運転を 
ずるために 352 

環境な護のために . 355 
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雨の曰の運面について 

C 雨の曰の運輯 ) 


J すべりやすい路面は慎重に走行してください^ 

雨の曰は視界び悪くなり、またガラスが曇ったり、路面がすべりやすくなる 
ので慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面がよりすべりやすいため、慎重に走行して < ださい。 
♦雨の曰は、八イド□プレーニング現象*で八ンドルやブレーキが効かな< 
なるおそれがあるので、スピードは控えめにしてください。 

※雨天の高速走巧などで、タイヤと路面の間に水膜び発生し接地力を失ってしまラ現象。 


すべりやすい路面では慎重に運転してくださし、。 


♦ずべりやすい路面での急ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の 
制御びでさな<なり、思わ姑事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦シフトアップ、シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数の急激な変化は、 
車び横ずベりするなどして、思わ姑事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦水たまり走行棲は、ブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを確認してく 
ださい。ブレーキパッドび说れるとブレーキの効さび悪くなったり、城れていない片方だ 
けび効いて八ンドルをと!5れ、思わ城事故につながるおそれびありち険です。 



》冠水した道路は走行しないでください 

大雨などで冠水した道路では、車両に重大な損傷を与えるおそれがあるので 
走行しないでください。 


冠水した道路は走行しないでください。 


冠水した道路を走行するとエンストするだけでなく、電装品のショート、水を販い込んでの 
エンジン破損など重大な車両故障の原因となるおそれびあります。 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸ってしまったときは 必ず® トヨタ 販売店で下記の 
項目などを点検してください。 

♦ブレーキの効さ具合 

♦エンジン、トランスミッション、トランスファー (4 WD 車）、デイファレンシャルなど 
のオイル量および質の変化 

(白濁している場合、水び遲入していますのでオイルの交換び必要です） 

♦プ n ペラシャフト （4 WD 車)、各ベアリング、各ジョイント部などの潤滑不良 
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> エンジンオイルを交換ずる 

外気温に応じたエンジンオイルに交換してください。 
(0404ページの「指定エンジンオイル」参照） 


) ウォッシャー液の濃度を調整ずる 

ウオッシヤー液の凍結を防ぐために、購入されたウオッシャー液容器に表示 
してある凍結温度を参考に希釈して補給します。 


>冷却水の濃度を調整ずる 

冷却水の凍結を防ぐために冷却水濃度を調整してください。 


使用地域 

おお割台 

凍結保証温度 

温暖地 

3 日％ 

-12 °C 

寒;令地 

己 日％ 

-3 已 。 C 


1^^^^ を却水の濃度を調整ずるときは、次のことにま意してく 

アルコール系不凍あや真水だけの使用はしないでください。 


)バッテリーの液量、比重を点検する 

気温び下びるとパ'ッテ I 」一の性能び低下し、エンジン始動に支障をさたすこ 
とびあります。バッテ U —の液量、比重を点検し、必要に応じて液の補充や 
充電をしてください。 


寒を時の取り巧い 
しをの前の準備、点検） 
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> き■用タイヤ、タイヤチェーンを準備ずる 

♦積雪路、凍結路ではを用タイヤを装着し、併せてタイヤチェーンをご用意 
ください。を用タイヤの装着サイズについては、必ず標準タイヤと同じ指 
定サイズで同一種類のタイヤを装着してください。詳しくは ® トヨタ 販 
売店にご相談ください。 

♦タイヤを取りかえるとさは、必ず06目ページの「タイヤについてのミ主意」 
をお読みください。 

♦タイヤサイズに合ったタイヤチェーンを準備してください。 

参トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品じ(外のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、 
走行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくは ® トヨタ 販売店にご相談ください。 


>寒冷地用ワイパーブレードを準備ずる 

降雪期に使巧する寒冷地巧ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。 ⑩ トヨタ 販売店でさ車指定のブレード 
をお巧めください。 

♦高速走行時は通常のワイパーブレードよりガラスび拭き取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

♦寒冷地用ワイパーブレードを必要としない時季は、通常のワイパーブレー 
ドを使用してください。 
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寒冷時の取り巧い 


C 運転する前に ） 


) 屋根に積もった雪は 

走行時にガラス面に落ちた雪び視界のさまたげになります。 
走行する前に取り除いてください。 


J ガラスに付いた雪や霜は 一 

ガラス内外の雪や霜を落として視界を確保してください。 

デフ□スターを使ラと、ガラスを傷付けずに落とすことびでさます。 

カフ乂 L 巧いたかを除去するときは次のことにま意して 
ICTBmil <ださい。 _ 

フ□ントウインドウガラスに付いた氷を除去するために、たたいて割らないでください。 

フ□ントウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 


) ランプ類に付いた雪や霜は 

ランプ類に付いた雪や雷を落としてか日走行してください。 

夜間の走行時などに視界のさまたげとなったり、後続車などへの合図びわか 
りにくくなるおそれびあります。また、走行中にちときどき点検してくだ 
さし、。 


) 足まわりなどに付いたか塊は H 

車体などに傷を付けないよラに取り除いてください。 


J が気取り入れ口に積もった雪は 

フ□ントウインドゥガラス前部の外気取り入れ口に積ちった雪を取り除いて 
か日、エアコンのフアンを作動させてください。 

雪び積ちったままで作動させると、フアンび故障したり、ガラスび曇ったり 
するおそれびあります。 
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> ワイパーなどび凍結したときは^^^^^™ 

ワイパー、ドアミラー、ドアガラスなどび凍って動かない場合は、無理に動 
かさないでください。 

スイッチを巧し続けたりすると、装置を傷めたり、バッテ U —あびりを起こ 
すおそれびあります。 



お湯をかけて氷を解かしてください。なお、すぐに水分を十分巧さ取って 
ください。無理に開けよラとすると、ドアまわりのゴムびはびれたり、損傷 
するおそれびあります。 

>靴に付いた雪をよく落とず 



ペダル類を操作するとさにすべったり、室内の湿気び多くなりガラスび曇っ 
たり、凍^;吉することびぁります。 
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寒を時の取り扱い 


走巧するとをは 


J すべりやすい路面では"急"①付く操作はしない ■ 

急発進、急八ンドル、急ブレーキなどは車両び思わめ動さをして事故につな 
びるおそれびあります。ゆっくり発進し、控えめな速度で、車間距離を十分 
とって走行してくださし、。 

橋の上や日陰など凍結しやすい場所ではあ日かじめ減速し、慎重に走行して 
ください。 



[ aSKigj エンジン回15数の急激な変化は、思わめ事故につながる 
おそれがありを険です。 


シフトアップ、シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数の急激な変化は、 
車び横すべりするなどして、，思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


>フエンダー裏側に付いた氷は 


八ンドル操作に影響しますので、ときどき確認し、氷塊び大きくなる前に取 
り除いてください。 


y ブレーキ装置に付いたかは 


ブレーキの効さび悪くなる場合びあります。 

とさどさ軽くブレーキぺダ J レを踏んでブレーキの効さ具合を確認してください。 


>すべり止めは早めに 


積雪時、凍結路では早めにタイヤチェーンまたはを用タイヤを装着してくだ 
さい。タイヤを取りかえるときは、必ず©己9ページの「タイヤについての 
を意」をお読みください。 


园警謹 


を用タイヤ装着時は政下の点をお守りください。 


♦指定サイズのタイヤを使用して<ださい。 

♦指定空気圧に調整してくださし、。 

♦お使いになるを巧タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しないでください。 
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> タイヤチェーン 

♦タイヤチェーンは前2輪に取り付けてください。 

♦タイヤチェーンの取り扱い方法は、タイヤチェーンに付属の取り扱い説明 
書に従ってください。 

♦タイヤサイズに合ったタイヤチェーンを準備してください。 

参トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品じ(外のタイヤチェーンの中には、使巧すると、車体にあたり、 
走行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくは ® トヨタ 販売店にご相談ください。 


■タイヤチェーンを取り付ける前に 

交通のじゃまにな日ず、安全に作業でさる平日な場所に移動し、パーキング 
ブレーキをしっかりかけます。じ(下の手順により準備作業を行います。 

〈手順〉 

7エンジンを <亭 止します。 


シフトレバーを©にし、エンジンを停止します。 

三 車の存在を知日せます。 


必要に応じて非常点滅灯を点滅させ、人や荷物を降ろし、停止表示板 
(または停止表示灯）を使用します。 

〇工具を用意しまず。 

ジャッキ、ジャッキ八ンドル、スチールホイール装着車はホイールナッ 
トレンチを用意します。（0410ページの「ジャッキ、工具、スペアタ 
イヤの格納場所」参照） 

4 タイヤチェーンを用意しまず。 
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寒冷時の取り巧い 


已 輪止めを用意します。 

タイヤチェーンを取り付ける場合には輪止めび必要です。 

♦輪止めについては ⑩ トヨタ 販売店にご相談ください。 

♦輪止めびない場合は、タイヤを固定でさる大ささの石などで代用で 
さます。 

b スチールホイール装着車は、ホイールキャップをはずします。 

(042 □ページの「タイヤ交換のしかた」参照） 


タイヤチェーン装着時は必ず慎重に運転してくださし、。 


♦タイヤチェーン装着時は、約 SOkm / h またはチてーンメーカー推奨の制限速度しソ下で走 
行してください。また、走行性に影響をちえるため必ず慎重に走行してくださし、。 
♦タイヤチェーンを装着して走巧するときは、突起や巧を乗りこえたり、急八ンドルや車輪 
び□ックずるよラなブレーキ操作などをしないでください。車両が思わ城動きをして事故 
につなびるおそれびあります。また、 ABS 作動時でわ制動距離び長くなる場含びありま 
すので慎重に運転してください。 


ジィヤナェ—ンを取り付けるときは、ディスクホイ—ルや 
ホイ—ルキャップに傷を付けないよラま意してください。 

♦スチールホイール装着車は、ホイールキャップをはずしてか日タイヤチェーンを取り付けて 
ください。ホイールキャップを付けたままタイヤチェーンを取り付けると、ホイールキャッ 
プに傷が付くことびありまず。 

♦アル S ホイール装着車は、アル S ホイールにタイヤチェーンを取0付けるとディスクホ 
イールに傷び付くことびあ0ます。 

♦トヨタ純正品政外のタイヤチェーンの中には、使巧すると、車体にあたり、走行のさまた 
げとなるおそれびあるをのちあ0ます。 
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c 駐車するとをは ) 


>エンジンをかけたままにしない 

雪び積ちった場所や降雪時に駐車するとさは、エンジンをかけたままにしな 
いでください。 


エンジンをかけたままにしないで<ださい。 


エンジンをかけた状態で車のまわりに雪び積ちると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康 
障害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ます。 



>パーキングブレーキはかけない 

寒冷樹ホノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結してノ（ーキング 
ブレーキび解除でさなくなるおそれびあります。 

■平日な場所に駐車ずるとさは 

パーキングブレーキをかけないで、シフトレバーを©にし、輪止めをします。 



■やむを得ず坂道に駐車ずるときは 

下り坂では前輪の前側、上り坂では後輪のラしろ側に輪止めをして、パーキ 
ングブレーキをかけず、シフトレバーを©にします。 

♦輪止めについては ⑩ トヨタ販売店にご相談ください。 

♦輪止めびない場合は、タイヤを固定でさる大ささの石などで代用でさます。 
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寒を時の取り扱い 


;トキンク >>レーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止め 
をしてください。 

輪止めをしないと、車び動さおわめ事故につなびるおそれびありを険です。 


J ボンネット側を風下に向ける 

風のあたる部分は想像 L ソ上に低温となりますので、バッテ U —性能低下を 
防ぐためにち、ボンネット側をでさるだけ風下に向けて駐車してください。 


J ワイ パーアーム は立てておく 

降雪時は、寒さでワイパーびガラスに凍り付いたりします。ワイパーアーム 
は立てて駐車してください。 
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経済的な運お 

C 擇境に配慮した経済的な運拓をするために^ 


長時間停車するとさはエンジンを停止します。 

已分間のアイド U ングを止めて、ガソ U ン約己已 CC の節約。 

► C 02 約42 Og 削減 （10 回/月） 

不要な荷物は降ろして走行。 

1 Ok 邑の荷物を降ろして已 Okm 走るとガソ U ン約]已 CC の節約。 

► CO 吕約 130 g 肖!!減 （6 己 Okm / 月） 

空ぶかしは禁物。 

空ぶかしを]回止めてガソ U ン約己 CC の節約。 

► CO 吕約11己 Og ’ 削減 （300 回/月） 

力ーエアコンは少し控えめに。 

エアコンを己分停止してガソ U ン約 70 CC の節約。 

► C 02 約134 Og 削減 （3 時間/月） 

タイヤの空気圧はこまめにチェック。 

適正値で已 Okm 走ると已 OkPa に.已 kg/cm 2 } 減のときに比べてガソリン 
約]已 Occ の節約。 

► CO 吕約1吕己 Og 肖 IJ 減（己己 Okm / 月） 

発進-加速はスムーズに。 

急発進]回止めてガソ U ン約] 7 CC 、 急加速]回止めて約]] CC の節約。 

► C 02 約 360 g 削減（各20回/月） 
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経済的な運転 


揺済速度で□スなし走行。 

一般道路で4□〜已 Okm / h 、 高速道路では 80 km / h びべスト。 

100 km / h を 80 km / h にして燃費約1〇〜30%向上。 

参法定速度を守り、安全運転にむびけてください。 


たとえば加速 

加速終了時にはアクセルをみし大きめにもどしてみましよう。 

シフトアップや□ックアップび確実にでき、効率び良くなります。 


たとえば下り坂、減速 

早めにアクセルをもどしエンジンブレーキを使いましよう。 

ガソリ ンエンジンでは燃料噴射の停止により燃費び良くなります。 


平地走行でも 

アクセルペダルから思いきって足を離してみてください。 

思ったほどスピードは落ちないちのです。燃料噴射の停止を上手にま巧しま 
しよラ。一定走行な日アクセルの踏み込み、踏みちどしはかないほど低燃費 
となります。 
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' 知識 

no • 1 已モード」とは 

車両カタ□グに記載されている no - 1 已モード」燃費は、一定の条件に従って測定をれた 
燃費でず。 

このモードは都市内走行状態を再現したもので、図1のようにシャシーダイナモメーター上で 
実際の道路上の走行状態を再現し、エンジン暖機後、図2のよラなパターンを走行するわの 
でず。 


参図1•シャシーダイナモメーター 



参図 2. 「10 • 1己モード」 


平均速度 22.7km/h 



「1日-1己モード」は、都市内走行状態を再現したわのですび、あ<までわ代表的な走行 
パターンです。そのため、実際の走行とは異なる場合びをく、 

例えば 

♦走行速度の平均び no • 1 日モード」より低い 
♦停車比率（運転中に車び止まっている割合）び高い 
♦急な加速を行った 

など条件の違いにより燃費び悪<な0ます。 


* 数値は、 2.0L クラスの乗用車（才ートマチック車）の燃費] 1.7km/L (10 •] 己モード）を基準に計算 
してありまず。（各車両型式の燃費は、車両カタ□グをご覧ください） 

*C02 排出麗ま、ガソリン] L あたりの C0 油陆係数0.日4で計算してあります。 

参考資料•が日本自動車工業尝：「あしたへ ECO-MOTION」 

• ㈱日本自動車連盟： 「ECO MANUAL 車に関する環境エコ基礎知識集」 
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環境保護のために 

G 库用済み部品、廃オイル類は適正な処埋をする） 


♦ノ（ッテ I 」一は鉛や硫酸び使われていますので、特定産業廃棄物として適切 
な処理び法律で義務付け日れています。 

バッテ U — 交換時は、購入した販売店で処分を依頼してください。 
♦タイヤは個人び燃やすなどすると、亜硫酸ガスなど有毒なガスを発生させ 
9 〇 

購入した販売店に処分を依頼してください。 

参エンジンオイルは放置しておくといずれ流れ出し、地下に浸透したり、水 
に浮き、環境を悪くします。 

購入した販売店に処分を依頼してください。 

♦不凍液は、冷却水の凍結温度を下げるエチレング U コー j レび入っています。 
川などに流すと水質ミち濁の原因になりますので、不凍液の交換は ⑩ トヨタ 
，眼 売店にご相談ください。 

♦エアコンを媒用フ□ンガス（特定フ□ンガス CFC 12) は、大気に放出 
されるとオゾン層の破壊を進めます。 

トヨタではオゾン層を破壊しない代替フ□ンガス （ HFC 134 a ) に全車 
切りかえを完了しています。 （93 年完） 

それでち、代替フ□ンガス （ HFC ]34 a ) は地球を温暖化する働きびあ 
ります。 

エアコンの効さび悪い場合、ガスを充填するのみでなく、ガスちれの点検 
を併せて行い、ちれ箇所を修理したラえでガス充慎をしてください。 
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メンテナンス 


まの手入れ . 358 

日頃の手入れ 358 

が装の手入れ 359 

内装の手入れ 361 

エアコンの手入れ 362 

タイヤ □- テーシヨ ン 36己 

ワイヤレスドア□ック 

リモコンキーの電池交換 366 

電子キーの電池交換 368 

ヒュ ーズの点検、交換 370 

外装の電球（バルブ）交換 376 

曰 常点検 . 387 

曰常点検について 387 

エンジンルームの点検 388 

車のまわりの点検 394 

運転席に座っての点検 397 

走行しての点検 399 

メンテナンスデータ . 400 

メンテナンスデータ 400 

初期設定び化要な機能 . 406 

巧期設定について 406 
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車の手入れ 

C ~日頃の手入れ ) 


車をいつまでち美しく保つためには日頃の手入れび必要です。 

>巧車、ワックス用品について^^^^^^™ 

それぞれの用品に記載されている説明をよく読み、用途やを意事項などを 
必ずお守りください。 


>月に一度はワックスびけを行ってください^™ 

月に一度、または水のはじきび悪くなったら行ってください。 


) 保管-駐車について 

風通しの良い車庫や屋根のある場所をおすすめします。 


をおの吳化や車体•部品（ホイールな。の腐食を防ぐた 
F * か' I — 巧のことをお守りください。 

♦塗装の劣化や車体-部品（ホイールなど）の属食を防ぐために、ホのよ5な場合はただち 
に洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散布した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、樹液、鳥の面ん、虫の死びいなどび付着したとさ 
-ばい煙、油煙、おじん、鉄粉、化学物質などの降下のをい場所を走行したあと 
'ほこり、ミ尼などで激しく巧れたと舌 
-塗装にベンジンやガソ IJ ンなどの有機溶剤び付着したとさ 
♦塗装に傷び付いた場合は、早めに捕修してください。 

♦ホイール保管時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気のかない場所へ保管してください。 
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車の手入れ 


C か装の手入れ ) 


) 洗車ずるときは _ _ 

十分水をかけなび日、巧れを洗い落とし、洗い落としたあとは水をおさ取り 
よ9 〇 

♦車体、足まわり、下まわりと、上か日下の順に行います。 

参車体はスポンジやセーム皮のよラな柔日かいちので洗います。 

♦ミちれのひどいとさは、カーシヤンプーを使用し、水で十分洗い流してくだ 
さい。 

参はん点び残日ないよラに水を拭き取ります。 


) 自動洗車機を使ラときは 

♦ミラーを格納して前側か日洗車してください。 

♦ブラシの傷び付さ、塗装の光ミ尺び失われたり劣化を早めることびあります。 


) 高圧洗車機を使ラとをは -I 

♦ ノズルの先端をドアガラスなどに近付けすざないでください。近付けすざ 
ると水圧び高いため、車内に水び入るおそれびあります。 

♦駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベア I 」ングやオイルシール 
部品に近付けすざないでください。近付けすざると、水圧び高いため、内 
部への水入りやグ U —ス流出により、性能び劣化するおそれびあります。 


) アルミホイールの手入れ — 

♦中性洗剤を使巧し、早めにミちれを落としてください。研磨剤の入った洗剤 
や硬いブラシは塗装を傷めますので使巧しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いときは、洗剤は使用しないでく 
ださい。 

♦洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

♦光ミ尺を失ラおそれびありますので、スチーム洗ミきなどで熱湯びディスクホ 
イールに直接かか日ないよラにしてください。 
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洗車後、車体の温度が冷えているとき（およそ体温下を目安としてください) 
に行います。 


エンジンルーム内に水をかけないでください。 


♦エンジンルーム内の電気部品に水などをかけないでください。エンジンの始動不良や電気 
部品びシヨートして、車両火災につなびるおそれびあ0危険です。 

♦寒;令時に洗車する場合は、ブレーキに直接かびかか!5ないよラにま意してください。 
ブレーキ装置巧に水が入ると、凍結してブレーキの効きび悪くなったり、ブレーキの固着 
につなびるおそれびあり、走行でさなくなる場含びあ0ます。 

♦洗車後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを確認してください。 
ブレーキパッドび说れるとブレーキの効走び悪くなったり、说れていない片方だけび効し、 
て八ンドルをと5れ、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦排気簡ま排気ガスにより高温になりまず。洗車などで触れる場含は、十分に排気管び;令め 
てか5にしてください。やけどをずるおそれびありまず。 



洗車するときは、けがをしないように注意してくださし、。 


♦下まわ0、足まわりを洗ラとをは、手などにけびをしないようにま意してください。 
♦洗車するとをは、硬いブラシやたわしなどを使用しないでください。塗装などに傷び付さ 
ます。 

♦ランプのレンズ表面をワックス、ベンジンやガソ U ンなどの有機落剤で拭いたり、硬し、 
ブラシなどで擦ったりしないでください。破損したり、莫化を早めることびあります。 
♦目地のある素地部&に塗装用ワックスを使用しないでください。塗装用ワックスび付着 
すると、目地に入って取れなくなり、白くなることびあ0ます。 

※素地部二塗装されていないバンパー-ドア S ラーなどの樹脂部分。 
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車の手入れ 

〔 巧おの*八れ J 


カーク U —ナーや電気掃除機などでほこりを取り除き、水またはめるま湯を 
含ませた巧で軽く拭さ取ります。 


車内に水をかけないでくださし、。 


♦車の清掃をするとさは、車内に水をかけないでください。オーディオやフ□アカーペット 
下にある電気部品などに水びかかると、車の故障の原因となったり、車両乂災につなびる 
おそれびあ0危険です。 

♦シートベルトの清掃にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤を使用しないでください。 

また、ベルトを漂白した0、染めたりしないでください。シートベルトの性能び低下し、 
衝突などのとき十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり 
危険です。清掃するときは中性洗剤か城るま湯を使用し、乾くまでシートベルトを使用し 
ないで < ださい。 

♦内装（特にインストルメントパネル）の手入れをするときは、離出しワックスや離出しク 
リーナーを使用しないでください。インストルメントパネルびフ n ントウインドウガラス 
へ映0込み、運転者の視界をさまたげ思わ城事故につなび0、重大な傷害ちしくは死こに 
およぶおそれびあ0ます。 


クリーナーに含まれる成分に注意してくださし、。 


♦内装の手入れをするとさは、ベンジン、ガソ I 」ンなどの有機溶剤や酸またはアルカ U 性の 
溶剤は使用しないでください。変色やしみの原因にな0まず。また、各種ク U —ナー類に 
は、これらの成分び含まれているおそれびありますのでよく確認のラえ使巧してください。 

♦芳香剤（液体•固体•ダル状•プレートタイプなど）を、内装品（エアコンやオーディオ 
など）に直接ふれさせた0、こぼした0しないよラを意してください。含まれる成分に 
よっては変色やしみ、塗装はびれの原因になるおそれびあ0ます。 

♦リヤウインドゥガラスの内側を清掃するとさは、熱線を損傷するおそれびあるため、ガラ 
スク1」ーナーなどを使わず、熱線にそって水または城るま湯を含ませた巧で軽く拭いてく 
ださし、。 

♦リヤウインドゥガラスの内側を掃除するとさは、熱線を引っかいた0、損傷させないよラ 
に気をつけてください。 

♦ガラスの内側を清掃するとさは、コンパウンドび入ったガラスク U —ナーを使用しないで 
ください。清掃は水または城るま湯を含ませた巧で軽く拭いてください。 

♦アンテナ入りガラス（室内側）の清掃は湿った巧で線にそって軽く拭いてください。ガラス 
クリーナーなどは、アンテナを傷めますので使巧しないでください。 

♦巧装の手入れをするとをは、離出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。 
インストル方ントパネルやその他内装の塗装のはびれ-溶解-変形の原因になるおそれび 
おります。 
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C エアコンの手入れ ) 


J エアコンガス（を媒）の点検 

冷媒び不足していると冷房性能びお下します。 
夏になる前に点検、補充をしてください。 


>エアフイルターの 交換 



7 エンジンスイッチを " LOCK " に 

しまず。 


三 助手席側インストルメントパネルの卜 
レイにあるクリップを引き抜きます。 

ク U ップの中むにあるピンを"カチッ" 
と音びするまで巧して、ク I 」ップを引 
き巧きます。 



〇矢印の方向にトレイを引して取りはずし 
まず。 


4 フィルターケースを取りはずします。 

フィルターケースの左ちにあるノブを 
手前に引いて、フィルターケースを取 
りはずします。 
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車の手入れ 



5 



ピン 


6 


7 


フィルターを 交換します。 

フィルターケースからフィルターを取り 
はずし、新しいフィルターに交換します。 
♦フィルターケースのツメにフィル 
ターを確実に取り付けます。 

♦フィルターにある「な UP 」 のマー 
クの矢印び上になるようにして、確 
実に取り付けます。 


フィルターケースを取り付けまず。 

フィルターケースにある「な UP 」 の 
マークの矢印び上になるよラにして、 
確実に取り付けます。 

トレイを取り付けまず。 

取りはずしたとさと逆の手順で取り付 
けます。 

♦ク U ップを取り付けるときは、左図 
のよラにピンを引き上げてか日挿入 
し、ク U ップ取り付け後にピンをち 
との状態に押しちどします。 
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エアフィルターの清掃-交換は、エンジンスイッチを 

pj 疋里昂 1 " lock " にしてか5巧ってください。 

♦エアフィルターの清掃■交換は、エンジンスイッチを" LOCK " にしてか5巧ってく 
ださし、。 

♦エアコンの風量び著しく減少、したとさは、エアフィルターの目詰まりび考え5れます。 
エアフィルターを交換してくださし、。 

♦エアフィルターの清掃は必ずエアブ □— により、裏面か5行ってください。 

水洗いやブラシで擦っての清掃は行わないでください。 

♦エアフィルターの裏と表を間違えないよラに、フィルターケースに確実に取り付けてくだ 
さい。 

♦必ずエアフイルターを装着した状態でエアコンを使巧してください。エアフイルターを装着 
せずにエアコンを使用すると故障の原因となることびあります。 


' 知識 

エアフィルターの清掃-交換について 

エアコンにはエアフィルターび取り付け5れています。 

快適にお使いいただくため、定期的な清掃-交換をおすすめします。 

エアフィルターの交換は、お客様自身で行ラことわでさますび、交換の際に破損などのおそれ 
びあるた め、® トヨタ販売店での交換をおすすめします。 

エアフィルターについ ては® トヨタ販売店にご相談ください。 


清掃の目ま .] 己，日0日 km 【7.日日日 km 】 ごと 

交換の目ま . 30.000 km 【1巳.日0日1<111】ごと 


【】は、多じん地区（大都市•寒;令地など、交通量•粉じんの多い地区）の場合。 


364 
















車の手入れ 


タイヤ □ーテーシヨン 


タイヤの摩耗を4輪とち均等にし、寿命をのばすために、已 . OOOkm ごとに 
タイヤ□ーテーシヨン（タイヤの位置交換）を行います。 

♦搭載されているジャッキを使用してタイヤ位置交換を行ラとさは、スペア 
タイヤを使用して]輪ずつ交換してください。 


前輪 


iXl 


後輪 


圏 


日常点検として必ずタイヤを点検してください。 


►曰常点検として必ずタイヤの点検を行ってください。 

(〇日白ページの「タイヤについてのま意」参照） 

>タイヤ.ディスクホイール.ホイール取り付け ナツ トを交換するとをは、 
にご相談ください。 （082 ページの「その他のま意」参照） 


® トヨタ販売店 
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こ ワイヤレスドアロックリモコンキーの電池交換） 



カバーを開けまず。 


市販のマイナスドライバーを切り欠さ 
に挿し込み、ひねりなび日カバーを開 
けます。 

♦傷付さ防止のため、ドライバーの先 
端にビニールテープなどを巻いてく 
ださい。 



三 モジユールを取り出しまず。 

切り欠さにのなどをかけて、モジュール 
を本体か日取り出します。 


〇電池フタをはずします。 

切り欠さにコインなどをかけてモジユー 
ルの電池フタを取りはずします。 



4 電池を交換しまず。 

ちい電池を取り出し、新しい電池の 
© 側を上にして挿入します。 
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車の手入れ 


b 電池フタをはめ、モジユールとカバーを取り付けます。 

電池フタをちとどおりにしっかりとはめ、モジユールを本体の中に 
ちどし、カバーをしっかりと取り付けます。 

b 作動確認をします。 

里池わよけがりはずした部品は、とくにお子さまが軟み 
頁 同 ■ 込まないようにごま意ください。_ 

飲み込むと重大な傷害におよぶか、最悪の場含死 t につなびるおそれびあります。 


電池および取りはずした部品の取り扱いにはごま意くだ 
さし、。 

♦電池交換時には、カノ（一などの部品を紛失しないようにを意してください。 

♦電池フタを巧げた0しないよラにミ主意してください。 

♦電池!^^がの部品にふれた0、動かしたりしないでください。 

♦電池の®極と©極は必ず正しい向をにして取0付けてください。 

♦電池挿入部の電極を曲げたり、モジュール内部にゴ S や油などび付着しないよラにミ主意して 
<ださし、。 

♦基盤などの内部部品を取0出さないで<ださい。 


' 知識 

電池について 

使用電池……リチウム電池 C R 201巨 

電池は® トヨタ販売店、時計店、カメラ店などでおまめください。 

電池交換について 

電池交換は、お客様自身で行ラことびでさますび、交換の隙に破損などのおそれびあるた 
め、 ® トヨタ販売店での交換をおすすめします。 
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c 電モキーの電池交換* ) 



力八’一をはずします 

コインなどで切り欠き部分をこじって 
カパーをはずします。 

♦傷付さ防止のため、コインに布など 
をあててください。 



三 電池を交換します。 

ちい電池を取り出し、新しい電池の 
© 側を上にして挿入します。 



〇力八’一をはめます。 

パッキンびしっかりはまっていること 
を確認してから、カバーをちとどおり 
にしっかりと取り付けます。 


4 作動確認をしまず。 


1」モコンスイッチのいずれかを巧した 
とき、本体の L E D び点灯することを 
確認します。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 






車の手入れ 


里池わよひ出^りはずした部品は、とくにお子さまが軟み 
ド^， 頁 同 ■ 込まないようにごま意ください。 

飲み込むと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 


電池および取りはずした部品の取り扱いにはごま意 死 

♦電池交換時には、カパーやパッキンなどの部品を紛失しないようにミ主意してください。 
♦カバーを曲げたりしないよラにま意してください。 

♦電池!^^がの部品にふれた0、動かしたりしないでください。 

♦電池の®極と©極は必ず正しい向さにして取0付けてください。 

♦電池挿入部の電極を巧げたり、ゴ S や油などび付着しないよラにま意してください。 

♦パッキンは、傷付けたり、ねじって取0付けたりしないよラにま意して<ださい。 


' 失□識 

電池について 

使用電池……リチウム電池 C R 2032 

電池は® トヨタ販売店、時計店、カメラ店などでお求めください。 

電池交換について 

電池交換は、お客様自身で行ラことびでをますび、交換の際に破損などのおそれびあるた 
め、 ® トヨタ版売店での交換をおすすめします。 
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こヒューズの点検、交換） 


ランプびつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ切れや 
ランプ自体の球切れび考え日れます。 

なの手順でヒューズの点検-交換を行ってください。 


：>ヒューズの点検-交換のしかた 

7 エンジンスイッチを" LOCK " にします。 

三 ヒューズボックスを開けます。（0372、374ぺージ参照） 

〇ヒューズの点検をしまず。 

故障の状況か日、点検すべさヒューズをヒューズボックスのカバーの 
裏面または表面のラベルで確認し、ヒューズを引さ巧さ、ヒューズび 
切れていないかを点検します。 

♦ヒューズは車の仕様によりないちのちあります。 

切れた状態 切れていない状態 




vy w vy w 

4 ヒューズを交換しまず。 

ヒューズび切れていた日、ヒューズラベルの表示に従い、規定容量の 
ヒューズに交換します。 

♦ランプ類び点灯しないとさは、電球切れち考えられます。 

♦ LU 下の場合は ⑩ トヨタ 販売店で点検を受けてください。 

-取りかえてち再びヒューズび切れるとさ 
-取りかえてち電気系統の装置び働かないとさ 
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車の手入れ 


园警 M 


規定容量むがのヒューズを使用しないでください。 


配線び過熱-焼損し、乂災につなびるおそれびあり危険です。 


知識 


初期設定 について 

バッテリーあび0の処置や、ヒューズ交換などの作業を行った場合、作業媛に初期設定操作 
び必要な機能びあります。詳しくは、0406ページの「初期設定び必要な機能」を参照し 
て < ださい。 
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J ヒューズボックスの開け方とヒューズ表 


■エンジンルーム内ヒューズボックス 



<ヒューズボックス A > 


ヒューズボックス A は、ツメを引き 
なび b カノ（一をはずします。 
♦ヒューズラベルは、カバーの裏面 
に表示してあります。 

ヒューズボックス B は、ツメを巧しな 
び日カノ（一を持ち上げてはずします。 
♦ヒューズラベルは、カバーの裏面 
に表示してあります。 


〔〇〕 

cOd 




、 

ノ 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

〇 

H-L P H 1 RH 

10 A 

ディスチャージへッドランプ（運転席側） 

e 

H-LP H 1 LH 

10 A 

ディスチャージへッドランプ（助手席側） 


* 車の仕様により設定のないヒューズ石あります。 
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車の手入れ 


くヒューズボックス B > 


r 




ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

〇 

DOME 

1 已 A 

エンジンコント□-ル、室内な 

& 

E F 1 

20 A 

エンジンコント□-ル、 E 己 T 

0 

HORN 

1 巳 A 

ホーン、非常点滅な 

〇 

AM 2 

吕 OA 

イグニッション 

0 

FR DEF 

1 已 A 

フ□ントワイパーデアイサー 

© 

ECU - 目 

7 .巳 A 

ワイヤレスドア□ック、パワースライドドア 

〇 

H-LP LH 

1 已 A 

へッドランプ（助手席側） 

© 

H-L P RH 

1 巳 A 

へッドランプ（運転席側） 

〇 

ST 

已 A 

エンジンコント□-ル、 E 己 T 


* まの仕様により設定のないヒューズちあります。 
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■室内ヒューズボックス 



ツメを引さなびらカバーをはずしま 
す。 

参ヒューズラベルは、カバーの表面に 
表示してあります。 
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車の手入れ 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

〇 

PANEL ] 

lOA 

尾灯、イルミネーション 

0 

PANEL 2 

lOA 

尾灯、イル5ネーション 

包 

A/C ( HTR ) 

lOA 

エアコン、プラズマクラスター 

〇 

F L DOOR 

20 A 

パヮーウィンドゥ 

包 

PWROUTLET 

1 巳 A 

アクセヴ1」ーソケット 

0 

ACC 

7 .已 A 

ドア5ラー、オーディオ 

〇 

M/HTR 

lOA 

エンジンコント□-ル 

© 

L 1 FT UP 

30 A 

オプションコネクター 

〇 

FRDOOR 

2 巳 A 

パヮーウィンドゥ 

⑩ 

1 GN 

1 已 A 

イグニッション、 ECT 、 エアバッグ 


MET 1 GN 

7 .已 A 

メーター 

⑩ 

GAUGE 2 

7 .已 A 

フ□ントワイパーデアイサー 

⑩ 

W 1 P 

2 巳 A 

フ□ントワイパー 

⑩ 

RR Wl P 

1 已 A 

U ャヮィパー 

⑩ 

WSH 

20 A 

フ□ント-1」ヤウォッシャー 

⑩ 

ECU -1 G 

7 .已 A 

A 目 S 、 パワースライドドア、ドア□ック 

め 

GAUGE ] 

lOA 

方向おおな、後退な 

⑩ 

0 巨 D 

7 .巳 A 

ダイアグノーシス 

⑩ 

STOP 

lOA 

A B S 、 ノてワースライドドア、制動な 

⑩ 

DOOR 

2 巳 A 

ドア□ック 

ゆ 

TAIL 

lOA 

フォグランプ、尾な、イルミネーション 

@ 

RR FOG 

7 .已 A 

U ヤフォグランプ 

@ 

FR FOG 

1 已 A 

フ□ントフォグランプ 

© 

AMI 

吕 OA 

電源 


* 車の仕様により設定のないヒューズちあります。 


A 


警告 


基本操作 
早わかり 


運転をずる 
前に 


運転をずる 
とさに 


醒の 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 


375 

































































こか装の電球（バルブ）交換;) 


この車の外装には、下図で示した電球（バルブ）びあります。 

♦ページ数び記載してある電球の交換については、該当ページをお読みくだ 
さい。 

♦※印び記載してある電球の交換に ついては、® トヨタ販売店にご相談く 
ださい。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 




















































車の手入れ 


電球の交換をずるときは、次のことをお守りください。 


♦ディスチャージヘッドランプを交換するとさ（電球交換を含む）は、 必ず® トヨタ 販売店 
にご相談ください。電球ソケットにふれた状態で点灯操作をすると、瞬間的に2日,日0 0 V の 
高電圧び発生し、感電して生命にかかわるよラな重大な傷善を受けるおそれびあり危険です。 
(ディスチャージへッドランプ装着車） 

♦電球を交換するとさは、各ランプを消灯させ、電球び;令えてか5交換してください。やけ 
どをするおそれびあり危険です。 


電球の取り扱いにはま意してください。 


♦八□ゲン電球はガラス内部の圧力び高いため、落としたり、をのをぶつけたり、傷を付け 
たりすると破損してガラスび飛び散る場合びありますので、十分ミ主意して取り扱ってくだ 
さい。また、素手でふれずにきれいな手袋を着巧してください。 

♦必ず同じワット数の電球を使用してください。 （0401 ぺージ 参照） 

♦電球および電球固定具の取0付けは確実に巧ってください。取0付けび不完全な場合、水 
入りなどによる故障およびレンズ内面の曇りにつなびるおそれびあります。 

♦電球の交換をするとをは、工具や電球、電球固定具、ソケットなどを紛失しないようにミ主 
意して作業してください。 


' 知識 

ランプの量りについて 

へッドランプ-制動灯などのランプは、雨天走行や洗車などの使用条件によりレンズ内面び 
曇ることびあります。これはランプ内部と外気の温度差によるちので、雨天時などに窓ガラ 
スび曇るのと同様の現象であ0、機能上の問題はありません。ただし、レンズ内面に大粒の 
水滴び付いているとさやランプ内に水びたまっていると をは、® トヨタ 販売店で点検を受 
けて < ださい。 

電球の交換について 

電球の交換作業をするとさに、部品などの破損びむ配な方は、 ® トヨタ 販売店にご相談く 
ださい。 
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J へッドランプ 


口 V □ゲンへッドランプ装着車 

■取りはずし方 



ボンネットを開けて（01己9ぺージ参 
照)、 コネクターとゴムカバーを取りは 
ずします。 
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車の手入れ 


■取り付け方 



電球を取り付け、止め金をかけます。 



〇 


ご?ゴムカパーをはめ込みます。 

〇ゴムカバー外周をしっかりとはめ込 
みます。 

©ゴムカバー内周（電球周り）を全周 
にわたり電球の金具部分び確認でさ 
るまで巧し込みます。 



3 


コネクターを挿し込みます。 


《図は助手席側で説明しています。 




ゴムカ J の内溝が最後まではめ込まれていることを確認 
して < ださい。 


ゴムカバーびしっか D はめ込まれていないと、へッドランプへの水入りの原因となります。 
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J フ□ント方向指示打兼非常点滅打 


■取りはずし方 



7 ボンネットを開けて（01己9ぺージ参 

照)、ソケットを取りはずします。 

ソケットを矢印の方向にまわして取り 
はずします。 


之 ソケットか5電球を引き抜きます。 


■取り付け方 

取りはずしたとさの逆の手順で取り付けます。 

《図はデイスチヤージランプへッドランプ装着車の助手席側で説明していまず。 
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車の手入れ 


J 車幅口 

■取りはずしち 



ボンネットを開けて（01己9ぺージ参 
照)、ソケットを取りはずしまず。 

ソケットを矢印の方向にまわして取り 
はずします。 


2 


ソケットか日電球を引き抜きまず。 


■取り付け方 

取りはずしたとさの逆の手順で取り付けます。 


《図はデイスチヤージランプへツドランプ装着車の助手席側で説明しています。 
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J フ□ントフオグランプ ★ 

■取りはずし方 



7 ハンドルをちにいっぱいまでまねして 
か5、アンダーカバーをめくりまず。 

ピン （1 個）とネジ （1 本）をはずし、 
アンダーカバーを めくります。 

参ピンは、ドライバーなどで9ぴまね 
して□ックをはずし、引き巧きます 



三 コネクターを取りはずします。 


コネクターを矢印の方向にまわして取 
りはずします。 


〇電球を取りはずしまず。 

ツメを巧しなび日電球を引いて、コネ 
クターか日取りはずします。 


《図は助手席側で説明していまず。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 










車の手入れ 


■取り付け方 



取りはずしたとさの逆の手順で、電球とコネ 
クターを取り付けます。 

アンダーカノ（一は、巧の手順で取り付けます。 
①バン パーに 付いているク U ップに アンダー 
カバーを挿し込んでか日、ネジで締め付け 
ます 

③バンパーに付いているク I 」ップにアンダー 
カバーを挿し込んでか日、ピンを取り付け 
ます。ピンを取り付けたあとは、ドライ 
バーなどで9ぴまわして、□ックします。 
作業後は、アンダーカバーび確実に固定され 
ていることを5隹認、してください。 


A 


00 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


室内装備の 
取り扱い 
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サイド方向指示な兼非常点滅打 
(フェンダー 装着タイプ） ★ 


■取りはずし方 



7ランプ本体を取りはずします。 

ランプ本体を車両後方に向かって巧し 
なび日、ランプ本体の車両前方側を手 
前に引いてはずします。 



と ランプ本体からソケットと電球を取り 
はずします。 

ソケットを矢印の方向にまわして、ラン 
プ本体か日取りはずし、ソケットか日 
電球を引さ巧さます。 


■取り付け方 

取りはずしたとさの逆の手順で取り付けます。 


《図は助手席側で説明しています。 



ランプ本体か日ソケットをはずすと、ソケットが車両内部 
に落ちやずくなりまず。 


落ちないよ5にを意して作業してください。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 














車の手入れ 


J 制動な/尾な、リヤ方向指示な兼非萬点滅な、後退な 

■取りはずしち 


バックドアを開けて （0132 ぺージ参 
照)、フタを取りはずしまず。 

薄刃のマイナスドライバーを切り欠さ 
に挿し込み、フタを手前に引いて取り 
はずします。 

♦傷付さ防止のため、ドライバーの先端 
に薄手のテープなどを巻いて保護し 
てください。 




ご?交換したい電球を取りはずします。 

ソケットを矢印の方向にまわして取り 
はずし、ソケットか日電球を引き抜き 
ます。 


■取り付け方 

取りはずしたとさの逆の手順で取り付けます。 
《図は助手席側で説明していまず。 


墨 謂 


ランプ本体か5ソケットをはずずと、ソケットが車両内部 
に落ちやずくなりまず。 


落ちないよ5にを意して作業して<ださい。 
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J 番号な 


■取りはずし方 



7 ランプ本体を取りはずします。 

穴部にマイナスドライバーを挿し込み、 
矢印の方向に巧しなび日、ランプ本体 
を手前に引さ出します。 


三 ランプ本体か5ソケットと電球を取り 
はずします。 

ソケットを矢印の方向にまわして取り 
はずし、ソケットか日電球を引き抜き 
よ9 〇 


■取り付け方 

取りはずしたとさの逆の手順で取り付けます。 
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日常点巧 

( 曰常点検について ) 

曰常点検整備は、お客様の責任において実施していただくことび法律で義務 
付けられています。 

日常点検は、簡単に点検でさる項目になっていますので、長距離走行前や洗 
車時、給油時などを目安に実施して<ださい。 

ここでは、点検内容を簡単に説明します。 

点検方法および実施時のを意事項は、「メンテナンスノート」をお読みくだ 
さし、。 
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G エンジンルームの点検） 



点検や交換したあとは、工具や巧などをエンジンルーム 
に置き忘れていないことを確認してください。 

万一、置き忘れていると、巧障の原因となったり、まに、エンジンルーム内は高温になるた 
め車両火巧につなびるおそれびありをおでず。 
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日常点検 


J ブレーキの液量 



ブレーキフルードの量び U ヴーバータンクの MAX (上限）と M I N (下限) 
の間にあるかを点検します。 


警^ M ブレ-キフル-ドの■を定期のに点検してください。 

ブレーキフルードび不足しているとブレーキの効をび 悪 <な0、思わ说事故につなびるおそれ 
びあ0危険です。 
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J バッテリーの液量 



バッテ U - 液面び各液檀とちバッテ U —の UPPER LEVEL (上限）と 
LOWER LEVEL (下限）の間にあるかを車両をゆするなどして点検します。 


圏 


バッテリー液の量を定期的に点検してください。 


バッテ U — 液び不足すると、バッテ1」一あびりや J (ッテ1」一自体の損傷につなびるおそれび 
あるため、定期的に点検してください。 


' ァロ識 

バッテ U - について 

UPPER LEVEL ' LOWER LEVEL の表示は、搭載されるバッテ U— により意匠び異なる場合 
びあ D ます。 


390 














日常点検 


) を却水の量 



を却水の量び U ヴーバータンクの F (上限）と L (下限）の間にあるかを点検 
します。 


冷却水の量を定期的に点検してください。 


冷却水の量び不足していると、ラジェーターの腐食やオーバーヒートによるェンジン破損の 
おそれびあるため、定期的に点検してください。 

また、水のみで使用していると寒冷時に凍結し、ラジェーターなどに損傷をちえるため、必 
ず;令却水を適切な濃度でご使巧ください。 
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> エンジンオイルの量 



エンジンオイルの量がオイルレベルゲージの F (上限）と L (下限）の間に 
あるかを点検します。 



エンジンオイルを点検•ミ粥ずるときは、次のことをお守り 
ください。お守りいただかないと、重大な傷喜ややけどに 
つなびるおそれがあります。 


>エンジンを停止してください。 

エンジン回転中にベルトやファンなどの回転部分にふれた0付近にいたりずると、手やを 
服-工具などびきさ込まれたりして、思わ城事故につなびるおそれびあり危険でず。 

>エンジンオイルの温度び低いときに、点検-交換してください。 

>エンジンび停止していても冷却が温び高いときは、エンジンオイルも高温になっており、 
やけどをするおそれびありを険です。 


エンジンオイルは定期的に点検-交換してください。 


♦定期的な点検を怠ると、オイル不足や祟化により回転部分び潤滑不良にな0、焼き付をな 
どを起こしてエンジンに損傷をちえるため、定期的に点検-交換をしてください。 
•エンジンオイルはエンジン内部の潤滑、冷却などをする働きびあ0ます。通常の運転を 
していてち、ピストンおよび暇-排気バルブを潤滑しているオイルの一部び燃焼室など 
で燃えるため、オイル量は走行ととをに減かします。また、減かする量は走巧条件など 
によ0異な0ます。 

♦エンジンオイルを補給するときは、入れすざないようにを意してください。 

♦エンジンオイルを点検するとさは、オイルびオルタネーターなどに付着しないよラに巧な 
どをあてて点検してください。 

万一、オイルび付着したときは、完全に拭き取ってください。 



392 






















日常点検 


ウインドウウオッシャーの液 i 


ウォッシャータンク側面から液面を確認し、ウォッシャー液が不足している 
ときは、ウオッシャー液を補給してください。 



キヤツブ 


■ウオッシヤー液を補給ずるには 


/キャップを開けます。 

ウォッシャー液を入口のキャップを開けます。 

三 ウォッシャー液を補給します。 

補給び終わったら、ウォッシャー液ま入口のキャップを確実に閉めて 
ください。 

♦ウォッシャー液の容器に表示してある凍結温度を参考に、希釈して 
補給します。 

♦ U ヤワイパー用のウォッシャータンクは、フ□ントワイパー用と兼用 
です。 

I 故 TaJ エンジンが熱いときやエンジンがかかっているときは、 
■貢 1呂, ウォッシャー液を補給しないでください。 

ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、エンジンなどにかかると出火する 
おそれびあり危おです。 
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c まのまわりの点検 ） 


タイヤの点検については、069ページの「タイヤについてのを意」を併せて 
お読みください。 

J タイヤの空気圧 

タイヤが冷えている（走行前）状態でタイヤの接地部のたねみ状態（つぶれ 
具合）を見て、空気圧が適正であるかを点検します。 



♦月に]回程度は空気圧ゲージによる点検をおすすめします。 

♦空気圧が適正でない場合は、必ず指定空気圧に調整して < ださい。 


必ずタイヤ空気圧が指定空気圧になっていることを点検 
して < ださい。 

指定空気圧より低いと車両の走行安定性を損なラばかりでなく、タイヤび儒摩耗したりし 
ます。高速走巧時にスタンディングウェーブ現象によりタイヤびバースト（破裂）したり 
して、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。日常点検で、スペアタイヤも含他、 
必ずタイヤ空気圧び指定空気圧になっていることを点検してください。 

※高速で走行しているとをに、タイヤび波ラつ現象。 



知識 


指定空気圧について 

指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に 
P 占5れている「タイヤ空気圧」の表、またはメ 
ンテナンスデータ （04 日已ページ）でご確認く 
ださい。 

♦スペアタイヤち点検してください。 

♦指定空気圧でのたわみ状態を確認しておく 
と、タイヤを目視点検するときの参考になり 
ます。 

♦指定空気圧の調整は、タイヤび;令えていると 
きに巧ってください。 
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日常点検 


) タイヤの亀裂、損傷_ -■ 

タイヤの側面や接地部全周に著しい傷や亀裂がないかを点検します。 

また、釘、石、その他の異物が刺さったり、かみ込んでいないかを点検します。 

ジィヤの側おなどに傷や亀裂のあるような異常なタイヤ 
を装着しないでください。 

♦異常びあるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルびとられたり、異常な振動を感じ 
ることがあ0ます。 

また、バースト（破裂）など修理できないよラな損傷をタイヤに与えたり、タイヤび横す 
ベりするなど思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

走行中、異常な振動を感じた場含は、 すみやかに® トヨタ 販売店で点検を受け、正常な 
タイヤに交換してくださし、。 

♦異常びあるタイヤを装着していると、車の性能（燃費-車両の方向安定性-制動距離など） 
び十分に発揮でをないばかりでなく、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。また、 
部品に悪影響を与えるなど故障の原因となることびあります。 


目次 
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重口 


基本操作 
早わかり 


運転をずる 
前に 
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とさに 
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pi 
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> タイヤの溝の深さ、異常摩耗 




タイヤ接地面に表示されているスリップサイン（摩耗限度表示）が現われて 
いないかを点検します。 

また、極端な片ベりなどの漏摩耗がないかを点検します。 

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。 


摩耗限度をこえたタイヤは使用しないでくださし、。 


タイヤの溝の深さびかないタイヤやスリップサイン（摩耗限度表示）が出ているタイヤをそ 
のまま使用すると、制動距離び長くなったり、雨の日に八イド□プレーニング現象^ 2 により、 
八ンドルび操作でをなくなった日、タイヤびバースト（破裂）したりして、思わ械事故につ 
なびるおそれびあり危険です。ス U ップヴインが現れたら、すみやかに正常なタイヤと交換 
して < ださい。 

《2水のたまった道路を高速で走行すると、タイヤと路面の間に水び入り込み、タイヤび路面から浮い 
てしまい、 A ンドルやブレーキび劲かなくなる現象。 





各ランプのレンズに、ミちれや破損、ヒビ割れなどがないかを点検します。 


' -知日 ali - 

ランプの量りについて 

へッドランプ-制動灯などのランプは、雨天走巧や洗車などの使用条件によ0レンズ内面び 
曇ることびあります。これはランプ内部とが気の温度差によるちので、雨天時などに窓ガラ 
スび曇るのと同様の現象であり、機能上の問題はあ0ません。ただし、レンズ内面に大粒の 
水滴び付いているときやランプ内に水びたまっていると をは、® トヨタ 販売店で点検を受 
けて < ださい。 
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日常点検 

(運拓おに鹿っての点検） 

>パーキングブレーキペダルの踏みしろ 



ノ（ーキングブレーキペダルび止まるまでゆっくりと踏み、カチカチ音び基準 
値 （04 □□ページ参照）の範囲で止まるかを点検します。 


J エンジンのかかり具合 ■ 

エンジン始動の際、異音びないか、かかり具合いは良いかを点検します。 
また、アイド U ング状態および少し回転を上げた状態で、異音びないかを点 
検します。 


>ブレーキペダルの踏みしろ 



エンジンを始動し、ブレーキペダルをいっぱいに踏み込み、床板とのすさ間 
(04 □□ページ参照）を点検します。併せてペダルの感触に異常びないかを 
点検します。 


目次 


A 


警告 


基本操作 
早わかり 


運転をずる 
前に 


運転をずる 
とさに 
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メンテナンス 
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J ウインドウウオッシヤーの噴射状態 



エンジンを始動し、ウインドゥウォッシャーを作動させ、噴射の向さおよび 
高さびワイノ（一の作動範囲のほぼ中央にあたるかを点検します。 


) ワイパーの払拭状態 



エンジンを始動し、ウインドゥウォッシャーでガラスをめ日した状態でワイ 
パーを作動させ、「間欠作動」 r 低速作動」「高速作動」「一時作動」のさ作動 
び良いか、なさ取り状態び良いか点検します。 


) な乂装置、方向指示器の作動^^^^^^ ■ 

エンジンを始動し、さ灯火装置、方向指示器を作動させ、ランプび点灯または 
点滅するか、明るさび不足していないかを点検します。 
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c 走巧しての点検 ） 


日常点検 


>ブレーキの効さ具合 


通常走行時にブレーキをかけたとさ、効さび十分か、片効さしないかを点検 
します。 


w/mm 


警告音が発生したまま走行しないでください。 


走行中、継続的にブレーキ付おから警告音（キーキー音）び発生しにとさは、ブレーキバッドの 
使用限度で ず。® トヨタ販売店で点検を受けてください。警告音び発生したまま走行し続ける 
と、ブレーキのバッドびなくな0、ブレーキ部品を損傷させた0、効をび悪くなって、思わめ 
事故につなびるおそれびあ0ち巧です。 


) エンジンのほ速および加速の状態 

通常走行で停車したとき、エンジン回転にむ日びあったり、停止したりしな 
いかを点検します。 

また、アクセルペダルを踏み込んだとき、なめ日かに加速するかを点検します。 


J 前曰までの異常箇所の点検 


前曰までの使用時に異常びあった箇所について、運行に支障びないかを点検 
します。 


A 


00 


基本操作 
早わかり 


運転をずる 
前に 


運転をずる 
とさに 


醒の 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 
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メンテナンスデータ 

C メンテナンスデータ） 

J 点検基準値 


項 目 

メンテナンスデータ 

ブレーキペダル 

遊び [mm] 

(負圧なしの状態） 

1 〜 6 

踏み込んだとをの床板との 
すさ間 [mm] 

〔足普力已日日 N 忆日 k 旨巧〕 
(エンジン日 N の状態） 

VSC & 
TRC 装着車 

114 

VSC & 
TRC 装着車 
を除< 

F F き 

107 

4WD 車 

10 己 

パーキング 
ブレーキペダル 

踏みしろ[ノッチ叫 
〔操作力 300 N り Ok 卽〕 

7 〜]日 

VU ブドベルト 

たわみ量 [mm] 

〔押力1□日 N llOkgfn 
(を間時） 

オルタネーター Si 
A/C ベルト 

P/S ベルト 

11-13 


※ノッチとは、パーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチッ"といラ音）のことです。 
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メンテナンスデータ 


) 電球（バルブ）のワット数 


項 


巨 


メンテナンスデータ 


電球 

(バルブ） 


ワット数 


へッドランプ 

L ノ V □ゲンへッドランブ装着車 j 


- 60/己己 W 
(バルブタイプ； H 4) 


デイスチャージへツドランプ装着車 


車幅口 . 

フ□ントフオグランプ 


…3己 W 
(バルブタイプ； D 4 R ) 

. 己 W 

. 已1 W 

(バルブタイプ； H 目 4) 


フ□ント方向指示な兼非常点滅灯 

(アンバーバルブ※ 1). 

サイドち向指示灯兼非常点滅灯 

•ドアミラー装着タイプ . 

•フてンダー装着タイプ 

(アンバーバルブ※ 1). 

U ヤ方向指示灯兼非常点滅な 

(アンバーバルブ※ 1). 

後退灯 . 

制動口/尾灯 . 

番号灯 . 

マップランプ . 

ルームランプ . 


21 W 


ED; 


5 W 


. 21 W 

.16 W 

21 W /5 W 

. 己 W 

.8 W 

.8 W 


八イマウントストップランプ . L ED 3 


アンバーバルブはオレンジ色の電球です。 

《2 LED は、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード）の略で、半導体発光素子です。 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をずる 
とさに 


醒の 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 


★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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》油脂類の容量と銘柄_ 

使用するオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされます。 

トヨタ車には、最ち適したトヨタ純正オイル-液類のご使用をおすすめします。 
トヨタ純正油脂 L ソ外を使用される場合は、それぞれの油脂に相当する品質の 
ちのをご使用ください。 


項目 

容量 [L] 
(参考値） 

銘柄 

冷却水 

2 NZ-FE 

4.4 

トヨタ純正スーパー□ング 
フイフクーフント 
凍結な証温度 
「濃度30% - 1 2 °C ] 

L 濃度已□% -35 °cJ 

1 NZ-FE 
( FF 車） 

4.3 

1 NZ-FE 
(4 WD 車） 

4.3 

オートマチック 
トランスアクスル 
フルード 

2 NZ-FE 

己.目 

トヨタ純正 

オートフルードタイプ T 一 IV 

1 NZ-FE 
(FF 車） 

目.8 

1 NZ-FE 
(4 WD 車） 

目.日 

トランスファーオイル （4 WD 車） 

日.日 

トヨタ純正 
ギヤオイルスーパー 
(API G し-己， SAE 7己 W- 日 0) 

U ヤデイファレンシャルオイル （4WD き） 

1.7 

トヨタ純正 

八イポイドギヤオイル SX 
(API G し-已 .SAE 8己 W- 目 0) 

ノ V’ワーステア U ングフルード 

0.7 

トヨタ純正 

パワーステアリングフルード 

ブレーキフルード 

— 

トヨタ純正 

ブレーキフルード2日日 0H 
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メンテナンスデータ 



容量 [ L ] 

( 参考値） 


項目 

オイルのみ 
交換時巧 填量 

オイルとオイル 
フィルター交換 
時巧 填量 

銘柄 




トヨタ純正モーターオイル SM 日 W-20 を 

(API SM，EC/ILSAC 

GF-4.SAE 日 W-20) 
トヨタ純正モーターオイル SM 已 W-3 日 
(API SM，EC/ILSAC 

GF-4,SAE 已 W-30) 

エンジンオイル 

3.4 

3.7 

トヨタ純正モーターオイル SM 1 0W-30 
(API SM，EC/ILSAC 

GF-4.SAE low-30) 

トヨタ純正モーターオイル SL 日 W ぶ日 
(APIS し EC SAE 己 W- 2日） 

トヨタ純正モーターオイル SL10W-30 
(API SLEC SAE 1日 W-3 日） 


※〇 W-20 は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 


A 


董口 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をずる 
とさに 


醒の 


pi 
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付を合い方 


メンテナンス 
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■指定エンジンオイル 

API 規格 SM / EC 、 SL / EC わ 、、I L SAC 規格合格油をおすすめします。 
なお 、I LSAC 規格合格油の吿には ILSAC CERTIFICATION (イルサックヴー 
テイフイケーシヨン）マークが付いています。 



API マーク ILSAC CERTI 円 CATION 

マーク 


-下記表に基づさ、外気温に適した粘度のちのをご使巧ください。 



か気温(で） 

※〇 W-20 は新車時に充填されている、最を省燃費性に優れるオイルです。 


J ウオッシヤータンク容量 


項目 

容量 [ L ] (参考帽） 

ウォッシヤータンク 

2.5 


y 燃料の量と種類 


項目 

客量 [ L ] (参考値） 

指定銘柄 

燃料（フユーエルタンク） 

4己 

無給レギュラーガソリン 
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メンテナンスデータ 


J タイヤ.ホイ ー ル仕様 


》車両仕様 


を 称 

型 式 

エンジン 

駆動方式 

グレード 

ポルテ 

NNP 10 

2 NZ-F E 
(1.3 L ガソリン） 

F F 

(前輪駆動） 

130 i 

NNP 1 1 

1 NZ-F E 
(1 .已 L ガソ U ン） 

1己0「 

NNP 1 己 

1 NZ-F E 
(1 .已 L ガソリン） 

4 WD 
(4 輪駆動） 

]已0 i 


項目 

タイヤサイズ 

タイヤが;ちえているときの空気圧 
[ kPa 化邑 / cm 己}] 

前輪 

後輪 

標準タイヤ 

175/70 R ]4 84 S 

220に.2( 

220に.2( 

応急用スペアタイヤ 

T 105/70 D 16 87 M 
(F F き） 

420 {4.21 

420 {4.21 

T 125/70 D 16 96 M 
(4 WD 車） 



項目 

ホイールヴイズ 


リムサイズ 

P . C . D . 

オフセット 量 

タイヤヴイス 

スチールホイール 

アル S ホイール 

標準 

タイヤ 

17己/7日 R 1484 S 

]4 X 己1/2」」 

]4 X 已1/2 」 J 


33 mm 

応急用 
スペア 
タイヤ 

T ] 日巳/ 70 D 1 巨 87 M 
(FF 車） 

16 X 4 T 

/ 

1 日日 mm 
X 4( 巧) 

39 mm 

T ] 2巳/7001目9目 M 
(4 WD 車） 

/ 
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初期設定が必要な機能 

し 初期設定について ) 

バッテ1」一を交換したとさや、メンテナンスを行ったとさなど、バッテリーと 
車両との接続び断たれた場合には、下記の機能の初期設定び必要です。これ 
日の機能は、初期設定を行わないと機能び正しく作動しません。 

参照ページの説明に従って、それぞれ必要な操作を行ってください。 


項目 

巧赃方法 

パワースライドドア 

0131ページ参照 

バックドア 

013目ページ参照 

パヮーウィンドゥ 

01已3ページ参照 
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初期設定びお要な機能 


MEMO 


A 

望 

是 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をする 
とさに 


画の 


pi 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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MEMO 
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万一のとき 


工具、スペアタイヤ、発炎筒 . 410 

ジャッキ、工具、 

スペアタイヤの格納場所 410 

スペアタイヤ 412 

発炎筒の使い方 414 

故障したとまは . 41百 

路上で故障したとさは 416 

動けな < なったとさは 417 

パンクしたとをは . 418 

タイヤの交換 418 

パッテ y — びあびったとをは . 428 

バッテリーあがりとは 428 

才ーパーヒートしたとをは . 432 

才ーパーヒートとは 432 

けん引について . 435 

けん引のしかた 43己 

事がび起をたとをは . 439 

あわてずに;夕の処置を巧って 
ください 439 

車両を緊急停止するには . 440 

緊急停止のしかた 440 


貢 

次 


h 

を 

早 

わ 

か 

基 

本 

瘦 

作 

著 

ミ主 
意 

■ r 

板 

適 

装 

備 

石 

を 

口 

し、 

方 

\ _ 

車 

と 

の 

上 

手 

な 

ド 

y 

美 

ン 

ス 


万 

■ 

の 

と 

さ 
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工具、スペアタイヤ、巧炎筒 

^ジャッキ、工具、スペアタイヤの格納場所） 


F F 車 
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工具，スペアタイヤ、结が筒 


♦ジャッキ、工具、スペアタイヤは、ラゲージルームに格納されています。 
♦ジャッキ、工具の種類、発が筒の使い方などは、万一のとさ困らないよラ 
にあ日かじめ確認しておきましよう。 

♦4 WD 車のデッキアンダートレイの取りはずしかたについては、©次ペー 
ジを参照してください。 


w/mwM 


工具やジャッキを使巧したあとは、 
実に格納してください。 


ミ夫め5れた場所に確 


♦工具やジャッキを使巧したあとは、決め日れた場所に確実に格納してください。室内など 
に放置すると、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦車に搭載されているジャッキはお客様の車専用でず。他の車に使用したり、他の車の 
ジャッキをお客様の車に使巧しないでください。ジャッキの取り扱いを誤ると、思わ城 
事故につながるおそれびあり危険です。 


誦 


ジャッキを使用ずるときは、次のことをお守りください。 


車に搭載されているジャッキは、タイヤ交換やタイヤチェーン脱着政外に使用しないで 
<ださい。 


曼 


A 

7と-- 

是 

早 

わ 

か 

じ 

呈 

本 

袋 

ホ 

- 

S 

% 

1 

と 

さ 

に 

岸 

を 

9 

を 

7it 

ら 

巧 

し- 

室 

お 

の 

草 

記 

と 

莲 

巧 

全 

疾 

に 

g 

巧 

i 

方 

メ 

ン 

テ 

ナ 

ン 

ス 

1 

の 

i 

1 


1 


ま引 
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c スペアタイヤ ） 


J 取り出し方 




7 ffwi 

マツトとスペアタイヤカバーを取りはず 
します。 


r 4 WD 車 I 

デッキボード-中央デッキアンダート 
レイを取りはずしまず。 


①デッキボードを持ち上げて取りはず 
して、 

⑨中央デッキアンダートレイを取りは 
ずします。 


之 スペアタイヤを取り出しまず。 

八ンドルを左にまわして取りはずし、 
スペアタイヤを取り出します。 

格納ずるとさは 

八ンドルをちにまわして取り付けます。 
♦スペアタイヤび確実に固定されてい 
ることを確認します。 


必ずスペアタイヤの点検を行ってください。 


異甫びあるスペアタイヤは装着しないでください。なお、指定空気圧は運転席ドアを開けた 
ボディ側に貼5れている「タイヤ空気圧」の表、または040己ページで正しい空気圧を確 
認の5え調整してください。 
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工具、スペアタイヤ、発炎筒 


J 応急用タイヤについて 


応急用タイヤは、標準タイヤびノ（ンクしたときに一時的に使用するタイヤです。 
できるだけ早く標準タイヤに交換してください。 


w/mm 


応急用タイヤの空気圧は必ず点検してください。 


♦応急用タイヤの空気圧は必ず点検してください。空気圧び不足している状態で走行すると、 
タイヤの径の違いびさらに大さくなるた奴、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 
タイヤび冷えているときの空気圧（ゲージ圧）：42日 kPa |4.2 kg / cm ^} 

♦車に搭載されている応急巧タイヤはお客様の車専巧です。他のタイヤやディスクホイール 
と組み含わせたり、他の車に使用した0、他の車の応急用タイヤをお客様の車に使用しな 
いで< ださい。走行に悪影響び出て、思わ说事故につなびるおそれびあ0危険です。 




応急用タイヤは、標準タイヤがパンクしたときに一時的 
に使用ずるタイヤでず。標準タイヤに比べて直径がルさ 
いので、次の事項にま意してください。 


♦応急巧タイヤを装着しているとをは、約10日 km / hULL で走行しないでください。思わ城 
事故につなびるおそれびあります。応急巧タイヤは、標準タイヤびパンクしたとさ、一時的 
に使用するタイヤです。応急用タイヤは、できるだけ早く標準タイヤに交換してください。 
♦応急巧タイヤを装着して突起物などを乗りこえるときは、標準タイヤを装着しているとき 
と同じ感覚で運転しないでください。応急用タイヤ装着時は標準タイヤ装着時に巧し車高 
び変化します。同じ感覚で運転すると車をぶつけるおそれびあります。 

♦応急用タイヤにタイヤチェーンを装着しないでください。タイヤチェーンび車体側にあたつ 
た0、走巧に悪影響をおよぼすおそれびあります。雪道、凍結路で前輪びパンクした場合は、 
応急用タイヤを前輪に使用せず、後輪に使用し、はずした樓輪タイヤを前輪に装着してか5 
タイヤチェーンを装着してくださし、。 

♦応急用タイヤを装着しているとをは、正確な車両速度び検出できない場合びあり、下記の 
システムび正常に作動しなくなるおそれびあ0ます。 

- ABS 

■ブレーキアシスト （VSC & TRC 装着車） 

- VSC 
■ TRC 

また、フレックスフルタイムタイム 4 WD は、性能び十分に発揮できないばかりでなく、 
駆動系部品に悪影響をちえるおそれびあります。 
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c 巧炎筒の使い方3 


J 格納場所 



助手席足元に備え付けてあります。 


J 発炎筒の使い方 




7発炎筒を組み立てまず。 

本体をひねりなびら取り出し、逆にし 
て挿し込みます。 


と 着义しまず。 

キャップの頭部のすり薬でこすると着 
乂します。 
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工具、スペアタイヤ、発炎筒 


発炎筒は正しく取り扱ってくださし、。 


♦発炎筒をおテさまにはさわ5せないでください。いたず!5などによ0発火し、思わ姑事故 
につなびり、生命にかかわる重大な傷富を受けるおそれびあり危険です。 

♦発炎筒を使用中は顔や体に向けたり、近付けたりしないでください。やけどなど、重大な 
傷害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦発炎筒を燃料などの可燃物のおくで使用しないでください。引火して、やけどなど重大な傷書 
を受けるおそれがあり危険でず。 


発炎筒をトンネル内などで使用しないでください。 


煙で視界を悪くするのでトンネル内などでは非常点滅灯を使用してください。 
(02 日2ページ参照） 


^ 知識 

発炎筒について 

♦発炎時間は約已分間ですので郎常点滅灯を併用してください。 

♦発炎筒には有効期間びあ0ます。 

本体に表示してある有効期間の切れる 前に® トヨタ 販売店でお求めください。 
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故障したとまは 

G 路上で巧障したとまは） 



非常点滅灯（0262ページの「非常点滅打 
の使い方」参照）を点滅させなびら、車を 
路肩に寄せ停車します。 

非常点滅打は、故障などでやむを得ず路上 
駐車する場合、他車に知 b せるため使巧し 
ふ 〇 



高速道路や自動車専用道路では、車両後方 
に停止表示板または停止表示灯を置いて< 
ださい。（法的にち義務付けられています） 



緊急を要するとさは発炎筒で合図します。 
(04 14ページの「発炎筒の使い方」参照） 
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0 助けな < なつたとまは） 


故障したときは 


>踏切で動けなくなったときは 



シフトレバーを⑩にして付近の人に安全な 
場所まで巧してちらってください。 

脱輪などで動けなくなったとさは、ただち 
に踏切の非常ボタンを巧してください。 
緊急を要するとさは発炎筒を使用してくだ 
さい。 

参エンジンスイッチを " START " の 
位置で保持して緊急避難的に車を動かす 
ことはでさません。 


>道路で動けなくなったときは 



シフトレバーを⑩にして付近の人に安全な 
場所まで押してち日ってください。 

参エンジンスイッチを " START " の 
位置で保持して累急避難的に車を動かす 


困った ときは、® トヨタ販売店へ ご連絡ください。 

「メンテナンスノート」のサービス網/お客様相談テレホン網をお読みくだ 
さし、。 



ことはでさません。 
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パンクしたとをは 

C ~タイヤの交換~ ) 


タイヤの交換については、069ページの「タイヤについてのを意」を併せて 
お読みください。 

〇タイヤ交換ずる前に 

/平 5 な場所に移動しまず。 

交通のじゃまにな日ず、安全に作業でさる地面び平らで固い場所に移 
動します。 


之 パーキングブレーキをしっかりかけます。 

〇エンジンを停止しまず。 

シフトレバーを©にし、エンジンを停止します。 

4 車の存在を知らせます。 


必要に応じて非常点滅灯を点滅させ、人や荷物を降ろし、停止表示板 
(または停止表示灯）を使巧します。 

ら ジャッキを取り出しまず。 



rFF 車1 

マッ トとスペアタイヤカバーを取りはず 
し （ 04 ] 2ページ参照）、ク U ップをはず 
して、ジャッキを取り出します。 

格納するときは、ク U ップをはめて確実 
に固定します。 



r 4 WD 車 

デッキボードを取りはずし （04] 2ページ 
参照)、ジャッキを取り出します。 

格納するときは、所定の位置にしっかり 
はめ込みます。 
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パンクしたとをは 


6工具を用意しまず。 

ジャッキ八ンドル、ホイールナットレンチを用意します。 

(041 日ページの「ジャッキ、工具、スペアタイヤの格納場所」参照） 

/ 輪止めを用意します。 

ジャッキアップする場合には輪止めび必要です。 

輪止めに ついては、® トヨタ 販売店で購入できますので 质) トヨタ 版 
売店にご相談ください。 

なお、輪止めは、タイヤを固定できる大きさの石などで代用できます。 

8 スペアタイヤを用意しまず。 

(041 2 ページの「スペアタイヤ」参照） 


A 


雲 — 
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前に 


運おをずる 
とさに 
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J タイヤ交換のしかた 



ジャッキを置きます。 

取りかえるタイヤに近いジャツキセツ 
卜位置の下に置さます。 

地面び平らで固く、ジヤツキび安定する 
ことを確認します。 



三 輪止めをします。 

ジャッキアップする位置と巧角の位置 
にあるタイヤに輪止めをします。 

前輪を持ち上げるとさは後輪のラしろ 
側に、後輪を持ち上げるとさは前輪の 
前側に輪止めをします。 

(左図はち側後輪を持ち上げる場合を示 
しています） 



〇ホイールキャップをはずしまず。 

スチールホイール装着車は、ホイー 
ルキャップをはずします。 

ホイールナットレンチの先をホイール 
とホイールキャップの間に挿し込み、 
タイヤ側にこじるとはずれます。 

に〜3か所、場所をかえて繰り返すと 
楽にはずせます） 

傷付さ防止のため、ホイールナツトレン 
チの先端に布などをきいてください。 
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パンクしたとさは 



4 ナットをゆるめます。 

ホイールナットレンチを使用して、左 
図の順序でナットを左にまわし、手で 
少しまわるく日いまでゆるめます。 




白 ジャッキを上ばまず。 

ジャッキの A の部分を手でちにまわし 
て車体のジャッキセット位置まで上げ 
よ9 〇 


b ジャッキセット位置（切り欠きの間） 
にジャッキをかけまず。 

ジャッキび確実に車体のジャッキセット 
位置にかかっていることを確認します。 


/ ジャッキ八ンドルを取り付けます。 


ジャッキ八ンドルをジャッキの巧部に 
確実に挿し込みます。 
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o ジャッキアップします。 

ジャッキ八ンドルをちにまわしてタイ 
ヤび地面から少し離れるまでジヤツキ 
アップします。 


9 ナツトを取りはずします。 

手でナツトを左にまわして取りはずし 
9 〇 

70 タイヤを取りはずしまず。 

アル S ホイールを直接地面に置くとさ 
は、傷び付かないよラに意匠面を上に 
して置いてください。 

11 交換ずるタイヤを取り付けます。 

♦タイヤを取り付けるとさは、ディス 
クホイールのシート部やディスクホ 
イール裏側の取り付け面のちれを拭 
さ取ってか日取り付けてください。 


参左図の A • B 面の巧れをなき取ります。 
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パンクしたとさは 


12ナッ トを板締めします。 

タイヤび、びたつかない程度まで、手でナットをちにまわして仮締め 
します。 

ディスクホイール取り付けボルト、ナットのねじ部や、ナットのテー 
パー部（アル S ホイールの場合、座金の裏側）の巧れ、異物を取り除 
いてください。 


スチールホイール装着車1 

■タイヤを交換ずるとさ（応急用タイヤを含む） 

ナツトのテーパー部びディスクホイール巧のシート部に軽<あたる 



巧^ル S ホイール装着車 I 
■応急用タイヤに交換するとき 

ナツトのテーパー部びディスクホイール巧のシート部に軽<あたる 



■アル S ホイールに交換するとさ 

ナツトの座金びディスクホイールにあたるまで仮締めします。 
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13 車体を降ろします。 

ジャッキ八ンドルを左にまわして車体 
を降ろします。 


14 ナッ トを締め付けます。 

ホイールナットレンチを使用して左図 
の順序でナットをちにまわし、2〜3度 
にわたり十分締め付けます。 

締め付けトルク：約] 〇已 N'm 

{1 0曰 Okgf . cm ( 

lu センターオーナメントを取り付けまず。 

アル S ホイール装着車は、はずした夕 
イヤか日センターオーナメントを取り 
はずして、交換したタイヤに取り付け 
ます。 

参応急用タイヤにセンターオーナメン 
卜を取り付けることはでさません。 

I ロホイールキャップを取り付けます。 

スチールホイール装着車は、タイヤのパ' 
ルブ（空気口）に切り欠さを合わせてホ 
イールキャップを確実に取り付けます。 
参応急巧タイヤにホイールキャップを 
取り付けることはでさません。 

7 7 工具、 ジャッキ、タイヤを片付けます。 

ジャッキの格納については、 04] 8 
ページを参照、してください。 

78 タイヤの空気圧を点検して<ださい。 

(。40己ぺージ参照） 
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パンクしたとをは 


园警 M 


パンクしたまま走しないでください。 


♦パンクしたまま走巧しないでください。パンクしたまま走行し続けると、走巧不安定となり、 
思わ城事故につなびるおそれびありち険です。また、タイヤやディスクホイール、サスペン 
シヨン、車体に損傷を与えるおそれびあ0ます。ただちにスペアタイヤに交換してください。 
♦ジャッキアップした5車の下には絶対にもぐ5ないでください。万一、ジャッキびはずれ 
ると、体び車の下敷をになり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ 
びあ0ます。 

♦ジャッキアップしているとさは、エンジンをかけないでください。エンジンの振動でジャッ 
キびはずれたり、車び動さ出すなど思わ城事故につながり、生命にかかわる重大な傷害を 
受けるおそれびあ0危険です。 

♦必ず!^^下のことをお守り < ださし、。 

お守りいただかないと、車体が損傷したり、ジャッキびはずれたりして、生命にかかわる重 
大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

•ジャッキアップするときは、平5な場所に車を止め、対角の位置にあるタイヤに必ず輪止 
めをしてください。なお、輪止めの代わりに石などで代用する場合、タイヤを確実に固定 
でさることを確認してください。また、パーキングブレーキをしっかりかけてください。 

-人を乗せたままジャッキアップしないでください。 

-ジャッキアップするときはジャッキの上や下にをのを挟まないでください。 

-ジャッキび確実に車体のジャッキセット位置にかかっていることを確認してくださし、。 

- 車体はタイヤ交換に必要な高さだけ持ち上げてください。 

♦ジャッキアップした車体を降ろすときは、作業者自身やまわりの人び手や足などを挟み、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険ですので、周囲を確認し、十分ま意 
しなび5作業して < ださい。 

♦ディスクホイール取り付けナットび確実に締まっていることを確認して<ださい。確実に 
締まっていないと、ホイール取り付けボルトやブレーキ部品を破損したり、ディスクホ 
イールびはずれるなど、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

タイヤ交換 後は® トヨタ 販売店で、できるだけ早くトルクレンチで基準値にナットを締 
めて < ださい。 

締め付けトルク：約] 〇已 N‘m no 已 Ok 畳 f-cml 
♦ディスクホイールを取り付けるナットやボルトにオイルやグ U —スを塗5ないでください。 
ナットを締めるときに必要切上に締め付け5れ、ボルトび破損したり、ディスクホイール 
び損傷するおそれびあ0ます。また、ナットびゆるんで走巧中にタイヤびはずれるなど、思 
わ说事故につなびるおそれがあり危険です。 

♦タイヤの取0付けには、ご使用のディスクホイール専用の取り付けナットを使用してくだ 
さい。 

♦ディスクホイール取り付けボルト、ナットのねじ部や、ディスクホイールのボルト巧につ 
ぶれや亀裂などの異常びある場を は、® トヨタ 販売店などで点検を受けてください。 
つぶれや亀裂などの異常びあると、ナットを締め付けても十分に締まらず、ディスク 
ホイールびはずれるなど、思わ说事故につなびるおそれびあり危険でず。 


目次 
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卓 L 恰挂さむでいるジャッキ LU がのジャッキを使用して 
ジャッキアップずる場合は、次のことをお守りください。 

♦車に搭載されているジャッキじ(がのジャッキを使用してジャッキアップする場をは、特別な 
工具び必要になったり、取り扱いに特別なま意び必要になるため、誤って使用すると車両 
を損傷したり、思わ姑事故につなびるおそれびあり危険です。 

車に搭載されているジャッキがのジャッキを使巧する必要 
びある場含は、 ® トヨタ 販売店にご相談ください。また、 

ガレージジャッキを使用するとをは、必ずしっかりとした傾を 
のない平坦な床面で使用してください。下図のガレージジャッ 
キセット位置にあててください。ガレージジャッキを使用する 

とさは、必ずガレージジャッキに付属の取扱説明書を十分に確 ガレー ジジ サッキ 

認の上、使用してください。 





ガレージジャッキで車両前側を持ち上げるとをは、ラジエーター ヴポー トにあてないよ 
ラにして < ださい。 

ガレージジャッキは、受皿のあ状びガレージジャッキセット位置に適したサイズの受皿 
タイプを使用してください。 
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パンクしたとをは 


ァィ乂ゾホイ-ルを取り付けるときは、シ-卜部や裏側の 
取り付け面がミちれていないか確認してください。 

♦ディスクホイールのシート部（スチールホイール装着車）やディスクホイール裏側の取り 
付け面びほこりなどで汚れていると、走行中にディスクホイール取り付けナットびゆるみ、 
タイヤびはずれ、思わ说事故につなびるおそれびあ0危険です。 

♦新品と交換するときは、4輪とを指定サイズで、同ーサイズ•同ーメーカー•同一銘柄 
および同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

♦タイヤ交換などをする隙は、パワースライドドア方インスイッチを OF F にしてください。 
(012 日ぺージ参照）日 FF にしないと、いたず5や誤ってスイッチにふれたときにスラ 
イドドアび動を、指や手などを挟んでけがをするおそれびあります。 


爪ィールナットレンチはホイールナットに十分深くかけ 

ド 幻隨扇 I てくだホぃ。 _ 

♦ホイールナットレンチはホイールナットに十分深くかけてください。ホイールナットレン 
チのかけちび浅いと、締め付けるときにホイールナットレンチびはずれてけびをするおそ 
れびあります。 

♦ホイールキャップは直接手をかけて取5ないでください。また、取り扱いには十分を意し 
て<ださい。けびをするおそれびあります。 

♦ホイールキャップをはずすと走は、ホイールナットレンチ政がは使わないでください。 
ディスクホイール、ホイールキャップび損傷するおそれびあ0ます。（スチールホイール 
装着車） 

♦アル S ホイール装着車のナットはトヨタ純正アル S ホイール専用品!;^がを使用しないでく 
ださい。走行中にナットびゆるみタイヤびはずれるおそれびあります。 

♦ホイールナットレンチを足で踏んでまわしたり、パイプなどを使用して必要!^处上に締め付 
けないでください。タイヤを取0付けるボルトび折れるおそれびあります。 

♦傷、変おびあるナット、ディスクホイールなどは使用しないでください。 

♦タイヤ交換樓、走行中に八ンドルや車体に振動び出た場含は、 ® トヨタ 販売店でタイヤ 
のバランスの点検を受けてください。 


' - 3( ムミ □ 日 Bli - 

はずした標準タイヤの収納について 

スペアタイヤの収納場所に、はずした標準タイヤを収納することはできません。はずした標 
準タイヤは、ラゲージルームに置いてください。 


目々 
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バツテリーがあがつたとをは 


こ バッテリーあびりとは） 



次のよラな状態びバッテ U —あびり 
です。 


♦スターターびまわらなかったり、 
まわってち回転び弱<、なかなか 
エンジンびかからない。 


♦へッドランプびいつちより暗い。 
♦ホーン（警音器）の音びルさい、 
または鳴 b ない。 


》処置のしかた 

巧しびけによる始動はでさません。 

救援車を依頼しブースターケーブルを接続して、エンジンを始動してください。 
なお、救援車のバッテ U —は] 2 V を使用してください。 


7 ブースターケーブルをつなざます。 


ノ（ッテ U - の©端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを;欠の順に 
つなざます。 

①自車のバッテ U - の©端モ 
③救援車のバッテ U - の©端モ 

③ 救援車のバッテ U - の0端モ 

④ ©次ページの図で指示している箇所（アースをとる） 

三 バッテリーを充電しまず。 

救援車のエンジンをかけ、エンジン回転数をかし高めにし、約已分間その 
回転を保持し、応急的に自車（バッテ U —あびり車）のバッテリーを 
充電します。 

〇自車のエンジンをかけます。 

4 ブースターケーブルをはずしまず。 

ブースターケーブルをつないだとさと逆の順にはずします。 
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バッテリーがあびったとさは 


[アースポイント 」I 


自車（バッテリーあがり車) 



目次 


As ^ I if する 


運乾をずる 
とさに 


蜡 gif の邮階説快と IT P の0 心巧な 
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J バッテリーあびりを防ぐために 

♦エンジンを停止したままランプを点灯させたり、オーディオ、エアコンを 
使わないよラにしてください。 

♦エンジン回転中でち巧滞などで長時間止まっている場合は、不必要な電装 
品の電源を切ってぐださい。 


义気をバッテリーに近付けないでくださし、。 


♦必ず UTF のことをお守りください。 

お守りいただかないと、バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火-爆発し、やけどなど、 
重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

- ® の接続（〇前ぺージ参照）は自車バッテリーの©端子につなびないでください。 

バッテリーに直接つなぐと、火花び発生します。 

-ブースターケーブルを接続するとき、©と©端テを絶対に接触させないでください。 

接軸させると乂巧び発生します。 

-火気をバッテリーにお付けないでください。 

♦充電中はバッテリーに近付かないでください。希硫酸の含まれるバッテ U —液げ吹き出す 
場合びあ0、目や皮膚に付着すると重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。万一、付 
着したとさは、すぐに多量の水で洗浄し、医師の診察を受けてください。 

♦ブースターケーブルを接続したり、取0はずすとさは、ファンやベルトなどにふれたり、 
近付いた0しないでください。手やあ服などが巻き込まれたりして、思わめ事故につなび 
るおそれびあ0危険です。 

♦バッテ U —を交換したとさは、クランプのナットを確実に締め付けてください。確実に締 
め付けないと、走行中にクランプがはずれてショートするなどして、車両火災につなびる 
おそれびありを険でず。 



救援車のバッテリーは12 V を使用してくださし、。 


♦他車（救援車）のバッテ U —は] 2Vでなければな0ません。12V用バッテ U —か確認し 
てか5巧ってください。 

♦バッテリーびあびりやすい 場合は、® トヨタ 販売店で点検を受けてください。 
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バッテリーがあがったとさは 


' 知識 

初期設定について 

バッテリーあび0の処置や、ヒューズ交換などの作業を行った場合、作業媛に初期設定操作 
び必要な機能びあります。詳しくは、0406ページの「初期設定び必要な機能」を参照し 
て < ださい。 


目次 


警告 


基本操作 
早わかり 


運転をする 
前に 


運転をずる 
とさに 


画の 


麓襲 


車との上手な 
d を合い方 
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才一八ーヒートしたとをは 

C 才ーバーヒートとは） 



次のよラな状態びオーバーヒートで 
す。 

♦高水温警告打（赤色）び点滅した 
り、エンジンの出力び低下する。 
♦ボンネットか日蒸気び立ちのぼる。 


》処置のしかた 

/車を止めまず。 

車を安全な場所に止め、エアコンを使用している場合は0 F F にします。 

三 ボンネットの確認をします。 

ボンネットから蒸気び出ているか確認します。 

〈ボンネットか5蒸気が出ていない場合〉 

ボンネットを開けてそのままエンジンをかけておさます。 

〈ボンネットか5蒸気が出ている場合〉 

エンジンを停止し、蒸気び出なくなった日、風通しを良くするために 
ボンネットを開けエンジンをかけます。 
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才一 JV ’ー ヒートしたとさは 


3 を却用ファンを確認しまず。 

ラジエーターを却用 ファ ンび作動していることを確認してください。 
フアンび作動していないときは、エンジンを 停止して® トヨタ販売店 
に連絡してください。 



4ェンジンを停止します。 

高水温警告む（ホ色）び消灯した日、ェンジンを停止します。 

已 を却水量などを確認しまず。 

ェン ジンび十分冷えてか日 ラジェーター キャップをはずし、 ラジェー 
ターと U ヴーバー タンクの冷却水量の確認、および ラジェーターコア 
部（放熱部）び著しく巧れていないか、ごみなどび付着していないか 
などを確認します。 



A 


警告 S 龍 rj ! 護ず！願 if 。辭快と IT P の□結な 
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目 を却水を補給します。 

冷却水量び不足していたら、ラジエーターと U ヴーノ（ータンクに冷却水 
を補給します。 

参冷却水びない場合は、応急的に水を補給します。 

y ® トヨタ販売店で点検を受けまず。 

早めに最寄 りの® トヨタ 販売店で点検を受けてください。 

♦移動途中で再び高水温警告灯（赤色）び点滅したとさは、空調の温度 
調整を最大暖房にし、フアンを最大風量にすることで、ヒーター 
配管内の冷却水により水温の上昇を抑えることびでさます。 


J 才ーバーヒートを防ぐために 

冷却水の量、地面に水ちれびないか曰頃か日点検をしてください。 
点検方法は「メンテナンスノート」をお読みください。 


やけどなどしないように十分気を付けてください。 


♦ボンネット占、6蒸気び出ているときは、蒸気びでなくなるまでボンネットを開けないでく 
ださい。ェンジンルーム内び高温になっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそ 
れびあ〇ち険です。 

まに、蒸気び出ていない場合でち高温になっている部分びあります。ボンネットを開ける 
ときは十分ま意してください。 

♦ラジェーターや巧目カタンクび熱いとさは、ラジェーターキャップを開けないでください。 
蒸気や熱湯び吹き出してやけどなど重大な傷害を受けるおそれびありを険です。キャップ 
を開けるときは、ラジェーターや補巧タンクび十分に;令えてから、巧きれなどでキャップ 
を包みゆっくりと開けてください。 

♦ェンジンびまわっているとさは、フアンやベルトなどに面れた0、近付いたりしないでく 
ださい。手やを服などび卷さ込まれた0して、思わめ事故につなびるおそれびありち険です。 



を却水はエンジンが熱いときに入れないでください。 


急に;令たい;ち巧水を入れると、エンジンび損傷ずるおそれびあります。：令却水はエンジンび 
十分に;令えてか5ゆっくりと入れてください。 
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けん引について 

し けん引のしかた~ ) 


J 他車にけん引しても5うときは 


フ□ントに取り付けるけん引フックは、けん引されることを目的としており、 
他車をけん引するちのではありません。 

けん引しても日うときは、 できるだけ® トヨタ販売店 または J A F などに 
依頼して < ださい。 


とくに次の場合は駆動系の故障び考え日れますので、けん引される前に 
まず ⑩ トヨタ販売店へ ご連絡ください。 

♦エンジンびまわっているのに車び動かない 
♦異常な音びする 



I けん引フック、ホイールナットレンチ 
を取り出しまず。 （0410 ぺージ参照） 

三 フ□ントバン/(-の運拉席側にあるフ 
夕を取りはずしまず。 


薄刃のマイナスドライバーを、フタの 
切り欠さのすさ間に挿し込んでフタを 
なホします。 

バンパー傷付さ防止のため、ドライバー 
の先端に薄手のテープなどを巻いて保 
護してください。 



〇けん引フックを取り付けまず。 

ホイールナットレンチを使巧して、け 
ん引フックを確実に取り付けます。 
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4 けん引フックに□-プをかけまず。 

ボディに傷を付けないよラにして□ープをけん引フックにかけます。 
必ずけん引フックに□ープをかけて前進方向でけん引してください。 
けん引□-プには、 0.3 メートル平方 （ O . SmxO . Sm ) じ(上の白い巧 
を□ープ中央に必ず付けてください。 



b エンジンをかけます。 

エンジンをでさるだけかけておいてください。エンジンびかからない 
とさは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " にします。 

b 発進します。 

シフトレバーを⑩にして、パーキングブレーキを解除します。 

7 前の車にま意します。 

けん引□ープをたるませないよラにし、前の車の制動灯にミ主意してく 
ださい。 

けん引び終わった5 

けん引フックをはずします。 

♦はずしたけん引フックは、所定の場所に格納してください。 

(041 0ぺージち阻、 

♦バンノ（一のけん引フック取り付け部のフタを確実に取り付けます。 
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けん引について 


J 他車（故障車）を□ープでけん引ずるとさは 



けん引のためのフックび、 U ヤバンパー下部（助手席側）にあります。 
♦けん引フックは、一般路上で故障した他車（故障車）をやむを得ず□ープ 
によりけん引するためのちのです。 

♦自車より重い車のけん引はでさません。自車より重い車をけん弓 I しよラと 
すると、駆動系に悪影響を与えたり、けん引フックや車体び破損するおそ 
れびあります。 


w/mm 


けん引される車は慎重に運おしてくださし、。 


エンジンびかかっていないとブレーキの効さ 
通常と同じ感覚で運転すると、思わ说事故に 


♦けん弓 I される車は慎重に運転してください。 

び悪くなったり、八ンドルび重くなるた奴、 

つながるおそれびあり危険です。 

♦キーを抜いたり、エンジンスイッチを" LOCK " にしないでください。キーが抜けて 
いると八ンドルび n ックされ八ンドル操作びできなくなり、思わ说事故につながるおそれ 
びあ0危険です。また、エンジンスイッチが" LOCK " だとキーび抜けるおそれびあ 
ります。 

♦けん引する車は急発進などけん引フックや□ープに大きな衝撃が加わるよラな運転をしな 
いで<ださい。けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。 

また、万一の場合、その破片が周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびあり 
危険です。 
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長坂路を下るときは、レツカー車でけん引してくださし、。 


♦長坂路を下るときは、レッカー車でけん引してください。レッカー車でけん引しないと、 
ブレーキび過熱し効きび悪くなるおそれびあります。 

♦4WD 車の場合、4輪接地でけん引するか、4輪とを持ち上げた状態で運搬してください。 
前輪または禮輪だけを持ち上げたけん引は絶対にしないでください。駆動装置び焼き付き 
を起こしたり、車びトレッカー（台車）か5飛び出すおそれびあります。 

また、駆動系部品び故障したと思われるときは必ず4輪を持ち上げて運搬してください。 



♦けん弓健度約 30km/hUrF、 けん弓腿離約 80kmUI 内で、前進ち向でけん引してください。 
この速度、距離をこえてのけん引、または後進方向でのけん引をすると、トランスミッ 
ションに悪影響をおよぼし、損傷するおそれびあ0ますので、これ5の場合は車両積載車 
などにより4輪とわ持ち上げて運搬してください。 

♦スタックぷ脱出のために、他車にけん引しても5ラときは、サスペンションアームなどに 
□ープをかけないでください。サスペンションアームなどを損傷するおそれびあ0ます。 
♦ワイヤー□ープは使用しないでください。バンパーに傷び付くおそれびあ0ます。 
♦スタックしたときは、無理にけん引せず、 ® トヨタ 販売店や」 AF などに依頼してくだ 
さい。けん引フックやサスペンション部品などに□ープをかけてけん引すると、けん引フック 
やサスペンション部品を損傷するおそれびあります。 

♦運転席側 U ヤのフックは固縛用フックです。固縛 


※说かるみ-砂地-深雪路などで駆動輪び空転したり、遇 
まり込んで動けなくなつた状態。 


用フックは船舶固縛で車両を輸送するとさに固定 
するためのちのです。けん引には絶対使巧しない 
でください。けん引に使用すると車両を損傷した 
0、思わ城事故につながるおそれびあります。 



^ 固縛用フック 

イラストは F F 車で代表しています。 
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事 K び起をたとをは 

^あわてずに巧の処置を巧って<ださい） 



7続発事故を防止しまず。 

他の交通のさまたげにな日ないよラな 
安全な場所に車を移動し、エンジンを 
停止します。 



ご?負傷ちがいる場合は、応急手当を行い 
まず。 

医師、救急車などび到着するまでの間、 
可能な応急手当を行います。 

この場合、とくに頭部に傷などびある 
とさは、そのままの姿勢で動かさない 
よラにしますび、後続事故のむ配びあ 
るとさは安全な場所に移動させます。 



4相手方の確認とメモ（氏名、住所、 
電話番号）を取ります。 

b ご購入された販売店と保険会社へ連絡 
します。 
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車両を緊急停止するには 

し 緊急停止のしかた ) 

万一、車び止ま日なくなったとさの非常時のみ、 L ソ下の手順で車両を停止さ 
せてください。 


7ブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続 
けまず。 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないで < だ 
さい。通常より強い力び必要となり、制動 
距離ち長くなります。 


と シフトレバーをのに入れまず。 

■シフトレパーが⑩に入った場合 
〇減速後、車を安全な道路脇に停めまず。 

4 エンジンを停止します。 


■シフトレパ’一が⑩に入 5 ない場合 

〇ブレーキペダルを両足で踏み続け、可能な 
限り減速させます。 



4 エンジンスイッチを " ACC " にして、 

エンジンを停止します。 
b 車を安全な道路脇に停めます。 
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車両を緊急停止するには 


ホイ了中 L やむを得ずエンジンを停止ずるときは、次のこ 
とをお守りください。 

♦走巧中にやむを得ずエンジンを停止するときは、十分に減速するよラにしてください。エ 
ンジンを停止すると、ブレーキの効さび悪くなり八ンドルび重くなるため、車のコント□一 
ルびしにくくなるなど、思わ城事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦走行中にやむを得ずエンジンを停止するときは、キーは絶対に抜かないでください。キー 
を抜<と八ンドルび n ックされるため、思わ城事故につなびるおそれびあり盾;険です。 


目次 


i 童口 


含本操作 運転をする 運乾をずる 室内装偏の 巧全•快適装備車との上手な 
早わかり 前に ときに 取り扱い 一の巧 Ji とま意 付き合い方 


メンテナンス 
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MEMO 
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さくいん 


五十音さ<いん • 
警告巧を<いん 



警告 甚本操作 で.む5る す杞をずる 室内装おの ぞ兰.，苗をお まとの上手な 
/- 早わかり 軒に とさに 取り巧い 、堂.にこち意 だき合い方 メンテナンス 万 I のとを 
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風 

ELR (緊急時固定機構）付 

3点式シートベルトの働き . 32巨 

イー ジーク□-ザ ー 

(スライドドア イージーク □-ザ ー） ……124 

E 己 D の働き . 331 

イグニッションスイッチの使い方 . 208 

I S 0 F IX 対応チャイルドシート 
固定専用バー&トップテザーアンカー 

での固定 . 193 

イラスト目次 . 8 

イルミネーテツドエントリー 

システム . 119 

インナーミラーの調整 . 201 

( 5 ) 

ウインドウウオツシャー 

ウオッシャー液注入□の位置 . 388 

ウオッシャー液の噴射のしかた . 257 

ウオッシャータンク容量 . 404 

日常点検 . 393 

冬の前の準備、点検 . 343 

ウインドゥデフオッガー（曇り取り） 

の使いち . 260 

ウインドゥ□ックスイッチの使い方……1己3 

ウオーニングランプ（警告灯） . 234 

動けなくなったときは . 417 

運転する前に（寒冷時の取り扱い) . 345 

運転席 SRS エアバッグ . 316 


アース ポイント . 

アー ムレスト . 

アクセヴ U — ソケット . 

アジャスタブルショルダー 

ベルトアンカー . 

雨の曰の運転 . 

アンチ□ックブレーキシステム 

( ABS ). 

アンテナ . 

アンブレラホルダー . 


運転席ル物入れ . 

運転席シートベルト非着巧警告灯- 

運転席ドアの開閉 . 

運転席に座っての点検（日常点検)’ 

運転席フラットシート . 

運転席□アボックス . 

(S) 

エアコンガス（冷媒）の点檢…•… 

エアコンの手入れ . 

エアコンの取り扱い . 

エアフィルターの交換 . 

ABS &ブレーキアシスト 

EBD の働さ . 

ABS &ブレーキアシストが 

作動しているとき . 

A 巨 S &ブレーキアシストとは 
A 巨 S &ブレーキアシスト警告灯 
A 己 S &ブレーキアシストに 

ついての注意 . 

A 巳 S 警告灯 . 

SRS エアバッグ 
SRS エアバッグが作動するとき 
SRS エアバッグ作動のしくみ 

SRS エアバッグとは . 

S R S エアバッグについての注意‘ 
SRS エアバッグ/ 

プ U テンショナー警告灯 . 

SAE 粘度（エンジンオイル)…… 

L LC (冷却水） 

タンク容量、濃度 . 

注入□の位置 . 

冬の前の準備、点検 . 

エンジンオイル 

ま入□の位置 . 

冬のの準備、点検 . 

量と種類 . 

レベルゲージ . 

エンジン回區計（タコメーター）… 

T 、 ノリ'、ノ整生 I 口 . 

エンジン始動の手順 . 


さ < いん 


五十音さ<いん 


症状か5調べたいとさや、万一のとさの処置については、 色付さ文字の 
項目をご覧 < ださい。 


977 12 8 91 
260 94 291 
413 13 323 


484764 
□ 41970 
3 2 13 13 


2 2 6 2 
6 6 6 6 
3 3 2 3 


如 


0 8 6 
3 2 3 
3 3 2 


9 7 
己3 
2 


8 7 6 4 
1115 
3 3 3 


04 283 82332399 
40 084 呂9409230 
24 433 33343222 
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さ < いん 


環境に配慮した経済的な運乾を 

するために . 

環境保護のために . 

間欠時間調整式ワイパー 

ウォツシャー液の噴射のしかた 

ワイ パーの 動かし方 . 

寒冷時の取り扱い 

運輯ずる前に . 

走行ずるときは . 

駐車するときは . 

冬の前の準備、点検 . 

寒冷地用ワイパーブレード . 

通 


キ ■ 

キー ナンパ’ープ レー ト . 11已 

キーについて . 114 

キーの組み合わせについて . 11已 

電子キー . 141 

ワイヤレスドア□ック U モコンキ——137 

キ ー OFF 後作動機能 . 1已2 

キーがまわせない . 208 

キーキーと金属音がタイヤから聞こえる 
くブレーキパッドウェア 

インジケーター〉 . 31 

キー閉じ込み防止機能 . 119 

キー抜き忘れ防止チャイム . 119 

キーのまわし方 . 208 

キーレスエント U — 

(ワイヤレスドア□ック） . 137、148 

基準値（メンテナンスデータ） . 400 

キックダウン . 61 

緊急停止のしかた . 440 


エンジンスイッチの使い方 . 208 

エンジンルームから煙（水蒸気）び 

出ている . 432 

エンジンルーム内ヒューズボックス……372 

エンジンルームの点検 . 388 

エンストで始動でをなくなったときは…417 

面 

オーディオの取り扱い 

アンテナ . 29白 

C D プレーヤーの使い方 . 294 

使用上の留意点 . 300 

電源、音量•音質調整 . 287 

ラジオの使い方 . 290 

才ートエアコンの使い方 . 266 

才ートマチック車についての注意 . 61 

オートマチック車の運転のしかた 

走行のしかた . 216 

停車•駐車のしかた . 218 

発進のしかた . 214 

オート7チックトランスアクスルフルード 

量と種類 . 402 

才ーバードライブ （0/ D ) スイッチ……212 

オーバードライブ日 F F 表示灯 . 231 

才ーパ’ーヒートしたときは . 432 

才ーバーヒートについての注意 . 79 

习ープ少一 

フューエルリッドオープナー . 1已5 

ボンネットオープナー . 1已白 

オイル類（メンテナンスデータ） . 402 

応急用タイヤについて . 413 

お子さまを乗せるときの注意 . 37 

お出かけ前の注意 . 1己 

オドメーター(積算距離計) . 224 

オプテイト□ンメーター(メーター)……222 


外装の手入れ . 3已9 

列装の電球（バルブ）交換 . 376 

ガソリン（燃料） 

使用ガソリン、タンク容量 . 404 

燃料補給時の注意 . 20 

カップホルダー . 308 

ガレージジャッキ 

(セット位置) . 78、426 


2 5 7己 5 7 0 3 4 
已已 己曰 44544 
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思 

警音器（ホーン）の使い方…" 

計器類（メーター) . 

警告灯が点口または点減した 

ままのとさは . 

警告灯の見方 . 

経済的な運転 . 

化粧ミラー（バニティミラー） 

けん引について . 

けん引フック（フ□ント取り付け巧) 

格納場所 . 

けん引のしかた . 

けん引フック（リヤ） . 



コートフック . 

工具の格納場所 . 

光軸上下調整 

(ノ V □ゲンへッドランプ） . 

高水温警告灯（赤色） . 

高水温警告打（赤色）び点滅した 



CD —体 AM / FM ラジオ 
CD プレーヤーの使い方 •• 
シート 

正しい運転姿勢 . 

フ□ントシートの調整" 

IJ ヤシートの調整 . 

シートアレンジ 

インデックス . 

ィ _n 運輯席フラットシート- 
^ 王自 シートバックテーブル.. 
^弓^ 背高荷物収納スペース.. 

4^/ フ U - スぺース . 

ラゲージスぺースの拡大 
シートについてのま意…… 
302 シートバックテースレ••… 
410 

2已2 
24百 
432 


. 263 

. 222 

106、107 
234 
3已2 
302 
43百 



空気圧（タイヤ） . 405 

区間距離計（トリップメーター) . 224 

量り取り（リヤウインドウデフオツガー） 


スイッチの使い方 . 

……260 

クラクシヨン（ホーン）の使い方…… 

……263 

クリープ現象 . 

. 61 

車の手入れ 


エアコンの手入れ . 

……362 

列装の手入れ . 

……3己白 

タイヤ〇—テーシヨン 


(タイヤ位置交換） . 

……36己 

電子キーの電池交換 . 

……368 

内装の手入れ . 

……361 

日頃の手入れ . 

……3已 S 

ヒューズの点検、交換 . 

……370 

ワイヤレスドア□ック 


リモコンキーの電池交換 . 

366 

車のまわりの点検 . 

……394 

グレード名称 . 

……40己 

グ□-ブボックス . 

……304 


後退灯 

電球（バルブ）の交換 . 385 

つット数 . 401 

後退ブザー . 213 

故障したときは . 416 

子供専用シート 

I S 0 F IX 対応チャイルドシート固定 
専巧バ ー S トップテザーアンカー…1白3 

子供専用シートについての注意 . 44 

固縛用フック . 438 

コンビニフック . 311 

〇 

ヴー ビス データ 

(メンテナンスデータ） . 400 

ヴイドち向指示灯兼非甫点減な 

操作方法（方向指示レバー） . 254 

電球（バルブ）の交換 . 384 

ワット数 . 401 

3点式シートベルト . 190 

サンバイヴー . 302 


6 4 
8 9 
2 2 


249 26842008 
666 77788847 

T— T— T— ^1 T— T— T— ^1 -1 -1 
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さ < いん 


シートベルト 

アジャスタブルショルダーベルト 

アンカー . 191 

ELR (緊急時固定機構）付3点式 

シートベルトの働き . 32目 

正しい着用 . 18目 

着用のしかた . 190 

手入れ . 361 

2点式シートベルト . 192 

プ U テンショナー S フオースリミッター 

付シートベルトの働き . 326 

シートベルトについての注意 . 48 

シートベルト非着用警告丹 . 248、249 

時間調整ボタン . 226 

事故が起きたときは . 43白 

室内装備品の使い方 . 302 

室内巧 

マップランプ . 303 

ルームランプ . 303 

ワット数 . 401 

室内ヒューズボックス . 374 

指定空気圧（タイヤ） . 405 

シフトポジション表示 . 231 

シフトレバーが©か5動かせない . 213 

シフトレバーの使いち . 211 

シフト□ックシステム . 213 

ジャッキ 

格納位置 . 410 

ジャッキアップポイント 

(セット位置） . 42日 

ジャッキアップについての注意 . 76 

ジャッキ八ンドル（格納位置) . 410 

車幅な 

操作方法（ランプスイッチ） . 250 

電球（バルブ）の交換 . 381 

ワット数 . 401 

車幅巧表示巧 . 230 

車両仕様 . 405 

車両を緊急停止ずるには . 440 

充電警告灯 . 244 

収納ポケット . 30已 

収納ボックス . 304 


情報表示 . 

情報表示切りかえボタン 
初期設定 

初期設定について…… 

スライドドア••… 

パックドア . 

パワーウインドゥ 
助手席 SRS エアバッグ 
助手席シートベルト非着巧警告灯 
助]手席ストッパー 



Super E C T 
Super E C T とは 
登降坂変速制御システムの働さ 
フレックス□ックアップ 
システムの働さ 
スイッチの使い方… 

ストップランプ（制動巧） 

電球（バルブ）の交換 

ワット数 . 

スノータイヤ（冬用タイヤ） 
スピードメーター 
スペアタイヤ 
格納場所 
空気圧… 

タイヤサイズ 
取り出し方… 

スモールランプ（車幅な） 

操作方法（ランプスイッチ） 

電球（バルブ）の交換 
ワット数… 

スライドドア 
初期設定… 

スライドドアイージーク□ーザー 
スライドドアの開閉…… 

スライドドアの自動開閉 

中間ストッパー . 123、 

挟み込み防止機構 . 

パワースライドドアスイッチ…… 

バワースライドドアメインスイッチ 
スリップ表示灯 . 
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前に 
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制動巧（ストップランプ） 
電球（バルブ）の交換…… 

ワット数 . 

積算距離計（オドメーター)… 

セキュ U ティ機能 . 

背高荷物収納スぺース . 

洗車 . 

前照灯（へッドランプ） 

操作方法（ランプスイッチ) 
電球（バルブ）の交換…… 

ワット数 . 

センター□アボックス . 



走行しての点検…… 

走行するときの注意 
走行するときは（寒;令時の取り扱い) 
走行中、異常に気付いた 5- 
走行できなくなったときは 

(けん引について） . 

走行のしかた . 

速度計（スピードメーター） 


チェーン（タイヤチェーン） . 348 

チケットホルダー . 302 

チヤイルドシート 


I S 日 F IX 対応チャイルドシート固定 
専巧バ ー S トップテザーアンカー…193 
チャイルドシートの固定 

I S 0 F IX 対応チャイルドシート 
固定専用バー&トップテザーアンカー 


での固定 . 193 

シートベルトでの固定 . 198 

中間ストツバー . 123、131 

駐車するときは（寒冷時の取り扱い)……3已〇 
駐車な（非常点減な） 

操作方法（非常点滅打スイツチ） . 262 

電球（バルブ）の交換……380、384、38已 

ワツト数 . 401 

駐車のしかた . 218 

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ） 

操作方法 

(パーキングブレーキペダル） . 220 

点検基準値 . 400 

駐停車ずるときの注意 . 32 

チルトステア U ングレバー . 200 


面 

テールランプ（尾灯） 

操作方法（ランプスイツチ） . 2已〇 

電球（バルブ）の交換 . 385 

つット数 . 401 

TRC 

TRC OFF スイッチの使い方 . 261 

TRC とは . 337 

TRC OF F 表示巧 . 232 

停車のしかた . 218 

低水温表を灯（青色) . 231 

ディスチャージへツドランプ 
ディスチャージへッドランプとは……339 

電球（バルブ）の安換 . 376 

ワット数 . 401 


タイヤ 

空気圧 . 40己 

指定空気圧表 . 394 

スペアタイヤ . 412 

タイヤヴイズ . 405 

タイヤチェーン . 348 

タイヤの点検 . 36己、394 

タイヤ〇—テーシヨン 

(タイヤ位置交換） . 365 

冬用タイヤ . 344 

ホイールヴイズ . 405 

タイヤについての注意 . 69 

タイヤを交換するとをは . 418 

タ コメー ター （エンジン回乾計） . 223 

他車（故障車）をけん引するときは . 437 

他車にけん引しても5ラときは . 43己 

正しい運乾姿勢（シート） . 162 

正しい着用（シートベルト） . 186 
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80218已 己700 
342113 2343 


9279 563 
9242 312 
3:3: 422 


448 

































































さ < いん 


ドアを開けた5「ピー」と音が鳴り続けた 


くランプ消し忘れ警告ブザー > . 2已〇 

ドアを開けた!5「ピーピー、ピーピ ー 」と 
音が鳴り続けた 

くキー抜き忘れ防止チャイム〉 . 119 

搭載工具 . 410 

時計 . 226 

登降坂変速制御システムの働を . 333 

トップテザーアンカー 

(取り付け位置） . 193 

トランスアクスルフルード 

量と種類 . 402 

トランスファーオイル 

量と種類 . 402 

トリップメーター(区間距離計) . 224 

トリップメーター U セットボタン . 224 

〇 

内外気切りかえスイッチ 

けートエアコン） . 266 

内外気切りかえレバー 

(マニュアルエアコン） . 276 

内装の手入れ . 361 


思 

日帛巧矣 

運輯席に座っての点検 . 3白7 

エンジンルームの点検 . 388 

車のまわりの点検 . 394 

走行しての点検 . 399 

日常点検について . 387 

2点式シートベルト . 1白2 

思 

燃料 

使巧ガソリン、タンク容量 . 404 

燃料計 . 223 

燃料残量警告灯 . 247 

燃料残量警告灯が点減したとさの 

燃料の残量は . 247 

燃料補給口（フューエルリツド）の 

開閉 . 15已 

燃料補給時のま意 . 20 


思 

ドアガラス 

キー OFF 後作動機能" 

初期設定 . 

ドアガラスの開閉 . 

挟み込み防止機構 . 

ドアの開閉 

運輯席ドアの開閉 . 

スライドドアの開閉•…- 
スライドドアの自動開閉 

バックドアの開閉 . 

ドアミラーの調整 . 

ドア□ックスイッチ . 


ディスチャージへッドランプ 

才ートレべ U ング警告巧 . 241 

手入れ 

エアコンの手入れ . 362 

外装の手入れ . 359 

内装の手入れ . 361 

日頃の手入れ . 3已8 

デッキアンダートレイ . 310 

デッキボード . 310 

電球（バルブ） 

交換要領 . 376 

ワツト数 . 401 

，占'検 

• 運転席に座っての点検 . 397 

エンジンルームの点検 . 388 

車のまわりの点検 . 394 

走行しての点検 . 399 

日常点検について . 387 

電子キー 

使用個数 . 143 

スマートドア□ック機能での 

ドアの施錠-解錠のしかた . 144 

電子キーの通信について . 142 

電池交換 . 368 

ワイヤレスドア□ック U モコン機能の 

使い方 . 148 

電池交換 

電子キー . 368 

ワイヤレスドア□ック U モコンキ——366 

点検基準値（メンテナンスデータ） . 400 

点検整備実施のお願い . 14 

点検-手入れ時の注意 . 目7 
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パワーウインドゥ 

初期設定 . 

パワーウインドゥの使い方 
パワーウインドゥが動かない 
ノ くワーステア U ングフルード 

量と種類 . 

パワースライドドアスイッチ 
パワースライドドアメインスイッチ 

パンクしたとさは . 

番芦口 

操作方法（ランプスイッチ） 

電球（バルブ）の安換…… 

つット数 . 

半ドア警告灯 . 

八ンドルび重くなった . 

八ンドルの調整 . 



ピーと長い音び鳴り続ける 

〈ランプ消し忘れ警告ブザー > . 250 

ピーピーピーと長い音のくり返し 

〈U バース（後退）ブザー〉 . 213 

ピーピー、ピーピーと短い音のくり返し 

くキーおき忘れ防止チャイム > . 119 

日頃の手入れ . 358 

非常点減巧 

操作方法（非常点減灯スイッチ） . 262 

電球（バルブ）の交換……38日、384、38己 

ワット数 . 401 

尾巧 

操作方法（ランプスイッチ） . 250 

電球（バルブ）の交換 . 385 

つット数 . 401 

ヒユース 

点検、交換 . 370 

ヒューズ表 .372-375 

ヒューズボックスの開け方……372、374 
表示灯の見方 . 228 


⑩ 

パーキングブレーキペダル 

点検基準値 . 400 

取り扱い . 220 

排気ガスに対するミち意 . 34 

八 イビーム （ヘッドランプ） 

操作方法（ランプスイッチ） . 2已1 

へッドランプ上向き表を巧 . 230 

電球（バルブ）の交換 . 378 

ワット数 . 401 

八イマウントストツプランプ 

電球（バルブ）の交換 . 376 

ワット数 . 401 

八ザードランプ（非常点減灯） 

操作方法（非甫点減灯スイッチ） . 262 

電球（パルスの交換……380、384、385 

ワット数 . 401 

挟み込み防止機構 

スライドドア . 131 

ドアガラス . 1已2 

発炎筒の使い方 . 414 

バックアップランプ（後退灯） 

電球（バルブ）の交換 . 38己 

ワット数 . 401 

バックドア 

初期設定 . 136 

バックドアの開閉 . 132 

バックドアグリップ . 132 

発進のしかた . 214 

バッテ U- 

位置 . 388 

日常点検（バッテ U —の液量） . 390 

冬の前の準備、点検 . 343 

バッテ U- あがり防止機能 . 119 

バッテ U —があがったとさは . 428 

バッテ U- についての注意 . 74 

パッドウエアインジケーター 
(ブレーキパッドウエア 

インジケーター） . 31 

バニティミラー(化粧ミラー) . 302 

バルブ（電球） 

交換要領 . 376 

ワツ ト数 . 401 


313 

已已己 
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さ < いん 


ブレーキを踏むと「キーキー」と 

音がずる . 

フレックスフルタイム 4 WD 

フレックスフルタイム 4 WD とは…… 

4 WD 車についての注意 . 

フレックス□ックアップシステムの 

働き . 

フ□アマット . 

フ□ントシートの調整 . 

フ□ントフォグランプ 
操作方法 

(フ□ントフォグランプスイッチ)… • 

電球（バルブ）の交換 . 

ワット数 . 

フ□ントフォグランプ表示灯 . 

フ□ント方向指示灯兼非常点減灯 

操作方法（方向指示レバー） . 

電球（パルプ）の交換 . 

ワット数 . 

フ□ントワイパーデアイヴーの使い方 • 


へッ ドランプ 
光軸上下調整 

(ハ□ダンへッドランプ） . 252 

操作方法（ランプスイッチ） . 250 

電球（バルブ）の交換 . 378 

ワット数 . 401 

ヘッドランプ上向き（八イビーム） 

操作方法（ランプスイッチ） . 251 

電球（バルブ）の交換 . 378 

つット数 . 401 

へッドランプ上向き表を灯 . 230 

へッドランプオートレべ U ングシステムに 

ついて（上下照射方向自動調整) . 339 

べヒーシート 

I S0F I X 対応チャイルドシート固定 
専用バ ー& トップテザーアンカー…193 
ベルト八ンガー . ISO 


VSC & TRC 

TRC とは .337 

VS じとは .336 

VSC & TRC についての注意 .60 

VSC 警告灯 .238 

V リブドベルト（点検基準値) . 400 

フォースリミッター付 

シートベルトの働き . 32目 

吹き出し□の調整 . 282 

フック 

コートフック . 302 

コンビニフック . 311 

フック（けん引） 

けん引フック 

(フ□ント取り巧け巧） . 43己 

けん引フック （ U ヤ） . 437 

固縛フック . 438 

フューエルキヤ ップの開閉 . 1已目 

フューエルメーター (燃輯計) . 223 

フューエルリツドオープナー . 1 已 5 

フューエル U ッド 

(燃料補給 □) の開閉 . 1己己 

冬の前の準備、点検 . 343 

を用タイヤ . 344 

プラズマクラスターの使い方 . 284 

フリースペース . 182 

プリテンショナー&フォースリミッター付 

シートベルトの働き . 326 

プリテンショナー警告灯 . 240 

ブレーキアシスト警告灯 . 236 

ブ レーキア シストの働き . 328 

ブレーキ警告灯 . 242 

ブレーキ警告ブ ザー . 242 

ブレーキパッドウエアインジケーター……31 
ブレーキフルード 

種類 . 402 

曰甫点検（ブレーキの液量） . 389 

ブレーキフルード 

リザーパータンクの位置 . 388 

ブレーキペダル（点検基準値) . 400 

ブレーキランプ（制動灯） 

電球（バルブ）の交換 . 385 

ワット数 . 401 


1 44 324 
3 36 316 
3 U 3 31 
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■222 

‘22 己 
‘22己 
.40 日 


油圧警告灯 . 

油脂類（メンテナンスデータ) 



S ラーの調整 

インナーミラー . 

ドア巧一 . 

面 

メーターの見方 . 

メーター照度調整 
メーター照度調整のしかた…… 

メーター照度調整ボタン . 

メンテナンスデータ（点検基準値) 


ホイール 

ホイールヴイズ . 40己 

ホイール（タイヤ）の交換 . 418 

ホイールナツトレンチ（格納場所） . 41日 

方向指示巧兼非常点減灯 

操作方法（方向指をレバー) . 2已4 

電球（バルブ）の交換……380、 384. 38已 

ワツト数 . 401 

方向指示表示灯 . 230 

方向指示レバーの使い方 . 254 

ホーンの使い方 . 263 

補給□開警告ブザー . 131 

ボトルホルダー . 309 

ボンネツトオープナー . 1已白 

ボンネツトか5煙（水蒸気）が 

出ている . 432 

ボンネツトの開閉 . 1己9 


〇 

7ップランプ 

操作方法 . 303 

ワット数 . 401 

マニュアルエアコンの使い方 . 276 

マルチボックス . 306 

万一の事故のときのを意 . 80 




4 WD 

フレックスフルタイム 4 WD . 334 

4 WD 車についてのミち意 . 64 


〇 

ライセンスプレートランプ（番号灯） 

操作方法（ランプスイツチ） . 2已〇 

電球（バルブ）の交換 . 386 

ワット数 . 401 

ラゲージスぺースの拡大 . 180 

ランエーター 

才ーパーヒートしたときは . 432 

曰常点検（冷却水の量） . 391 

ラジェーターキャップの位置 . 388 

冷却水濃度、容量 . 402 

冷却水リザーバー（ラジェーター補助） 

タンクの位置 . 388 

ラジオの使いち . 290 

ランプ消し忘れ警告ブザー . 2已〇 

ランプスイッチの使い方 . 250 

風 

リバース（後退）ブザー . 213 

U モコンスイッチ 

(ワイヤレスドア□ツクリモコン）……137 
リヤウインドゥデフォツガー（曇り取り）の 

使い方 . 260 

U ヤシートの調整 . 16白 

U ヤディファレンシャルオイル 

(量と種類） . 402 

U ヤ方向指を灯兼非常点滅灯 

操作ちま（方向指示レバー) . 2已4 

電球（バルブ）の交換 . 385 

ワット数 . 401 


12 
〇 〇 
2 2 


6 2 
4 〇 
2 4 
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さ < いん 



ルームミラー(インナーミラー) 

J レームランプ 

操作方ま . 

ワット数 . 

面 

冷却水 

オーパー ヒートしたとさは… 

曰常点検（冷却水の量） . 

濃度、容量 . 

冬の前の準備、点検 . 

リヴーバー（ラジェーター補助) 
タンクの位置 . 


□ービーム（へッドランプ） 

操作方法（ランプスイッチ） . 250 

電球（バルブ）の交換 . 378 

ワット数 . 401 

路上で故障したときは . 416 

□ックレバー . 117、120 

0 

ワイパ ー S ウォッシャーの使い方 . 255 

ワイヤレスドア□ックリモコンキー 

使用枚数 . 140 

電池交換 . 366 

ワイヤレスドア□ックリモコン機能の 

使し、方 . 137、148 

ワックス . 3已8 

ワット数 . 401 

輪止め . 419、420 
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警告なさ < いん 





ABS & ブレーキ アシスト 
警告な 今236 ぺージ 


ABS 警告な 

今237 ぺージ 


VSC 警告な 

吟238 ぺージ 



巧電警告な 

今244 ぺージ 


高水温警告な（赤色） 

今245 ぺージ 


油圧警告む 

今24巨 ページ 



エンジン警告打 

吟239 ぺージ 


E 4曲 F 


燃料残量警告口 


今247 ぺージ 




SRS エアバッグ/ 

プ U テンシヨナー 
警告打 今240 ページ 

デイスチャージヘッド 
ランプオートレべリング 
警告な 今241 ページ 



半ドア警告な 

吟247 ぺージ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 

今248ぺージ 



ブレーキ警告打 

今242 ぺージ 


PASSENGER 


み 


助手席シートベルト 
非着用警告な 

今249 ページ 
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ポルテ 


ス -6 目 


TOYOTA 


お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

を国共通*フリーコール 

爲 0800-700-7700 

才ーブン時間3巨5曰9:00〜18:00 

巧を地干45日-0002名古屋巿中村区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護ち針」につしのま、 
http://www.toycitacajp にて掲載しておりまず。 


1-3 巧 S 動軍巧巧をお: 

http://toyota.Jp 

♦車雨の仕读等の変更により本書の内容が車両と一致しない場合びあ口ますのでご了承ください。 
♦の刷 C 1-201 日年7ち2日日 ■発行-2010年 S 月2日巧版 


M 52B33 
01999-52633 



